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本稿は,1920(大正9)年２月に當時の大曰本帯國"青島守備軍陸軍参謀部"が編纂.印刷.配布した『歯獲書
籍及圖面目録』(簡穏:"『歯書･圖目』1920.")のうちの"歯獲書籍"目録部分に就ての翻刻である.當號では,こ

のうちの"官有書籍"(洋書･全追加･漢籍)目録,及び``膠州圖書館藏書"(洋書追加)目録を取扱う『歯書･圖目』
１９２０は,B5版全1012頁からなる油印本で,筆者等が現時鮎に於てその現存を實見･確認し得た冊數は,6冊
に止まる.’

周知の如く，第１次世界大戦の開戦から約3箇月を經た1914年11月８曰，曰本の青島派遣軍は,中華民國

山東省南部の黄海に臨む濁逸帯國租借地"膠州Kiautliohou=Gebiet"の中核都市"青島Tnngtau"を陥落させ，
その後は青島守備軍として,蕾燭逸租借地全域に對して軍政を施行すると共に,現地諸資産の接收･管理

に當った.２富『歯書･圖目』1920.所録書籍･圖面(設計圖・地圖)もその一部を微すものであって,青島陥落時
に於る曰･燭両軍の問で交わされた所謂"開城規約"竝に"全附録，，の締結(1914Ｘ1.7.)に始り,３曰本側の中華

民國に對する所謂"二十一箇條要求"に端を發する諸條約竝に交換公文への調印(1915.),4第１次世界大戦の
終結･虚理に關する"同盟及聯合國ト燭逸國トノzP和條約竝議定書"(所謂"ヴェルサイユ條約,,;1919.Ｖ1.28．

調印,19201.10."實施，，)5を經て,戦後に於る軍備擴張と極東問題とに多大の懸念を抱いたアメリカ合衆國が
主宰したワシントン會議WashingtonConference(l92LXL-1922JL),及び全會議終了時に曰本側と中華民

國との間で調印(1922.11.24.Washington)した所謂"山東懸案解決ニ關スル條約"の批准書交換(1922VL2・
北京)6．實施に至る－聯の流れの中で,７曰本側に於て自己の資産の一部として虚理されたものの如くで

’京都大學附鴎圖書館(1冊)･全人間･環境學研究科/總合人間學部圖書館(1冊)･東北大學附属圖書館本館(1冊)･金
澤大學附属中央圖書館(2冊)･防衛省防衛研究所史料閲寶室(1冊)．尚,“｢青島歯獲書籍｣の復元と清末民國初に
おける燭英の對中國文化接鯛に關する比較研究"(後掲２７頁)の中核事業として,目下遂行中の青島菌獲書籍現
藏調査の第１期分調査に於て,特にその概容調査を擴當している志村惠氏に擦ると，この他にも,新潟大學附
属圖書館.北海道大學附属圖書館･九州大學附属中央圖書館(北大･九大に就ては電網頁"Webcat"にも既載)が『歯
書･圖目』1920.を各１冊所蔵しているとの由で,奥村2006.(123頁)も山形大學附属中央圖書館(冊數不詳)に於る
所藏を報じている(執れも筆者末見)．今後の調査の進捗に應じて,その現存冊數は漸増するものと想われる．
２“青島派遣軍司令官，,神尾光臣(第十八師園長.陸軍中將)に對する"青島守備軍司令官"としての發令は,１９１４
[大正3]年11月26日附(宮罰ifi6,z川ｲfﾌﾋ正刀Ⅲ27.K金/,583頁[軍令],585頁[叙任及辮例]）因に,"青島守備軍民

政部條例"の公布に伴う青島守備軍司令部内への"民政部"設置は,1917[大正6]年９月29日附(E薄if}J5qJ9/７匹ﾌﾋ正
の.ＸＩＩﾉﾗ7,1-3頁[勅令],3-4頁[軍令],会,ｺﾞｺﾞJ・川7ｴﾌﾋ正U〔/Ｘ２Ｌ′ｕ39頁[叙任及辮例])で,翌年の"職員鎌F"から
"青島守備軍司令部青島"の記載が始る．

３日濁戦史上1916,1004-19頁．
４半沢1930,710-76頁,中外蕾約IL1959.,1112-4頁．
ＳＥ漸蕊,)(I川lﾌﾋＨ１/〃0.f±/,27頁．
‘宜蝿鋤(1,2ルヒ正7〃〃21金/,1-4頁[條約]’4頁[告示])．尚,これに伴う"青島守備軍民政部條例等屡止"の公
布･施行は,1922[大正11]年12月１０日附(E轍》搦め`川功t正、/、Ｊ〃印,1頁[勅令]'2頁[省令])．
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ある.８當該書籍･圖面の配布は,基本的には,當時の帯國大學,高等學校,外國語學校,關聯行政諸官鱸，

７當時の日.中.米三國間の動きに就ては,川島2004.所收<《序論４先行研究と本書の位置(2)－民國前期外交史》》

(45-61頁),及び《《第三章第一次大戦参戦と山東問題解決プログラム》》(249-65頁)を参照した

８當該書籍の燭逸側から日本側への引渡しは,所謂"開城規約"竝に"全附録，'(曰燭戦史上1916.,1004-19頁)に基い
て行なわれたとする説(安達1981.,68頁)がある當該書籍の"引渡し"自篭はその－聯の動きの中で行なわれた

のかもしれぬものの,その論擦,即ち"[開城規約,……]，第二條青島要塞及膠州湾内外二在ル全塁塁,砲臺,軍旗，
兵器,揮藥,官有諸建築物,馬匹,交通通信用諸物件,築港,繋船所,水面利用ニ關スル諸建築物I,]其他一切ノ軍用器

材,圓寶,給養諸品,官有財産竝燭國艦船及之二層スル諸物件ハ現壯ノ儘現在ノ位置二整置シ日本軍二引渡スモ
ノトス"(日濁戦史上1916.,1004頁;引用文中のカンマは原文では讃鮎,金工錘は引用者所添)の如き條文中所出の
"圖書"の語を"書物"の謂と理解することに就ては,當時の戦時國際法に於る基本的見解及び當該規約中に於る

用語例に擦れば,燭語文末見の現時鮎に於ては首肯しかねる此虚に所謂"圖書"は所謂"書物Bijcher"の類を指

すのではなく,むしろ"圖面PlaneuKarten及び證書･書類UrkundenuUnterlagen"の類を指すと想われるが故で

ある．この鮎は,"[開城規約，……]，第六條陸海軍二層セサル官吏人民ノ虚置,普通行政事務,會計竝之ニ關ス
ル寶題ノ引繼キ其他本規約執行ニ關スル細則ハ本規約附録二於テ之ヲ規定ス'右附録ハ本規約ト同一ノ效力
ヲ有ス,，(全1005頁;全),及び"青島開城規約附録,第一條本規約ヲ實行スル爲曰燭両軍二於テ左ノ委員ヲ設置ス，
－，軍事委員肇薑輌彗,塁曇,砲臺,軍旗,馬匹交通,通信用物件,陸上ニ在ル兵器蝉藥,軍用器材,園寶二關スル授
受二任ｽ,……,六,行政委員墨書諭彗,膠州醤全般ﾉ行政及會計竝之二關スルー切ﾉ圖實ﾉ授受二任ｽv…
…,第二條前條ノ諸委員ハ＋一月十日午前十時｣二二-三｣L二兵螢二集合シ燭軍委員ハ左記諸名簿表及圖ヲ調
製シ之ヲ當該日本委員二交付シ其擴任事項ノ遂行二著手スルモノトスｗ－，燭軍軍事委員青島要塞配置及塗
塁,砲臺圖竝第一條第一項二鴎スル物件表１……１六,濁軍行政委員在青島文官官職等級氏名簿,男女國籍及職
業二依り分類スル普通人民ノ人口表,在監者人員表,，(全1006-8頁;全),"[青島開城規約附録９１……]1第八條本附
録第一條第六項二示ス燭國委員ハ行政竝會計二關スル既往及現在ノ状況ヲ日本委員二告知シ且ツ之二關スル

ー切ノ圖覺ヲ同委員二引渡スヘシ,…･･･"(全1009頁;全),及び`開城實施手續規定'－，本規約實施二要スル委員
ノ編成左ノ如シ１－，軍事委員１……１六,行政委員１委員長山梨参謀長１委員磯村参謀林副官惠藤少佐福井
大尉末松大尉飯田副官軍書部長軍醤五雪響宣憲兵長憲兵將校一理事二主計一海軍將校同相當官二公法顧
問１……"(全1012頁;全),"[開城實施手續規定1……]１六,行政委員ハ本件ニ關スル濁國委員卜協議シ青島要塞内
二居住スル濁國及諸外國人ノ身分及職業別,官有民有ノ動産不動産ニ關スル園書類,行政及會計二關スル寶鍾，
官衙等ヲ受領シ其他物件ノ調査押收,風紀ノ維持,寺院ノ保護,婦女老幼ノ取扱等軍事以外一切ノ事項ヲ虚理ス

ヘシ"(全1013-4頁;全)等々の諸用例を併讃･比較してみれば,明らかであろう官制上の"圖書寮"の"圖書"の本

義を想起されたい

尚,全８條から成る"開城規約"の内容は,"午後四時＋分談判ヲ開始シ濁逸委員ハ悉ク我提案二同意シ午後七

時五十分左ノ開城規約及同附録ヲ決定ス，,(全1004頁)の如き記述に擦れば,日本側の提案に濁逸側が應じたと

のことである.但,全"規約，，第八條の後に"本規約ハ正本二通ヲ作製シ日燭両軍各其一通ヲ保有スリ大正三年
(一千九百十四年)十一月七日ﾖﾆl…L二於テリ大日本帯國青島攻城軍全權委員陸軍少將山梨半造１
大日本帯國青島封鎖艦隊全權委員海軍少佐高橋壽太郎1全權委員膠州湾總督参謀長海軍大佐=iｺﾞﾐ22-2-[萱=ニム
ク]ｾﾉﾋ"(全1006頁)と記し,全"規約附録"第九條の後に於ても"正本二通ヲ作り各全權委員二於テ署名ス１大正
三年(一千九百十四年)十一月七日…二於テ１大日本帯國青島攻城軍全權委員陸軍少將山梨半

造1大日本帯國青島封鎖艦隊全權委員海軍少佐高橋壽太郎１全權委員膠州湾總督参謀長海軍大佐ザックセ
上"(全1010頁)と記すものの,その所用言語に就ては明記が無い戦場でのことでもあり,"正文"は,或は勝者側

言語であったのかもしれぬものの,原件所用言語に就ては未確認(筆者所見のものは日濁戦史上1916.,1004-6頁
所載日語文).尚,當該"規約"談判時の通鐸は,湯目隆績,ドクトル･ボイグト，ドクトル･ユーベルシヤール(ﾙﾉｶα〃
"esUberlbhaar[Dr.,LektorfDtSpracheadMedizAkademie,OIaka大阪府立醤學校,Prof,Dolmetlbher;*1885.,｡｡?，

f1965.;電網頁《(Schmidt2002a》》,Ｍ"eﾉｲﾉａｘｍｋ/『ﾉ9Ｊ2-川3.,ｓ1017])?の３名(日本側通鐸:湯目隆續に就ては未精
査;濁逸側通課:ドクトル･ボイグトは"KarlVogt,DrW＊23041878Nienburg,↑1960;Japanisch-undJura-Smdium
inBerlmundHallemitPromotionl901,…"[電網頁《<Schmidt2002a》》]かと疑うものの,未確認）又,富開城規約談

判時には,特に日本側から"國際法顧問"として兵頭三郎(燭逸側國際法擴當者名は不記)が立會っており(全1003

頁),燭逸側全權委員ザツクセルはL"dWjgSaxer(前掲電網頁<《Schmidt2002a》》).尚,戦時國際法に就ては,例えば，

高橋1905.,104-8頁[第二章物二關スル陸戦法規第二節敵國財産ノ薗獲第一款歯獲品･第二款敵國國有財産･第三款私有財産Ｌ

137-40頁[第五章交戦中ノ非戦交通第六節降伏規約],及び千賀1917.,581-606頁[第二章戦孚第三節陸戦第六款戦利品(敵

ノ各種財産二對スル構利)第七款占領地(官臓･法令･交通･財政･徴發･課金)第八款陣中條約(軍使･俘虜交換･降伏･休戦)]を参照した．

因に,書籍･圖面類とは別に,"濁逸總督府及萬年兵管二存在セル公文書類竝二霞支那税關倉庫二存在セル東

亜派遣隊ノ書類"に就ては,その整理に早く着手したものと看る可く,1915[大正4]年８月には,その目録が青島守
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及び陸･海両軍(含關聯附属諸機關)等々宛に倣されたものと看る可〈,，當『函書･圖目』1920.は,その添附諸

備軍司令部により"歯獲文書目録"(簡穏:"噛文目』1915.")として編纂･印刷され,例えば東北帯國大學に於ては,翌
1916[大正5]年７月20日附でその受領手續が倣されている.尚,當該文書類に就ては,その箇々の文件名に就ての
對照･調査を未だ行なってはいないので,確言は避けるものの,第１次世界大戦後の1920-1[大正9-10]年の間に
(少くとも雨次に亙り,そのうちの初次は1920[大正9]年３月31日との由;《《大正八年以降歯獲書籍》所綴"真昼麓麺
票璽交霊返還書類一寶表"),基本的には濁逸側に返還された模様である(《欧受大日記11211大molvL-vmL》)所綴"青島薑
凋逸總督府所属ノ書類還付方申出ニ關スル件",<<欧受大日記1921[大正10].XL26.-30>》所綴"平和條約二基キ青島二關ス
ル濁逸公文書引渡ニ關スル件";因に,前掲"翼竪蔑麺壽雲と霊i返還書類一寶表"は,"zP和條約二基キ青島二關スル
濁逸公文書引渡ニ關スル件"の一部の分綴かと疑うものの,未精査故に指摘に止める)．
，《<大正八年以降函獲書籍》》所綴"副官ヨリ青島守備軍陸軍参謀長へ通牒案，,(陸軍主務局課大正九年三月＋一日
受領,大正九年七月廿三日附大臣官房宛提出)には,當該歯獲書籍分配に關する當初案を具鵲的に示す《<別表刀が附
されている．この《別表》>は,“歯獲書籍概要"と"寄贈先･冊數･書籍所属･書籍内讓を記した一覧表"とから成り，
このうちの"歯獲書籍概要"には,下記の如く記す．即ち，

"函獲書籍概要''１歯獲書籍ノ種類及員數左ノ如シ

ー,官有洋書(略シテ官洋トス)ハ燭逸各官魔ノ藏書ｦ集〆タルモノニシテ其ノ員數天尖二茜藍
二,官有漢書ハ右ト全性質ノ漢籍ニシテ~四七七研

ノエー喬暦

三,徳華高等學堂洋書(略シテ學堂洋トス)ハ全學堂ノ蔵書ニシテ_＝ﾌﾟL四研
云:四四曾伍

四,徳華高等學堂漢書(Ⅱ各シテ學堂漠トス)ハ右卜全性質ノ漢籍ニシテ~六＝蔀五・五ノーＵ班

五,ウヰルヘルムコーン叢書ハコーント穂スル學者ガリ蜀逸總督府二寄贈シタル支那ニ關スル洋書ニシテ
ーーヒー喬伍

＝＝四）]チ

六,膠ﾘﾄ|圖書館蔵書(略シテ膠圖トス)ハ財團タリシ圖書館ノ蔵書(洋書)ニシテ
イー五云号＝吾旧

ブェ四一ﾋﾆｰﾌﾞﾖ牙

合計一一,五三○苔B二六,二六○冊

備考一部ノ書籍ト雄二同以上ニ亙り目録二記入セラレタルモノハ之ヲ二部以上二計算セルヲ以テ
本文ノ部數ハ嚴格ナル意味ノモノニアラズ

歯獲書籍ノ分配ハ左ノ要旨ニ依り計劃セリ

ー,徳華高等學堂蔵書ハ青島二残置シ將來青島二専門學校以上ノ學校ノ設立サル、二際シ學ケテ之ヲ移
管セントス但シ其ノ洋書中ノー小郡分及漢書ノ過半数ハ東京帯國大學文科大學部教授宇野博士ノ
懇望ニ依り特二之ヲ同大學二寄贈スルコト、シ之ト權衡ヲ保タシメンガ爲残餘漢籍ノ約三分ノニ
ヲ京都帯國大學二寄贈スルコト、セリ

ニ,其他ノ書籍中山東及青島二關スルモノハ青島二残置セントス

三,官有漢籍ハ雑駁ニシテ山東ニ關スルモノ、外債値アルモノ僅少ナレバ之ヲ分配セズ,全部青島二残
置セントス

四,ウヰルヘルムコーン叢書ハ支那文化研究ノ好資料ニシテ之ヲ分割スレバ大二其ノ債値ヲ減スヘク且

ツ冊數モ多カラサルヲ以テ翠テ東京帯國大學二寄贈セントス［附菱:本叢書ハ陸軍□□學□軍□等
ヘノ分配書目二計上セス］

五,是二於テー般二分配スヘキ書籍ノ種類ハ官有洋書ト膠州圖書館藏書ノ両者ナリトス而シテ之力虚

分ハ各書籍ヲ最有効二利用スルニ最モ適切ナル部局二寄贈スルコト、シ,此ノ要旨ヲ以テ櫛ネ學術
研究二資スヘキモノヲ各大學二直接實地二利用シ得へキモノヲ各官簾二通俗的Ｓノモノヲー般學校
二寄贈スルノ案ヲ立テタリ

右ノ主旨二基キ寄贈竝二残置セントスル書籍左表ノカロシ．
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合計ニー,八四四四,四一六二六,二六○，,(引用文中のカムマは原文では讃黙）
因に,富歯獲書籍(圖面)の冊數(員數)に對する青島守備軍司令部側に於る最絡把握數値と想われるものは,後

褐『歯書目訂表』1922~(本稿5頁,*4Ｊ中の表紙裏に，"注意歯獲書籍分配ノ爲ノ調査整理ノ結果書籍冊數二異同
ヲ生シタリ，曇二印刷シタル『歯獲書籍及圖面目録』ノ凡例二褐ケタル冊數ハ左ノ如ク訂正スルヲ要ス，，(引用文
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中のカムマは原文では讃鮎)としたうえで,如下掲載されている即ち，

“(－)官有書籍洋書九五二三冊
漢書一四七九冊

（二)徳華高等學堂藏書洋書一三四一冊
漢書五一○三冊

（三)ヴヰルヘルムコーン叢書洋書三二六冊
（四)膠州圖書館藏書洋書九六○八冊

合計二七,三八○冊

（五)函獲圖面員數五一三三枚"(徳華高等學堂藏書の項のみ改行を調整）
又,前掲《《別表》>中の"寄贈先･冊數･書籍所属･書籍内鐸"等々を記した－寶表には,その"寄贈先"として,帯室

圖書館,拓殖局,鐵道院,内務省,外務省,大藏省,海軍省軍務局,海軍大學校,陸軍省醤務局,陸軍文庫,陸軍大

學校,砲工學校,士官學校,中央幼年學校,東京帯國大學,京都帯國大學,東北理科大學,九州舂慧大學,北海道
農科大學,第一高等學校,第二高等學校,第三高等學校,第四高等學校,第五高等學校,第六高等學校,第七高等

學校,第八高等學校,松山高等學校,新潟高等學校,松本高等學校,山口高等學校,東京外國語學校ゲルマニア

圖書館,青島官艤残置書籍の如きその配布豫定機關32機關(+青島官艫残置書籍)が列箪されている．

但,富《<別表)》を附載した《《大正八年以降歯獲書籍》)所綴"歯獲書籍分配ニ關スル件"に於て,"襄霊尖菫欧第西六
ﾇｰ號鴎名青島守備軍件名歯獲書籍分配ニ關スル件……，副官ヨリ青島守備軍陸軍参謀長へ通牒案(欧發）
率大正九年二月青参第六七號ヲ以テ照會相成候首題ノ件左記ノ通分配方取計相成度候也ｖ迫テ分配濟ノ上
ハ分配表一部送付相成度申添候，左記，－,水戸高等學校二對シ他ノ高等學校ト同一程度ノ分配スルコト，
二,別表其一．其ニハ陸軍省經理局竝陸軍經理學校二分配スルコト，三,其ノ他ハ貴部照會別表ノ寄贈分配表

二糠孕ｦ基礎トシ適宜分配スルコト，厩薑厭護勇匝ﾜﾃ〒調Ｅ月1二F司[附勢"－，水戸･山形･佐賀高等學校二
對シ他ノ高等學校ト同一程度二分配スルコト，二,別紙其一乃至其十三ハ陸軍省･参謀本部･教育總監部･陸軍
技術本部･東京砲兵工廠･陸軍被服本廠･陸軍糧秣本廠・千住製絨所･陸軍工兵學校･陸軍士官學校･東京陸軍幼年

學校･陸軍經理學校･陸軍々醤學校二夫々分配スルコト"(引用文中のカムマ及び中黒は原文では請鮎)の如く，

その時鮎に於て,既にその寄贈先の追加が指示されている．叉,《《全》所綴"歯獲書籍分配ニ關スル件通牒"(1922

[大正１１]・VIL3L附青島守備軍陸軍参謀長引田乾作發陸軍省副官松木直亮宛)所添《圖書分配表》》には,建築科[科

課]･醤事課･参謀本部･教育總監部･技術本部･砲兵工廠(東京砲兵工廠)･被服本廠(陸軍被服本廠)･糧秣廠・千住製
絨所･工兵學校･陸軍士官學校･東京陸軍幼年學校･經理學校･軍書學校の如き陸軍關聯の諸機關宛配布を豫定し

た諸書名が具鵠的に目録のかたちで附載されてもいる．

前掲"青島官驍残置書籍"は,"青島守備軍残置書籍"と略々同義と看倣して間違いないものと考えるが,當該

書籍の一部に對しては,虚分の最終段階に於て,上海東亜同文書院圖書館,及び青島在設濁逸協會宛寄贈が検

討された．このうちの上海東亜同文書院圖書館宛の分に就ては,"官有書籍"･"徳華學堂藏書"都合936冊及び圖

書目録雨冊の寄贈に對する禮壯(1922[大正１１]IX13附東亜同文會々長牧野伸顯發陸軍大臣山梨半造宛;《大正

八年以降歯獲書籍》所綴)に擦り，その寄贈を確認し得る又,青島凋逸協會宛の分に就ても,その書類中の文

面は,"襄襲欧受第三五○號露名經理局建築課件名函獲書籍分配残餘虚分二關スル件……主務局課……受
領大正九年三月十－日9,提出大正＋-年五月抗日ｗ大臣官房受領大正年月日巨戸1ﾖﾆｰ百ｈ結了大正
年月日，副官ヨリ青島守備軍陸軍参謀長へ電報案(欧發）歯獲書籍ニシテ本年二月欧發四六號通牒二依
り虚分ノ結果残餘トナルモノハ屡止要領細則三三條二依り虚理シ陸軍省宛取纒〆還送ノコトニ承知アリタシ

尚ﾎ右還送書籍ﾉ種類及員數ﾉ概要可成至急承知ｼﾀｼ致度厨護ﾆｰﾓ|医百三干司[附豐青島守備軍陸
軍諸部隊屡止要領細則，第三＋三條,青島守備軍陸軍諸部隊ノ保管二層スル圖書･文書及帳簿ハ虚分二關シ
特二規定アルモノヲ除クノタト保存ヲ要スルモノ及將來参考ノ資タルヘシト認メラル、モノ、ミヲ其ノ性質

ニ依り国分シ陸軍省･参謀本部･教育總監部及憲兵司令部二納付シ其ノ他ハ現地二於テ虚分スルモノトス]９，
説明，歯獲書籍ハ本年二月欧發第四六號通牒二依り目下青島守備軍二於テ夫々魔理中ノ虚最近青島濁乙
協會二分配アリタキ旨濁逸大使ヨリ外務大臣宛希望申出アリタル趣二付分配残餘ノ書籍中二適當品アラハ

之二應スルコトニ詮議ヲ進ムル爲トス"(《《全》所綴;引用文中の中黒は原文では讃鮎)の如きもの乍ら,１９２２年５

月という時鮎での青島１情勢を考慮するならば,恐らく分配されたのではあるまいか．

かかる《《大正八年以降歯獲書籍》》所綴諸文書中に名前の墨った諸機關のうちには,例えば陸軍省警務局(後掲

,｡)と全局醤事課(後掲,,.),或は参謀本部(後掲,2.)と全陸軍文庫(後掲,3.)の如く，或は同一配布先かと懸念される組

織(部署)を含みはするものの,今その判断を下すに足る資料も末見故,この4組織(部署)をも算入したうえで敢

てこれを概括するならば,當該歯獲書籍の配布豫定機關は略々如下50機關･組織(+青島官艤残置書籍)となる．
Ｌ帯國圖書館２.内閣拓殖局３.内閣鐵道院[鐵道省］４.内務省s外務省６.大蔵省７.海軍省軍務局８.海軍大學校
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件のひとつとして配布された．受領機關によっては,他に如下目録３種類(*1.-*3.)及びその訂正表(*4.)を，
同時乃至は其後に受領したものの如くである.1ｏこれら目録３種(*1.-*3.)に就ては,別途その具禮的内容
を紹介する豫定乍ら,、その訂正表(*4)に就ては,未翻刻乍ら,當號に於ても,その指示に基く訂正を極力
施しておいた(油印不鮮な數箇虚に就ては,末訂正)・

＊L:``BijcherもVerzeichnisderKiautschouBiblioｔｈｅｋＡｕｇｕｓｔｌ９１Ｌ，,,Tsingtaul91L,DeutschChinesi￣

scheDmckereiundVerlagsanstalt,WaltherSchmidt,Tsingtau.(A5版全197頁;富『歯書･圖目』1920．[ii］
頁所謂"膠州圖書館藏書目録，，;簡稻:"BVdKB1911."）

＊２:青島守備軍参謀部:"大正九年三月歯獲書籍追加目録"(B5版全64頁,油印本;簡稽:"『歯書追目』1920."）
＊3.:青島守備軍参謀部:"膠州圖書館藏書目録補遺,,(B5版全64頁,油印本;簡糟:"『膠圖藏目補』1922.~"）
＊4:"歯獲書籍目録訂正表(膳寓目録及欧文目録)"(B5版全20頁,油印本;簡稽:“『菌書目訂表』1922.~,，）

首ずは,濁逸租借地膠州及びその總督府在設地"青島,,に就き,その概容を簡介しておこう話は１９世

紀の末に遡る．1897年11月１曰,清朝統治下の山東省曹州府距野縣張家莊に於て天主教スタイラー傳道會

,陸軍省經理局建築課雌醤務局u全局醤事課鰹繍本部風全陸軍文庫"教育總監部鱈塵篝憲諜1
,7.陸軍東京砲兵工廠，8.陸軍被服本廠，,､陸軍糧秣本廠20.千住製絨所２，.陸軍大學校２２.全砲工學校羽.全工兵
學校２４.全士官學校２５.全中央幼年學校２`､全經理學校２７.全軍醤學校２８.東京帯國大學２，.京都帯國大學３０.東
北理科大學[東北帯國大學]3,.九州菫露t大學[九州帯國大學]3z北海道農科大學[北海道帯國大學]33第一高
等學校３４.第二高等學校３５.第三高等學校３`・第四高等學校３７.第五高等學校３８.第六高等學校３，.第七高等學
校４０.第八高等學校４，.松山高等學校４２.新潟高等學校４３.松本高等學校４４.山口高等學校４s・水戸高等學校
4`・山形高等學校４７.佐賀高等學校４８.東京外國語學校ゲルマニア圖書館４１.上海東亜同文書院釦.青島濁逸協
會`,青島官廃(守備軍')残置書籍【司法省宛送附書籍(1915[大正4]年)に就ては,後掲158-60頁《`補謹を請燕】
尚,前掲配布豫定機關中の東北帯國大學寄贈に就ては,當該記事をE灘に於て如下確認した．即ち,"画東北帯

國大學寄贈圖書去月中東北需國大學へ寄贈ノ圖書ハ和漢書三百四十四冊･洋書四百三十九冊ニシテタトニ雑
誌小冊子九十八種ナリ其内主要ナルモノハ青島守備軍司令部ヨリ日凋戦役紀念トシテ寄贈ノ歯獲圖害中

理學二閥スル洋書四百九冊及法文學部備付ノタメ早井亜幹ヨリ寄贈ノ和漢書三百二十九冊ナリ(文部省),,(宮
蛎OmI922Iﾌﾋ正nJXI9.【>7tﾖＭ63頁[彙報｡學事];引用文中所用中黒は,原文では讃鮎)．
素り,“歯獲書籍"の分配先が叙上に蓋るものか否か,又,その全てに配布されたのか否か,現状に於ては未確

認である．特に,青島守備軍撤收の末期に於て陸軍省に納附されたものの中には,その後,他機關に再配され
たものがあったのではとの懸念が遣る．但,そのような懸念は措て置き,その現藏概況に就ては,志村2007と

して簡報が公表される豫定である．併せ御寳頂きたい又,箇々の現藏機關の報告としては,志村2000,129‐

51頁,全200L,115-21頁(金澤大學附属中央圖書館),井出･須田2001,126-41頁(全書"IⅡ:青島守備軍司令部寄贈
圖書･燭逸國寄贈圖書"中の〈《青島守備軍司令部寄贈圖書》》;信州大學附鬮圖書館),奥村2006,115-52頁(山形大
學附属中央圖書館)があることを,附記しておく．

因に,所謂"ウヰルヘルム･コーン叢書"(本稿22-26頁;③)を其内に含む東京帯國大學(現東京大學)宛配本分に

就ては,全禮として數量が多い上に(前掲《《別表》》に擦れば4,514冊),關東大震災(1923[大正12]Ⅸ1.)及び第２次世
界大戦に於る被災等々のことをも考慮した結果,その本格的調査は,第Ⅱ期分調査の科學研究費補助金を申請

したうえで爾餘の諸機關宛配本分の調査と共に行なう豫定乍ら,例えば,東京大學附属總合圖書館現藏("書庫

参考")の`ｉＭＩ(GMI903-I2."("東京帯國大學圖書印"[方形有枢朱文印],``Ｂ18163,,[長方形無桓藍文印])が,所謂

"膠州圖薑館Kialltlbhou=Bibliothek"(本稿13-9頁;ﾛ3.)蓄蔵圖書であることに就き,筆者等は,その薑藏時の藏書

印("KiautschouBibliothek[楕圓形有権藍黒/藍文印内上弧部印字],＊＊[全中弧部左右],Tsingtau[全下弧部印字]）

と其虚に填記乃至附記された當時の分類番號("ⅨＣ2978[前記印央空白部に藍黒色インキにて填記]"WKG＆T
I903-04];"４２饗e二二6国L[表題頁小口際天部に藍黒色インキにて填記するも,藍色鉛筆線にて抹消]"WKGS2TI90イ
ー05];"JZ彊巳ヴニ屡呈[前記印央空白部に藍黒色インキにて填記するも,藍色鉛筆線にて抹消]"WKG＆Tﾉ905-6];"m

C7763[生前]"WKGSzTI906-07];"Jz基e=写努[上下倒鈴した前記印央空白部に藍黒色インキにて填記するも,藍

色鉛筆線にて抹消]"pzKGMJ908-09.];"｣2基e二二鰹[前記印央空白部に藍黒色インキにて填記するも,藍色鉛筆

線にて抹消]"[ﾉﾋZKGMI909-IO])を手懸としたBVdKBl91L(Ｓ17.;"IILC2978")との對照作業に擦り,確認濟み
である．又,當該書籍に就き,金澤大學附属圖書館相互利用係を通じて東京大學總合圖書館参考調査係宛その

受入に就ての調査依頼を行なったところ(Z006XII19・附),全館《《圖書受入原簿》>に於る受入年月日は"大正１４

[1925]年10月３０日"である旨の回答を得た(金)．
１０金澤大學附屡中央圖書館に於る現存事例に擦る．
'1科學研究費補助金研究成果報告書:"凋逸租借期青島所蔵書籍現藏調査簡報(1)"(假題;2008m)に收録豫定．

－５－



societasverbidivini紳父フランツーニースＢＴＩ"z(F、"9伽肋Wer）Nies(能方濟,弗朗茨(弗朗索瓦.格孔維俟)尼斯;Pa-

ltor;*1859.Weltphalen,↑1897.XIL張家莊)'2及びリヒャルトーヘーンレＲｊｃｈα〃Henle(韓理;Paltor;*1863．
VIL2LStettenbHaigerloch,↑1897.XLL張家莊)'3が中國側在野組織``大刀會"によるかと疑われる襲撃に
より殺害されたことを機に,Ｍ生月７日から８日にかけての夜間,濁逸帯國は,折から上海呉湫での駐留任務

Stationに當っていた濁逸巡洋艦隊總司令オットーーフォン･ディーデリッヒスOrmvonDiederichs(Ober‐

befbhlshaberUberdieKreuzerdivinon[1897.-],*1843.Ⅸ7Minden,｡｡?,↑1918.1Ⅱ8Baden=Baden)'5座下の一

軍を膠州KiautliDhouに急航させ,'`生月１４曰には"膠州湾KiautliDhoubai"に到着･上陸のうえ附近一帯を占領

し,'7翌1898年３月６曰[光緒廿四年戊戌二月＋四曰],情帝國との間に"膠澳租界條約Deutlbh=chineliliDherVer-
tragbetrefTenddieUeberlaIIimgKiautliohousanDeutlbhlandvom6Miirzl898."(北京;所謂"濁清條約")'8を締
結して,この青島を含む膠州湾一帯の地を期間99年の租借地Pacht=Gebietとした.その後,燭逸側は,翌４月

２７日,この膠州租借地に對して"1888年３月１５日附帯國法令:凋逸保護領に於る法律の執行に就てReichs‐

geletzvoml5,Mirzl888.:BetreffenddieRechtsverhiiltnilliederdeutlbhenSchutzgebiete,，の適用を公示する

と共に,１，"GemilbhtedeutliDh=chinenlbheKommilIion"を組織して清側と進めていた全租借地の境界劃定作

業の完了に伴い,その境界を"膠填潮zP合同"･"膠澳邊界合同,，(１０月６日[八月廿一日]青島)として最終的に

劃定し,2Oここに總督Gouvemeurをその首長とする濁逸膠州租借地の本格的經誉を開始したのである．

この膠州租借地には,膠州湾南東部に位置して外洋"黄海"にも面した青島の地に總督府が置かれ,２１膠

'２Coulmgl917.,p,398.,近代來華1981.,356頁．
I3LfTuK41932,S62L(DBA-NF1989-1993.,Ｎr､559.:443.所收),近代來華1981.,202頁．
'４當件の概容把握に際しては,Pieperl900.,S376-7.,膠澳專檜199L所收《《二十一・距野教案》》(360-412頁),及び
佐藤1999.所收《《第二章大刀會一山東西南部;第四節距野事件とドイツの膠州湾占領》》(210-20頁)等々を勘案

した.尚,當時の燭語文獄中に於ける張家莊のローマ字表記には,例えば"Tschang-tja-tschuang"(Pieper1900.,ｓ
376.-7.),"DschangDjia-Dschuwang"(LfTuK4・'932.)等々.因に,スタイラー傳道會Societasverbidivmiは,山東南

部代牧屋司教ヨハン･バプティスト=フォン･アンツェルノりんα""ＢｑＰｊ抗vonAnzer(katholiDoherMillionsbilbhofd
ProvinzSUd=Schantung,＊1851.Ｖ・l6Weimied[bayrObelpfalz],↑1903XI24Rom;SdddAiidVdeMiO帯時徳國極東

外交L1940.,ｓ76.,BKLxⅥ.[s､11904,ｓ48),及び北京駐在公使マクシミリアン･アウグスト･スキピオーフォン･プラ
ントＭｍ〃/ｊａＭｚ‘9m/iSbjpjovonBrandt(巴蘭徳;Diplomatu,SchrifUteller;GelhndterdesDeutlbhenReiches,Pe‐

king[1875Ⅱ､14.(光緒元年乙亥二月七日)-1893.IIL18.(光緒十九年癸巳二月一日)];*l835X8Berlin,｡｡?,↑l920m24
Weimar;BKLxvL1s.]1904,ｓ190.,BhdWiVBL1923.,S343.,近代來華198Ｌ,54頁,猜季中外1985.,40-1頁)の働きかけ
により,1890年以來,燭逸帯國の保護下に活動していたカトリック教團である．その詳細に就ては,佐藤1999.,
173-8頁を請参照．

I5BKLxⅥL1904,s310.-Ｌ,ＭL3.1925.,s､766向,彼の上海出航時に於る肩書に就ては未確認．
'６《Nr3698Deγルノchsﾉhmz/er〃'T'vo〃Ｈｂ/je"/ｏｈｅａＭｂ〃BoMjq/ｆｅｒｊ〃Ｌｏ"｡b〃Ｇ７q(2〃ｖｏ刀肋域妨,Kon-
zeptvonderHanddesVortragendenRatesKlehmet(Nrl429,Ganzgeheim),Berlin,denl3Novemberl897》》(Sdd‐
dAUdVdeMiO帯時徳國極東外交L1940.,S8L-3.）尚,<<Nr3686KmFer所/ｈｅ肋１Ｍ〃。上ｍＭ"Ｍｿｍｇｃ伽/,Tele-
grammEntziffemng,NeuesPalais,den6Novemberl897》》(ibid,Ｓ67.),《(Nr3687Lr助搬e"'〃KZJ舵,ﾉﾉc/ze〃
Gq/blgeFrzJ"ceso〃αＭｂＭＨｓｗ伽jgM腕/,Telegramm､Entziffemng,NeuesPalais,den6Novemberl897》》(ibid.,Ｓ
67.-8)は,これを６日のこととする.因に,前掲草稿《《Nr3698》》に擦ると,ディーデリッヒスの上海出航は１０日．

'７《《Ｎｒ､３６９６Ｄｅｒｈｊｃ/MzJ"zﾉｅ７ＦＹｉ'、lﾉo〃Ｈｂｈｅ"/oAeα〃ＫｔＪなｅ７脈ﾉﾉﾉe肋Ⅲ,z・Ｚノ〃ＫＺｲcﾉｶe/７ｍｊ〃５Ｍ/BFje",Tele-
grammEntziffemng,Berlin,denlLNovemberl897>》(SdddAijdVdeMiO帯時徳國極東外交L1940.,ｓ78.-9.)．
'８中外薑約L1957.,738-40頁,Mohrl91L,SL5.("Abgedrucktaus:,,TreatiesbetweenChinaundForeignStates“

RpIIl糊品Ｗｆ伽nＭt・rG…MC……M1,0町
２０中外薑約,､1957.,827-9頁.尚,その間のこととして,"膠澳租地合同"(1898.VIⅡ22[光緒廿四年戊戌七月初六曰］
青島;中外薑約L1957.,828-9頁)がある

２１歴代總督は如下4名:①カール･エッベ･ルートヴィッヒーローゼンダールKME66eL"cﾉWjgRolendahl(在任1898
1V16.-1899.Ⅱ;*1852.IX2Kopenhagen,ool8xx.,[-1902.L-],f19xx.;川〃ji薗膠E報L-I3ﾉ899,22.,sI2.,Huguenin
l912,S16L,DKLIIL1920,Ｓ183.,電網頁《<KolonialesBildarchiv》》,BildNrOO1-OO30-OL②カール･オットー･フェ

ルディナンド･パウルーイェシ１ケＣＭＯ"ｏ几'巾"α"c/Ｐα"/Jaelbhke(在任1899.Ⅱ19.-1901.1.27.;*185ＬＶＩⅡ４

Breslau,｡｡':l8xx.,ooll:1900.1ⅡZ4Hongkong,f190LL27mngtau,Be.:"30.〃;《<fGouverneurJaeschke.”[4/tZDKG毒

島E霧iffz-sBJ901.,2.,s35.-8],"Lokales､１……W-DieBeerdigungdersterblichenUebelTestedesHermGouvemeurs
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州駐屯海軍砲兵部隊StammabteilungderMatrolian=ArtillerieKiautliDhou22や海軍陸戦隊第３海兵大隊IⅡ
See=Bataillond､Marineinfanterie23等々の駐屯による治安維持下に,軍・民雨港を含む港湾の整備が進めら
れ,24その總督府所在地"青島"には,燭逸風都市計劃の下,郵便･電氣･水道といった近代的都市基盤が1900
年頃迄には順次整備され,總督府所属の司法･行政諸機關,測候･天文観測所,學校･病院･教會等々の諸施
設,及び租借地外との交通手段も格段の充實を看た．陸上交通の面では,山東省の省都"濟南府"と結ん

で清國の首都"北京"へと通ずる山東鐵路Schantung=Eilenbahnの建設がその最たるもので,1904年６月１日

には,このうちの"青島-濟南府西騨線T11ngtau=TlinanfUweIi(412km)"が開通している.２５水上交通の面では，

中國沿岸航路の充實は勿論のこと,例えば,"北燭逸ロイドNorddeutlbherLloyd,Bremen，，,"ハムブルクーア

メリカ航路Hamburg=AmerikaLinie"(含・雨iii士代行の"濁逸帯國郵船KaiにrlichDeutlbherReichspoltdamp-
fer=Dienlt",及び"國際寝臺特急旅行會肚CompagnieIntemationaledesWagons=Lits"によるシベリア鐵道

經由路線),“曰本郵船會iitNipponYusenKaisha"等々を始めとする國際旅客･貨物交通上の要地としての
役割をも果し始めていた．

勿論,濁逸側はその國盆の追求にのみ終始した課ではない例えば"徳華高等學堂DeutliDh=ChineIiliohe

Hochliohule"(1909Ｘ25.-)2`や"徳華學院Deutlbh=ChinenliDheLehranltalt"(BerlinerMilIionsgelelllbhaft所管;2７

JaeschkefandamMittwoch,den30Januarnachmittagsstatt,…"(ｊ６ｊｄｌ,S,38-9.,Hugueninl912,loc､Cit.;尚,"1900.1Ⅱ

２４"が再婚年月日なのか,それとも例えば披露年月日なのかという鮎に就ては未確認）③カール･」アドルフ・

オスカー=フォン･トウルツペルＫＭ#ＬｚＭ伽〃。/bα'肉#2.vonTmppel(在任l90LVL8-191LIV.;AdmiralzD，
Gouvem・a.，.｡､KiautliDhougehChefdMilit.u・Zivil=Ｖｅｒｗ.,Oberbefehlshd・Streitkriiftea・Ｌａｎｄ;＊1854.Ｖ､１７.Katz-

hUtte,Thiiringen,oo1891V14Havana[Ｍｒｊｅ#3.,gehMijller],f193LVIIL20Berlin=Frohnau郷;川'７'襟轄毒ilk_イスI904
XXI9,Ｓ12-3.[#1℃/’７Ｍα"],脈〈,?,ILI9M,Ｓ1404.,Hugueninl912.,loc・Cit.,防ぎ?Ｊ,ｍ1922.,S,1584[#3肋"je],GB
xIx､1934,ｓ121[縄.1〃粒?jMﾉ935.,Ｓ1830[Nekrolog;#2.09ﾉhJ′;#4FrohnauiM]).④アルフレート･ヴィルヘルム・
モーリッツーマイヤー･ヴァルデックＡｌ/γecﾉ脈ﾉﾉ!e/mMbrjZzMeyer=Waldeck(在任l91LVIIL19.-l914XL;Kapt.ｚ

See,ehemGouv・dKiautlbhou=Geb.;*l864XL27､StPetersburg,ool898X1L,↑1928.VIIL25.#BadKillIngen,Be.:?、
BergfiPiedhof;Heidelberg;《<GouverneurMeyer-Waldeck.》》[ＫＭ/更j;識ルスノリ〃Ⅲ2.,S､378.],Hugueninl912,loc・Cit.，
脈ｉｓ?1,,1922.,s､1045.,Ｗ'ｉＴ?ｘＩ９３５.,Ｓ1820[Nekrolog;#24],近代來華198Ｌ,327頁,BBNFm1987.,Ｓ204.-5．
[mausJBade]）彼の青島到着に就ては,《《SEGouvemeurMeyerWaldeck.》》(KPUZ夷彙#iHAｲｽ１９〃Ⅲ2.,S３９０；

"AusderKolonie.,,）
２２總司令部KailbrlichesKommando所在地は,エルベ河Elbeの北海Nordliee河口左岸に位置するクックスハーフ
エンCuxhaven(FleckenidHamburgerLandherrenliDhaft;RG-SLvIIL1895.,ＢＬ,Ｓ1063.,BKLIv､1903.,ｓ587)．

２３總司令部所在地は,エルベ河口からヴェーザー河Welbrの河口を隔てて西に位置するヤーデi贄Jadebulenの西
岸に在るヴィルヘルムスハーフェンWilhelmshaven(StadtuReichskriegshafen,KreisWittmund,Reg.=BezAu‐
rich,preuBProvmzHamover;RG-SLvIIL1895.,BIL,Ｓ1130,BKLxvL1903.,Ｓ737.-8.)．

２４青島港の特に運誉に就ては,《HafenbetriebundHafenverwaltungvonTsingtau､VonAdmiralitiitsratDr・Schra‐
meier.》》(DA〃'騨蕊ifk-ZI90ｲ〃.,S』1Ｌ,凧｡_3ﾉ90ｲ〃。,Ｓ８－９，jcZd-4I9W〃3.,S」1Ｌ,jdd-風1904m0.,ｓ８‐

10.,jdld-IfI904m1d,S､10,jad-J皿９０‘J':7.,ｓ8.)を諸参照.尚,青島を自由港として開港したのは,1898年９月２

日との由(MGKL,0.1906.,ｓ879.)．

２５“LocalesW……….１＊*＊Schantung-Eisenbahn､AnlasslichderEr6ffilungsfeierderSchanmng-EisenbahnamLd
Mts､fandzwischendemGouvemementundderDirektioninBerlinfblgenderTelegrammwechselstatt:UDirektion
derSchanmng-Eisenbahn-Gesellschaft,BerlinlZumheutigenTagesendetdasGouvemementherzlicheGlUckwijn‐
sche､１GouvemeurTmppelWFreundlichenGlijckwunscherwiedemmitherzlichenWiinschenfTirTsingtausErblU-
henqlDirektionderSchanmng-Eisenbahnl…,，(川〃徳韓議llL-2iI904J'Ｍ,S､15.),(《DieMfYnungderSchanmng-
EisenbahnbisTsinan-West.》》(jad-24J904川〃.,SlL-4),<<DieSchantung-Eisenbahn-GeseUscha化”(jdld-JqI904M
23.,Ｓ10.-2.,.-31ﾉ90ｲＪ１/､30,SL1L,6.-33ﾉ90ｲJ/ＩＨＩ3.,ｓ11.-3.,6.-3仏1904〃Ⅱ20,S､10.-2).因に,例えば,1904年

１１月ｌ日附山東鐵路時刻表《《SCHANTW0EISENBAHNFahrplangiltigablNovemberl904》)Ｕ/ｔｐＫＧＦ鶉E薄iF5､“

190芋Ｘ29.,ｓ238-9)に擦ると,青島-濟南西間の直行便は毎日上･下各1本で,所要時間は略々１３時間.即ち,青島

騨を朝7時00分に發車した便は,高密('0:M/:,,).雛縣('2:4s/,:0s).張店(響3:５，/4:,,)等々を經由しつつ,濟南西騨到着は夜
7時50分であった．

２６Ｍ"erwbmIL〃,13-川４，ｓ1435.-6
27“BerlinerMimonsgelellliohaft"は,1824年創設の"GelislllbhaftzurBefUrdemngderevangelilbhenMimonen
unterdenHeiden"に由來する布教團艫で,ベルリン在設新教布教諸團鼈に於る所謂"Berlinl"(BKLIL190L,Ｓ

797.).因に,"Berlinll"は"GroBnerlbheMiⅡion",又,"BerlinllI"は"evangelilbheMilIionsgelblllbhaftfijrOItahFika”

－７－



3年制;-1911.VIL)28,"徳華高等女學校H6hereDeutligh=ChineliligheMiidchenliDhule"(AllgemeinerEvange-
liliDh=ProteltantilbherMilIionsverein所管;6年制;-191ＬVIL)2,,"禮賢書院DeutliDh=ChinelilbhesSeminar"(All-
gemeinerEvangeliliDh=ProteltantilbherMilIionsverein所管;７年制;-1911.VIL)3o等々に於る研究･教育活動，

及び"青島國立観象臺KailierLOblervatoriumTnngtau"(1909.-;1898-1909.:altronomiliDheu､meteorologilbhe

Station)３１に於る氣象.天文観測とその公表等々をはじめとする諸活動は,爾餘の人々をも大いに稗盆する

ものであった.又,"DieChineH1iDheLandwirtliDhafi"(1926.;漢語鐸中國農書1936.;日語讓中國農書1940/42.)の

著者として著名なヴィルヘルムーヴァグナー川/ｈｅ/腕Wagner(Dr・phil[1910.XI23Bonn];DozentdLand=u・

ForltwirtliDhaften,Deutlbh=ChineliliDheHochlbhule,Tlingtau[1911.1-];*l886JX27､Oelsberg,｡。?,[-1926.1L21．

Wiesbaden-],↑19xx.)32が,徳華高等學堂農學部の創設とその後の學部運管とを主宰した人物であり,"論
語"･"老子道徳經"･"易經"等々の濁語讓者にして,33"禮賢書院"の主宰者であったリヒャルトーヴィルヘル

ムＲｊｃｈａｒｃ/Wilhelm(尉禮贄;Ｄｒ､theol.;PftlrrerlLMillionar,T1ingtau;*1873.Ｖ､10.Stuttgart,ool900V､7.Schang-

hai,.|､1930Ⅱ1.1.Tijbingen,Be.:〃､3.BadBoll)34が,青島在設統合幅昔派海外傳道協會AllgemeinerEvangeliliDh＝
ProteltantiliDherMiⅡionsvereinの傅道師であったことに就ては,改めて指摘する迄もあるまい．

それでは,第１次世界大戦前の青島に於る書籍の收藏状況は如何かと云うと,當時の世界各地の高等學

術機關及び主要圖書館等々を紹介した1913-1914年用《《ミネルヴァ》)は,3ｓこれに就き如下５館の名を學げ

ている．其虚に所謂"Bibliothek，,が,例えば燭立した建造物であったのか否かといったその具篭的態様

に就ては一部未確認乍ら,本稿では,便宜上,この5館全てを"圖書館"と呼んでおく．

・1.:徳華高等學堂圖書館BibHothekderDeutlCh=ChineIilbhenHochIbhule;"cal5000europiiischelLca、
４６００chinesischeBiinde、ﾙﾉﾉe７．.ProfHWirtz、－４８s加e"/､Lessing.，'３６
［"Deutsch-ChinesischeHochschule・BibliothekundSammlungen、Leiter:ProfDrHWirtz."]3７
・２．:總督府圖書館BibliothekderLandesverwaltung;"HervorgegangenausderdeutlbhchinesBtjchereides

RechtsanwaltsundSchriftstellersWilliBohn.(Berlin)．Naheres:<《Ｍ"eryaHt氾卯ﾉ１，mⅢｨ.+》》３８Bestand

（1913):l410Bde.;l20NrnVer6ffbntlichungendesSeezollamtsmitUber400Bden,sowieetwa60Kar-

tenund300Bde・ZeitschrifienFijrdenGebrauchdesGouvernementsbestinⅡnt;zuStudienzwecken

auchAusleihunganausserhalbdesGouvernementsstehendePerlbnen-DieVerwalmngund。ie

NeuanschaffimgvonBijchernunterliegtderLandesverwalmng・KontrolleundVerwalmngdurch
einenDolmetscher;z[ｕｒｌＺ[eit]ReferendarThiIo."3，

である(idxL1902,Ｓ927.-9.）

Z8Schlunkl914,S340-L又,その1911年６月１日時鮎に於る入學資格:基礎教育5-9年既修者(ibid,Ｓ340‐
Ｌ);教師:全4名[男;含白人1名],學生:全42名[男;14-28歳](ibid,S352.-3.）

Z9Schlunkl914,Ｓ３４Ｌ又,その1911年６月ｌ日時鮎に於る入學資格:附属學校3年既修者(ibid.,S34L);教師：
全6名[男3名+女3名;含白人2名];學生:全43名[女;6[?9?]-20歳](ibid,S352.-3.)．
3oSchlunkl914,Ｓ３４Ｌ又,その1911年６月ｌ日時黙に於る入學資格:“四書"讃解･書字･計算能力を有する者
(ibid.,S34L);教師:全11名[男;含白人2名];學生:100名[男;15-25歳](ibid.,Ｓ352.-3.)．
31Ｍ"e､′αrnIL〃9/3-川４，s1436.-7.
32Ｍ"e､′αmKL〃913_川４，s1436.,中國農書1940.,序言1頁,GVi7oo-191o:153.1986.,s.283.
33Wilhelml910.,Ｗｉｌｈｅｌｍｌ９１１.,Wilhelml924
34新田1994.,7,63,313,338-40頁,肪粒?,、81922,Ｓ､1697.
35Ｍ"ervamm灯り/3-1914
36Ｍ"ervaXmL〃,/3-/,ﾉｲ.,Ｓ1436.因に,徳華高等學堂の《<ミネルヴァ》》ヘの登載開始は,Ｍ"eﾊﾉaXDK:ﾉｾﾞ
ﾉ,09-1910,ｓ1133.乍ら,其虚には圖書館に就ての記述を狭く、
３７Pantheonl914,Ｓ458..
38當《《Ｍ"e､′αHﾋﾉGﾜﾘﾉi,L川4+》》部分,原文ではミネルヴァの頭部を象つた徽號が使用されているが,全書"略號
－實AbkUrzungen"(Ｍ"e'wDpmL/WI3-川４，SVIIL-X)冒頭の指示に從つたうえで,本稿に於る略號を當て
ておいた．但,當該Ｍ"e'ＴａＨｂ#gJJinﾉ,〃.+に就ては,未見、

３９Ｍ"eハノzJ〉pmKβ9Ｊ3-191ｲ.,Ｓ,1436.因に,《<ミネルヴァ》》への登載開始時の記述は,"BIBLIOTHEKEN､VGou‐
VERNEMENTSBIBLIOTHEKHauptsiichlichrechtswissenschaftlichenundverwalmngstechnischenlnhalts."(Ｍ"eﾊﾉα
“〃,〃-川2.,ｓ1288）
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［"BibliothekderLandesverwaltung．（Hervorgegangenausderdeutsch-chinesBibliothekdesBerliner

RechtsanwaltsWilliBohn.）VerwaltetdurchRefbrendarThilo."]4０

・3.:膠州圖書館KiauUbhou=Bibliothek．“Gegr､1898．（Stiftung)．Beltand:１１７００Bde．（Meistbelletri‐
stischenlnhalts)．－Bibliothekar(leitl904):ProfDrDoenitz''４１

［"KiautSchou-Bibliothek・Gegr､1898．（Ｍｂ奴6eﾉﾉe"Msche"んんα胸ノBibl:ProfDrDoenitz."]4２
・4.:帯國法院圖書館GerichtsbibUothek"(imGerichtsgebiiude)．Gegr､１８９８Bestand:Ca・Z000Bde.,be-
sonderspmktischeRechtswissenschaften．－Ｂｊ６ﾉﾉoﾉﾊeAzJ7.．SekretiirdesKaiserLGerichtsTabbert''４３

［"Gerichtsbibliothek・Gegr､1898.(Bes・ｐＭｔ伽ｈｅｈｃｈなw伽e"sch城e"ノBibL:Gerichtssekr・Tabbert."]4４
・5.:青島國立観象臺圖書館KailGrIichesOblbrvatoriumThngtau,BibUothek“(S00Bde.）肋ﾉﾉor/Zeﾉtzz7:Ｄｒ・
Meyermann・''４５

具鵠的に述べると,このうちの徳華高等學堂圖書館BibliothekderDeutlbh=ChinelilbhenHochlthule(｡,.)は，

館長ＨヴィルツWirtz(Dr.,DozentfEinfiihrungindiePhilolbphie,Deutlbh=ChinembheHochlbhule)4`がそ
の輔佐レッシングLelling(Alliltent)47と共にその管理･運営に當っていた圖害館で,481913/14年當時,欧文
書籍約15,000鮎,漢文書籍約4,600鮎を所藏していたと云う.4,この館長Ｈヴィルツことハインリッヒー

ヴイルツＨｂ〃jchWirtz(DrphiL[1910JIL15Bom],DozentfEinfijhrungindiePhilolbphie,Deutligh=Chi‐

nenliDheHochlbhule,THngtau;＊l885JL5・Aachen.,｡｡?,[-1920.L-],↑19xx.)５０に就ては,ショーペンハウエル
の観念論をプラトン及びカントのそれと對比した研究によりボン大學から１９１０年に學位を取得した人

物であることを知るのみ乍ら,その輔佐レッシングことフェルディナンド･ディートリッヒルッシング

Fercﾉｶﾞ"α"‘Ｄｊｅ〃jcﾊＬｅⅡing(Sinologili,ProfeD[br,Ｄｒ､phil[1926.VIIL6Berlin];＊1882.11.26.E11ien,｡｡1934Ⅱ

[ＭＪ卿γe/e,gehJahnM196LXI1.31Berkeley)51に就ては,當時既に,全校正教員ハインリッヒ･フリードリ

ッヒ･ヴィルヘルムーオートメルHb〃ｊｃ力Ｆｒｊｅ”ｊｃﾉｶ脈ﾉﾉie肋Othmer(DrphiL[1904Xn10Berlin],Dozentf

Geographieu､Geologie[zugleichLeiterderUnterltufe],Tlingtau;ProfelIbranderTongchiUnivernttit同濟大

學,Schanghai上海[1920.,-1933.];＊1882ＸⅡ16.Uthwerdum,CCI:1911.[E/（/ＢＩＭﾉｶ,gebBuri],｡OII:1922.[ＭＪｒｉｑ，
geb.〃],↑19341.1.G6ttingcn)52と共に,"LehrgangdernordchinesischenUmgangssprache北方漢語口語課程”
を公表して(Lessing=Othmerl912.),｝蜀語圏に於る漢語ローマ字表記法の一方式(所謂ルッシングーオット

4oPantheonl914,Ｓ４５８．
４１Ｍ"e､′αjpuIK/，川3-/914,ｓ1436因に,《ミネルヴァ》》への登載開始時の記述は,"BIBLIOTHEKEN､１……w
KIAUTSCHOUBIBLIOTHEK､Hauptsachlichrechtswissenschaftlichenundverwalmngstechnischenlnhalts."(Ｍ"ｃｒｙα
“〃,〃-川2.,ｓ1288.）
4zPantheonl914,Ｓ458..
43Ｍ"erwJmmy9I3-I9I4,Ｓ1436.因に,《<ミネルヴァ》》への登載開始時の記述は,"BIBLIOTHEKEN､９１….…V
GERICHTSBIBLIOTHEK・BesonderspraktischeRechtswissenschaften."(Ｍ"e､′CDC(】kﾉﾘ9〃一例２，ｓ1288）
４４Pantheon1914.,ｓ458..
45Ｍ"eMJ)ｍＩｘ〃913-川４，ｓ1436.-7.因に,青島國立観象臺の《ミネルヴァ>》への登載開始は,Ｍ"elwbUu/９
１，〃-川2.,s1289.乍ら,其虚には圖書館に就ての記述を狭く、

４６Ｍ"e”CJwIL〃,/3-川４，ｓ1436.
47Ｍ"erwJJpmL〃913-1,14,S､1436.
48Ｍ"e､,α)囮mJL/『川3-Ｊ9ﾉｲ.,Ｓ1436.
49Ｍ"enU】０，K〃,ﾉ3-ノリ14,ｓ1436
50Ｍ"erwJ)puKL〃913-川4,ｓ1436.,GV,700-,,,0:157.1987.,s310.,電網頁《<Schmidt2002b》》
５１Ｍ"erwJmu'､/fI9ﾉ3-ﾉ9Ｊ４，S,1436.,GV1,,,-,,65:7,.1978,ｓ480,"LESSING,FerdinandDiederich,､r・phil,Kustosu
prof-*26.11[18]８２Essen(Ruhr);ev.－Ｖ:EduardＬ;Ｍ:ElisabethBrockhaus.－Velh:Berlin26JI[18]３４m

MargareteJahn,ev・－GymnLingen;[19]02/O5UnivBerlin;[19]O5-O7WissHilfbarba・MusfV61kerk;[19]O7-25
China:DtChin,HTsingtauDoz.,[19]19-21ProfUnivPeking,[19]21-25DozmedHMukden;[19]25-27LuProf

SemfOrient・SprBerlin;[19]２７KustosuProfa.Ｍus､fV61kerkdeBcrlin;[19]30-33Forsch-ReisnNordchina，
Mongolei,YUnnan,Tongking;V11[19]３５aStaatsunivBerkeleybeurL-W:ZusammmOthmer,Lehrgdnordchines・
Umgangsspr.[19]12,Neudr.[19]33;Mongolen[19]３５．－Spez:ChinTantrismus,Lamaismus．－GesfostasiatKst.；
BerLGesfAnthrop,EthnoLu・Urgesch-Berkeley,Kalif,Staatsuniv."(肪西?ｘ1933.,S､961.),IBDoCEEID33-1945:11-2.
1983.,ｐ７１２又,Walravens2006(原本末見）

５２Ｍ"eﾊﾉcbpmK〃,13-川４，ｓ1436,ＧV,7o0-,,,0:105.1984,s378.,電網頁《<Schmidt2002a》》．
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マー式，，)53を提示したのみならず,その後も北京･奉天(藩陽,Mukden[盛京])･ベルリン･バークレイ等々に
於て研究･教育に携り,その間,1930-33年には,スヴェン･アンデルスーフォン･ヘディン８１′ｅＪＭ"火'qsvon

Hedin(Swedishscientistandcxplorcr;*1865.11.19.Stockholm,oo3f1952XI26.〃)54率る所謂"西北科學考察
團Sino=SwedishExpedition"の一員としても活躍した人物であったことに就ては,贄言を要しまい

又,徳華高等學堂(別稻"山東青島學堂"55．"青島特別高等專門學堂"５６．"青島特別高等學堂"57．"青島特別高
等専門學校"58)自鵠は,１９１０年代初頭に於る世界各地の圖書館･槍案館･博物館等々を專録したＭ"e､′α
HﾋﾉG船１Ｍ・の紹介に擦ると,1909年10月25日に創設された清(中)･燭共同經誉の高等教育機關で,その創

設時の契約に擦れば,清側は,創設時の出資40,000マルクに加え,富初10年間は毎年40,000マルクの出資

を約し,契約期限後にはこれを新規更改することが可能とされていたとのことである.５，１９１１年６月１曰

時鮎に於ては,教師數全２７名,`o全７クラスから成り,學生は男子のみで178名という規模であったもの

の,`'1913/１４年當時には,,､法政學部RQQhtSWimenlbhaftliCMaatSHi[Lnlbh蛾licheFakultiit,`22.理工學部

NamrwillbnliDhaftlich=techniliDheFakultiit,3.農學吾BLand=undfbrltwillienliDhaftlicheFakultat,及び4.書學君WMe-

dizinilioheFakultiit(1911年６月創設,4年制)の4學部を擁していた.６３

堂長DirektorderGelamtanltaltenは,工學士･礦山技師･地質學者にして礦山學擴當教員のゲオルクーカイ

ペルGeo'９gKeiper(Prof;DipL=Ing,Bergingenieuru・Geologe;DozentfBergbauwillenlbhaften;*l877XIL20・

Ingolltadt,ＣＯ?,[-1919.XIL-M19xx.)64,翻讓虚々長LeiterdUberlbtzungsanltaltは,哲學入門擴當教員のＨ

５３辻本･橋本1958,1087-1104頁．
５４BarnhartIL1954,ｐ１９５６．
５s"圏學部衙門……山東青島學堂魎稽塞學部員外郎蒋措櫻上割門ｿ､卜|へ贄"(職官録191L冬,第３冊,第９葉）
5`"第一門第二號中徳法政集要叢編青島特別高等専門學堂簔馨麓會同出版"(Rombergl912漢語叢書名扉）
５７“政治，中央部官制ｖ……，教育部，……，尚教育部直轄ノ各學校次ノ如シ，北京大學校……青島特
別高等學堂"(支那年鑑皿1917.,201頁）

５８“教育部，……，隷鬮機閥編審虚……青島特別高等専門學校,民國七年停辮．…"(光緒三＋一年至民國十
一年中央教育機構設置及編制的演愛(1922年);民國史槍資睡,,,､教199Ｌ,201頁再録)．
５，Ｍ"e､'czHb/G肥19〃.,Ｓ552.又,《<青島特別高等専門學堂章程》》(中近學制史料,L上1987.,682-4頁).因に,《Die
MffnungderDeutsch-ChinesischenHochschule.》》(7ＭＷ宗島夛繍d-2`ｽJ909X2dlDje"smg/,Ｓ2.,7.).又,"Lokales､１
…….１DeutschChinesischeHochschule､DiefeierlicheErOffhungderHochschule,verbundenmitderGnmdsteinlegung
fUrdieneuenGebiiudefindetamMontagstatt・JedermamistzurTeilnahmeanderFeierwillkommen;besondere
Einlasskartensindnichterfbrderlich"(ZMV言祷j編fk-2“ﾉ909Ｘ23.J３Ｄ""a6e"‘(/,Ｓ7.),"Deutsch-ChinesischeHoch‐

schule.，DiefeierlicheEr6ffhungderHochschule,verbundenmitderGmndsteinlegungfiirdieneuenGebiiude,fin-
detam2aOktoberl909,vormittagslLUhr,stattWDieEinwohnerschaftvonTsingtauwirdgebeten,anderFeier
teilzunehmen[:]BesondereEinlasskartensindnichterfbrderlichlDerDirektor`"(ibid,Ｓ3.)．
６０“weiBemiinnL白人21名","farbigemiinnL非白人6名"(Schlunkl914,S356.)．
61“damnterangeblichl3Christen,keineHeidenund2Mohammedaner内議基督教徒13名,異教徒ゼロ,回教徒２
名"(Schlunk1914.,s356.-7.)との記述に基き,敢て分類すれば,"儒教徒163名"ということか．

６２《《Dierechts-undstaatswissenschafUichenStudienanderDeutschChinesischenHochschuleinTsingtau.》》(KP岻轤
鮠_⑫I909XJd,Ｓ713.-4）

63Ｍ"e､′α)⑪､z〃9/3-19/４，ｓ1435．叉,"AusderKolonieW….…１Deutsch-ChinesischeHochschuIe・zumDirek-
torderDeutsch-ChinesischenHochschule,dieihreLehrtiitigkeitamLOktobeｒｄＪｓ・aufhehmenwird,istderBerg-
ingenieurKa[会e]iperemanntworden・ＨｅｌＴＫａ[ae]iperhatwiihrendderletztendreiJahreVorlesungenander
KaiserLChinUniversitiitzuPekinggehaltenAlsLehrerfijrdieHochschulesinddesweitemgewonnen:Ｄｒ[歪z]、
Lessing,derbisherbeidenchmesischenUnterrichtsanstalteninTientsintiitigwar,sowiedieHelrenHaenischund
Glatzer,ｄｉｅｚＺｔ・Sprach-undallgemein-wissenschaftlichenUntelTichtanderMilitiirschuleinWutschanggeben・
AusserdemwirddemVemehmennachvoraussichtlichLehrerBerger,derseitmehrerenJahrenanderTsingtauer
Gouvemementsschuletiitigist,zurDeutsch-ChinesischenHochschuleUbertretenDasUebersetzungs-undLehr-
mittel-BureauderAnstaltwirdDohetscherDr・Wirtz,z・Ｚｔ・beimGouvemementKiautschou,ijbemehmen，，(ＫＭ/
夷』鐘ilK2-2aI,09.町。,S､367.）

６４Ｍ"e､ﾉａｍＩＫ/『/9ﾉｺﾞｰﾉ9Ⅳ.,Ｓ1435.,電網頁《《Schmidt2002a》》.尚,"[PEmNG111頂天肋""‐ﾉﾉe"１……]，DIREC‐
TORY1….…CHINESEIMPERIALUNIVERSITY(Ta[Hsue]Tang)１……１ProfessorofGermanandMining-
WKeiper,DipLIng"(Directoryl908.,p､652.)のＷ,Keiperは,KPUZj;轤頷iIh-20LI909.〃5.,ｓ367.(前掲脚註`3)を併
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ヴィルツWirtz(前掲),又,中國側監察官として,"TouhsioKuan"(ChineHlbherlnlPektor)がその任に當ってい
たと云う.６sこれに擦れば,當該圖書館は,その翻課虚との機能的一贈性を併せ持つ施設として位置づけ
られていたものの如くである．

1913/14年當時,正教員Dozentは,,.退任地方判事にして法政學擴當のロームベルクRomberg(Landrich‐
teraD.;Rechts-undStaatswillienlbhafte､;＊18xx.,｡｡?,[-1913.-],↑l9xx.)``’2.法政學擴當の博士Ｅミヒエルゼ

ンMicheUien(Dr.;Rechts=undStaatswillianlbhafien;後出)`7,3.機械工學･基礎科目擴當の教授ＫベツツBaetz

(Prof;MaliDhinen=Ingenieurwelenu､grundlegendeFiicher[1912.-];後出)`8,4.上級教師にして鐵道敷設を含

む土木工學擴當のデ･グラールdeGrahl(Oberlehrer;BauingenieurweleninkLEilienbah､bau;＊l8xx.,｡｡?,[-
1913.-],f19xx.)`''5.農學部農業擴當教員の哲學博士ウィルヘルムーヴァグナー〃ん伽Wagner(Dr・phiL，
Landwirtliohaftslehrer;Land=u・ForltwiD[ienlbhaften;前掲)70,`海軍々醤少佐にして醤學攪當のヴィクトル=プ

レフケリ'ii肋rPriifbke(Marineoberltabsarzt;Medizin;＊18xx.,｡｡?,[-1913.-],f19xx.)71,7.數學擴當の博士ドレ
クスラーDrexler(Dr.;Mathematik;＊l8xx.,｡｡?,[-1913.-M19xx.)72,及び8.初等科々長にして地理･地質學擴
當の博士ハインリッヒ･フリードリッヒ･ヴィルヘルムーオートメルHb〃ｊｃｈＦｒｊｅ〃ｊｃル脈ﾉﾙe〃Othmer(前

掲)の8名乍ら,他にも諸教員10餘名がその教育･研究活動に從事していた７３因に,Ｅミヒェルゼンことエ

ーリッヒーミヒェルゼン〃chMichellien(Dr・jur.[1901.XII・Z2Roltock];"GeheimerRegiemngsrat"[1920.-]；

VortragenderLegationsratimAuswiirtigenAmt.;＊1879.VL13Danzig,ool9xx.[KEY/e,gebBalbhwitz],[-1931.

考すれば,Geo堰Keiperと同一人物と想われるが,これに擦ると,彼カイペルの京師大學堂に於る教授科目は，

濁逸語及び礦山學であったとの由．因に,"教習執事題名録(1903-1906)１………ｗ教習題名W服部宇之吉日
本東京帯國大學文科大學教授文學博士正教習１…….…1凱貝爾□徳文教習１…"(中近學制史料IL上1987.,
910-4頁）

６５Ｍ"e､'α、、〃9Ｊ3-ノリIｲ.,Ｓ1435.両,中國側監察官"TouhsioKuan"に就ては,未精査故に,その漢字名すら確
認し得ずにいる(中國人の姓として"Touhsio，，という複姓は知らぬので,その姓名を逆韓させた"關某々","管

某々",更には"圖書官"等々の可能性をも考慮してはみたものの,未詳).因に,彼の前任監察官は"TschiangK,ai，，
(Ｍ"e､’α)囮u〃,〃-川2.,ｓ1288.,Ｍ"elwJj｡、?Ⅲ2-/913.,S138L)との由故,彼に就ては,總稽察"蒋槽"(職官
録1911冬,第３冊,第９葉;前掲脚註55.)を指すものと看て間違いあるまい尚,典擦を明示せぬ記事乍ら,電網頁《《半
島網2005.VⅡ11.>》の"從徳華大學到同濟大學"に於て,"徳華大學監督由徳國貴族･礦物學家凱見[具貝]爾博士擴
任,總稽査爲中國人蒋槽.蒋槽,早年爲山東平原縣令,後任御史,是飽學之士.當時青島的中國人主要是喬人･工

人,因而稽蒋槽爲"青島聖人"､1913年蒋槽病逝,由汪寶森接任."なる記事を遇見した．カイペルが貴族とは異聞
で,汪寳森に就ても未精査故に不詳乍ら,参考迄に記しておく．

６６Ｍ"eハノajpmZ8/Ｗ'3-1,14,s､1435．荷,彼ロームベルクが1912年に徳華高等學堂から出版した"Staatsrecht
國法揮要"(簡禰:"Rombergl912."),及び"Stra丘echt刑法揮要"(簡穐:"Rombergl912a")の扉に於ては,その著者
名竝に肩書に就き,これを"DrRomberg,LandrichteraD.,Dozent."の如く記す.彼は,或はクルトーロームベルク

霊1;搬洲:鮒鵲蹴蝋iilll二1Ｗ[1蓋ＩｉｉｉＩｈｉｌ二鯛欝i:11照§朏鯛翻盤
未見])ではないかと疑うものの,末精査故に確言は避けたい．

６７Ｍ"e､,α】puIfβ913-川４，ｓ143丘,青島沿革誌1916.,序．
６８Ｍ"eﾊﾉα)､,,K〃,Ｊ３－Ｉ９Ｉ４,Ｓ1435.-6.
69Ｍ"ervα>、,z〃913-川４，ｓ1436．荷,"AusderKolonie､１………UDeutsch-ChinesischeHochschuIe､Einweiterer
DozentistinderPersondesHerrndeGrahlhiereingetroffenql…"(KP山』鱸軍imAｲ１．１９〃Ｘ１瓦,Ｓ269.).因に,ル
ルα"〃Ｇｚ(/ｉａＭ.,ＣＭＬ､deGrahl(Diplom=Ingenieur,K6niglicherBau=Rat,Direktor;*1865Ⅸ､25Hamburg,ool89L
IIL28[E(/Ｍ/i,geb・Schoeps],[-1922.-],f19xx.;肪芯?ｍｘＪ922.,ｓ513)との關係に就ては,未精査故に不詳．

7ＣＭ"e､,ａｍｍｌＢ〃9Ｊ3-川４，ｓ1436.,中國農書1940.,序言1頁．
７１Ｍ"erwbmKm川3-川４，ｓ1436.,電網頁《《Schmidt2002.a》》尚,"Kreuzer-Geschwader､１Lauttelegraphischer
MitteilungdesMarinekabinettssindfblgendeFrijhjahrsstellenbesetzungenAllerh6chstbefbhlen:1………ＷｌＬ)S，
Ｍ､FlusskanonenbootVaterIandWEswerdenkommandirt:OberleutnantzurSeePfUtzner,Marine-Oberassistenzarzt
PraefbkeW…"(、4〃擦韓簿iHf-',./90ｲnｍ,Ｓ15.),"Lokalnachrichten､1….……1Essindijberziihligbefijrdert:1…
……WZumMarine-Stabs-Arzt:Marine-Obe脛Assistenzarzt:Praef[clkeilill…"(TMV言楊i論iHF､-881906.〃/9.IDO"
"elFmg/,Ｓ2.）
７２Ｍ"erwbpuIf〃,13-川４，S､1436
73Ｍ"e､’α、,L〃,13-川４，S､1436
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BerlinW30,Haberlandstra6e4-M19xx.)74は,大戦開始の1914年に駐上海燭逸總領事館所属となり,1919
年からの本省勤務?を經た1922年から1926年にかけて,東京の駐曰濁逸大使館に於て参事官として勤務
した人物でもある.７５又,ＫベッツことコンラートーベッツＫＯ"rα‘Baetz(Prof;Malbhinen=Ingenieurwelen
ugmndlegendeFiicher[1912.-];*18xx.,oolxxx[Mbm],[-1922.Thngtau-],↑l9xx.)7`は,青島赴任前にヴュル

ツブルク市在設バイエルン王立機械工學･電氣工學高等專門學校教授を勤めていた人物で,戦後の1922年

にも青島で暮していた模様である．

この徳華高等學堂の1913/１４年時鮎に於る校舎所在地に就ては未確認乍ら,Wegenerl910所收の青島

近郊圖"UMOEBUNOvoNTSINOTAU"(BibliographischesInstitut,Leipzig所製)には,青島湾を東南東に望む青島

市街屋"欧人居住Ｅ"南西郊の地に"此"ＭＺ－ｃｈｊ"ｅＭ/ＤＣ/jscハル"との印字が有り，當圖と略々同時期に撮

影されたと想われる"AvT"所録の展望篇眞`〃"ｏｒａｍａＶｏ〃乃ｊ"9m〃ｖｏ腕HZ1ge/ｂｅｊ〃Ｄｅ"Mi-C72j"Ｇ３・

HDC〃SCA北α"s，(id,PL5.)から推定し得る撮影地鮎も，これと基本的に符合する.７７又,曰濁戦圖1914中

の`青島請蓋明細圖,上の同一地鮎にも"青島特別高等學堂"と印字されているので,7s恐らく其魔,即ち青
島市街匠"欧人居住Ｅ"西縁南部に位置する山東鐵道"青島騨舎"から略々南西に約500ｍ程離れた虚と推

定するものの,その所在地番に就て明記した燭逸側資料末見故に,確言は避けたい．

總督府圖書館BibliothekderLandesverwaltung(･2)の藏書は,1913-1914年用〈〈ミネルヴァ》》に擦れば,ベル

リン市に於る辮護士にして文筆家でもあったヴィリーーボーン〃ﾉﾉＢｏｈｎ(RechtsanwaltuSchriftlteller，

Berlin;*?,｡｡?,↑?)７，の"徳=華藏書"をその基礎として收集されたとの由で,soその1913年當時に於る蔵書數
は,書籍1,410冊,海關刊行物120鮎(400餘冊),地圖類約60鮎,雑誌類300冊を擁していた．統治目的のた

めの利用をその基本としつつも，自己啓發を目的とする場合には,統治に關らぬ人物に對しての貸出が

認められる場合もあったと云う.８１藏書の管理及びその新規購入は總督府所管事項とされ,82その管理．
運管は翻讓官1名が當ることになっており,當時の措當者は,行政試補見習ティーロThilo(Referendar)83こ

とフリードリッヒーティーロ耐e〃jchThilo(Referendar[Dolmetlioher=Eleve];＊l8xx.,｡｡?,［-1919.XIL-]，

７４ＧV,700-,9,0:96.1983.,ｓ86.,RddGIL193L,Ｓ1251.又,"Locales､１……….１…DerDolmetschereleveReferendar
DrMichelsenhatdieGeschiiftedesLandamtsundderChinesenkanzleiinTsingtauUbernonunen.…"(D〃縛蟻i’
鰍-13m0ｲⅢ2.,s12.),"Locales.，.………，…Personalnachrichten.…….…1DerDolmetschereleveDrMichelsen
fUhrtdieGeschiiftedesVorstandesderChinesischenKanzleiweiter､９１…"(、4〃/騨轤Wiflib-2ｽＪ９０４Ⅲ2.,ｓ15.)．
７５“MicheIsen,Erich,，．……－Mstudiertevonl897-1901Rechts-undStaatswissenschaftensowieChinesisch
amOrientalischenSeminarinBerlin,ａｎｄｅｍｅｒｌ９００ｄｉｅＤｉｐｌｏｍｐｒＵｆｉｍｇｉｎｄieserSpracheablegtcl901wurde
erReferendar,erwarbdiejuristischeDoktorwtirdeundtratdannindenDienstdesSchutzgebietesKiautschou，
l911wurdeerBezirksamtman､,１９１３DozentfijrRechtswissenschafienanderDeutsch-ChinesischenHochschule

inTsingtau;１９１４wurdeerdemDeutschenGeneralkonsulatinSchanghaizugeteiltl919erfblgteseineBerufimg
insAuswiirtｉｇｅＡｍｔ、１９２０erhielterdieAmtsbezeichnungGeheimerRegierungsratErwurdederDeutschen
BotschaftinTokioUberwiesen,woerl922-26Gesandtschaftsratwar・l926insAuswiirtigeAmtnachBerlmver-
setzt,wurdeerReferentfiirChina．……．－Mschreibua・AufSiitzeUberchinesischesRechtundchinesische

VerwalmngundiibersetztechinesischeGesetzc-Ergeh6rtderGesellschaftfijrNamr-undV61kerkundeOst-

asiensinTokiＣｕ､dderGesellschafifiirOstasiatischeKunstinBerlinalsMitgliedan-……．－BerlinW30，
HaberlandstraBe4"(RddGIL193L,Sl25L）又,《《大正.在本邦大使館員任莵.燭國Ⅲ》》所綴"(13.)二篝謡圓薑Ｆ二
ぱﾆﾆﾆﾆﾆﾆBr三三キー目大正十年十二月"、
７６Ｍ"ervajpKm灯り/3-川４，ｓ1435.-6.,川面?"皿/922,ｓ４８
７７當該展望寓眞は,青島湾北西部に蔦眞機を構え,青島市街Ｅ"欧人居住厘"北東郊の額象臺Oblervatorium,給
水塔WaD[iertunnからディーデリッヒス山Diederichs=Berg(別稲信號山Signal＝Ｂ)を經て"金屋"南東部(青島湾北東
部)の所謂"Yamen衙門"東の裏山附近に至る諸丘陵をその背景として"全国"[書面左手]及び青島湾[書面右手］
を撮影したものである

７８フ(Z，轍7日１１刀L川ｲﾉﾌﾋ正:ﾇﾉ.Ⅸ/0.附録．
７９Ｍ"e"αxxm〃913-1,ﾉ４，ｓ1436.,Pantheonl914,Ｓ４５８
８ｏＭ"eハノα】c【、〃913-/９１４，S1436.
81Ｍ"e､′α趣,L/rI9B-I9ﾉｷﾞ.,Ｓ1436.
82Ｍ"eﾊﾉα､、L/C川3-/リノ４，ｓ1436.
83Ｍ"e､′α、'1〃リノ3-Ｊ914,ｓ1436.,Pantheonl914.,S､458
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T19xx.)84であった．

因に,當該總督府政艤(竣工:１９０６年)85は,青島市街歴"欧人居住Ｅ"東部に位置する總督府丘Gouveme-
mentshngel南麓の精々西寄りの地に基礎工事を可成り行なったうえで,1904年４月２２曰から凹字状平面
を呈する地上部分の工事を開始し,約2年後の1906年４月２曰に業者からの引渡を受けたもので,當該新魔

舎での政驍業務は,生月９，１０曰から再開されている.8`それ以前の總督府所属諸機關箇々の具鵠的所在地
に就ては,當該圖書館の所在地を含め未確認乍ら,總督の執務室を含む幾つかの機關は,市街Ｅ"欧人居

住Ｅ"東部南端の薑"衙門，,敷地内及びその附近に置かれていた．當該圖書館の場合も,他の諸部門の移轌
と略々同時に新驍舎内に移設されたものの,その移設記事中に具鵠的割當箇虚に就ての言及は無い又，
その收集の基礎となった所謂"ヴィリーポーン"蔵書の具鵠的内容とその寄贈年月曰,“ヴィリーーポー

ン,，その人,及び總督府圖書館(･Z.)の創設年月曰に就ても,未精査故に不詳である.８７

膠州圖書館KiautIbhou-Bibliothek(･3.)は,1913-1914年用〈〈ミネルヴァ>>に擦れば,當時の組織形態は"財團

Stiftung，'とのことで,藏害の大半は文學書乍ら,その數は11,700鮎を算え,１９０４年以來,デーニッツ

Doenitz(Prof,Ｄｒ.,Bibliothekar)ことパウルーデーニッツPCJ"/Doenitz(Dr・phiL[1891X3LHalle],profelIbr；

*l866X5､Trebnitza.｡､Saale,oolxxx.L1904lx13.,1913.-],f19xx.)88が,司書としてその管理に當ってい
たとのことである.8，彼デーニッツは,1904年1月附で濁逸帯國海軍省から青島に派遣された人物であっ

８４Ｍ"e､′αwTz〃913-川４，s1436.,Pantheonl914.,Ｓ458.,電網頁（《Schmidt2002a》)．
８５徐・張･村松･堀内1992,5,48頁(編號266032）
８６‘`Lokalnachrichten.，……ＷＡｍ２・AprilhatdieUebergabeundwiihrendderletzenTagedielngebrauch‐
nahmedesneuerbautenGouvernementsdienstgebiiudesstattgefilndeｎＭｉｔｄｅｍＡｕｆｂａｕｗｕｒｄｅａｍ２２・Aprill904be‐
gonnen,nachdemvorher22200cbmErd-undFelsmassenabgetragenbezw･abgesprengtwordenwarenWDer
fUnfgeschossigeNeubauistimErdgeschOSS82,34,.1an9.41,61ｍ[､lbreit(ohneden4m・nachSiidenvorspnngen‐
denMittelbau)undvomFussbodendesSockelgeschossesbiszurh6chstenDachspitze23,Z6mhochWDer
HaupteingangaufdenGipfbldesGouvernemantshijgelsgerichtetenWilhelmstrasseundwirddurchbreitvordie
Haupt6ffhungdesMittelbauesgelagerteFreitreppenangezeigeLAndreEingiingeliegenaufdenAussenseiten
derFliigelbautenundindeninnerenEckendesHofesWDieRaumverteilungistnurzumTeilnachdemPro‐
grammvl5､１０[19]03.,dasdemausgefUhrtenEntwurfezuGrundelag,erfblgt;sieistdasErgebnisdesStrebens，
m6glichstzahlreicheDienststellenindenNeUbauzuverlegen,diebisherzumgr6sstenTeilmehroderweniger
provisorischuntcrgebrachtwarenllmuntersten,demSockelgeschoss,interessiertdiｅＬａｇｅｄｅｒＲａｕｍｅｄｅｒＧｏｕ‐
vernementskasseanderSiidwesteckederNeubaues、DieEinrichtungistnachdemursprUnglichenEntwurfsoge-
troffen,dassdurchbesondereEingangegetrennteWarteriiumefiirEuropiieru､dChinesendurchSchalterntdem
eigentlichenZahlraumsoverbundensind,ｄａｓｓｄｅｒｄieAufbichtfUhrendeZahlmeisterdieVorgangeanbeiden
SchalternbequemUberwachenkann、NebendemZahlraumisteinTresoreingebaut,dessenWiindeundDecke
mitEiseneinlagenausStreckmetallarmiertsi､｡;diefeuersichereTUrdesselbenistausderHeimatvonderFinna

EmilMay＆Hernnann,HamburgbezogenWAufderSiidosteckedesSockelgeschossesliegtdieBrifausgabe，
eincDruckcreiunddieFernsprechanlagedesYamens.！…g里…Ｊ１貝
MumefnrdasZivil-undChinesen-KommissariatodicBaudirektionundeineWohnunEfijrcinenverheiraten

Beamten;dicVerle2un2derKiautschou-BibliothekindenNord-WestHijgeldesErdgeschossIes1mitdirektemZu2an2

vonaussenlstelneForderungneuerｅｎＤａｍｍｓ． ICL］DurchdenHaupteinganggelangtmantiberdieHaupttreppe
indasLObergeschosszunachstzumSitzungssaal・DieserhateineGrundHiichevonlOOqm・undreichtmitseiner

Deckeindasll・Obergeschosshinein・ＤｉｅSaal-WandehabeneineteilweiseVertafelungausTeakholzerhaltenW
……"(ZMW藷諦F；i13.-81〃06〃:ILlMjrwocﾉﾘ,Ｓ2.-3.).尚,"Lokalnachrichten.……DasneueGouvernements‐

dienstgebiiudediirftemdenerstenTagendesniichstenMonats-voraussichtlicham8・April-bezogenwerden，，
(ZMW寄島i;ｹﾞﾀiHｿ._”1906.m〃.〃""､g/,Ｓ2.)に擦れば,その新驍舎への移轌は４月８日に豫定されていた．
８７圖書館.槍案館.博物館等々を專録豫定とのＭ"ｅｗａＨｂｊ直川１９脚.＋を看得るならば,更に詳しいことが判る
かとは想うものの,當該冊に就ては未見であるうえ,同書の内容を豫告するＭ"e､′αj囮､z〆I9J3-j9Iｲ.の序文

執筆者エボイゲルBeugel,ＧリュトゥケLUdtkeの欄筆年月日(Vorwort:1913XIL6.)，カールＭトリュブナー

KtJ7MTriibner(Strassburg)による版權取得年(。:1914),及び第１次世界大戦の勃發等々を併考するならば,そ
の刊行自鵠が危倶されるというのが現状である．

８８ノaKGM1m〃９１０－１，〃.,Ｓｌ４,電網頁《<AAKdSuUbH>〉.因に,その博士論文は,Doenitzl891．又,"Standes‐
amtlicheNachrichten.,Geburten:１……qll3Sept・O4eineTochterdemOberlehrerDrDoenitzl…"(D〃繧韓臺
蝋.３&/904Ⅸ〃,Ｓ15.)．

８９Ｍ"ervam【、β913-川４，ｓ1436.
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て,'0生年４月１日附で"豫算定員"となり，1910年々末には"教授"號を授與されている.'1遺憾乍ら,筆者等
は,その"財團"創設時の證書Stiftungsurkunde及びその勅許壯kailierlicheKabinettsordreは素り,當該雨件

を各々紹介したとされる川〃徳膠E薄ｉＫ及びOL億文i編'の富該號に就ても末見故に,'2次善の策として,そ
の開館10周年を記念して執筆された記事(KP山鱸蛎.-2&/909.川/0.),及びその創設15周年を記念した記

事(OL徳丈鰄6Kxm-3`1,13.Ⅸ5.)のうちの主としてKPL";露＃ilの記事に擦りつつ(OL綾文i禰'の記事をも併

照),その概容を紹介しておこう.'３

ｇｏ“LokalesW….…１＊*＊…….W0berlehrerDr､D6nitzhatseinenDienstbeiderGouvernementsschuleange-
tretenW…"(、4〃繕i韓議i､56.-2m0‘〃.,Ｓ11.)という記事は,恐らく，このことを指しているのであろう．
D1JZZKGMJm〃909-Ｊ9Ｊ0.,ｓ13.,"vomReichs=Marine=AmtnachTnngtauberufen[1904.1],etatsmalligangeltellt
["JVI],Priidikat"Profel][１or"[1909ＸⅡ27.-];denRangderMe4KlaD[ｉｓ[191Ｌ+]"ＷＫＧＭｌｍ〃,〃19〃.,Ｓ
１４)．

９２後掲ＫＭｌ夷』露ifb._ZaI901J/ZZIO,Ｓ495({*5.]）
９３‘`AusderKolonie.，……WDieKiautschoubibliothek､InallerStillehatkUrzlicheingemeinnUtzigeslnstimtunsrer
KolonieseinzehnjiihrigesJubiltiumgefeiert:dieKiautschoubibliothekSiekanndabeiaufeinesehrgiinstigeEnt‐
wicklunganbedeutsamerStelleimgeistigenLebenderBev61kerungzurtickblicken,nichtnurinnerhalbderAnge-
h6rigenderMarine,fiirdiesiebeiderGrUndunginersterLiniebestinmntwar,sondemauchimKreisederUbrigen

KolonistenqllmMarzl898tratinBerlineineAnzahlatriotischerMiinnerbesondersnamhaftedeutscheBuch‐
hiindlerundSeeoffiziereaberauchandrePers6nlichkeitenundVereinezueinemKomiteezusanⅢnen[*1.1,uｍｄｅｎ
inKiautschouweilendenAngeh6rigenderdeutschenMarinedenAufenthaltaufeinerzuniichstrechtunwirtlichen

StationangenehmzugestaltenundeinengeistigenZusanⅡnenhangmitderHeimatzusichern,ihnennachdem

Dienst,nachdesTagesLastundmijhevollerArbeitErholungundZerstreuungdurchguteBiicherundZeitschriften
zuverschaffen・EinAuffufdiesesKomiteeszurSchaffUngeinerVolksbibliothekinKiautschoufnrdiedeutschen

Marineangeh6rigenhattedengmssenErfblg,｡assausweitenKreisendesPublikums,vonBeh6rdenundVereinen
neu､tausendMarkbaaresGeldundUberfUnftausendBUchergestiftetwurden、NachdemderdamalieGouver-
neurdesKiautschouebietsKaitiinz.Ｓ･Rosendahlaml5Mirzl898dieBereitwilli2keitdesGouvcmementsaus-

｡esrochenhattedieEinrichmnundVerwalmnderBibliothekzuijbemehme､I*2.],ｗｕｒｄｅｎｄｉｅＢＵｃｈｅｒｕｎｄｅｍ
TeildesEesanmneltenGeldesvondemKomiteedemGouvernementdurchdieStiftun2surkunde dｉｅｖｏｍ２８

SeptcmhcLl898daticrtundvonAMeu｢t主､'１sin2(Kpt・Z.S､).ErnstVohsen(BuchhiindlerlHJacobi(Bankier)unter‐
zelcetlstUberel2net [*3J,und dieStiftunEwardineinervom3・Novemberl898datiertenkaiserlichenKabinetts-

ordrevomKaiser2enehmi2t[*4.IBeideUrkundenwurdeninder Deutsch-AsiatischenWarte"uｎｄｉｍ Ostasiati-

schenLlovd"ver6ffentlicht[*5.1,und EndeDezemberl898trafbndann27Kolliund24KistenmitBiichernZeit‐

schriftenundeiniennotweildienGeriitenbeleitet'vondemVorsitzendendesKiautschouBibliothek-Komitees
Konsula・DErnstVohsenwohlbehalteninTsin2tauem lnderStiftunEsurkundewirddieBibliothekinerster|*6.1.

LiniefUrdieAn2eh6ri2enderdeutschenSee-undLandstreitkriiftealler Ran2stufenbestinⅡnt:imweiternsollsie

aberauchallenindienstlichemAuftra2einKiautschouweilendenundandernDeutschen(GeistlichenLehrern

AerztenKaufleutenTechnikemusw.)zugiin21ich2emachtwerden ＢｅｄｉｎｏｐｄｅｒＳｔｌｌｓｔｄａｓｓｄｉｅＫ１ａｕ－[*7.]。

tschoubibliothekalseineselbstandige､demGouvemementdirektunterstellteEinrichtun2QalseinGanzes・un2eteilt

Ｏｈｎｅ･edeVennischunmitandernEinrichtunenerhaltenbleibtI*8.]． ＮａchMassgabederStln2sbestluounge、

entwarfdannAdmiralitatsratDr・SchrameierdieersteBibliotheksordnunI*9.1．
Frhr.v､Liliencron・RichterDr､Gelpcke､Ｌｅｕｍａｎｔｚ・SKuhlenthaLDolmetscherDr

DerersteVorstandHauDtmann

BessertNettelbeckMissionar Ｃ

VoskampundKamqnannWitt､alsozwciOffiziere9zweiBeamteundzweiVertreterdermchtbeamtetenZivilbev61-

kemnwurdenvomGouvemeurKaitiinz.Ｓ､Jaeschkeemannt[*10J． FUrdieersteEmnchgderBibliotheksor2-

LDLQElpEk且[*1,.1.SiebefandsichzuerstimArtillerielaerdannimSitzunszinⅡnerdesGerichtsebiiudesund
imA1tｅｎＹａｍｅｎｌａｅｒｖｏｎＭｉｉｒｚｌ９０３ｂｉｓＭｉｔｔel906imunternStockwerkdesHausesIrenestrasse201I*１２J・Ｄｉｅ
Bibliothek,diealseinDenkmalderFUrsorgeunsrerLandsleuteinderHeimatwiederholtdenlebhaftestenDank

allerBeteiligten,besondersderSoldaten,MatrosenundkleinenBeamten,gefimdenhat,istvonAnftlngansehrviel
benutztｗｏｒｄｅｎＺｗａｒｋｏｎｎｔｅｄａｓｖｏｍＫｏｍｉｔｅｅｌtin2stgeplanteLesezinⅡnerausMan2elan2eei2netemRaum

erstimJahrel903er6ffi1etwerde､I*１３.],aberdieGeldmitteldesKomiteesenn6glichtenbisEndel902dieregel－
miissigeSendungguterZeitungenundZeitschriftenderverschiedenstenArtunddieBibliothekwurdedurchwei-

tereBijchersendungenvermehrt;abertrotzdemgestaltetesichdieersteEntwicklungdeslnstimtsalsbaldschwierig・
UngcnUgendeRiiumlichkeiten,MangelanPersonalbeiVerwalmngundKontrolledesAusleihevelkehrs,daraus

entspringende,nurallmahlichzubeseitigendeUnoｒｄｎｕｎｇｕｎｄｓｅｉｔｌ９０１ａｕｃｈＭａｎｇｅｌａｎＧeldmittelnhmderten
denAusbauVondenjenigenBeamtenundOffizieren,diedieBibliothekbenutzten,zahlteeineAnzahlseiJUli

l899fi･eiwilligeBeitriige,insgesamtetwasechzigDollarimMonat・DieTeilnahmederZibilbev61kerungblieb
anfangsziemlichgering;wahrscheinlichweildieLeihgebijｈｒｉｍＶｅｒｈａｌｍｉｓｚｕｄｅｍ,ｗａｓｄｉｅｎｏｃｈｗｅｎｉｇｅｎｔ－
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これに擦ると,當該圖書館の運誉は,１９世紀末に於るその創設以來,常に周園の人々の温い支援を得は
したものの,經濟的には決してZP坦ではなかったものの如くである．即ち,その創設は,濁逸本國に於る
書籍業者･海軍將校･人格者･協會等々のうちでその名を知られた愛國者達が,1898年３月にその設立委員
會を組織したことに始る(前掲脚註'３．:[*,.,)．生月１５日には,その設置場所の提供とその後の管理を總督府が

wickelteBiichereibietenkonnte,ａｕｆｄｉｅＤａｕｅｒｚｕｈｏｃｈｗａｒ,sodassdiesegensreiche,derBelehrungundUnter‐
haltunggleichmassigdienendeEinrichmngmeistnurvonMannschaften,OffizierenundBeamtenbenutztwur｡c、
AusdiesemGrundewurdederVorstanddennauchbaldengergefasst;erbestandspiiternurauszweiVorstands-
Initgliedern・VondiesenhabensichbesonderszweihervorragendeVerdiensteumdieKiautschoubibliotheker-
worbenlmJahrel900trataufWunschdesGouverneursJaeschkePfarrerSchUlerein・dermlanEwierilzer・unend-
lichmUhseligerArbeitdieNeuordnungundKataloEisicrunEdurchEefiihrthat・sodassimFrijhi5mH-mJ~てI5T-E5=
druckteKatalogerscheinenkonnte [*,4.1SchonfrUs[合h]erwardieLagederBibliothekschwieriggeworden;viele
BUcherwaren,ohnedassErsatzgeleistetwurde,verlorengegangen,dieUnkostenfiirEntschtidigungderHilfbkriifL
te,derBuchbindereiuswkonntenbeidengeringenundunsichemEinnahmenbeiweitemnichtgedecktwerden，
undvondenhochherzigenSpendem,derenMittelEndel902ersch6pfiwaren,neueOpferzufbrderngingnichtan・
ＵｎｄdochwareineVennehrungundBereicherungderBibliothekfijrihrFortbestehenunbedingtn6tiglndiesen
ZustandderNotgriffderdamaligeChefdesStabesdesGouvernements,KapitiinzSFunke,geschicktundklug
ein;erwusstevomGouvemementfijrdieBibliotheklnteresseundUnterstUtzungzuerlangen,ohnedemCharakter
derStiftungirgendwieAbbruchzumnSeinevennittelndenundtatkriifiigenBemijhungenwiesendaraufhin,dass
auchdasGouvernementeinwohlbegrUndeteslnteressehabenmUsse,demVerfalleinersowertvollenundgemein‐
niitzigenEinrichmngentgegenzuwirken・GouvemeurTruppel,demvonderNotlagederBUchereiinMirzl903
Kennmisgegebenwordenwar,fasstedenGedankenihrerF6rderunglebhaftaufEswurdenderBibliothekein
einmaligergrossererBetragundbisjetztregelmiissigekleinereUnterstijtzungenzugewendet,sodasseinweiterer
Ausbaugelang,derdieWerbekraftbeimPublikumbedeutenderhOhteunddieZahlderBeitriigeentrichtenden
M[i]tgliederindenletztenJahrenverdoppelteDenBemijhungendesHennKptFunkegelangesferner,derBib‐
liothekimJahrel906einUnterkonⅡneninmehrerenpraktische、RiiumenimWestflijgeldesGouvemements-
dienstgebiiudeszuerwirken,wodurchnichtunbetriichtliche,bisherfijrMieteundkleinereAusgabenbcanspruchte
GeldmittelfijrdieeigentlichenZweckederBUchereifiPeiwurdenSeitdembefindetsichdieBibliothekinfbrt-

schreitender,gnnstigerEntwicklungDerBUcherbestand,dieAuslagenimLesezinunerundderAusleiheverkehr
habenbestandigzugenonⅡnen,sodassdasKiautschou-Bibliotheks-Komitee,dassichimJahrel903aufgel6sthat，
aufdieBegriindungseinesWerkesstolzseindarfqlDieaUjiihrlichabgehalteneRevisionergabl903einen
Bestandvon6100Biinden11904〃〃〃６３００〃１１９０５〃〃〃７６５０〃１１９０６〃〃〃８０２２〃１１９０７〃〃〃
9142〃９１９０８〃〃〃１０５２７〃１DenAnkaufderBiicherbesorgtinAnbetrachtdesgemeinniitzigenZweckszu
VorzugspreisendieBuchhandlungvonDietrichReimerinBerlin,derenlnhaber,Konsula・DErnstVohsenMit-
glieddesGrijndungskomiteeswar;dieHeraussendungijberninⅡntdasReichsmarineamt・Ｂｉｓｈｃｒｓｍｄｂｅｒｅｉｔｓｚｗｅｉ

NachtriiezumKataloedrucktemneuerKatalowirdvoraussichtlichEndedesJahresl910erscheinen[*15J、
DieBenutzungderBibliothekistsehrrege;eswerdenzZt・durchschnittlichetwadreitausendvierhundertBandeim

Monatverliehe､,daruntertjberfiinfhundertanSoldatenImLesezimmerliegenachtzigZeitungenundZeitschrif
tenaus、DieGeschaftedesBibliothekarsliegenseitdemJahrel904indenHandendesOberlehrersDr､Doenitz，
dersichumdenAusbauderKiautschoubibliothekindankenswertesterWeiseverdientmacht."(KP山夷鐵fh-2a
1909.ＭＪ０，ｓ495.-6),"KleineZeimng､UDieKiautschou-BibliothekinTsingtau､１．……BedingUngderStiftung,die
KaiserWilhelmineinerausJeruSalem,den3tenNovemberl898datiertenUrkundegerngenehmigte,ist,dassdie
BibliothekalseineselbstandiealsonichtfiskalischeaberdemGouvernementunterstellteEinrichtun［**L］ａls
ganzesungeteiltundohnejedeVennischungmitanderengemeinniitzigenEinrichmngenerhaltenbleibt.．……
Untergebrachtwurdediesezuersti、..Alila"(ArtillerielaEer)dannimYamenjmGerichtsEebiiude､dannl903-1906
ingemietetenRiiumen ZuerstPfalTerWSchijler・der l900aufWunschdesGouverneurs Jiischkedas[**2.1.・・・・…

AmtdesBibliothekarsijbemahm､und…….sodassl904derersteEedruckteKataloEderdamalssechstausend

BiindeziihlendenBUchereierscheinenkonnte,**3.]．……． DenVorstandbilden-seitl905reEelmassiEderieweiliEe

ChefdesStabesjetztKapitiinzurSeeSaxer・unddCrNachfblEerPfarrerSchijlersseit l904ProfessorDr,Doenitz

derdieinfblgederbedeutendenZunahmeunddesEesteiEertenAusleihevelkehrsbedinEteNeu-undUmordnun2

imSonⅡnerl911durchfUhrtesowieeinenneuenKatalobearbeiteteunddruckenliess[**4.]．．……１……．ＤｉｅＥｒ－￣
weiterungderBUcherei・meistdurchNeuankiiufeaberauchdurchSchenkunEcn､2eschiehtnachfbiEendenGrund‐
siitzen:Ⅲ１)guteUntelllalmngsliteramr.｡asheisstdiebestenundbekanntestenWeIkederdeutschensch6nenLite

raturundeineAuswahlderbestenausliindischeManntevolkstUmlicheSchriftenfiirdieSoldaten．Ⅲ二18辿旦輿旦''二
emeinverstandlicheDarstellungenunddiebekanntestenundwichti2stenHauptwelkeoderHandbUcllerausallen

Wissensgebieten;｡３)m6glichstvollstiindige､neuereLiteramrijberOstasienbesonderstiberChinaundKiautschou
[**5.1.1…"(OL徳〕鰯F;i6pwTL-3fI9I3.Ⅸ5.,S､21Ｌ).又,Ｍ"erwnomf〃,J3-I9Jｷﾞ.,S､1436.,Pantheonl914,Ｓ4５８．
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行うことに就き,當時の膠州租借地總督ローゼンダールがこれを受容れたとのこと故(全:,*2.1)．退役海軍

大佐アドルフーメンズィングAdb〃Mennng(KapitiinzurSeea.、;＊18xx.,｡｡?,[-1902.-M19xx.)'4,退任領
事エルンストーフォーゼンEr7yiIVohlien(KonlillaD,Verlagsbuchhiindler[Inhaberd・Finna“DReimer”

("H6fer＆Vone､"),Berlin]ｕ・Kolonialpolitiker;SchrififijhrerdLandeskundlichenKommilliondesDeut-

lbhenKolonialrates,HerausgeberderKolonialenRundlbhau;*1853JＶ､19.Mainz,ool8xx.[MJrje,gebHerz‐

feldM1919・VL20Nauheim)95,及び"伯林新報BerlinerNeuelteNachrichten"編集長フーゴーヤコーピH2ｲgo
Jacobi(Chef=RedakteurderBerlinerNeueltenNachrichten;＊1842JX1ZBerlin,｡｡?,f1906XL4Zehlendorfb・

Berlin.)９６が,"膠州圖書館委員會Kiau-tliohou=Bibliothek=Komitee"(BerlinSijd=Ｗｅｌｌ,Wilhelmltr､２９.)を代表
して"膠州駐屯中の吾が海軍水兵竝に全陸戦隊員の爲にfijrunliareMatrolienundSeelbldateninKiau=tliohou”

と題する招募文を作製･配布し,書籍及び資金の募集を行なったのは,その後のことであろう.'７

この時の募金の一部と寄贈書籍とは,メンズィング,フォーゼン,ヤコービの３人がその代表として署名

(1898.1Ｘ28.附)した"財團"證書を以て總督府宛寄託され(前掲脚註'3.:l*3.,),"財團"自禮も,1898年11月３曰附
で皇帝ヴィルヘルムⅡ世の勅許を得たとのことである(全:,*4J)．書籍及び圖書館用品から成る荷物が青島

へ到着したのは,1898年12月末のことで,當該引用記事中の動詞が鮮りせぬので断言は避けるものの,そ

れが如し推測の如く"begleitet"であった場合には,フォーゼンが帯同して來たこととなる(生:ｒ`.])．“財
團"證書に擦ると,膠州圖書館の目的は,首ず濁逸海･陸軍の全將兵の爲という鮎に置かれてはいたもの

の,膠州在勤中の全官吏,其他の濁逸人(聖職者･教師･醤者･商人･技術者等々)に對する開放も明示されて

いたとの由で(全:ｒ7.1),その規定に擦れば,全圖書館は,總督府直轄下の施設として,分割されること無く，

９４“Menmng,AdolfContre=Admiral,Dezem[ent].i・dAdmiral[itiit].,《《RotherAdlel=Orden4KlaD[ｃ》》<《RotherAd‐
leﾄOrden3Klallb.》》《《Dienltauszeichnungs=Kreuz》>,KurfMenltr､99.,L,Ｗ[eltl"(GvB1889/90,s､272;引用文中

の《》》印部分は,原文中では徽號),"MenhngKapitiinzurSeeaDW,Kurfijrlten=StrM."(B/Ｍ,RM2/1836,ＢＬ

６５/66.),"－[Menfing]AdolfCapitainz・ＳａＤ,Ｗ[ell]Kurfiirltenltr991L"ｕ６Ｂ./Ⅶ03.,TheiLL,Ｓ1144)．
９５“ErnltVohUCnKonlillaD.ｉ､Ｆ,:DietrichReimerSW,Wilhelm=Str､29."(B/Ｍ,RM2/1836,BL65/66.),"Vohlbn，
Ｅｍｌｌ,Kaufin[an､ルSWK6niggratzerltr､108ｐ[ar]t[eITe].(TeLVIa・'1923.)LDietrichReimer(ErnltVohlim)"(ＡＭ：
〃903.,TheiLI,Ｓ1869.),"-[Reimer]Dietrich-Reimer(ErnstVohsen),Geogr・VerlagshdlguGlobenfbrk,LithAnlt.，
SW48Wilhelmltr29L(TeLVL1387.8-10,2-4％・InhEmltVohlian)"(ibid,Ｓ1410.),"Vohsen,Ernst,Konsula.、，

Verlagsbuchhiindler(1,h.derFinnaDReimer,Berlin)uKolonialpolitiker;SchriftfijhrerdLandeskundlicheｎＫｏｍ‐

missiondesDeutschenKolonialrates・HerausgeberderKolonialenRundschau;*Mainzl853;fNauheim20､VL-
Sch:LZ509;SozMH848;DKZ36,73;LE21,1339;PＭ65,66;MittlgausdendeutschenSchutzgebieten33(1925),2．
SV-VII(Staudinger).(P):BZ45[KolonialeRundschau67-l28(J6hlingeru､a.)];BZ46[HessischeHeimatL106‐
109(J6hlinger)];BBI1919Nr,131,ｓ524."(DBJUIL1917-1920.,Totenliste1919.,ｓ335.(DBANF,Nrl345.:400.所收)，

"Vohsen,Ernstll＊1904.1853↑20.06.19191Verlagsbuchhandler,ForschungsreisendeIV1Pers6nlicheBeziehungen：
Eheffau:Vohsen,Marie(-1919-)WWirkungsorte:OL1891-BerlinTeilhaber・DietrichReimer(Hoefer＆Vohsen）
＜Berlin>1-06.1919BerlinlnhaberDietrichReimer(ErnstVohsen)<Berlin>"(電網頁《《BhGrs》》),"Vohsen,Mariel
Pers6nlicheBeziehungen:Ehemannn:Vohsen,Ernst(1853-1919)WWirkungsorte:BerlinlVerweisungsfbnn:Herz‐
feld,Marie<Geburtsname>１Wirkungszeitraum-1919-"(電網頁《《BhGrs》）因に,彼フォーゼンの名は猜季中外
1985.所録駐華各國領事中に現れぬので,彼が駐華領事でなかったことは確か乍ら,彼が何虚に駐在した何國
の何種領事であったのかということに就ては,未精査故に不詳

向,出版肚"ディートリッヒーライマー"は,ゲオルク･アンドレアスーライマーーGeorg〃dMJsReimer(Buch‐
hiindler:"G,Reimer",Berlin;＊1776.VIⅡ27.Grei色wald,ool800XII28Magdeburg,↑1842JV26Berlin;ADBxxvIL
1888.,S､709.-12.)の3男ディートリッヒ･アルノルドＤｉｅ"ｊｃﾉＭｍｏ/dReimer(Verlagsbuchhiindler:"DietrichRei-

mer(Reimer＆H6fer)",Berlin;＊1818Vl3Berlin,ool8xx.,fl899X15Berlin;ADBLIIL1907.,Ｓ282-5.)が興した

出版iitで,特に地理學書の出版を得意とし,例えばリヒトホーヘンの"支那"として著名なRichthofenl877．

/1882,Richthofenl883.等々もその出版物である．彼ディートリッヒの後を繼いだのがフォーゼンである．

９６“JacobiH,Redakteur,Ｅ[igenthUmer]Regentenltr､２Ｗ[elt]．（(Sprechltunde》》g-10Gebl2/9［18]42."(GvB
1889/90.,s189.;引用文中の《》)印部分は,原文中では徽號),"HugoJacobiChef=RedakteurderBerlinerNeue-

ltenNachrichtenSW,K6niggriizer=Str､４２."(B/M,ＲＭ２/1836,ＢＬ６５/66.),“－[Jacobi］Hugo,CheﾄRedact[eurl，

Zehlend[or]f,Hohenzollemltr､18Ｅ，（TeLZehL57.）8-9,4-5."(４６８Ｗ903.,TheiLL,Ｓ736.),KDLNekroIog1936.,
ｓ､496(DBANF.,Nr642.:38.所收)．

９７Ｂ/Ｍ,RM2/1836,ＢＭ５/66.両,所見複印自鵠には,その作製時期を狭き,この招募が第１代總督ローゼンダー
ルの在任期間中(1898Ⅳ16.-1899Ⅱ.)のことで,當該圖書館創設に際してのことである旨を明示するのみ、
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又,他の施設と如何なるかたちでも混在されることなく，それ自鵠濁立した－筒の施設として保持され

るものとされていたとの由で(全:[幾8.1),これを指して,"非國有財産nichtfiskalische，，と明記した記事もある

(全:r微L])．尚,この膠州圖書館への書籍の寄贈は,その後も断續的に行なわれている,８

圖書館自鵠の運管に際しては,海軍本部参事官シュラーマイヤ一博士Schrameier(Admiralitiitsrat,Ｄｒ.）

ことルートヴィッヒ･ヴィルヘルムーシュラーマイヤーL"‘！ＭｇＰＷ'iiﾉﾉｶe肋Schrameier(WirklicherAdmirali-

tiits=Rat;Ｄｒ・phil.[1881.Leipzig];＊1859.Ｘ､2.EIIien,ool896V､20.[K/α'α,gebKirchnerM1926廣州)９，が,"財
團，，規定に則り,圖書館規定を起草したとのことで(全:I嚇,.]),第２代總督イェシュケJaeliDhke(在任1899JL19.-

19011.27.;前掲脚註2'･)も,將校2名,官吏2名,民間人2名から成るその初代理事會々員を指名している．即
ち,大尉リリエンクロン男爵Liliencron(Frhr・von;Hauptmaml899.‐),判事ゲルプケ博士Gelpcke(Richter，

Dr.)ことパウル･フリードリッヒ･ルートヴィッヒーゲルプケPα"ﾉﾙﾉe伽c肌"dWjgGelpcke(Dr.;ＧｅｈＲｅｇ＝

Ｒ,vortrR・iReichswirtliohaftsminaD;＊1868.Ｖ､l6Berlin,｡｡1907.Ｖ､１４[ＣＯγ"｡/ｊｅ,geb・Nolet],[-1935.Eilie‐

nach,Mariental54.‐M19xx.)'00,海軍少尉クーレンタールKuhlenthal(Leutnantz.Ｓ､),翻鐸官ベッセルト・
ネッテルベック博士Bellbrt=Nettelbeck(Dolmetlioher,Ｄｒ.),宣教師ＣフォスカムプVoskamp(Mimonar)こと

カール･ヨハネスーフオスカムプQJ7LﾉｂＡα""“Voskamp(MillionslUperintendent;＊1857.,.o1xxx.,↑1937.青

島)'01,及び商人ヴィットWitt(Kaufinann)の各位がそれで(前掲脚註'3.:ｒ,｡.,),就中,ゲルプケ博士は,圖書館
の開館に向けた具鵠的鼈裁を整える爲に大いに蓋力したとのことである(生:I病,1.,)．

當膠州圖書館は,首ず"砲兵野螢兵舎Artillerielager，，内に初設され,繼で"裁判所内の法廷Sitzungszimmer

desGerichtsgebaudes"及び"衙門野螢兵舎AltesYamenlager"に移縛し,'021903年３月から1906年の中頃迄
はイレーネ街201號在設建物の1階乃至地階に遷設されていたとのことである(全:ｒ12.])．このイレーネ街

201號という地番は,青島市街厘南縁の青島湾から２厘劃北上した地鮎を東西に走るイレーネ街の中間地
鮎よりも西に寄った北沿の地,具鵠的には,イレーネ街が,青島湾中央の青島桟橋北端から北へ延びるフ
リードリッヒ街Friedrichltr.と交叉する地鮎の北西角から西に往った虚に位置する.'０３その後,1906年4月
２曰に總督府の新驍舎が總督府丘南部西寄りの地に完成すると,５月末には全驍舎内の1階西翼北部へ移縛

９８その一例を鑿げると,"LocalesW……….,DieHofbuchhandlungADunckerBerlinmachtederKiautschou-Bib‐
liothekdurchVermittelungdesReichsMarineAmtseinegrossereSchenkunganBiichem・EineListederBijcher
liegtimLesezimmerderBibliothekaus､１…"(川〃ﾉﾘ曾i轄議Hf-ml90ｲ〃9.,S､１４)．
９９脈面?、z/922.,ｓ1399.-400,近代來華1981,428-9頁．
１００脈ぶ?ｘノリ35.,Ｓ､４８０．－１．
１０１近代來華1981.,496頁．又,後掲脚註'06.を請併照．
１０２“衙門野管兵舎内の裁判所"という消息もある(OL績文i鰄fBpw7n-36・川3.Ⅸ５．,S､21Ｌ;前掲脚註'3.1**2.1)．
'０３“15.VonTsingtaubriickenachderMarkthalle､ManfblgtderdirektnachNordenlaufendenFriedrichltraBeundPas-
siertzunachstzurRechtennacheinanderdieHohenzollemstraBe,PrinzHeinrichstraBe,IrenestraBe,inderenzwei-
temHausevonWestensichdieKiautschou-Bibliothekbefindet(Ge6ffhetfijrJedermanngegenmonatlichenBei-

tragvonlDolLvon9-9Uhr)."(FdTuU,,､1904.,ｓ46.).これを字義通りに理解すれば,イレーネ街の西[端]から2軒
目の建物ということになる.他方,"17.FromTsingtauBridgetotheMarket､StraighttothenorththroughtheFriedrich
Street,crossingconsecutivelytheHohenzollemStreet,PrinzHemyStreetJreneStreet,mthe2ndhousetothewestof
whichistheKiauchouLibrary,opentothepublicfiom9amto9pm…"(GuidetoTsmgtaulv､1910.,P４２.),"18．
TheTsingtauBridge-GouvernmentHouse-CathoIicMission.….…TheGouvemmentAdministrationbuildingcomPnses：
…….OnthegroundHoor,westtheKiauchoulibrary,…，,(ibid,p46.)の如く紹介するものもある．このGuideto
TsingtauIvl910に於る重出は,移轌に伴う情報の錯綜に起因するのであろう．但,このうちのイレーネ街の當
該建物の所在地は,"イレーネ街とフリードリッヒ街との交叉鮎北西角から西へ２軒目"となっていて,FdTuUIL
1904､の記述とはその意を肌か異にする．かかる案内書を手にして青島市街匠を歩こうとする者にとっては,
GuidetoTsingtau,vl910の如き表現でなければ實際の役には立たぬうえ,全案内書所載市街圖"FiihrerdurchTsing‐
tauundUmgebungVonDr・FrBehmeundDr・MKrieger.Ⅳ､Auflage./PlanvonTsmgtauundTaPautau"所製時黙に於て
もイレーネ街西段の開發は進んでおらず,當該地圖に於る赤色表示が建造物を指すと理解するならば,その西
端から算えて２軒目の建物はフリードリッヒ街との交叉鮎西北角に富るので,FdTuUIL1904が當該建物を何故
に掻いてイレーネ街の西から2軒目と表現するのか全く解せぬ.但,FdTuUIL1904の表現が,例えば"IrenestraBe，
inderenzweitemHausevonderKreuzungnaCl1WestensichdieKiautschouBibliothekbefTndet"(引用文中の下
線は引用者所添)の如くなってもいないので,別證を得る迄,その最絡的判断は保留しておく．
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して,６月５日から再開し,'04第１次世界大戦を迎えたものの如くである．因に,閲寶室の利用は1903年か
らとのこと故(全:[森,3J),これはイレーネ街への移轌後のことと理解しておいて大過なかろう又,翌1904
年の６月には,第２閲寶室も開室されている.'０５又,總督イェシュケの依頼により,1900年から〃シュラー
Schijler(GouvemementsPfarrer;Licentiat)が藏書整理と目録作製の準備を始め,1904年にはその最初の目
録を刊行している(全:[*,4,,[**3.,).I06この〃シユラーは,恐らく,"AbrissderneuerenGeschichteChinas,unter

'０４‘`Lokalnachrichten､１…….…１…DieKiautschou-BibliothekbleibtlauteinermAnzeigenteildieserAusgabeer-
scheinendenBekanntmachungwegenUmzugesvomZ5､ｄＭｔｓ・bis5Junigeschlossenl…，ＷL3.-11.ﾉ906J′:24
1DC""e応､g/,Ｓ２),"NeueAnzeigenWWegenUmzugsderKiautschouBibHothekindasneueGouvemements-Dienst-
geb血debleibenLesezinⅡnerundBiichereivonMontag,den28abbiszumPfingstdienstag,ｄｅｎ５・JunigeschlossenEs
empfiehltsichdahermFalledesBedarfbdieAusleiheZeitendieserWoch(Donnerstagvonll-12,Freitagvon3-5
Uhr;fnrUnteroffiziereundMannschaftenSonntagvonl-4Uhr)nochzubenutzen."(ｊ伽,lBeilage;廣告頁)mo‐

kalnachrichten.１………WDieKiautschou-BibUothekwirdnachbeendeterRevisionderBijcheramDienstagdem3L
Juliwiederge6ffiletqlDieBUcherausleihestundenbleibendieselbenwiebisher・EinNachtragzumKatalogbefin-
detsichimDruckW…"(TMV/寄島j論iHF､-17Lﾉ906.m29./Sb""､g/,Ｓ2.),"Lokalnachrichten､１…….1DieRevision
derKiautschou-BibUothek,diekijrzlichbeendetwurdeergabtrotzallerAbgiingeeinenBestandvon8000Biinden,und

gegendasVoljahrsomiteinPlusｖｏｎ350,welchemeistdurchAnkiiufeerworbenwurdenDieMitgliedelzahlist
betriichtlichgewachsenunddasLesezinuner,inwelchemtiber70ZeimngenundZeitschriftenausliegen,wirdnoch
stiirkerbenutztalsfrUher,BekanntlichbefindetsichdieBUchereijetztimNordwestfliigeldesneuenGouverne‐

ments-DienstgebaudesJhrehohen,hellenundluftigenRiiume,dieelektrischeBeleuchmngundZentralheizungso-
wieeinebeqUemeEinrichmnghaben,sindvondemUbrigenGebiiudevOlliggetrenntundverfijgenijberemenbe-
sonderenEingang,sodassdieBesucherBibliothekundLesezimmerv611igungest6rtbenutzenk6nnenDieEr-
sparnisderMiete,einenkleinenZuschussundmancherleiUnterstiitzungverdanktdiesesgemeinnUtzige,allenKlas-
senderBevOlkerungdienendelnstimt,dassichvorliiufignochnichtselbsterhaltenkann,demwohlwollendenIn-
teresseunddertatkriiftigenF6rderungdesstellvertretenden・KaiserlichenGouvemeurs,welchemdaffirderDank
allerMitgliedergebUhrt,ImlnteressebessererFinanzenunddamitschnellererEntwickelungderBibliothekwiire
nurzuwUnschen,dassausserBeamtenundOffizierensichauchdieUbrigenKreisederKolonieregerbeteiligen

m6chten,dennunter260MitgliedemziihltdieKiautschou-Bibliotheknur30,.ienichtBeamteoderMilitiirssind，
…"(7ＭV宥鶉新鍋_I8aI906J′Ⅲ9.1DC""e応､g/,S､2.).又,TMV戸鶏j鰄lh-8LJ906〃〃JMjnIﾉoc/ｉｌ/,Ｓ2.-3.(前掲脚

註86.,0,J）
'05“Locales､WKiautschouBibliOthdLInlctztcrWocheistdaszweiteLesczimmerer6ffhetwordcnMihrendder
SaisonistdenBadegiistendieBenutzungderLesezimerundderBibliothek(biszurRevisionimAugust)gegen

eineGebUhrvonfnnfDollarsgestattet､１…"(川〃Z騨轤畠ｉｆi6.-2Ｍ90ｲ.Ⅲ25.,Ｓ14.）
'０６“NeuerschieneneSchriflen､１BiicherverzeichnisderKiautschou-Bibliothek・Tsingtaul904DeutschChinesische
DruckereiundVerlagsanstalt・Preis50ctsWDerlangstzumBedijrfhisgewordeneNeudruckdesKatalogsder
Kiautschou-BibliothekistkijrzlichvollendetwordenEristeinverdienstvollesWerkdesinvorigerWocheauf

UrlaubindieHeimatgereistenGouvemements-PfarrersLic.Ｗ・Schijler,daserderKoloniedamitalsVenniichmis
hinterlassenhatWerseithererfahrenhat,wieschwierigeinesystematischeBenijtzungderBibliothekwar,daes

eigentlichdaraufankam,welchesBucheinemderZufallindieHandespielte,derwirddiesenNeudruckdankbar
begriissenWirwolleniibrigensdieGelegenheitnichtversaumen,wiedereinmalnachdrijcklichaufdieKiau‐
tschou-Bibliothekhinzuweisen・DennsiestehtwirklichdankderOpferwilligkeitderRegierungundPrivaterauf
einerrechtausehnlichenH6he・Vielleichtliisstsichmancherdadurchabschrecken,dasseraneineVolks-und

SoldatenbibliothekingeringwertigemSinnedenkt・EinBlickmdenneuenKatalogwirdihneinesbessernbe-
lehren;dennsowohlinwissenschaftlicheralsinsch6nerLiteraturistwenigstensschoneinrechttUchtigerGrund
gelegt、DieBibliothekzahltjetztshonetwa4-5000Werke,wiihrenddieKatalognummerninVoraussichtspiiterer
ErweiterungenbereitsdiestattlicheZahlvon89521enPeichthabenInAnbetrachtderbilligenBenutzungsgebUhr
($６proHalbjahr)istjedeｍ,derunterTsingtauerOedeseuf2t,dieBibliothekwannzuempfehlen、DieSoldaten
habenauchschondenWertderSacheerkannt,denneswerdenjedeWocheca600BijcheranSoldatenaus-

gegeben1MitderBibliothekistausserdemeinLesezimmerverbunden,wodiestattlicheAnzahlvon84verschide-
nenZeimngenundZeitschriftenaufliegt・WennauchbeiderAuswahlderTageszeimngendasPrincip,daszu
ihrerAnschaffUngfijhrte,etwasdunkelist,daverschiedenesehrwichtigeZeimngenfehlenundandresehrun-
wichtigesichbreitmachen,sosinddochdietrefHichausgewiihltenZeitschriftenalleinschondesBesucheswert・
FreilichwirdmanbaldmitErstaunenbemerken,dassesElementeinTsingtaugibt,welcheesnichtverschmiihen，

dieausliegendenZeitschriftenganzoderteilweisemitgehenzuheissenHoffentlichwirdsichdurchhiiuflgere
BenijtzungdesLesezinunersvonseitendesTsingtauerPublikumsauchdieserMisstandabstellenlassen,dasolche
DiebstiihleselbstverstiindlichnurinunbewachtenMomentenausgefUhrtzuwerdenpflegen.Ｗ…"(､A〃′騨重』篝iｌ
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besondererBerUcksichtigungderProvinzSchanmng[:]Gekr6ntePreisschriftherausgegebenvonderAbtei-
lungTsingtauderDeutschenKolonialGeseUschaft"(Schijlerl912.)を公表したヴィルヘルムーシュラー脈Ｌ

Ａ伽SchUler(Licentiat;Gouvernements-PfalTer,Tsingtau;＊18xx.,oolxxx.,[-1903.11110.,1913.‐],f19xx.)'０７
であろう．この目録は,その後2度改訂版が刊行されたものの,1081905年以降はその新版刊行の準備がパ
ウルーデーニッツル"/D6nitz(既出)によって進められ,それは1910年暮に完成し,翌1911年の夏に刊行され
ている(前掲脚註'３．:[*,5.],,**4J).'０，即ち,膠州圖書館分に就ての歯獲書籍臺帳としても利用された"BVdKB
1911"が,それである．

又,帝國法院圖書館Gerichtsbibliothek(･4.)は,1898年創設との由で,1913/14年當時は裁判所内に設置され，
法律實務用圖書をその特徴とする藏書數は,當時約2,000鮎を算え,帝國法院事務長オットーータッベルト
O肋Tabbert(SekrettirdesKailerLGerichts;＊1879.VIⅡ18.,.ol9xx.[ＭＪ'9,忽ｅｊｈｅ],[-1919.XIL-M19xx.)''0が，
司書としてその管理に當っていたとのことである.''1周知の如く，膠州租借地に於る"欧人用"裁判所は，
富初,始審裁判所KailierlicheGerichtvonKiautlbhouのみであったが,1908年１月１曰附で再審裁判所Kai-
1erlicheObergerichtvonKiautliohouが新設され,''21914年４月には總督府政驍南の"政驍廣場"西側に於る
帯國法院新驍舎の完成に伴い,始審裁判所,再審裁判所,及び軍事裁判所の全てが此虚に移蒋し,帯國法
院圖書館も,その西翼2階に移設されて,''3第１次世界大戦の勃發を迎えている．これに擦れば,當該圖書
館(1898.-)は,1898年に於る始審裁判所創設以來,其虚に附設されたものと看倣す可きであろう創設時
の始審裁判所の在設地に就ては末精査故に不詳乍ら,晩くとも1904年以來は所謂"欧人居住国，,東部南端

d-IzI9W〃23.,ｓ16.)．又,j6jc/L,Ｓ14.

107“Lokals､１………Ｗ…HelTPfalTerLicSchijler,derheutefUr7MonateaufUrlaubindieHeimalBt]geht，
wirdwiihrenddieserZeitinfblgenderWeisevertretenwerden:beidensonntaglichenGottesdiensteninTsmgtau
durchHelmPfarrerWilhelm,insonstigenkirchlichenObliegenheiten,insbesonderebeiTaufen,Trauungenund
Beerdigungen,durchHelTnMissionssuperintendentenVoskamp,beidenDetachementsinKaumiundKiautschou
durchHermPfarrerBlumhardtinKaumLDerReligionsuntelTichtinderGouvernementsschulewirddurchLeh‐
rerderSchuleerteiltwerden,ｄｅｎｆｉｊｒｄｉｅMadchenhatHerrMissionssuperintendentVoskampUbernonⅡnenln
derKiautschou-BibliothekiiberninⅡntHerrOberlehrerDrDoenitzdieVertremn9.1…"(,｡〃鍔i勢i識MZ90ｲ．
〃/6.,ｓ13.-4),新田1994.,62,118頁．又,〃WZ-M909・にSchUlerl909・を發表している．

'０８“AusderKolonie､１……….１KiautschouBibUothek・DerILNachtragzumBijchervelzeichnisisterschienenEr
umfasstdieZeitvomJulil906bisAprill909."(ＫＭ"鑪報2-21川9.J'Z19.,ｓ450)．
109前掲脚註107.
110Ｍ"erwDpmL/９１，１３－川４，ｓ1436.,電網頁《<Schmidt2002.a肱
''1Ｍ"erwbUmx〃,13-川４，ｓ1436
112“(Nr338L)Verordnung,betreffenddasGerichtzweiterlnltanzfijrdasSchutzgebietKiautliDhou,Ｖｏｍ２８Ｓｅｐ‐
temberl907W……….１DieleVerordnungtrittamLJanuarl908inKraft.…"(R=01907.,Ｎr､44.,ｓ735.)，
"LokalesundAllgemeines､１……WKaiserUchesObergerichtvonKiautschou・UDieerste6ffentlicheSitzungdeskaiser-
lichenObergerichtsvonKiautschoufandgesternvonnittagstatt・DenVorsitzfUhrteOberrichterDrCrusen,als
BesitzerwirktendieHelTenGoecke,Giinter,SchmidtundSchomburg,alsGerichtsschreiberReferendarJobstmit・
VorEmtrittindieTagesordnungwiesderVorsitzendeaufdieBedeutungderNeuorganisationfUrdieRechts-
pflegeimSchutzgebietehin;erbetonte,dassdieGerichtseingesessenenvonihreineErleichterungundVerbilli-
gungderRechtsprechungerwartenk6nntenundrichteteanalleBeteiligtendieBitte,anderErfijllungdieserHoffL
nungmitzuwirkenW……,'(ZMV議認ドジif<，.-ZI908m・ＩＤＯ""e）ｍｃＪｇ/,Ｓ７),"二三:高等法院ノ設立１－九○八年
青島二懸案タリシ高等法院ヲ開設スルニ至レリロロチ訴訟ハ之ヨリ第一審及第二審制度ヲ採用シ換言スレハ
現時ノ裁判制度ヲ我殖民地ニモ適用スルコト、ナリタルモノニシテ從テ從來青島ノ控訴院タリシ上海ノ領
事裁判所ハ騒止セラレタリ,，(青島沿革誌1916.,18頁;引用文中のコロンは,原文では讃鮎)．
''３“AusderKolonie､１……….１DerGerichtsneubauistheute,Mittwoch,seinerBestinⅡnungijbergebenworden・
Wiewirschonneulichmitteilten,hatderUmzugindiesenTagenstattgefimdenVonjetztabwirddiegesamte
GeschiiftstatigkeitamtlicherGerichtsbeh6rdenindenNeubauverlegt．….…ImObergeschossliegtanderTreppen-
haushallederl4,ＯＯｘ９,OOmmessendegrosseHauptsitzungssaalfijrdieVerhandlungendesGerichts,Militiilmnd
Ober-GerichtsmitanschliessendemBeramngszinⅡnerundderdanebenliegendenKanzlei・ImsUdlichenFlUgel
smdwiederWarteriiumefnrEuropaerundChinesensowieDienstraumefiirReferendareundRichterWegener
untergebracht,imwestlichenFltigelZimmerdesObersekretiirsBergemannunddesOberrichtersDrCrusensowie
diesehrgeraumigeGerichtsbibliothek.…"(TMV雷湯辮iErル頑/,〃〃2JDC""e応rqg/,S､7）因に,徐・張･村松･堀
内1992.,5,49頁(編號266034)には,"竣工年月日:1912年"とあるが,これは何かの間違いであろう
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に位置する蕾"衙門"の略々西隣に在ったことが,當時の地圖に於る"Gericht,,の表記から判る.''４

又,青島國立観象臺圖書館KaiMichesOblervatoriumTHngtau,BibUothek(･5.)は,1913-1914年用《《ミネルヴァ
>》に擦れば,藏書數500冊,司書は観象臺長ブルーノーマイヤーマンル""oMeyermann(Prof,Ｄｒ・phil[1903.

IⅡl4G6ttingen];VorltandderStation,DirektoruBibliothekardesObliervatoriums,T1Ingtau;＊l876XII7・
StraBburg,ool907JV・FreiburgiBr.[ＭＪﾉﾙﾉ肱,geb､StrittM1963.)''5が兼任している．當該観象臺(1909.-）
は,天文･氣象観測姑AstronomischeundmeteorologischeStation(1898.-1909.)をその前身とし,'1`1910年６
月１１曰には,總督府丘の北に聯る丘陵の海抜66ｍ地鮎(總督府政魔の北方約600ｍ)に,濁逸在外海軍協會
DeutscheFlottenvereinedesAusla､desの基金による新臺舎の建設が開始された.ｎ７この新臺舎は約１年

半餘をかけて完成したものと看る可〈，1912年１月８乃至９日にはその新臺舎の竣工式を行なった模様で

''４徐・張･村松･堀内1992.,22頁所引"1904年青島地厘圖(中心部分)"[即ちFdTuUIIL1906､所録"PlanvonTsingtau
undTapautau"],Wegenerl910所收"UMOEBUNOVONTSINOTAU"(Bibliographischeslnstitut,Leipzig所製)．
''５Ｍ"e､′α〉｡〔皿ﾉｾﾞノリ13-/9/４，ｓ1436.-7.,ＧV,700-,,,0:95.1983.,ｓ476.,電網頁《《Schmidt2002.a》》．尚,"Ausder
Kolonie､１………，ObservatoriumDerLeiterdesinderEinrichmngbegriffenenObservatoriums,Ｄｒ・Meyennann，
istam30,MiilzinTsingtaueingetroffen､１…"(KPUZ夷』箒jilz_'81909J/Ｚ,S３３４)．
''６“Locales.，….……，…DerOberleumantzurSeeHeyne(Adolf),welchernachEintreffeninTsingtaｕｄｉｅＬｅｉ‐
mngdermeteorologischenStationundspiiterdesObservatoriumsUbernehmenwird,trittam3・FebruarvonGenua
ausdieAusreisean1ZwecksInfbnnationimObservatoriumZikaweiwirdderGenannteinSchanghaiAufenthalt
nehmenW…"(川〃/蝉i』;藷Mn_久/904130.,Ｓ､13.),"LocalesW………Ｗ…OberleumantzurSeeHeyneistaml6
MiirzinTsingtaueingetroffenundhatdieVorstandsgeschiiftedermeteorologischenStationUbernonⅡ､e､.、…,，(m
d-IzI904mI9.,ｓ15.)なる記事に擦れば,1904年３月以降はアドルフーハイネAdb〃Heyneが在勤．

''７《《ZurAnwesenheitdesHerzogsJohannAlbrecht.》》(77V7V戸鵡i論iﾀｹh-I3I./910J′Zlｲ./Die"８mg/,Ｓ7.,<《Lokales.〉》),<<Aufga‐
benundZieledesTsingtauerObservatoriums》》(ic/lZ-I32〃JOJﾉＺＩ５./Ｍ//ＷＯＣ/（/,Ｓ2.,7.,jdLｽﾞｰ133〃JOJ'ZI6JDo""e応一
mg/,Ｓ2.,7.;講演者:Meyennann),徐・張･村松･堀内1992,34,59頁(編號266065).因に,當該基金は建艦資金に充富
することを通例としており,青島観象臺建設用資金としての交付に際しては,"領事フォーゼン氏HelrnConsul

Vohsen,'をその筆頭とする全協會幹部達の推輔に輿ったとの由.此虚に所謂フォーゼンとは,エルンストーフォ

ーゼンErnlWohHen(前掲脚註95.)のことを指すと看て間違いなかろう又,"､eutscherFlottenvereinimAuslande､qi
OrtsgruppeTsingtau､１DieGrundsteinle8ungzudemvomFlottenvereingestiftenObservatoriumfindetinGegenwart
lhrerHoheiten,desHerzogsundderHeIzoginJohannAlbrechtvonMecklenburgSonnabend,denlLJuni,l2Uhr30Min・

MittagsstattWFiirdielOOMitgliedersindPliitzereserviert､ZugangvonderBismarckstrasseFiirdenAnzugwer-
denkeineBestinⅡnungengetroffenWAnmeldungenzumBeitIittwerdenheuteandenSchriftfUhrer,HennHanⅡner,ｏｄｅｒ
ａｎｄｅｎｌ・Vorsitzenden,ＨｅｎｎＡ・Siemssen,erbeten､DerJahresbeitragbetriigt＄3.-,wofijrdasMonatsblatt,,dieFlot-

te``in，sHausgeliefertwirdlDerVorstanddesDeutschenFlottenvereinimAuslandeOrtsgruppeTsingtau､１３７５６ｌｘ・
lL61O(jdL汗I22I9J0J′I〃・ISD""a6e"c(/,Ｓ3.;廣告頁).尚,交付決定會議前の回状に就ては,"SchutzgebietKiau‐

tschou・EinObseⅣatoriumfOrTsingtaulAufdernachstenTagungdesHauptverbandsDeutscherFlottenvereineim
Ausland,dieam5tenMaiinBerlinstattfindensoll,wirdderPriisidentOttoFijrstzuSalmbeantragen,dieMittel
desVereins,diesichaufetwasUberzweihunderttausendMarkbelaufen,fnrdenBaueinesObservatoriumsin

TsingtauzuverwertenlneinemRundschreiben,indemderPriisidentdieZustinⅡnungderVeremeimAuslandzu

diesemVorschlagerbittet,heisstes:１…"(OL福l丈辮i6pnL-風I908I3I.,S22L)なる紹介記事の後に全文を掲載．
因に,1904年１月25日に於る濁逸在外海軍協會DeutscheFlottenvereinedesAusla､desの役員名録を見かけた

ので,如下再録しておく:``AufrufWBerlinW.,den25Januarl9041AndieAbteUungenundMitgUederderDeutschen
KolonialgesellschafL1……….１PriisidiumundAusschussderDeutschenKoIoniaIgesellschafi:１JohannAlbrecht,Herzogzu
MecklenburglvonHollebe､,KaiserlBotschaftera.Ｄ・Widd・ＧｅｈＲａｔ・StaatsministervonHofinann・Grafvon
Amim-Muskau,MitglieddesReichstagsPrinzvonArenberg,MitglieddesReichs-undPreussLandta9s・Kontre-
AdmiralzD・Strauch・Regierungspriisidenta.Ｄ・vonArnim・DirektorderNeu-GuineaCompagnieCvonBeck・

ChristianvonBornhaupt・RegierungsratFuchs・BauratGaedertz,DirektorderSchanmng-Eisenbahngesellschaft．
ＤirektorimReichs-PostamtGieseke・DirektorDr・HindorfRegierungsratDr・Jacobi・DirektorCJLange・Gene-O

ralmajorzDvonPoserundGrosSNiidlitzRittergutsbesitzerＤｒ､SchroederPoggelow・HennannGrafvonSchwei‐
nitz・GehRegierungsrataDSimonMajorzDSimons・PaulStaudinger・FabrikbesitzerKarlSupfPastorG，
Thiessen・Konsula.Ｄ・eEVohsenqlTsingtau,imMail904WVorstehenderAufiPufwirdhiennitzurallgemelnen
KennmisgebrachtmitderBitte,BeitriigeentwederdirektnachBerlinoderandenUnterzeichnetenzusenden

Auchdie,,Deutsch-AsiatischeWarte"istbereitsolcheentgegenzunehmen．UeberdiehiereingehendenBeitragｅ
ｗｉｒｄｉｎｄｅr,,Deutsch-AsiatischeWarte"Offentlichquittirtwerden・qlDerVorstandderAbteilungTsingtauderDeut-
schenKolomal-Gesellschaft,IlDerVorsilzendelFUNKE91KorvettenkapitiinWl6920-O4"(､〃'騨鑪iﾁi6k20LI904川４，
S16.）

－２０－



ある.''8常任臺員StiindigesPerlbnalは,當初からその新臺舎建設の指揮を執った臺長マイヤーマンMeyer‐
man､(DirektordesObliarvatoriums,Tlingtau[1909.-1914.])1名のみで,この他に派遣臺員Konunandiertes
Perlbnalとして,上級1等航海士Oberlteuermannl名と2等航海士SteuelTnannsmaat2名,及び用員4名とが
配属されていた.'１，圖書館も當該観象臺内に併設されていたものと,當面は推定しておく．

これら5館藏書の他にも,海軍陸戦隊第３海兵大隊Ⅲ､See=BatailIond・Marineinfanterie所属諸中隊(･`),'20青
島國立總督府學校KailbrlicheGouvernemenMhuleTHngtau(･7.;1902.1V1.-)'21,及び商業會議所Handelskam‐
mer(･8.)'2Z等々が書籍及び地圖等々を所藏しており，このうちの青島國立總督府學校蔵書(･7.)の場合は，
教師用Lehrerbibliothekと生徒用SchUlerbibliothekとにＥ分されていたことが判っている.'２３因に,青島國

''８“AusderKolonie､１………VObservatorium､DieEinweihungdesneuenGebiiudes,bekanntlicheineStiftungdes
"HaUptverbandesDeutscherFlotten-VereineimAusland",wirdvoraussichtlichindererstenDezemberwochestatt‐

finden,BeiderFeierderf6nnlichenUebergabeandasKaiserlicheGouvernementwirdderHauptverbandDeut‐
scherFlotten-VereineimAuslandealsdergebendeTeildurchseinenaltestenundgrOsstenVereininOstasien,den
DeutschenFlotten-VereininSchanghaivertretenseinManhofft,dasssichausserdemauchHerrendesVeremsin
HankounachTsingtaubegebenwerden,umderFeierbeizuwohnen・DerSchwesterverein,der,,DeutscheFlotten‐
Verein",wirdsichdurchseineOrtsgruppe"Tsingtau"vertretenlassenW…"(KPUl夷』;毒ifr4-ﾀﾞｽﾞ/,〃Ⅲ26.,ｓ393.)，
"AusderKolonie､１………，Observatorium､DasneueGebiiudeaufdemWasserbergwirdEndedJsbezogenwer‐
denDieEinweihungwirdvoraussichtlichamMontag,8Januar,stattfindenW…"(jdL4_`219〃.、、,S､428.）尚，
徐・張･村松･堀内1992.,59頁は,"竣工年月日:1912年１月９日"と記す．
''９Ｍ"e､′αmKm〃913-19ﾉｲ.,Ｓ1436.-7.
120<<Ranglisten.,1912.》》(HugUenin1912.,ｓ168)．
'21<《DieKaiserlicheGouvernementsschuleinTsingtau.》》(DA〃潅箪彙報L33ﾉ90ｲ.PmI3.,Ｓ14-5.),《《DieFeierderEin‐
weihung》>WKGM1rⅨ〃906-1907.,Ｓｊ４）富枝の前身は,1899年聖露降臨節後の火曜日Pfingltdienltagに開校
した私立學校"燭逸學校DeutlbheSchule"で,その初代運菅主任TechnilbherLeiterは,牧師ヴィルヘルムPftlrrer
WilhelmことリヒャルトーヴィルヘルムRjchα'tﾉWilhelm(前掲8頁;第２代運管主任は牧師シュラーことヴィルヘ

ルムーシュラー陥伽肋SchUler[前掲18頁])であり,1902年４月に總督府學校となってから半年間の校長に就ては

不詳乍ら,生年１０月以降はパウルートゥツェックＰα"ノTuczeck(*1858.V1.13.Plaueni,Vogtland,｡｡?,[-19201-]，
fl9xx.;ｍＫＧＭＩｍ〃,/0-19〃.,Ｓ14.,電網頁《《Schmidt2002b》》)が校長を務めていた.尚,燭逸學校時代の1900

年から教師として勤務していたベルガーBerger(Lehrer;*18xx.,｡｡?,↑l9xx.;前掲《<DieFeierderEinweihung”)は，
1909年10月１日附で徳華高等學堂の教師となりＷＫＧＭｍｚｉ.ノリ09-川0.,ｓ13.),翌1910年６月１６日には教師勤續
10周年紀念iiihl典ZehIljiihrigesAmtSjubiliiumの榮に浴している(TMW藷謡F；ifh-ﾉ3i川OHI6JDo""elmZJg/,Ｓ7.）
'２２‘`LokaleS､１……….１…HandeIskammer,Comit6sitzung6・Junil904AnwesenddieHerrenPfeiffer,Walther，
Plambeck,Homann,Ritthausen,Ipland,H6ft,Oster,Miss,Walckhoff:RechtsanwaltDrKoch(Syndikus.)１．……V
HerrWalckhofTwirdzumBibliothekargeMihlt､１….…１DasKomit6beschliessteinBibliothekundSitzungszim-
merzumiethenWDieFinnaSnethlage＆ＣＯ・wirdalsMitgliedaufgenommenqlDerVorsitzendebringtfblgende
SchrifteneingiingezurKennmis:BerichtderBerlinerHandelskanⅡner,BaugeschichtederSchantung-Eisenbahn，
HafenbetriebundHafenverwalmngzuTsingtauvonDrSchrameieIil…"(DdJW'Z吾騨議fk-2仏I904PZ〃.,S,14.),"Lo‐
cales､１……….１…Handelskammer・Comit6sitzung24Junil904Anwesen｡:Pfeiffer,Behn,Walter,Oster,Ritthau-
sen,A・Siemssen,KirchhoffiDerVorsitzendegibtbekannt,unterwelchenBedingungendasneueSitzungszinⅡner
gemietetwurdeWDieBibliothekundsiimtlicheAktenderKanⅡnerwerdenimSitzungszinⅢneruntergebracht・
DerVorsitzendewirdbeauftragt,derVerwalmngderKiautschou-BibliothekfnrUeberlassungdesbisherigenRaums
denDankderKanⅢnerauszusprechenl………Ｗ…"(jcZd-2zI904M2.,Ｓ15.),"Locales､１….…１……DerKata‐
logderBibliothekderKanⅡneristimDruckerschienenundwirddenMitgliedemzugestelltwerden､１…"(』｡“z
I90ｲＸＺＩＱ,Ｓ１４）

'２３《《V・SanⅢnlungenundLehrmittel>》(ﾉﾋⅨＧＭ)られ,03-/90ｲ.,Ｓ８),<<川〃〃〃》》(ｊｄｌ皿〃904-/90ｺ,S1L-2.),<《肌
〃〃〃》》(幼"B〃,05-190.,ｓ14.-5.),<<1Ｖ.〃〃〃”(妨肛"./906-19oz,S､19.-20.),《《肌〃〃〃>》(jcﾉﾙz〃908-1,0,,
Ｓ17.-8.),《《肌〃〃〃》>(ｊｃﾉﾙTx〃909-19/0.,ｓ19.-20),《《Vル》(ｊｄｌｌｍ〃9Ｊ0-/,几,S､19.-20),《<1Vル》(ｊｃｊｌｌｘ〃,〃－
川2.,S19.-20.)．尚,その具篭的來歴に就ては今後の第Ⅱ期分調査に於て本格的に検討する豫定乍ら,例えば，

一橋大學アジア經濟研究所現藏DKL/,L1909./1910.(916/Mel;13451166;蔵書印:"アジア經濟/[昭和]38[l963l11
[月］12[日]/研究所藏書";方形有権朱文印)が,當青島國立總督府學校圖書館(･7.)教師用圖書(`ＭＴ，)として，
1911/12學年度に,恐らくはハムブルク市の"コンラードベーレ書店ConradBehre,Hamburg"經由で購入された
と看られることに就き,筆者等は,その在濁取扱書店小票("CoNRADBEHRE91UeberseeischeBuchhandlung91
HAMBUROv";第１･第２冊共に,その遊紙ウラ天部小口寄りに所貼),藏書印(校章の周園に"田KAISERLICHEGOUVER‐
NEMENTSSCHULETSINOTAU"なる文字を配した圓形有権藍黒文印)及iこＭＫＧＭｈｘ〃9〃-ﾉ2.,ｓ19との對照によ
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立總督府學校は,中等學校乍らも,1906學年度(Ⅸ9.-)以降は卒業者への一年志願兵特典が附與されると
共に,124哲學部に限って乍らも大學への進學資格が同時に附與される旨約束されていたとのことで,125
1907年７月12月には,海岸通KailbrWilhelm=Uferから1本北を東西に走るプリンツ･ハインリッヒ街Prinz
Heimichltr.とピスマルク街Bismarckltrとの交叉鮎から約100ｍ程東へ往った地鮎(所謂"衙門"の北西に當

る)に新築成った新校舎の完成と卒業式とを同時に耐っており,'2`當該圖書館は,この新校舎の２階に設
けられていた.127又,第３海兵大隊藏書の場合は,箇々の書冊上に鈴された藏書印によって,全大隊所属５

中隊Kompagnie中の第１･第２･第３･第４中隊薑藏書籍が,青島守備軍により"官有書籍，,(後掲①)として分類・
配布されたことが判っている.128

籾,話を本題の『歯書･圖曰』1920.,,に戻して,當序を了えよう．同書の編纂に富った青島守備軍は,その
青島在設凋逸諸機關薑藏書籍群に就き,これを如下４群に分類している．

①"官有書籍”②"徳華高等學堂藏書”③"ウヰルヘルム･コーン叢書”④"膠州圖書館藏書”

このうちの①"官有書籍"は,總督府圖書館BibliothekderLandesverwalmng(･Z.)蔵書の大部分,及び帝國

法院圖書館Gerichtsbibliothek.(･4.)蔵書をその基本としていると看て,首ず間違いなかろう．或はこれに

國立青島観象臺圖書館(･5.)蔵書を含むかと疑うものの,その含有は現時鮎に於て未確認である．又,②

"徳華高等學堂藏書"が徳華高等學堂圖書館BibliothekderDeutligh=ChineH1iohenHochlbhule(･,.)藏書に對

應し,③"ウヰルヘルム･コーン叢書"が總督府圖書館(･Z.)藏書の一部に相當し,④"膠州圖害館藏書"が膠州
圖書館KiautHDhou=Bibliothek(･３Ｊ藏書を指すと看倣すことに就ても,異論はなかろう但,青島に於る燭

逸側所藏厘分と曰本側青島守備軍による分類との對應如何という問題とは別に,このうちの③"ウヰルヘ

ルム･コーン叢書"に就ては,特にその總督府圖書館への寄贈時期の確定,及びヴヰルヘルムーコーンその

人に就ての人物同定が必要となろう．現H7Itに於て具鵠的なことに就ては不詳とせざるを得ぬものの,今

迄に知り得たことを此虚に記し,今後の調査の資としたい．

この問題に就き首ず参照す可き資料は,如下の記事であろうこの1904年７月23曰附の記事に擦れば，

。"LocaIes.，….……，…DerinSch6nebergverstorbeneSchriftstellerWilhelmCohnhattestamentarisch

bestimmt,dassdievonihmgesammeltedeutsch-chinesischeBijchereiinKiautschoube[e]zwTsingtau

zurAufBtellungundweitgehendstenunentgeltlichenBenutzunggelangensolle.VDieBijchereiwirdmit

einerder、iichstenUeberfUhrungsgelegenheitenhiereintreffenundimGouvemementsgebaudeaufge-

stelltwerdenWiedieijbrigenBUcherderLandesverwaltungwerdenauchExemplareausdieserBib-

liothekunentgeltlichanInteressentenverliehenwerden､９１…"(川〃擢箪彙蛎wLI9似、23.,ｓ１４）

當該"叢書"は,シェーネベルクに於て逝去した文筆家ヴィルヘルムーコーンが,遺言に擦り，その蒐儲し

り確認濟みである.尚,當雨冊を簡査した限りではその青島守備軍配布書籍であることを示す痕蹟が無く,第１

冊には,別に在日取扱書店小票("KITAZAWABOOKSTORE1北澤書店1東京・紳保町2-3TEL(33)1271,,;表紙ウラ天部小
口寄り)も貼ってある故,或は所謂"歯獲書籍"とは異るのではないかと推測するものの,未精査故に確言は避け
たい

124Ｍ<[GLT〃27.1908-09.,ｓ１３．
１２５．ﾉﾋﾉKGMhB〃90ｲｰ05.,S13．
l26Wegenerl910・所收"TsINGTAu"(BibliographischesInstimt,Leipzig所製）
１２７Ｍ（[ＧＭ１ｍ〃906-07.,S､１．
１２８各中隊薑蔵本に就き,京都帯國大學宛寄贈本(京都大學總合圖書館現藏)から１例のみ如下撃例しておく．篦１
中隊:"DieRevolutionundihreVerk6rpemnｇｉｍ"modemenStaate."EinBUchleinfiirJedennannvonAbb6de

Segur,Verfallerder,,AntwortenaufdiemeiltverbereitetenEinwUrfegegendiekatholilbheReligion,"derSchrif
ten:"ＷａｓｉｌｔｄｅｒＰａｐｌｉ?``,,WasiltdieKirche?"uIw､AusdemFranz6nlbhenZweiteAuflage・Mainz,Verlagvon

FranzKirchheim,1865.,,("三四ロド･セギユール箸革命一八六五□"[｢歯書･圖目｣1920.,い-6-;本稿45頁]）篦
2中隊:"FrauSorge[:]RomanvonHelmannSudermannI,126.-135.AuflageI.]MiteinemJugendbildnisdesVerfalL

lbrsﾄ,SmttgartundBerlinl911[､１１０Cotta，lbheBuchhandlungNachfblger"("二三五一ヅーダアマン暗愁一
九一一□"[全,い-303-;本稿134頁]).卿中隊:"DeutlbheBijrgerkunde[:]KlemesHandbuchdespolitilbhWillens‐

wertenfiirjedermamvonGeorgHoffinamundErnltGrothI1Sechste,vermehrteAuflagel.]BerlinI]Verlagvon
GeorgReimerl911"("二六画b･麥三=て凋逸公民學一九一一□"[全,い-5-;本稿45頁]).篦4中隊:"UnlereZu-
kunft[:]EinMahnwortandasdeutlioheVolkvonFriedrichvonBernhardiGeneralderKavalleriezDl-aTaulbnd１．１
SmttgartundBerlinl912JOCotta，liDheBuchhandlungNachfblger"("三九ベルンハルヂ將軍吾等が將來一九

一二口，[全,い‐6-;本稿45頁])．
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た"徳=華，，文庫を膠州,即ち青島に於て配架のうえ,可能な限り無料で利用に供されるよう[總督府宛て，］
寄贈したもので,當該文庫は,近々到着豫定の然る可き便により當地[青島]に到着豫定,とある．これに

擦れば,その寄贈時期は,當面,1904年７月23日よりも前であることは確實乍ら,その具鶚的時期に就ては，

現時鮎に於ては不明である．

前掲《《大正八年以降函獲書籍》>所綴"在青島薑濁逸圖書館書籍譲渡方二關スル件"には，曰本側が醤濁逸租

借地膠州湾を中華民國に返還することを定めた所謂"山東懸案解決ニ關スル條約"(前掲1頁)の批准･實施直

前の1922年５月３０曰から約半月間に交わされた"1.,,1922[大正11]年５月３０日附東京駐在燭逸國臨時代理大

使レンナー發外務大臣内田康哉宛書翰(日語讓),"２."生年６月３曰附外務次官埴原正直發陸軍次官兒島惣次郎宛照

會状,及び⑥."[生月１４日?]附陸軍次官發外務次官宛同答案が收録されている．このうちの"ｍ書翰(《《2."照會状の
附録として收録)は,當時の駐日濁逸大使館参事官マルティンーレンナーーノＭＪｒｊｊ〃Renner(Botschaftsrat，

Tokio[l92LXL､-1922.XIL];＊1870.Ⅸ.9.Langenlhlza[Thiirigen],oolxxx.[ＳＤＰ肱,geb､Kleinwo1.t],［-1931．

Helsingfbrs,Finland-M19xx.)'２，が,臨時代理大使として,當該"叢書，,の濁亜協會(在東京)'30宛寄贈依頼を
外務大臣伯,i，内田康哉(*1865.IX20[慶應元年八月一曰]八代,ool8xx.,↑1936[昭和１１].Ⅲ､12.東京)'3'に對し
て行なったもので,其虚には,"鐸文１第八七號，千九百二十二年五月舟日，在東京濁逸國臨時代理大使

レンナー，内田外務大臣閣下，今[20]世紀ノ初〆物故セル｢ウヰルヘルム(ウヰリー)コーン｣ハ其遺言状
ニ依り同人ノ東亜(即チ曰本及支那)ニ關スル多數蔵書ヲ濁逸膠州租借地二寄贈致シ候……….，各寄
贈書籍表装ノ内面二書籍番號ノタト「ウヰルヘルム･コーン寄贈｣ナル文字ヲ記入セル圖書票貼付シアリ
候，尚圖書目録[或は"總督府圖書館目録"の類?]ニモ右寄贈圖書ニ付テハ符號(ｗ､c)ヲ附シアリ候，
…"とある.'３２又,前掲《別表》》及び『歯書･圖目』1920.の"目次"は,彼を指して"學者"と稻しており,'33かかる
諸記載に併擦するならば,當該"叢書"の寄贈者は,川ﾉﾉie〃(ﾘﾘﾉii"ｊｏｄ〃lクリＣｏｈｎという名の文筆家("學

者，，)であって,彼は２０世紀初頭(1904年７月より前)にシェーネベルクに於て逝去した人物ということになる．

富"叢書"を含む所謂"青島歯獲書籍"の引取を意圖してその豫備調査隊を派遣した東京帯國大學の服部

宇之吉(文學部教授;＊1867.VL2.[慶應三年四月三十曰]二本松,ool8xx.,.1.1939[昭和14]VIL1L東京)'34は，
"青島で占領した書物といふのは徳華學堂の蔵書と膠州湾圖書館の藏書とウイルヘルム･コーン寄附の圖

書の三種で……．目録が無い爲めに何んな書物が藏せられてゐるかは全然不明であるがコーンの寄附

'２，《《DeutscheBotschafM､Ｎｒ､3919.1DiedeutschBotschafibeehrtsich,demKaiserlichjapanischenMinisterium
derAuswiirtigenAngelegenheitenergebenstmitzuteilen,dassderWirklicheLegationsratMRennerzumBot-

schaftsratandieserBotschaftemanntwordenist,undseinenDienstheuteangetretenhatql……WTokio,denl4
Novemberl92L，［an]dasKaiserlichJapanischeMinisteriumderAuswiirtigenAngelegenheiten>》,《《DeutscheBot‐
schaft.,Ｎｒ､197.1Tokio,den4Dezemberl922WHerrMinister11EuereExcellenzbeehreichmichzubenach‐
richtigen,daBderderDeutschenBotschafizugeteilteBotschaftsratHelT･RennerzwecksanderweitigerVerwen-
dungmdasAusMirtigeAmtBerlinberufenwordenistundam8dMdieHeimreisenachDeutschlandantreten

wird.，….…１ｓｏ(/ilSeinerExcellenzKaiserlichJapanischenMinisterderAuswiirtigenAngelegenheitenHerm
GrafbnUchida》》(《《大正･在本邦大使館員任莵･濁國/Ⅱ》》所綴"(14)参事官二元:二冤窒＞"),E毒i乞７"川Iﾉﾌﾋ正7ClZ
mI8./:金/,414頁(彙報｡官驍事項),全31J,./922/ﾌt正7〃・XlXI3.Jﾉﾌﾞ('’368頁(全)．又,RddGIL193L,S1512

13oこの燭亜協會に就ては未確認乍ら,或は,例えば"DEuTscHEGEsELLscHAFTFbRNATuRuNDVoELKERKuNDEOsT‐

ASIENS,8,ImakawakOji,lchome,Kanda-kulHonpresident-HEImp・GennanAmbassadorFreiherrDrMunⅡｎＶ・
SchwarzensteinlPresident-RLehmannlVicePresident-Dr・KFlorenz91Secretaries-H・Haas,ＰｒｏｆＡ・Hof
mann91Librarians-P・Vautier,Ｄｒ・EOhrtqlTreasurer-CIllies,Jr."(Directoryl908,p5ZO.;東京市神田Ｅ今川
小路一丁目八番地),"DeutscheGesellschaftfijrNamrmndVOlkerkundeOstasiens,l8Hirakawacho,5-chome,Kqji-

machiku,TOKYO"(MZDG/ＭﾘﾉOwzI922・表紙;東京市麹町厘平何町五丁目十八番地)等々としてその名を頻見す
る"DeutscheGesellschaftfUrNamlmndVOlkerkundeOstasiens"のことを指すのではあるまいか．

'31國史大辮典2.1980.,116-7頁,更京；謝臼'"2zI936/昭7〃〃nＪ3.K金/,第11面.尚,陰暦と陽暦(グレゴリオ暦）
との對照には,加唐1993.を使用

'３２《<大正八年以降歯獲書籍)》所綴"在青島蕾燭逸圖書館書籍譲渡方二關スル件"．因に,當該書翰の燭文原件が
如し遣っていれば,或は外務省外交資料館現藏かと考え,簡査を試みはしたものの,末捜到

'３３『函書･圖目』1920.,[i]頁．
'３４先學を語る服部1973.,163-186頁(又,東方學同想い(1)2000.,109-34頁),國史大辮典,L1990.,626頁,東京罰7曰
(アリ19134川,J1翫肌(/､川12.fﾉｦ(〔/’第11面.尚,陰暦と陽暦(グレゴリオ暦)との對照には,加唐1993を使用
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書三百冊の中に面白いものがあるだらうと恩ふ"(引用に際し,原文中の句鮎は讃鮎に改む)と語っている

ので,'3s彼コーンの名は,當時著名であったと想われる．恥し乍ら,今の筆者には想い浮ばぬので,燭逸

人名録集成"DBA"及び"DBA-NF"の雨索引に於て"コーンCohn(含"Kohn'，)"姓の諸氏を簡査してみたとこ

ろ,'3`前掲諸條件を具備した"ヴヰルヘルムーコーン川ﾙﾋﾞﾉmCohn(Kohn)"は見當らなかったものの,その

可能性を帯びた者として,〃コーン･アンテノリドCohn=Antenorid"(SinologeuKulmrhistoriker;＊1867.

VL3.,｡｡?,↑1903.VⅡ[?V111?]・Berlin=Sch6neberg)'37なる人物の存在が浮び上って來た．

このコーン･アンテノリドは,支那學･文化史學者で,ベルリン市内南々西部のシェーネベルク地厘に於

て1903年(恐らく７月乃至８月)に逝去した人物と記されている.'３８當時の濁語出版物の書誌情報を集成し

た"GV17oo-,,101980.,,に未收録という鮎を重頑するならば,その博士號の取得及び軍行本の刊行は無かっ

たものの如く乍ら,當時の論文目録"BdtjbL"には,例えば`E[in]､Vorgiingerv[onlGutenberginChina,(β`jcjbL

mI90のｗ、,S､74.)'3,,`Chines[ische]・Artisten，(BdtjhLlTfI9Ⅱ,,”JnL,S､80.)'40,`Chines[ische]・Musikasthetik,

(BdtjbLxlmI903､ムルＳ229.)'4',`Ainosweiber,(B`ﾉﾋﾘﾋLx"Lﾉ903.ｍ_x'んＳ58.)'4z,`Quell[enld[es]・Faust[ischenl_[_.，
Papiergeld[es].，(BdMzLx,"、03.MILX,､,Ｓ146.)'43の如き５篇が登載されている．最後の`QuellendesFausti-

schenPapiergeldes'以外の４篇に就ては原篇末見乍ら,このうちの`Chines[ische].Musiktisthetik'は,"支那

の晉樂美，，として富③"ウヰルヘルム･コーン叢書,,中に２冊含まれている.'４４

それでは,この〃コーン･アンテノリドが"ヴヰルヘルムーコーン，,その人であると確言し得るかと云う

と,現時鮎に於ては肌か祷膳せざるを得ぬ．その理由は,彼の姓コーン･アンテノリドと"叢書"寄贈者

の姓コーンとの關係に就き,例えばその一方が通稻乃至は筆名の類であるといったことが未確認である

ことに加え,コーン･アンテノリドの名前の頭文字"〃,,が"ヴィルヘルム所ﾉﾉie〃'なのか,それとも,例え

ば"ヴァルター肺ﾉﾉｈｅｒ"や"ヴェルナー肌ｍｅｱ，，,或は"ヴォルフガングワリノb蛇α"g"の類なのか未詳であるか

らである．いまひとつ，『歯書･圖目』1920.所收當該"叢書"中にその刊行年を1908年と記す両書が含まれて
いる鮎も調査開始時には氣になったものの,これに就ては,追加寄贈か配架乃至は分類の誤りの類と理

解して首ず間違いないものと判断した．

即ち,當"叢書"(272部,324冊)'４５收録書籍中その發行年代を明示したものの殆どは,19世紀所刊物乍ら，

・圏.:"番競四六箸諜者名ヒルト書名口語及文語に於ける支那語發行年代一九○二[註,□”(全,ほ‐５頁）
。h:"番號一八一著課者名ウヰルダ書名香港よりモスコウヘ 發行年代一九○二,註]□”(全,ほ-17頁）
。｡.;"番號二七一風b署諜者名こう吉二言書名支那の晉樂美 發行年代一九○三[註]二冊"(全,ほ-23頁）

'３５東京日切…川ルヒ正19/・ＭＩ印,第７面．
'３６猶太人名録集成JBA1995.,JBAS､1998.'に就ては未調査．
'３７ＤＢＡ:ＮＦ２３２－１５８

１３８“Cohn-Antenorid,Ｗ､,Sinologeu､KulmrhistorikerinBerlin-Sch6neberg;＊3.ＶＬ1867.-ＫＬ２５，２１５．２６，３９*・
BiogrJahrhuDeutschcrNekrologBd81903.Totenliste"(DBA:NF232-158.)とあるので,その典擦雨冊を調べてみれ

ば鮮りするのではないかと想うものの,當該雨冊未見のため,この鮎は未確認である.念の爲,1903年用の伯林
市住民録(人名篇)を簡査したところ,"Cohn=Antenorid"姓の登載は無く,"Cohn"姓にして"〃/ｈｅ〃，乃至"脈ﾉﾉﾉ

(od.〃か)，，という名前の"Sch6neberg"在住者として登載されていた人物は,"－[Cohn,]Willy,Kaufm[an､ル
Sch6neb[er]９，Maxltr[aBe]25Ｌ"(A6B:〃903.,TheiLL,Ｓ249.)のみで,その職業は"商人"と記されていた.當時の

濁逸に於て,商人にして文筆活動に從事したり,後に研究者への途を歩んだ者の多數いたことに就ては,贄言す
る迄もなかろう．このウイリーコーンの場合も,その事例に相當するのかもしれぬが,既知の消息からは,シェ
ーネベルクに住民登録していて其虚で死亡したのか,それとも其虚で客死したのか定かではないので,現時黙
に於ては,その可能性の指摘に止めておく．

'３９試みにその題名を`Chines[ische]・Musikiisthetik，の例に倣って日語鐸すれば,`支那に於るグーテンベルク
の－先駆者,となろう．Ｇ/o伽:比jZschrj/iﾉｶﾞﾘｧLｸﾞ"火脾""cﾉJ'bMkc戒""火,Ｂｄ78,2,14Julil900,S､33.-5.所載．
l4o全上,`支那の技藝者,Ｃ/O伽..〃伽ﾙｧ城がrLｸﾞ"火'ｗ"α〃/Ae戒""｡b,Ｂｄ78,1900,s169.-73.所載．
'４１Ｍb"αなんQ/ｆｅが７ＭｲSjAgaFchjc肱,1903.所載．
Ｍ２金上,`アイヌの女性,.〃肺"cMirseJme此ＺｗなＣｈｅ"s/唯",1903-11,S94L所載．
'４３金上,`ファウスト紙幣の淵源，.ＧCe/ｈＭＪ〃伽cﾉｶ,Ｂｄ24,1903,Ｓ２２Ｌ－４所載．
'４４『歯書･圖目』1920,ほ-23頁;後掲･･
'４５『歯書･圖目』1920.,凡例[i]頁,ほ-24頁．
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゛｡.:"番號一五七著瀦名ピーパア書名雑草と芽と花(中華の國より）發行年代一九○八[註,□”(全,ほ-15頁）
・・.:"番號二三八箸諜者名ミチイ轡名添Ⅲ(英文）發行年代一九○八[註1□”(全,ほ-22頁）

２０世紀に入ってからの出版物として如上5鮎が含まれている(･画.一･･.;『函書･圖目』1920.）このうちの"支那
の昔樂美,,が彼コーン･アンテノリドの作品(恐らくは論文抜刷の類)で,これが雨冊含まれているという

鮎は,富"叢書,,が彼の遺産であることを支持するかの如く乍ら,彼の残後５年を經た1908年所刊雨書(｡｡－
｡｡.)が此虚に混在している鮎に就ては説明が必要と考えたが故である．

このうちのピーパア:"雑草と芽と花(中華の國より)''’一九○Ｌ(｡｡.;番齪一五七)は,1909年７月に清國山
東省党州府陽穀縣玻李莊近傍に於て４８歳で亡くなった天主教スタイラー傳道會山東南部代牧医神父ル
ドルフーピーパーR"cmlphPieper(Millionaru､Millionslbhriftlteller;＊1861JV,3.Wippringlian,↑1909.VⅡ27．

Tsitschib・Puoli)'4`の大著"Unkraut,KnospenundBlijtenausdem"BlumigenReichederMitte"."(Pieperl900.）
の續編"NeueBUndelUnkraut,KnospenundBlUtenausdemblumigenReichederMitte,，(Pieperl908)を指
すと看て大過なかろう彼ビーバーの所論は,例えばKＰｕ)(』轤累iHKn1908.-1909.附録ＷＯに幾篇か登載さ

れており(Pieperl908・a.,〃b”〃c､,〃..,Pieperl909.,〃a.,〃b､),このうちのPieperl908b・は指南車をその
題材とし,Pieperl908c・は煉瓦製造を扱う等々,雨篇は技藝･技術史に關る．

いまひとつのミチイ:"添皿(英文)",一九○八（･e.;番號二三八)に就ては,１８５３年に來華して上海で商肚
を誉み,１８６４年には牛莊開埠と共に其虚に遷居し,１８８３年以降は天津に於てロンドンタイムスiiitの駐華

通信員として活躍する傍ら,同地に於て英字紙"TheChineseTimes時報"の編輯を行ない,李鴻章の顧問

をも務める等々,多方面の活動を行なったアレクサンダー=ミチイ」/exα"〃Michie(密吉;*1833.IILL

EarlsfelTy,Fife,ool866.XⅡ16Leytonstone,Essex[｡"",n6eRobinsonM1902VIII､7HotelCecil,London)'４７
縁の作品なのではと疑い,首ずは大英圖害館の蔵書目録を翻査してみた．しかし,それらしき英文原本

を見つけることが出來ず,捜し厭れていたところ,如下の記事を見かけた(◆3.は◆2.の加工記事)．“添皿"と
は"Horsd，oeuvre"の曰語鐸ではあるまいか．

◆,.:"Michii,Alexander，…….…，著有……,<<描曲》>(Horsd，Oeuvre)(1908),…"(近代來華ｌ９８Ｌ,328-9頁）

◆２．:"ooo1ofieH1……M510Horsd,oeuvre/lcA・Michie､12`ooShanghai:lbKellyandWalsh,lcl9081300114

p.;|c20cml…”(電網頁〈《UHKL>>）

◆3.:"Horsd，oeuvreWbyAlexanderMichie1Type:French:《《*》》Book91Publisher:Shanghai,Hongkong[etcJ

KellyandWalsh,1908"(全《<OWCS";引用文中の〈《*》印は,電網頁では別徽號）

素り，同書の電網頁での分類は佛文書故,『歯書･圖目』1920.の"添皿(英文)''’一九○八（･e.)とは異るので
はないかと危倶していたところ,當該書の本文は英文で,その内容は随筆及び詩の類である旨の消息を，

人傳乍ら香港大學圖書館から得た.I48この鮎は杷憂に過ぎなかったようである．但,かかる想定が如し

富っていたとしても，彼ミチイの残後に出版(1908.)された書物がヴヰルヘルムコーン"叢書"(寄贈

1904.VIL23.より前)中に收録されていることに就ては，ミチイとヴヰルヘルムコーンとの生前の交流の

次第,及びその名を同じくするミチイの息子(A/e、"火（生残年末精査)'４，に對する検討等々,今後精査す
可きこと云う迄もない．かく，具鵠的な鮎に就ては未解決であるものの,その"叢書，,自鵠の青島到着が

引用記事の如く1904年と看て間違いないとするならば,このミチイの事例(･e)に就ても,當面,前掲ビーバ

l46BJuDN141909.,Totenliste(DBANF.,Ｎｒ､1007.:8L所收).又,<《R・Pieperf.》>(KP以Ｚｊ藻<；i危_３Ｊﾉ909.,S54L-2.:"Nach‐
richtenausSchantung."）“【彼李莊】在山東陽穀縣東北四十里.道通1ﾘﾘ城縣."(古今地名1931,440頁）尚,"Tsi‐
tschi"に就ては不詳乍ら,如し"Tschitsi"ならば,或は“【七級鎭】在山東陽穀縣東北運河之東.路出柳城縣.有古

渡.相傳唐田眞兄弟突活紫荊於此.Ｏ…，，(全,5頁)か．

'４７０DoNBxxxvIIL2004,p､26.,近代來華l98L,329頁.又,"ForeignResidentsinChina,JapanandThePhilippins,&c､１
……１Michie,A,,merchant(Chapman,Ｋｉｎｇ＆CoShaanghail…"(ＣＤ1874.,p､63.),"SHANGHAI上海.１……１Mer‐
chants,&c､９１……１復昇Fu-shing91Chapman,Ｋｉｎｇ＆ＣＯ.,merchants,5,PekingRoadllChapman,Fredｋ(absent)King，
ChasJ.(absent)MichieA1Williams,ＲＢ,Pollock,ＡＪＷ…"(ibid,pJ17.)．
'４８藤村泰司氏の筆者(持井)宛聯絡(2007125.附受信）同氏の香港大學圖書館宛問合せに對し,全館参考係司書
から"ThebookisinEnglishItisacollectionofessays,poetryetc.,,なる回答を得たとの由

'４９“Michie,Alexander(18331002),……，……;theyhadonedaughterandoneson,Alexander,whobecamean
officialintheChinesecustomsservice､１……"(ODoNBxxxvIIL2004,P２６.）

－２５－



一の事例(｡｡)と略々同類と看倣す可〈，執れの場合も,追加寄贈か誤配架乃至は誤分類に起因するものと

看倣しておくことが,この際最も自然なのではあるまいか．

尚,當該"叢書"は,前掲`｡."[生月14日，]附陸軍次官發外務次官宛回答案,即ち"襄鰻敵第三;ｱ`=~"房=號麗名外
務省件名在青島薑燭逸圖書館書籍譲渡方二關ｽﾙ件w………w主務局課番貌欧､垂重車舅二三調受領大正＋
－年六月五曰提出大正十-年六月だ日大臣官房受領大正年月曰F弓戸=F三Eil，次官ヨリ外務次官
へ同答案(欧發)１首題ノ件二付本月三日亜一普通第一八六號ヲ以テ照會ノ趣右ウヰルヘルムコーン
叢書ハ全部取纏〆東京帝國大學へ寄贈スルコト、シ既二青島守備軍司令部ヨリ同大學宛送附濟二付承

經建甲第一二號

六月十二日

知相成度此段及回答候也,震爾寳ii藪護舅三ヌフ7WiiFF7弓千面~Eil[説明,,本件ウヰルヘルムコーン叢書ハ
支那文化研究ノ好資料ニシテ之ヲ分別スレハ大二其ノ債値ヲ減スヘク且ツ其冊數モ多カラサルヲ以テ

學テ東京帯國大學へ寄贈スルコト、ナリタルモノニシテ五月一曰青島出帆ノ幅岡丸ニテ青島守備軍司

令部ヨリ同大學宛送附濟ナリ９，厘i蚕勇一]"(引用文中の"亜一普通第一八六號"とは前掲《1,,を指す)と

六月十四日藍麺鴬|欧發第二六ﾉ【號

欧發第

報じられている.'5Oこれが無事に到着し,震災乃至戦災に被って失われていなければ,現在も東京大學

の何虚かに所藏されている筈乍ら,現時鮎に於て筆者等が得ている消息に擦れば,遺憾乍ら,この鮎は否

定的である.'51

以上が,所謂"青島歯獲書籍"の青島に於る所蔵時の様子に就て,筆者等が知り得たことの概略である．

素り,その内容が,燭逸租借地時代の青島及び其虚に於る書籍所藏状況に對する調査として極めて不完全

であること,筆者自身が最も好く自覺･自|毎している．周知の如く,當時の青島に於ては住民録が刊行され

ており,'52當該住民録を看得るならば,箇々の圖書館の各時期に於る所在地を確認出來ること自明なる

も,當該住民録に就ては未見であり,又,例えば川〃綴l蓼E毒i(;/)i蝉蒙葬ifDOL練丈i;F報ＫＭ/』藻《；if;及びＴＭＶ

F;冒島論il等々をはじめとする當時の青島所刊諸新聞に就ての全面的翻頁作業も未着手である.本稿所引

記事は,遇見に属すものと御諒承願いたい．又,第１次世界大戦後に曰本側から濁逸側に基本的に返還さ

れたと推定した公文書類をはじめとする在燭諸資料群に對する調査も未着手であり,'53現藏調査以外の

'50《<大正八年以降歯獲書籍刀所綴"在青島蕾濁逸圖書館書籍譲渡方二關スル件"・
'5’金澤大學附属圖書館相互利用係を通じて東京大學總合圖書館(参考調査措當係)宛その現藏の有無に就て
の調査を依頼したところ(2007118.附),<《全學總合カード目録》》の調査結果では該當書籍なしとの御回答を得

た(全24附）

'５２例えば,"二七三○(I-mabc)オツトローゼ膠州殖民地及山東省人名録一九○－１，，(｢歯書･圖目｣1920.,
い-338/9-[本稿145頁];他に'903/04,1905.,1907.,1908.,1909/10.,1910/11,1912/13.,1914.,1914/15.の各年度用の

ものが有った;）又,"AusderKolonie､１……….VAdressbuchl909-10DieFirmaOttoRoseversendetFragebogen
fnrdieneueAuflagedesvonihrherausgegebenenAdressbuchsfUrdasDeutscheKiautschou-Gebiethteressen-

ten,denenversehentlichkeinFragebogenzugegangenist,wollensolchevondergenamtenFirmaeinfbrdeml…，，
(KMIj夷』藷i12.-Ｊ21909.Ｍ,Ｓ352.),"AusderKolonieW…….…１DasneueAdressbuchDieZusammenstellungdes
neuenAdressbuches,dasspiitestensimAugusterscheinensoll,wirddurchdieVerz6gemngeninderRUcksendung
derFragebogeninempfindlichsterWeisebeeintriichtigt・DienochausstehendenFragebogenmogemandaher

m6glichstumgehenddemVerlagOttoRosewiederzustellen"(ｉａｚ－２４ﾉ909J/Z/2.,ｓ434),及び"AusderKolonie,１
………WDasneueAdressbuchistsoebenimaltbekamtenVerlagvonOttoRose(DmckvonAdolfHaupt)erschienen
undsowohlbeimVerlagwieindeneinschltigigenGeschiiftｅｎｈｉｅｒｚｕｍＰｒｅｉｓｅｖｏｎ＄Ｌ５０ｚｕｈａｂｅｎ,EinAuslie-

ferungslagerfUrDeutschlandistbeiderBuchhandlungMN6ssleri、Bremeneingerichtet・DerstattlicheBand
zeigtgegendasvorigeJahrvielfachErweitemngenundeineerheblichhandlichereAufinachungDieSeitenzahl
istmitl54ｕｍｌ８ｖｅＩｍｅｈｒｔ,desgLdieDamenlistemitllum2Seiten・AneingetragenenFinnenziihltdasAdress-

buchl68,gegenl61imJahrel910;vonletztemsindausserdemimLaufedesJahresl9107erloschen(CVering，
Babiel,Seckerundeinigeandre,diekeineeigentlicheHandelstiitigkeithiertrieben).Neuaufgenommensindin
Schanmngtiitige(engLu・amerik)9Missionen,vondenensichnumehrl7aufgezeichnetfinden,sowiefemerdrei
unterdeutscherLeitunginTsinanfUstehendeSchulen,dasSanatoriumvonDr,KautzschinTsinanfUsowiedas
britischeKonsulatinTsinanfU・DiestattlicheZahlderＶｅｒｅｉｎｅｕｎｄＫｌｕｂｓｉｓｔｖｏｎ２５ａｕｆ２７ａｎgewachsen;diebei-
denneugegrtindetenVereinesinddieGewerbekammerundderVereinzurF6rdemngdesFremdenverkehrS-Das
AdressbuchbildetfUrjedenTsingtauerundaUe,diemitdemSchutzgebietoderderProvinzSchanmnginVerbin-

dungstehe､,einunentbehrlichesNachschlagewerkW…，WL4-2仇19〃､川23.,ｓ７４)等々、

153例えば,濁逸宛返還公文書に就ては,『歯文目』1915.中に所謂<《乙軍務第十三人事》》所收"文宙名目講師レツシング(假番
髄七五五文密作製年月一九○九年五月;『歯文目』1915.,83頁;Lemng)","文書名目教師ドクトル[･]デーニツツ(假番號八四文書

－２６－



諸調査は基本的に金澤に於て行なった結果,例えばGV雨種,DBA,DBANFをはじめとする基本的工具書類
を手許で活用することが出來ず,從って關聯諸人物に就ての調査も不全である辮解になるが,當序は,"歯

獲書籍"に對する臺帳作製竝にその現藏調査作業に從事している中で瞥見し得た諸事を纏めた簡報の類

と御理解願いたい.又,"歯獲書籍"目録の翻刻部分に就ても,『歯書･圖自』1920.の誤記とは氣づき乍らもそ
の儘にしておいた箇虚が幾例かある．確認せずにいる怠慢に就ては辮解の餘地も無いが,何時れ現藏調

査時に原本が見つかれば容易に解決し得る筈のこと故,この鮎に就ては"科研,,(課題番號:17320091)研究成
果報告書作製時に極力修訂することとし,今回は御瞭解を乞う次第である．

最後に,京都大學に於る現藏調査に際しては,'54今丼淑子･磯谷峰夫(全附属圖書館)･小堀淳子(全人間･環
境學研究科/總合人間學部圖書館)の諸氏を始めとする各位の御協助を得た他,岩井茂樹氏(全人文科學研

究所)からは,當該雨館に對する手配を含めた各種各様の御支援を賜った.又,東北大學に於る現藏調査に

際しては,'55松井好次氏･菅原透氏(全附層圖書館)を始めとする各位の御協助を得た他,曾根原理氏(全學
術資源研究公開センター)･佐竹保子氏(全大學院文學研究科/文學部),竝に古畑徹氏(金澤大學文學部)の

御支援を賜った.又,GvB1889/90.の利用に際しては伊丹延二氏･杉本圭司氏･浦野雅子氏(ユタ系圖協會
TheGenealogicalSocietyofUtah東京支部圖書館)の御協助を得た.又,肋B､〃903.及び青島資料1916.所

載關聯頁の複印,徐・張･村松･堀内1992.原本の入手,及び青島交旅圖2004.の披見に際しては,三木聰氏(北

海道大學大學院文學研究科/文學部),岩井茂樹氏(前掲),村松伸氏(東京大學生産技術研究所),及び辨納才一

氏(金澤大學經濟學部)の御協助を,又,新田1994,安達198Ｌ,井出･須田2001,奥村2006.,ZMV青島論i５３．－J江

川6.m29.,jcZJ-J80LI90dPm9.,B/Ｍ,FdTuU1904,及び東方學回想,.(1)2000.に關する御教示竝に資料提供に
就ては,志村惠氏･上田望氏(全文學部)の御厚志を得た.又,Michiel908.及びJbZKGM7903-I2關聯の諸消

息に就ては,藤村泰司氏(國際大學日本語プログラム),及び香港大學圖書館参考係司書･東京大學總合圖書

館参考調査擴當係の御協助を得た.尚,使用フォント"古典明朝鵠"の入手に際しては,久保惠卿氏([曰本］

電脳瀞林會)の御教示竝に御厚志を,又,數字式マイクロフイルム･スキャナー機器竝に電脳･電網利用環境

の設定･管理及び漢籍に對する部分的調査に就ては,安部聰一郎氏(金澤大學文學部)の御協助を得た.又，

漢語山東方言に就ては岩田禮氏(金)の,第四高等學校宛添附書類の部分的判請には笠井純一氏(全)の,そし

て,ロシア帯國陸軍將軍クロパトキンに就ては高濱秀氏(金)の御教示を得た.又,燭語新聞資料の部分的

複印作業に就ては,神谷健太氏(全大學大學院人間iiit會環境研究科博士前期課程),大)||飛鳥氏(全大學院文學

研究科修士課程),及び佐々木聰氏(全)の御支援を得た.又,橋美穂氏･池上佳芳里氏･村田勝俊氏･野村洋子

氏･押見智美氏を始めとする金澤大學附屡中央圖書館在勤各位の御協助,及び既に退官した梶井重明氏の

御教示を得たことを特記しておきたい就中,梶井氏は,1989年の冬に,筆者のうちのひとり(持井)に對して

館藏<《青島文庫》》の存在を御教示のうえ,その調査の必要なことに就き,注意を喚起して下さった方である．

此虚に併記すると共に,上記各位の御厚意に對し,衷心より感謝の意を表したい

（2006XIL5初稿,200711.12.改稿）

(本稿は`青島歯獲書籍の復元と清末民國初における濁英の對中國文化接鯛に關する比較研究"(課題番號:17320091;平成

17-19[2005-7]年度科學研究費補助金《<基盤研究(B))>;研究代表者:持井康孝),及び`近世中國の裁判關係文書の研究，，(課題

番號:17520472;平成17-19[2005-7]年度科學研究費補助金《<基盤研究(C)》》;研究代表者:岩井茂樹)の成果の一部である.）

作製年月一九○三年一○月;全,全;Doenitz)","文轡名目教師ドグラール(假番説一九二文書作製年月一九一一年九月;全,全;de
Grahl),，,``文瞥名目カイプエル博士ニ關スル件(假番號三八八文書作製年月一九○九年五月;全,84頁;Keiper)","文聾名目講師ウ
ユルツ(假番號三四六文蜜作製年月一九○○年一○月;全,全;Wirtz)",文書名目通鐸モール氏二關スル件(假番號五九○文書作製年
月□;全,全;Mohr)","文街名目通讓見習ドクダ停夕]一[･]ネテルベツク氏二閥スル件(假番號一五二二文密作製年月一九○

三年八月;全,85頁;Belliert=Nettelbeck)，，,"文曾名目通鐸チーロー氏二關スル件(假番號六一七文密作製年月一九○八年七月；
全,全;Thilo)","文密名目ドクトル･ミヘルゼンノ人事(假番號五七九文密作製年月一九○一年六月;全,88頁;Michellian)","文書
名目ドクター･オートメヤー(假番齪一四七六文書作製年月一九○九年八月;全,全;Othmer)",<<全第十七庶務－庶務》》所收"文轡名
目青島全書發行ニ關スル往復文書(假番魏四九三文蜜作製年月一九一二年;全,116頁),<<全六官報>》(全,124頁)･《《全七圖書》＞
(全,124-7頁)･《<丙民政第六學校》>(全,162-8頁)･《<全第八港務>>(全,176-9頁)･〈《第九測候所及無線電信局》)(全,179-80頁),及
び《《己土木》(全,244-66頁)所收關聯ファイル等々・
'５４調査擴當者:古市大輔,持井康孝,SylkeSchernnann,志村惠(各姓發言のアルファベット順)．
'５５調査瘡富者:古市大輔,持井康孝,SylkeSchernnann(金）

－２７－



回所用略號･引用論著目録(當號收録部分のみ）

*:出生[Geburt］ＣＯ:結婚[Heirat］↑:死亡[Tod］Ｂａ:埋葬[Beerdigung］１:文末乃至段落末尾

以下の配列は,引用時使用略號のアルファベット１１項を基本とし,次に刊年の序に從った．

その際,日語･漢語論著の場合は,基本として,引用略號發吾の所謂ヘポン式(日語)･漢語

垪吾方案(漢語)に擦るローマ字表記を念頭におき,その然るべき箇虚に配列した．

｡肋β･〃903.;"BerlinerAdreBbuchl903・UnterBenutzungamtlicherQuellenMitderBeigabe:GroBerVer-
kehrs=PlanvonBerlinundVorortenEinbelbndererStraBenplanvonBerlinbefindethchamAnfangedes
AdreBbuchs・''’２Biinde,DruckundVerlagderBerlinerAdreBbuch=GelieluiDhaftm.ｂ､Ｈ､AugustScherL

･安達1981.;安達將孝:`＜資料>第一･第二次世界大戦中における曰本軍接收圖書,,圖昌謎i第ＶＯＬ,33.,No.2.,
Ｊｕｌｙ1981.,68-75頁．

ﾛ加ＨＫ;AbhandlungendesHamburgischenKolonialinstimts．

･帆DKG7鶉Ei轍肚蕪?;AdolfHaupt(verantwortlich[-1901-])/KaiserlichesGouvernementKiautschou(hrsgvon
［-1904.,05.,07.-09.-]):"AmtsblattfnrdasDeutlioheKiautlbhou=Gebiet,青島官報",1900-1909.+',Deutsche
DruckereiundVerlagsanstalt[Druck;1901.]/Missionsdruckerei[Druck;1904.,05.,07.-09J,ＴSingtau．

□"AvT，,;"AlbumvonTsingtau，，,VerlagvonAdolfHaupt,ｏ,』.,Tsingtau・
pBamhartL-IIL1954.;ClarenceLBarnhardt(ed.):"TheNewCenturyCyclopediaofNames，，,vols・L-In,1954.,

Appleton-Century-Crofts(DivisionofMeredithPublishingCompany),ＮｅｗＹｏｒｋ
･BB-NFIL1987.;BemdOttnad(hrsgvon,imAuftragderKommissionftirGeschichtlicheLandeskundeinBaden-Wijrttemberg)：

‘`BadischeBiographien，,,NeueFolge,Ｂｄ.Ⅱ,1987.,Ｗ・KohlhammerVerlag,Smttgart．
･ＢｃﾉﾋﾒzLvm./xⅡ/xIIL1900./1903.;FelixDietrich(hrsg､von):"BibliographiederdeutschenZeitschriften-Litteraturmit

EinschlussvonSammelwerkenundZeitungen.",BandVIL[:]AlphabetischesnachSchlagwortensachlich
geordnetesVerzeichnisvonAufSiitzen,dieMihrendderMonateJulibisDezemberl900inijberl300

zumeistwissenschaftlichenZeitschriften,Sanmelwe1kenundZeimngendeutscherZungeerschienensind，
mitAutoren-Register.,BandXIL[:]…,diewahrendderMonateJanuarbisJunil903iniiber2000zumeist

wissenschaftlichenZeitschriften,SamnelwerkenundZeitungendeutscherZungeerschienensind,mit
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テ膠州湾總督府通鐸官「エリッヒ･ミヘルセン」學士カー九一○年六月十一日ノ日曜日二「ブラウンシュワ

イグ」公國攝政兼「メクレムブルグ」公國國主ニシテ燭逸植民會肚總裁ダル「ヨハンアルグ[ニブ]レヒト」公

爵歓迎夜會ノ席二於テ講話シタルモノノ記述二係り…"(青島沿革誌1916.,序),"八一abミヒエルゼン青島發展
回顧其他一九一○□"(『歯書･圖目』1920,い‐10-[本稿47頁]),及び"LokalesW…….,``RiickblickaufTsin8taus
Entwicklung，，Ｄｅｒｓ・Zt､mitgrossemBeifallaufgenommeneVortragdesHerrnDolmetscherDr､MichelsenUber
TsingtausEntwicklungistnunimDmckerschienen(DmckundVerlagAHaupt)undzumPreisevon20Zenter-
haltlich"(ZMV雷鳥j鮪i6h-I`3.川0J′Z28JDje"srag/,Ｓ7.)なる記事に擦り,暫時假表示.因に,當日の夜會に就ては，

``Lokales､１……qlDeutscheKolonialgesellschafLAlsbesondersdenkwUrdigerTagwirdderlLJuniinderVereinsge-
schichtederAbteilungTsingtauderDeutschenKolonialgesellschaftdasｔｅｈｅｎＷａｒｅｓｄｏｃｈｄｅｒＴａｇ,wodieAb-
teilungdenPriisidenｔｅｎｄｅｒDeutschenKolonialgesellschaft,SeineHoheitJohamAlbrechtzuMecklenburg,mih-
rerMittebegrUssenkamte・SeineAnwesenheitwurdedurcheinenFestabendimHotelPtrinzHeinrich,andem

auchdieVereineTsingtausteilnamen,geehrt・Gegen9UhrfandensichdieHoheiteneinundgleichdarauferteilte
derl・Vorsitzende,KapitiinzSMeyelもＷａldeck,demRednerdesAbends,HermDolmetscherDrMichelsen,dasWort

zueinemVortrage:"RUckblickaufdieEntwicklungTsingtau.“Rednerverstand,inmeisterlicherBewiiltigungdes

Stoffes,inknapper,aberdochersch6pfenderundmimnterhumorvollerDarsteUung,einBildvonderEntwicklung
Tsingtauzuentwerfen,ｄｉｅｄurcheineReihevorzijglicherLichtbilderwhkungswollergiinztwurdeReicherBeifall

lohntedenRedneramSchlusseseineAusfTihmngenl…"(』｡(ｽｰ,3,ﾉ,ﾉ0J/ZI4/Ｄｉｅ"３mg/,Ｓ7.）
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Ｔｒ(jbner,１９１１．，Strassburg．
･Ｍ"eハノaHb/Gﾘﾘﾉ)zI9Iｷﾞﾅ;"Minerva[:]HandbuchderGelehrtenWelt",ZweiterBand:DieBibliotheken,Archive

undMuseenusw.,ihreGeschichteundOrganisation,VerlagvonKarlJ・Trijbner,１９１４.+,Strassburg16o
･民國史檜寶塵、政/軍/外/財/金/工/農/文/暁ﾉ民199Ｌ;中國第二歴史槍案館(編):“中華民國史檜案資料塵編",第三輯：
政治(-)･(二),軍事(一)-(三),外交,財政(-)･(二),金融(-)･(二),工礦業,農商(-)･(二),文化,教育,民衆運動，

1991年６月(外交･金融･工礦業･文化･教育･民衆運動),全７月(軍事･財政･農商),全８月(政治),江蘇古籍出版iiit[南京］

･ＭＬ1.-,5./☆1924.-1933.;"MeyersLexikon[:]siebenteAuHageinvollllandigneuerBearbeitungmit5000Text-
abbildungenundijberlOOOOTafeln,KartenundTextbeilagen",Leipzigl924.[1.],1925[2.,3],1926.[４．，

５],1927.[6.,7],1928.[8.,9],1929[10.,11.],1930.[12],1931[l3ErganzImg],1933.[14Erg`mzung,15.Ergmzung,☆
Atl風s-E｢giinzungsband],BibliographiliDhesInltitut,LeipzigundWien

･Mohrl91L;F,WMohr(hrsg・von):``HandbuchfijrdasSchutzgebietKiautlbhou，，,Deutsch-ChinesischeDrucke-

reiundVerlagsanstaltWalterSchmi｡t,１９１１，Tsingtau161
.昔ノ青島1916.;青島軍政署(中村照治鐸):`大正四年八月鐸昔ノ青島，,青島資料1916.,13頁.([燭語]，原本:"Tsing-

tau''1913.）

･曰濁戦史1916.;参謀本部(編):"二二日燭戦史",上巻･下巻･附圖･富眞帖,1916[大正5]年12月,東京偕行肚．
･日燭戦圖1914;大阪朝曰新聞iiit調査部(編):"曰濁戦局地圖",ﾌdZi減7日Y9I`Kﾌt正VⅨ１０(第７/7〃鋤附録．

･新田1994.,新田義之:“リヒアルト･ヴイルヘルム傳'''1994年12月,株式會肚筑摩書房[東京]・

ｐＯＤｏＮＢ２００４;ＨＣＧ・Mathew,BrianHarrison(edby):``OxfbrdDictionaryofNationalBiographyinassoci-
ationwithTheBritishAcademyffomtheearliesttimetotheyear200０，，，.OxfbrdUniversityPress,２００４

･奥村2006.;奥村淳:"山形大學圖書館に存する青島歯獲書籍について－その比較文化的考察一",山形大

學紀要(人文科學)第16巻第1號,2006年,115-52頁．

･OL徳丈縮ｉｆ;CFink(Hrsgu・vcrantwortLRedakt[1898-1917]):``DerOstasiatischeL1oyd:Organfijrdiedeutschen
lnteressenimfernenOsten徳文新報.'''1886.-.'`２

･《《勵受大曰記,,1,1大正8,.V,.〉>;陸軍省(所綴):“大正八年六月欧受大日記",防衛省防衛研究所史料閲寳室所藏，
陸軍省/勵受大曰記/T8-6/35.

.《《欧受大曰記1121[大n0lvL-vmL》》;陸軍省(所綴):"大正十年皇天員欧受大曰記",防衛省防衛研究所史料閤覺室
所藏,陸軍省/欧受大曰記/T10-3/33.

.《《欧受大日記,,2,[大正,O].XL26.-30.》;陸軍省(所綴):"大正十年十一月皇=二羊昌欧受大曰記",防衛省防衛研究所
史料閲寶室所蔵,陸軍省/欧受大曰記/T10-7/37.

１６０原本不詳乍ら,"AbkiirzungenDasZeichen《Ｍ"eﾊﾉα､.HﾋﾉﾋﾞﾘﾜﾉhbJ9I4+>》verweistaufdieErgiinzungzumJahr-
buchMinerva,｡as》HandbuchderGeIehrtenWeIt《,vondemderlBand,derdieUniversitiitenundHochschulen(ihre
Geschichte,Organisation,Verfassung,usw.)behandelt,imJahrel911erschienenistDerIIBand,umfassenddieBib‐

liotheken,ArchiveundMuseen,istinVorbereitungundwirdsobaldalsm6glichfblgen…"(Ｍ"eﾊﾉα)ｐｕが'913-
19ﾉ４，SVIII.)との記述に擦り,暫時假表示．

'61ルjedWi脈ﾉﾉze肋Mohr(Dr・jur.[l913XL28,Marburg];*l88LV25EngersaRhein,ool9xx[S卿e,gebHan-
son],T1936L3LanBordi,ｄＭｉｈｅｖ,Singapore.).叉,RddGIL193L,Ｓ３９８のBANF.,Nr905.:Z4L-2)〃ＩＦ?x1,3瓦,Ｓ
1088.,DBANF.,Nr905.:243.,GV,9,,-,965.:901979.,S､228.,近代來華l98L,334-5頁.因に,彼モーアは,例えば,"Per‐

sonalnachrichten､１……….WDr,Mohr．－DerzumDirektorderSalzverwalmnginTsi-nan-filernannteehemalige
DolmetscherdesGouvemementsKiautschouDrMohristdieserTageinPekingeingetroffen・Eristwiihrendsei‐
nesnurdreiw6chigenAufenthaltsi、DeutschlandbeiderUniversitiitMarburgaufGrundeinerArbeitijberdie

fTemdenPachtgebieteinChinazumDoktorderRechtswissenschaftenpromoviertwordenW…"(OLji霊うて縮i6pwTL＿
32.1913J′、８，Ｓ１２Ｌ),"OstasiatischerVerein・qlDeml4JahresberichtdesVereinsentnehmenwirfblgendes:，…
…Ｗ……,unddemfiPijherenDolmetscherbeimGouvernementKiautschoujetzigenDirektorinderchinesichen
Salzverwaltung,Dr・ＦＷＭｏｈｒ,…"(77Vi1V言蕩新j錫1.-8仏川ｲ〃８/Ｍ/､lﾉocﾉﾘ,S,5.-7.)の如く,總督府翻鐸官･中華民國

轤務署轆務稽核總所山東轆務稽核分所協理を繼任した人物である(肩書"協理,，に就ては,"露務署稽核總所章

程"[民國史檎資睡I,L財IL1991.,1375-7頁],及び"轤務署稽核分所章程"[全,1377-8頁]に擦る）
'６２“erscheintinSchanghaiSonnabendsMorgens,，．
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pPieperl908.c､.;Ｒ,Pieper:`DieZiegelbrennereiinChina.，,ﾘﾘﾋﾉOLJqI908.,Ｓ,３８
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･Pieperl909.;RPieper:`SchuldnerundGliiubigerinChina.,,ＷＯ』3-2.1909.,s.6.-7．
pPieperl909・a.;RPieper:`Ｇｏttes-undMenschengericht・NacheinerwahrenBegebenheit,,ﾘﾘﾉﾋﾉO1-141909.,Ｓ，

５４－５．

･Pieperl909b;Ｒ・Pieper:`DieWeizenernteinChina.,,ﾘﾘﾉZ/O1-241,09.,Ｓ､９３．－４．

･青島交旅圖2004.;黎麗(編):"青島交通旅瀧圖",2004年７月,山東省地圖出版iiit[濟南］
･青島全書1912.;謀樂(輯):"青島全書''’1912年６月(自序),青島印害局.(原本末見;凋語原本:Mohrl91L）
･清季中外1985.;故宮博物院明清檜案部･幅建師範大學歴史系:"清季中外使領年表''’1985年10月,中華書局

［北京]・

DRadEdSKusBzH191化`RUckblickaufdieEntwicklungdesSchutzgebietsKiautschouundseinerBezie-
hungenzumHinterland'’1914.1`3(日語鐸:濁逸時代ノ青島1916.)．

･RddGL/IL1930/1931;"ReichshandbuchderdeutschenGesellschaft",Ｂｄ､Ｌ－Ⅱ,1930.[L],193Ｌ[Ⅱ],Deut-
scherWirtschaftsverlag,Berlin．

■Ｒ=Ｇ・;"Reichs=Geletzblatt,，．

■RG-SLvIIL1895.;JohsPenzler:“RittersgeographischstatistischesLexikonijberdieErdteile,Liinder,Meere，
Buchten,Hafen,Seeen,Flijsse,Inseln,Gebirge,Staaten,Stadte,Flecken,D6rfer,Weiler,Hider,Bergwerke，
Kanaleetc.:einNachschlagewerkiiberjedengeographischenNamenderErdevonirgendwelcherBedeu-
mngfUrdenWeltverkehr.，，,Achte,vollstiindig,umgearbeitete,vennehrteundverbesserteAuHage,Ｂ1.:Ａ‐
Ｋ､,BIL:Ｌ_Ｚ,verlagvonOttoWigand,1895.,Leipzig．

･Richthofenl877/1882.;FerdinandFreihelTvonRichthofen:"China[:]ErgebnisseeigenerReisenunddarauf
gegrijndeterSmdien",ErsterBand[:]EinleitenderTheil,,ZweiterBand[:]Dasn6rdlicheChina.,Verlag
vonDietrichReimer,1877[I],1882.[11],Berlin

pRichthofenl883.;FerdinandFreiherrvonRichthofen(hrsg,von):“BeitragezurPalaontologievonChiｎａＡｂ‐
handlungenvonDr・WilhelmDames,Ｄｒ・EmanuelKayser,Ｄｒ・GLindstrom,Ｄｒ・ＡＳｃｈｅｎｋｕｎｄＤｒ・Conrad
Schwager，，,besondereAusgabevonF.ｖ・Richthofen，ｓChinaBandlV.,VerlagvonDietrichReimer，
1883.,Berlin

･Richthofenl912.;FerdinandFreihelTvonRichthofbn'64:"China[:]ErgebnisseeigenerReisenunddarauf
gegrijndeterStudien,,,DritterBand[:]DassijdlicheChina,VerlagvonDietrichReimer(ErnstVohsen)，
１９１２．，Berlin

･『歯文目』1915.;青島守備軍司令部:"大正四年八月函獲文書目録'''1915[大正四]年８月[緒言],青島守備軍司令部
･Rombergl912.;Romberg[Landrichtera.，.,Dozent.]:"Staatsrecht[:]EinAbriss",EgzZR"q/Ｄ７ｆ７綴Zb画､議叢編
SerieA,NOL,VerlagderDeutschChinesischenHochschule,1912,Tsingtau./警護慧認露慧奎勢睦貝(編
輯):"國法揮要",吻曾illまZt焦要叢;編第一門第一號,青島特別高等専門學堂蓬蟇麓會同出版

･Rombergl912a.;Romberg[LandrichteraD.,Dozent.]:"StrafiFecht[:]AllgemeinerTeiL",EgcZR"S/iﾛﾉｦﾋﾌZ曾ill2h政
集要叢編SerieA,ＮＯ２,VerlagderDeutsch-ChinesischenHochschule,1912,Tsingtau/馨裏慧製謡慧王

163原本名未確認乍ら,"本書ハー九一四年出版ノ支那書｢支那人用濁逸讃本｣中ノー節｢膠州｣ノ濁逸語原本｢リ
ュックブリック･アウフ･ディー･エントウイッケルング･デス[･]シユッツゲビーツ･キマ[－ア]オチュウ･ウンド・
ザイ子ル･ベチーフンゲン･ツーム･ヒンテルランド｣(直課膠州租借地及支那内地關係ノ發達二於ケル回顧)ニシ
テ……,，(燭逸時代ノ青島1916.,序文)との記述に擦り,暫時假稽．

'６４“NachderhinterlassenenManuscriptenimletztwilligenAuftragdesVerfassersherausgegebenvonEmst
Tiesen,,
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出版(山本書店出版部)[東京］
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料1916.,20頁．（濁語原本:WaltherSchmidtl914.）
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lagvonKarlCurtius,１９１５．，Berlin
･《《大正八年以降歯獲書籍>》;陸軍省(所綴):"大正八年以降意歯獲書籍ニ關スル件",防衛省防衛研究所史料
閲寳室所藏,陸軍省/曰濁戦役/T8-1/66.

.《《大正･在本邦大使館員任莵･濁國/Ⅱ”;外務省(所綴):"大正皇元睾丸員昌在本邦各國大使館員任莵雑件
濁國之部第二巻，,,外務省外交資料館所藏,6.1.8.25-2.

･高橋1905.;高橋作衝:"戦時國際法要論",1905[明治38]年５月,高橋作衝[東京］

･ZMV青島新報;ＣＦｉｎｋ(Hrsg)uHvKropfT(verantwortLRedakteur）［-1906-]/J・Walther(verantwortL

Redakteur)[-1909Ｘ-]/GerhMenz(Hrsgu・verantwortlRedakteur)[-1914-]:"TsingtauerNeuesteNach-
richten青島新報''’1904-1914,TsingtauerNeuesteNachrichtenFinｋ＆Walther[-1909Ｘ‐]/Tsingtauer

ZeitungsgesellschaftmhH[-1914-].'６６
.盧潜館ﾀﾞｦﾏ;"圖書館界Toshokan-kai(TheLibraryWorld)",1947年－，曰本圖書館研究會[天理｝

･東亜)'院b羨曹;東亜研究叢書刊行會:"東亜研究叢書",生活牡[東京］

･東方夢``1973.:"東方學'''第46輯,1973[昭和48]年７月,湛契東方學會[東京]．

'６５第四高等學校宛添附書類(金澤大學附鬮中央圖書館現藏)の如下表記に擦る．

‘－

大篁雫薑騨音表送騏濤薑司令僅鬮第１辺Z高F箏學Ｉｨ６Ｆ御戸

兼ﾃ通牒致置候歯獲書籍目録訂正表一部別冊ﾉ通及送付候也"("陸軍"用11行罫紙[l65x245cm];函[天
部権榔外第２行,楕圓形有権朱文]･函[喉部|匡榔外下部,圓形有権朱文]の認印有り）

'６６原紙での頁號に誤植頻出なるも,引用に際しては,その頁號に重複の無い限り,原紙に於る頁號を表記
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･東方學回想,.(1)2000.;財團法人東方學會(編):"東方學回想Ｉ先學を語る(1)",2000[平成12]年１月,株式會肚刀
水書房[東京],．

･東Zﾃ潮E7;"東京朝曰新聞"．

･東京日日;"東京曰曰新聞"．

｡"Tsingtau''1913.;"Tsmgtau",1913.,Tsingtau・'67(日語課:昔ノ青島1913.)．
･辻本･橋本1958.;辻本春彦･橋本萬太郎:`[5]各種晉標文字及び中國語昔聲轌寓法の對照表,,“中國語學事
典ZhungguoyhyeShidian,，,IX付録,1087-1104頁,1958年１月

･Wagnerl926.;WilhelmWagner:"DiechinesischeLandwirtschaft",PaulParey,1926.,Berlin.(原本未見)'６８
･Walravens2006.;HartmutWalravens(hrsgvon):"FerdinandLessing[:]Leben･Werk.･Briefb''’2.Auflage,Ham-

burg,2006.,Melle.(原本未見）

･WaltherSchmidtl914.;"Kiautschou:imJahrel913.",[DeutschChinesischeDruckereiundVerlagsanstalt]?，
WaltherSchmidt,1914,Tsingtau.'`，(日語課:一九一三年ノ膠州湾1916.)．

･Wegenerl910.;GeorgWegener:`DasKiautlbhougebiet,,ＤＫ,Ｌ１９１０．，ｓ497.-54Ｌ

･"伽,./908.,"DieWeltdesOstens.[:]BeitriigezurLander色undV61kerkundeOstasiens.",Beilagezur"Kiau‐
tschou-Post",Herausgeber:HvKropfETsingtau.,Oktober-Dezemberl908,DruckundVerlagvonAdolf
Haupt,Tsingtau．

･Wilhelml910.;RichardWilhelm(ausdemChinesischenverdeutschtuerliiutertvon):"Kung-Futse,Gespriichc〔Lun
Yij〕”,EugenDiederichs,1910.,Jena．

･Wilhelml91L;RichardWilhelm(ausdemChinesischenverdeutschtu・erliiutertvon):"LaotseTaoTeKing[:]Das
BuchdesAltenvomSinnundLeben",EugenDiederichs,1911.,Jena.(原本末見）

･Wilhelml924.;RichardWilhelｍ(ausdemChinesischenverdeutschtunderliiutertvon):"ＩＧｉｎｇ[:]DasBuchder
Wandlungen.",1924,EugenDiederichsVerlag,Jena.(原本未見）

･剛志?1,,1,22.;HerrmannAL・Degener(redig・von):"Werist,s?[:]Ｂｉographienvonrund200001ebenden
ZeitgenossenAngabenUberHerkunft,Familie,LebenslaufVerOffentlichungenundWerke,Lieblingsbe‐
schiiftigllngen,Parteiangeh6rigkeit,MitgliedschaftbeiGesellschafie､,Adresse・AndereMitteilungenvon
allgemeinemlnteresse.，,,VIILAusgabe,ＶｅｒｌａｇｖｏｎＨ.Ａ､LudwigDegener,1922.,Leipzig

･ﾘｸﾞ'１i<y?x/935.;HernnannA､LDegener(hrsgvon):"DegenersWerist，s?[:]EineSanⅡnlungvonrundl8000Bib‐
liographienmitAngabenUberHerkunft,Familie,LebenslaufVcrOffentlichungenundWerke,Lieblings‐
beschiiftigungenMitgliedschaftbeiGesellschaften,AnschriftundanderenMitteilungenvonallgemeinem
lnteresse[:]Aufl6sungvonca､5000Pseudonymen",XAusgabe,VerlagHernnannDegener,1935.,Berlin

･徐・張･村松･堀内1992.;徐飛鵬･張復合･村松伸･堀内正昭:“中國近代建築總寶･青島篇TheArchitectural
HeritageofModernChina[:]QingDao",ﾉｦﾋﾟﾌ國BiZf7f潅築綴震中國建築工業出版牡,1992.

.職官録1911.名;"職官録宣統三年冬季",1911[宣統3]年,内閣印鋳局[北京](又;内閣印鋳局(編):"宣統三年冬季
職官録，,,近敏忠髪第29輯,1968[民國57]年12月,文海出版iiit[臺北];本稿では複印版を使用)．

･ﾉｦ6域I近/(葵勢鑑i鴬汪坦･中國近代建築史研究會･藤森照信･曰本亜細亜近代建築史研究會:"中國近代建築
總寳TheArchitecturalHeritageofModemChina"．

･中國農書1936.;(徳)瓦格勒(箸)･王建新(課):"中國農書",上･下,1936[民國25]年,商務印書館[上海].(原本未見）
･中近學制史料,,.上/下1987./1989.;朱有轍(主編)･華東師大《<教育科學叢書》》編委會(編輯):“中國近代學制史料"，
高等學校文科教學参考書教育科學叢書,第二輯上冊･全下冊,1987年６月[上],1989年４月[下],華東師範大學出
版iiill上海]．

･中外蕾約,.Ⅲ./,,,.1857./1959./1962.;王鐵崖(編):"中外蕾約章匪編''’第1-第3冊,1957年９月(第１冊),1959年４
月(第２冊),1962年３月(第３冊),生活･請書･新知三聯書店[北京]．（又,1982年生活･請書･新知三聯書店再印）

'６７原本不詳乍ら,"本書ハ昨年ノ夏青島外人招侠會二於テ編纂シタルモノニシテ……原書ハ軍二青島卜題セ
シモ……"(昔ノ青島1913.,序文)との記述に擦り,暫時假稻.未確認乍ら,或は,"Tsingtau:EinFiihrerdurchdas
deutscheSchutzgebietinOstasien./HerausgegebenvomTsingtauerVerkehrs-AusschussTsingtau:AdHaupt,[1913］
46Seiten:Ｍｉｔ２[farbJKt.u・viele､[eingedr]IlL"(DieDeutscheBibliothek,Leipzig所藏;書號:1930A3408）
'６８中國農書1940,序,及びGV1911-1965:,,Ｌ1980.,ｓ244の表記に擦り假表示．
'６９原本不詳乍ら,"本篇ハー九一四年青島「ワルテル･シュミット」印刷局ヨリ出版セラレタル燭逸書……，，旧
語課序文],及び"Titel:Kiautschou:imJahre…-Tsingtau:SchmidtNach9ewiesenl910-1913;damitErscheingest.”
(HAM<206>KielZBWWGL,書號:Ｙ9825;電網頁《《ZDB")との雨記事に擦り,暫時假表示．
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○凡例（『歯書･圖目』1920.翻刻部分）

１．:原本はB5版,基本的に1頁12行であるが,本稿では,紙幅の都合上,已むを得ず原本約3頁分を1頁に塵縮し
た．勿論,原本頁の禮裁は基本的に保存したうえで,原本各頁間に餘白をとり，原本各頁開始部右端には，

例えば"[表紙}","i","1,.]","(－)","い－１－"の如き原本頁號を付し,原本での頁割が判るようにしておいた．
尚,“い‐132-"の次頁を"い-135-"としているのは,原本の儘であり,“い‐261-"頁に於て,第一九八九號と第

一九九二號との間を第一九九一汕號,第一九九○號の順にしてあるのも,原本の儘である

２．:原本では,各項目の枠及び－行の長さが短いために,一語乃至一句を２段割り,書込形式,或は２行に分綴・
分割している場合が頻出するが,本稿では,これを1行に纏め得る場合には纏めておいた(當該箇虚に於て特
に断ってはいない)．

例,.:三九“ベルンハルジ[上段]將軍[下段]”

例2.:"29113~９８１７風~gSchl6milch:FUnfStelligelogarithmischeundtrigo=[上段]nometrischeTafeln[下段]”

３．:原本では,各行所用字數に可成りの違いがあり,書込みも多く，又,特に"發行年代"欄と"註"欄との間には

混用例が多出する．基本的には原様再現に努めたものの,雨欄所載事項は一見して明らか故に,例えば箇々
の欄に分書されている事項を雨欄共用として－行に纏め得る場合には,本稿に於て雨欄通用(當該箇虚に於

て特に断ってはいない)とした．又,他の欄に就ても,原本が複數行取りであっても當該内容を１行で納め得
る場合には,本稿ではこれを1行に纏めて紙幅の倹約に努めた(この場合,各項目の枠は左右に伸縮のうえ調

整）尚,"發行年代,，欄に於て1行が3段以上に割られている場合には,本稿では當該年代を2段割りに改めた
（當該箇虚に於て特に断ってはいない)．

４．:原本では基本的に正字を使用しているので,當翻刻に於ても,これに基本的に從う但,本稿所用字鑛(漢

字･假名:古典明朝篭[シフトⅡS第２水準以内]･MingLiU[生前外];欧字･數字等々:TimesNewRoman)の都合で，
例えば"普"字の如く，原本のママにしておいた文字も若干ある．

５．:原本では,油印本故か,劃數の多い字に對してその簡略篭乃至は同一發昔の別字を使用したり，同一語句

に對して同一發吾の異種字を使用している例が頻出するが,これは正字に改めたり統一を圖ったりした．

例:ヴ[←ワ］,ウヰ[←ウ丼],戯[←戯],鋏[←欠],瀞[←辞],贈[←躰],竝[←並],満洲･欧洲･濠洲[←満州･欧州

・濠州],發[一発],書[←高],劃[←書U],場[←塲],盲[←窓],煙[←烟],箇[一ケ],寧波[←蜜波],總[←総・綜],税
務署[←税務虚･税務所]等々

６．:原本では,同一の外國名,及び全地名に對して異る漢字表記を用いた例を見かけるものの,本稿ではこれを

その多用される用字法に統一した．

例:亜弗利加[←阿弗利加],濁逸[←燭乙],普魯西[←普露西]，

７．:原本中所用片假名の大小(主に勧晉･撰吾,及び凋逸語發晉の日本語表記に起因)に就ては,その判別不能の

箇虚が頻出し且つ欧文原綴に就ても容易に推測し難い場合が多出するが故に,例えば"ウヰルヘルム"(←ウ

ヰルヘルム)の如く，富翻刻に於ては,一律に同大とした．

８．:原文中の讃鮎("、”)は,本稿では,原則として,その用例に應じてカムマ(","),中黒("･"),等號("-,,),乃至はコ

ロン(":")に打改めた．又,原文中の句鮎("。”)は,本稿ではピリオド(".")に替えた．

，.:原文中に於て,固有名詞等々の右側所引の傍線は,本稿では下線に替えた．

10.:原本では,重複冊を示す際に,"砿"(二冊),好．"(三冊)の如きアルファベットの小文字筆記鵲を使用してい

るが,本稿では,これを"ab"(二冊),"a-c"(三冊)の如く改めた("'"と`７",及び"・”と"`"に就ての判断は,暫定的
なものである)．又,例えば"一○六六一一五六"の如き漢數字表示のものに就ては,これを"一○六六'-56,,の如
きアラビア數字表示に改めた．

'1.:原本所添のルビに就ては,これを割愛した("一八九二ヘンルァ]ツ主鴦繍薗美……"[い-24,]）
12.:原本の表記状態(含･正誤表の指示)に就き,翻刻擴當者としてその判断に迷った場合には,下記の如く，"，”
印を付しておいた．

例:"一八二オツタアマン家屋建築線規則[?定']"(い-21-頁）
例:"一八七□ 濁領東亜弗利加總督府[主金庫,]?特別及補助金庫勤務規定"(企上）

13.:正誤表(本稿43頁)及び『歯書目訂表』1922-(本稿5頁;*4.)指摘の箇虚は,本稿では既に原文を改訂濟みで,當
該箇虚に於て特に断ってはいない．

14.:筆者の技術的事情に由り,原本"ろ-6-"頁の"一六大清摺絆全書，,摘要欄の割註に於て,本來"[措]絆"とす

可き箇虚は"措紳"の如く表記してある．
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｡濁逸租借期青島所藏書籍目録

[表紙］
大正九年二月

歯獲書籍及圖面目録

青島守備軍陸軍参謀部

[i］
凡例

一.歯獲書籍ノ種類及員數左ノ如シI.］
（－）官有書籍(濁逸官廉ノ藏書ヲ集メタルモノ）

洋書二,八○七部八,六三四冊

漢籍八一部－，四七七冊

（二)徳華高等學堂蔵書

洋書六四四部－，二九四冊

漢籍一六三部五,○五八冊

（三.)ウヰルヘルム･コーン叢書(ﾖｰﾆｰﾆﾄ穂スル學者ガリ蜀逸總督二寄贈シタル支那)[う]ニ關スル書籍[)］
洋書二七二部三二四冊

（四・)膠州圖書館藏書

［ii］

洋書七,五六三部九,四七三冊

合計一一,五三○部二六,二六○冊

二又函獲圖面ノ員數左ノ如シ1.1
圖面五,一三三葉

三.膠州圖書館蔵書目録ハ燭文印刷ノモノ存在セルヲ以テ本目録ニハ其ノ追加目録(二－九部二四三冊)ヲ
記載スルニ止メタリ．

四本目録二登載セル｢LFl支那其他東洋二關スル書籍(洋書)｢目録｣ハ前掲ノ官有洋書中ヨリ支那及東洋二關スル
モノノミヲ抜華シテ閲覺ノ便ヲ圖リタルニ過キズト１

五.官有書籍(洋書)目録中四七頁ヨリ五六頁迄及一三三頁一三四頁ヲ閥クハ頁數ノ記入ヲ誤りタルモノニシテ

内容二關漏アルニアラズト］

1１．１
目次

い[.］官有書籍(洋書)目録目次

ＡＩＩ一般
（－)百科議典

（二)普通學

（三)普通雑誌

Ｂ[.]政治･經濟･法律
（－)政治

（イ)政治學,評論及雑誌

(1)政治學･評論

(2)雑誌

（ロ)條約･條例･制度規定･豫算･報告

頁數

～
～
～
～
１
１
～
、
、
～

１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
８
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ

五
五
五
五

111.1
(1)條約

(2)條例

(3)制度類

い

い

い 一七
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(4)規定

(5)豫算

(6)報告

（ハ)肚會運動

に)法律

（イ)法律學･法典

(1)法律學

(2)法典

（ロ)評論･雑誌

(三)經濟

～
～
～
～
～
～
～
、
ｌ
ｌ

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

二八

五
五
八

三
四
五

1111.1
（イ)經濟學･評論

(1)經濟學

(2)評論

（ロ)報告

ｃ軍事

（－)一般

に)陸軍

（イ)兵學

（ロ)成規

（ハ)雑書

（三)海軍

（イ)兵學

（ロ)成規

八
八
○
’
七
七
一
一
七
五

五
五
六
六
七
七
八
八
八
○

’
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
－
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
０
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ

一一四

1Ｖ[･Ｉ
（ハ)雑書

、數學･哲學･宗教･教育

（－)數學

に)哲學

（三)宗教

（四)教育

Ｅ歴史･地理

（－)歴史

（イ)世界歴史･各國史

（ロ)傳記

（ハ)雑書

に)地理

（イ)世界地理･各國地理

一
六
六
九
一
○
一
一
一
三
一
一
一
九
八
九
九

四
五
五
五
六
七
七
七
七
七
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

～
～
～
、
～
～
～
～
～
～
～
～
１

１
Ｖ
０
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ

Ｖ[･］

物

學
礦

化
文
物

岼崎》》”搾隷》》州
一
一
一
一
ロ
ー
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｇ
Ｆ

五
九
○
○
八
○
○

九
八
○
○
○
’
’

’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い 二一五

－３８－



（五)人類學･考古學

Ｈ醤學
Ｌ

｣辱〔

J・工藝

八
九

一
一

一
一
一
一

い
い

］ゴー缶夫鐘RＥ

い

Ｖ11.1
（－)一般

（二)電氣

（三)機械･造船

（四)採礦･冶金

（五)土木

（六)雑

Ｋ交通

Ｌ商業

Ｍ,農業･林業･牧畜･漁業

Ｎ文學･美術･晉樂

（－)文學

（イ)全集･評論

(1)全集

～
～
～
～
１
１
～
～
～
～
～
～
１

０
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
０
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ

七
八
○

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
三
一
七
七
七
七

六
六
六
七
七
七
七
七

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｖ111.1
(2)評論

（ロ)詩文

（ハ)戯曲･小説･稗史･物語

(1)戯曲

(2)小説

(3)稗史

(4)物語

（二)傳説･偶[偶寓]話･お伽噺

（ホ)雑

に)美術

（三)晉樂

Ｏ雑書

五
六
九
○
’
二
一
一
五
八
○
’

八
八
八
九
九
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

～
～
、
～
～
～
～
～
１
１
１
１

１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ

ＶⅡＩ

[全］官有書籍(洋書)追加目録目次

Ａ一般

Ｌ百科辮典

Ｂ卜]政治･法律･經濟
Ｌ政治

２.法律

３.經濟

Ｃ陸軍

、歴史

Ｅ地理

Ｆ､美術

數
庄
庄
庄
圧
岻
川
川
川
町
川

頁一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
～
～
～
～
、
、
～
～
、
～

１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
１
Ｖ
Ｐ
Ｖ
１
Ｖ

￥丑ＨＸ

[ろ.Ｉ官有書籍(漢書[書籍Ｄ目録目次

第一經書･子類(哲學･教育學）
第二史傳

第三文學(美術･昔樂）

頁數

ろ
ろ
ろ

－

－

＝
￣

3９



ｊ學
』
文

諦
繊
仙

一
商

Ｉ
く
１

曲
〈
刑
事
文
物
學
ト
エ

辮
政
武
天
博
數
醤
農

ろ
ろ
ろ
ろ
ろ
ろ
ろ
ろ

ろ

四
五
六
六
八
八
八
九

九

四
五
六
七
八
九
十
十

第
第
第
第
第
第
第
第

￥理丑Ｘ

第十二雑書

頁數徳華高等學堂蔵書(洋書)目録目次

Ａ政治･法律･經濟

（－)政治

（二)法律

（三)經濟

Ｂ軍事

ｃ宗教･哲學･教育

（_)宗教

に)哲學

'よ
よ
よ
ま
ま
よ
ま
ま
ま

１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
五
六
六
六
七

ＸＩ

（三)教育

（四)倫理

（五)心理學

、歴史･地理

（－)歴史

（二)地理

Ｅ文學･美術･吾樂

Ｆ言語學

Ｇ辮典

Ｈ自然科學

（－)一般

仁)天文･地文

ま
ま
よ
よ
よ
よ
ま
ま
ま
よ
よ
よ

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

三
五
五
五
五
七
七
九
二
一
一
一
一
一
一
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

XII．

（三)動物･植物･礦物

（四)物理･化學

（五)考古學･人類學･進化論
Ｌ Ｅ宗〔之1二ａｉ夫金最

Ｉ數學･胴I量

（－)數學

（二)測量術

Ｋ醤學

Ｌ農業

Ｍ工藝

（－)一般

（二)機械

（三)建築

六
二
四

一一一一一一一一

は
は
は

［

ま
ま
よ
よ
よ
よ
よ
よ
よ

五
五
九
○
○
五
五
六
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
四
四
五
五
五
五

ＸⅡⅡⅢ

4０



山
木
業

礦
士
雑
商

１
１
１
通
件

旧
伍
伏
交
雑
Ｎ
Ｏ

一
三
四
五
七

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

ま
ま
よ
よ
よ

徳華高等學堂蔵書(漢籍)目録目次

第一經書･子類(哲學･教育學）
第二史傳

第三文學(美術･晉樂）

第四辮典(言語學）

に 頁數

に
に
に
に

七
一
一
一
六

一
一
一
一
一
一

ＸＩＶ．

第五政刑(經濟）

第六武事

第七天文[･]地理
第八博物

第九數學

第十瞥卜

第十一農工商

第十二雑書

七
一
一
一
四
五
六
六
七
七

三
四
四
四
四
四
四
四

一
」
一
」
一
」
一
」
一
」
一
」
一
」
｝
」

ＸＶ．

ウヰルヘルム･コーン叢書(洋書)目録 目次 頁數ほ[･Ｉ
Ａ宗教

Ｂ哲學･倫理･教育

（－)哲學

に)倫理･教育

Ｃ言語學･辮典

、法律･軍事･政治･經濟

Ｅ歴史･地理

（－)歴史

に)地理

Ｆ自然科學･醤學･農工業

０文學･美術･昔樂

弐
弐
弐
弐
弐
計
弐
弐
弐
弐
量

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
二
一
一
一
五
六
八
八
一
一
一
九
○

’
’
’
一

ＸＶＩ

Ｈ雑件･雑誌 武

へＨ支那其他東洋二關スル書籍(洋書)目録目次
（歯獲官有書籍抜華）

Ａ政治･法律･經濟

（－)政治

に)法律

（三)經濟

Ｂ軍事

Ｃ哲學･倫理･宗教･教育

、歴史･地理

頁數

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

九
一
七
七
三

一
一
一
一
一

ＸＶＩＬ

（－)歴史

（二)地理

Ｅ言語學･辮典

へ
へ
へ

一ハ｜’

一一一一一

一一一一一一一一一

－４１－



（－)言語學

（=)辮典

Ｆ自然科學

Ｇ醤學

Ｈ工藝

Ｌ 」軍司臼二缶ﾗﾊﾞと金最

J・交通

Ｋ・商業

Ｌ農業

Ｍ・文學｡美術･晉樂

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

五
六
七

一一一一一一一一一

［ 七
八
九
九

一一一一一一一一一一一一

へ
へ
へ
へ

XVIII．

Ｎ・雑書

と[.，膠州圖書館蔵書(洋書)追加目録

へ四一

自と 至と二○

[ＸⅨ.］

[ちＪ圖面名 目 數
’
一
○
’
三
一
四
一
一
○
｜

頁
八
八
八
一
六
九
二
六

一
一
一
一
一
一
一

ち
ち
ち
ち
ち
ち
ち
ち
ち
ち

Ａ地圖

ａ保護領及山東省[｡]直隷省

ｂ支那各地(山東[省｡]直隷省）

ｃ其ノ他

Ｂ機械類

Ｃ軍艦

、總督府建築

Ｅ總督邸

Ｒ病院

Ｇ・兵誉

[XX.］

Ｈ警察署[．]屠獣場

Ｌ裁判所

J・學校及教會

Ｋ林務所[｡]測候所

Ｌ|勝山療養所及將校倶樂部

Ｍヤーメン倉庫[･]官舎[｡]洗濯所

Ｎ埠頭[｡]港湾[･]燈臺

Ｏ土本[奉木]及建築[･]雑
P､追加

三
一
一
九
八
六
五
八
八
五

○
’
一
一
三
四
五
七
八
○
一
一

一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
四
四

ち
ち
ち
ち
ち
ち
ち
ち
ち
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(－）

正誤表

行鄭
二Iロ

ハニ厚能

｢一九一二年度｣ノ次二｢及一九一三年度｣ヲ描入スル事
○

全上第一八巻
○

Ｊ蜀逸月録
○

ダマシユケ

最終行

’
二
一
一
一
五

～
～
～
～

Ｉ
１
１
Ｉ

［．

全上第一巻

濁逸目録

ダヌシユケ

四
八

ニー】

六頁柊一い七頁初メノロニニノ冊ヲ描入スノレコト
ａｂ

ロールハソハこ於けるj蜀逸周一

評＄

｢七七ab｣ノ下二｢フエリング識江木翼箸膠州湾に就て.一九○七｣描入
｢七八ab｣ノ下二著者名「シユラアマイヤア」ヲ描入スル事

○
○

｜
｜
い
い

四

（二）
○

圖面分手續法圖面分筆手續法
○

萬國電信局名萬國電信局名録
一プレL･二年ﾆﾉ室二・￣ブェ－－金手二厘菫￣二ＪＩＬ・＝年二k隻。￣プＬ￣・生停｣宴ニ

ーブL一三金手二1菱一ノＬ￣￣辱三』葵・￣ゴーＬ￣＝生Iニノ宴二

○

公吏公使
○

同第追ｶロ同第一迫カロ

總督府特別及總督府主金庫,特別及

一九二(TD-m-Xlla-l）一九二(１２~Inn-XIIIa~り
發行年度□｢＿九○六｣□｢一九○七」「一九○七｣ヲ脱シ□しり
「_九三ﾙ32｣ヲ抹殺シ｢全｣ヲ描入シ｢Xm圏~｡｣ハ｢XIII勘~filトスベキナリ
○

南亜弗利加東亜弗禾１１加
○○

一九一○－○五年一九○－-○五年
○

－九一二年度迄名一九一二年度迄各

四
七
九
○
○
一
二
一
一
三
五
九
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

～
～
、
～
～
～
～
～
～
～
～
～

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

七

。｜’
○
二

五
一
四
宮
至
四
六

(三）
○

普魯､西法律第一巻普魯西法律第二巻
○

裁判所構成所と裁半Ｉ所構成法と

註ﾉ欄二｢x）:Ⅸ｣ヲ括入ｽﾙ事□

○

三六四三六四１-'’
○

敗政ﾛｵ政
○

第二項第三十九巻第三項第三十九巻
○

一九○九年度一九○七年度
○○○○○

第一四九號(〃第一期）第一四九號(一九○六年第一期）

八
八
二
五
八
一
一
五

一
一
一
一
一
一
四
四
五
六
六
六

～
、
～
～
～
～
～
～

Ｉ
１
１
１
１
１
１
Ｉ

五

一○

(四）

］

１
１

ﾉ芹〔。＝缶夫金最

］采二ゼニ逝茎糸氏

－４３－



い－１－

官有書籍(洋書)目録

Ａ・一般

（－)百科辮典

番號著課者名 書 名 發行年代 註

(二犬二老筆云謹哀へ一(ｐⅨ）ワーゲナア國家肚會百科瀞典自第一巻至第廿三巻

（二）普通學

[番號］［箸諜者名］［書 [發行年代ｌ［註１名］

科學研究旅行指針第二巻

普通學自修講義録第一巻･第三巻･第四巻

雑誌｢文官適任下士」一九○九年及一九一○年度

全上一九一一年度

全上一九一二年度及一九一三年度

ノイマイヤア

三(HⅢ)二元歩ラアバーーン

四(Iab-rb）

（Ｔｌ）

（Ⅳacl⑨c?b?LVab）

一八九一

Tb二冊アリ

［コ

ロ

ロ

□
□
□
□
□

い－２‐

五(LⅡ） 陸海軍下士二對スル雑誌｢文官任用」第九巻･第一○巻（二弐ｓ豊）□

（mIV） 至上第一六・一七巻及第一七巻（二弐二ﾆｰｰｰ）□

（ｖａＷＩ） 全上第一八巻及第一九巻第一一六號（二弐二扇-－九一四）□

六(1劃-._Ｔｂ)ミユルラアバアデン文官適任下士用自然文庫第一△巻[.]第二巻[.]第三巻Ⅱabc三冊アリ□

（三）普通雑誌

七;:常ilIWr鯆雛灘鯛瀧ﾉｰ糊γ八九二一九○一

T､七＄上第四巻[辮鬮朧繍勝鐵道信號[｜＝究竺止一
（1ＷⅡ）□金上第五巻(一八一八)[･]第八巻(一九○九)[･]第九巻(一九一一)[･]第一一巻(一九○六）□

Ⅷ□生上（寶ノ行衛[衛方?]･前科･流浪ノビスマーク･美容術論･近世氣質繪解）一八九二
八Ｉ 濁逸ルンドシヤウ第一巻(一○月一一二月） 一八九八

II-III□生上第二巻･第三巻 一八九九

[．

□
□

ロ
ロ
□
□

３

□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

八(Ⅳ-ＶI） 濁逸ルンドシヤウ第四巻(一八九九年七月一九月）

第廿七巻(一八八一年四月一六月）

第廿八巻(一八八一年七月一九月）

ローマイヤア濁逸月録（第三年第五年)及(第九年)－－九○五一一九○六

雑誌｢園亭」一八八八年度暦

一九一○年度｢交友」第七○年

雑誌｢未來」一九○三年一○月,及一九○四年二月

東亜ロイド附録膠州報集一八九九一一九○○

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

九(1-11）

一○

－４４－



１
１

１
Ｉ
Ｉ
１

－
一

く
ｌ

Ｉ
Ｉ

四
五
六
七
八

一
一
一
一
一

故郷と世界第三年第一號

ﾃﾞﾙﾌﾞﾘﾕﾂｸ主幹普魯西年誌七月號(一三三號）

一九一○年度キユルシユナア年鑑

チヤムバア雑誌六月號及三月號

ハーパア月刊雑誌一月號及五月號

一一一Ｍ□一一一》’
九
九
九
九
九

一
一

一
一
一

□
□
ロ
ロ
ロ(英文）

(英文）

４

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一九

二○(1-11）

コーンヒル雑誌第六一一號（英文）

十九世紀以後第三七六號(六月號）（英文）
全第四○六號(一二月號)(全）

ハーウエイ錆夏雑誌一九一三年（英文）

倫敦雑誌第三○巻第三一號（英文）

冊
叺
刈
□
’
’
’

九
九
九
九

一
一
一

い－５‐

Ｂ政治･法律｡經濟

（－)政治

（イ)政治學,評論及雑誌

(1)政治學,評論

番號箸鐸者 茜ｵ〒仁

ブリンケン

ローレンツ

ダマシユケ

ズォミフーニー

クナロート

リンデナウ:學

ウヱーバア

ザイツ

濁逸帯國及普魯西憲法竝に行政

燭逸帯國官職官位

市町村施政第一巻土地の課税

濁逸公民學

ニセフオロ著英刑事警察と輔助學

殖民地敗[鑛財]政管理

濁逸保護領豫算:立案と管理の原則

ロ
ロ
一
一
一
一
□
肋
□

九
九

九
一
一

□
□
□

ｏ
０ａ ｃ

ｂ 。
Ⅱ

『
Ｉ
０ａ

四
五
一
ハ
七
八
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｅ．

□
□
□

い‐６‐

祀國一九一二□

權力_九一二□

世界列掴の反'跳？ □□

無政府主義一九○○［コ

ド･セギユール箸革命一八六五□

英の海軍(其他政治論）一九○二□

バルカン戦争一九一二□

一九一○?年･佛國の末路末來記□□

吾等が皇帝(彼が世界観）一九○八□

吾等が將來一九一二□

帯國敗[驍財]政の發逵一九○八□

燭逸主義の奮闘｢エルザスロートリンゲン｣に於ける濁逸主義一九○二□

三十 シユツツ

シユツツ

テイルメーレ

ェルッパッヒヤア

ロ

マイヤア

ゲルスドルフ

ゾムマアフエルド

ー燭逸人

ベルンハルヂ將軍

ヴァンデアボルグト

ペタアゼン

。
、ａ

四
五
六
七
八
九
○
’

’
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
四
四

170京附圖現蔵本では"ab”が掠れており,赤鉛筆を以て"z"と朱書．
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四二aｂ ロールバツハ世界に於ける燭逸思想 [□］［□］
罪
ロ
ロ
ロ
□
□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
□

』

い

皇朝經世文新編第十七(支那文）

コエブナア殖民政策

欧洲諸國の殖民行政

チムマアマン欧洲諸國の殖民第一巻葡萄牙と西班牙の殖民政策

全第二巻英國の殖民政策第一編

全第三巻全第二編

全第四巻佛國の殖民政策

シユツクブランデンブルグープロシヤの殖民政策第一巻(一六四七一

全第二巻(一六四七一

九
九

回
Ⅲ
ロ
肱
川
航
ひ
Ｍ
Ｍ
価
一
⑪

九
訓
刊
刊
訓
十
十
訓
訓
机

七
七

一
一
一
一

一
一

ｊＶＩｌ Ｉ

’
一
一
四
五
六

四
四
四
四

四七(Ⅲ）

フロラック殖民地の制度と行政

イバア殖民地官吏に對する殖民地の義務

ズイデクム鐸レロイ･ボーリウ箸支那問題

八
九
○

四
四
五

い－８－

□

Ｅコ

ロ

Ｅコ

ロ

ロ

(佛文）

(英文）

(英文）

(英文）

(英文）

[．

肋
加
□
烟
一
一
一
一
一
一
い
い
幻
□
肌
□

九
八
八
九
九
九
九
九
九

一
一

一
一
一
一
一
一

五一ロールバツハ支那研究

五二マルマン極東の住民と政治（英文）

五三コルクハウン支那の開國（英文）

五四ミユンスタアベルグ支那の改革

五五ザルツマン革命の支那

五六フオスベルグレコウ支那の革命,其原因と影響

五七ピエール[･]ホワン諜註支那行政上の混合

五八スミス支那義和團事件第一巻

五九三二二ニハゥニ共著西太后治下の支那

六○ウヰール北情事愛通信｢北京より」

六一ヒルト新關文件録
二一一ａｂ

ロボルスキ鐸クーヘロンアーモート著下關構ﾎﾟﾛ後の東洋/、－

９
、
』
Ｊ
１
／

□
□
徹
□
散
》
季
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い
／
Ｉ
く
ラ

ブ

に
肋
加
川
に
一
癖
い
□
⑪
□
’
一
一
一

訓
刊
刊
汎
訓
刊
別
九
九
九 一
一

九

六三フォン･リヒトホーフエン東亜戦雫中及前:菊と龍

六四ブランド支那に於ける工業及鐵道企業

六五ピエール･ホワン支那の鰯公寶事業[乃清?］

六六ビユロー外國に對する支那の商業政策的地位

六七エドキンス支那帯國の歳入と租税

六八ロ支那に於ける既成鐵道の沿革と青島港

六九(1m）プラント東亜に於けるﾅH三年第一巻[･]第二巻［

七○プラント日清戦争史:東亜政策の三年

七一ダイムリング膠州殖民地

七二シユマツヒヤア膠州と東亜問題

七三シユラアマイヤア膠州殖民地の土地政策

七四全膠州殖民地の租税政策

プラント東亜に於けるﾅH三年第一巻[･]第二巻[･]第三巻

プラント日清戦争史:東亜政策の三年

ダイムリング膠州殖民地

シユマツヒヤア膠州と東亜問題

シユラアマイヤア膠州殖民地の土地政策

全膠州殖民地の租税政策

－４６－



い－１０－

□

Ｅ．

七五シユラアマイヤア膠州豫算を否決せしは何故ぞや(廻[廻同]答文）一九一二

七六ヒルト山東と膠州一八九八

七七ａｂフエリング課・江木翼著膠州醤に就て一九○七
七尭八ａｂシユラアマイヤア膠州地方令は如何にして成立せしや□

七九クルーゼンフライシユマン編濁逸法政辮典中の｢膠州｣[+]の部｣特新版一九一三
箪更雪雲雪雲津浦線が山東蜻島濁逸商業に及す影響(報告）八○一九一三

ミヒエルゼン青島發展回顧其他八一aｂ一九一○
八二キユルツ濁領南亜弗利加の自治一九○九

八三生濁領南亜弗利加の管理第二五年一九○九

八四シユルンク漠塗殖民學校論説第一八巻濁逸保護領に於ける土人學校一九一四

八五ウヰーデアンバグダツトとテヘラン－九一一

八六デヰギユヱ大佐安南及佛領印度支那一九○八

□

ｊ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
倣
Ｉ

い－１Ｌ

一九○二一一九○七年間印度支那の形勢第一巻「ボウ｣總督報告一九○八(佛文）

生上第二巻「ポウ｣總督報告附録一九○八（佛文）

｢ボウ｣總督報告

全

八七

八八

アン
⑪

レ･ルウ政治上及 ○

(2)雑誌

九○(1-1V）シユモルラア濁逸帯國立法行政經濟年紀第三四年自第一巻至第四巻一九一○□
九一□ 外國に於ける濁逸主義一九一一年度第九號ロロ

九二(1-11）□ 前兵第二年第一號及第三號一九一三□

九三(I-xI）燭逸殖民協會殖民政策殖民法及殖民經濟雑誌第六年第八號第七年第八年第五號(二弐ｓ豊□
全第九年･第一○年･第一○年第五號・第一○年第六號（二弐三二□
全第一一年ヨリ[第]一四年迄（二弐三二□

九四全一九○七年度燭逸殖民協會年報一九○八□

い-12‐

一九一四□

（二弐ｓ天□

明治三九年（支那文）

（二弐二言□

九五□ 燭逸世界及殖民政策雑誌｢大凋逸主義」第一年第一號

九六(I-Ix)フオスベルグレコウ燭亜協會機關雑誌｢亜細亜」第一年一第一號九年迄
九七(1-11）張繼主幹 民報第伍號･第六號

九八□ 郵便雑誌第二○一二一年

（ロ)條約･條件HfF例]･制度･規定･豫算･報告

(1)條約

スタウデインガア濁逸帯國國際條約集第一･第二巻

ポシンガア濁逸貿易及文通條約

□ ｊ蜀支通商条約理由

マイヤアス支那帯國と列國間條約集

支那税務署支那外國間條約協商集第一･第二巻

九九(1-11）

一○○

一○一

一○二

一○三(1-11）

五
一
一
三
七
八

九
九
○
九
○

八
八
九
八
九

一
一
一
一
一

□

□

□

(英文）

(英文）

い－１３‐

－４７－



(2)條列B【1N列］

海員條列[吾2W列]其他一○四□一八七四□

一○五□ 各國殖民地法規集一九ｅ一二年一○月發行(第二巻第一號）一九一二（佛文）

一○六萬國殖民學院一九一二年｢ブラッセル,會議の日々命令録一九一二（佛文）

保護領法一○七海軍省一九○一□

一○八□ 濟南商埠租建章程□（支那文）

一○九言見て夛娑'二ﾙ書ｱ，帯國保険條列[勢H列］一九一三ロ

ー見て夛娑共著保険條列[写4M列]第一巻ａ疾病保険の實施規則と範例一一○一九一四□

全第二巻ａ一九一三□

全第二巻第三傷害保険一九一二□

全第三巻ａ屡兵保険の實施規則と範列[興例］一九一三□
全第三巻屡兵及遺族保険一九一四□

－－－伯林市参事會伯林市法第一○巻:瓦斯及電燈事項一九一三□

い‐１４－

－－二(1-Ⅲ）□一九一○警察命令集附伯林市警察告示集自第一巻至第三巻□

普魯西建築警察法バルツ－九○○□

普魯西土木警察法一一四ポルン_九○二□

普魯西地上建築管理部地方建築官吏勤務指令一一五(Iab-II劇b)□一八九八□
全附録全□

一一六ボルシユトミュンヘン建築條令一八九六□

一一七スタインハウザアミユンヘン市等級建築條列[写W列］一九○四□

一一八□公私病院設備建築に關する警察令一八九八□

一一九□伯林郊外適用建築警察令一八九二□

伯林市建築警察令一二○□一九○○□

[． 地租臺帳及圖面分筆手續法一八九六[．

[． 地租登記圖面及臺帳改新手續lこ關する一八八一年十月二十五日の示定一八九七［．

Ⅲ□ロロロ冊》》□銅ロロ□
５い

ｂ

極一一□刊曰》曰榧》ロロロ
｜
く

一
一
一
一
く

一二三(1-11）□ 帯國印刷局勤務令第一･一般事務第二･會計制度

一二四(I-XⅢ）内務省燭逸帯國中央公報自第二九年至第四一年

一二五(I-xI曲)二三雲二一,季尤二了ニギキァ濁逸殖民地立法集第一･第二編
全第三編一八九七一一八九八年

生第六編一九○一一一九○二年

生第七編一九○三年

生第八編一九○四年
生第九編一九○五年

生自第一○編一九○六年至第一三編一九○九年

一二六(I-X）海軍省一八九九一一九○五年膠州保護領制令報
一九○三一一九一○年至上

一九○三年至上

ｌ１－１６－

ａｂ二冊
[。

ab二冊

一九○四年膠州保護領制令報

一九○五年全

一九○六年全

□
□
□

上
上
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自一九○七年企上至一九一一年全上

膠州總督府一般命令

一九○○年度青島官報,一九○二年度青島官報

一九○三年度青島官報

一九○四年度全上一九○五年度全上

自一九○六年度青島官報至一九○九年度青島官報

自一九一○年度企上至一九一三年度全上

山東官報第三五期第六七冊

支那礦山條例

一》□訓□刊Ⅷ鰍肋□
力
各
各
各
笄
伎

一恥榧婬□□□非》掴
一
一
一

□
一
旦
一

一二七ab I=コ

ーニ八(Ia~c-IIa~c）［．

（IIIab）

（Ⅳa~c-va~c）

（Wlb-Ⅸab）

（X-XII）

一二九山東撫署

一三○ａｂ ［．

い-17‐

(3)制度類

□ 國會要攪：ｉ

國會事務所一八九八一一九○三年國會摘要

へルフルト普魯西豫算金櫃計算制度第四巻旅費日當轤任手當
全第五巻恩給災害扶助料

ピストル普魯西衛生制度第一･第二編

□ 臺湾薑慣箭1度調査一班

エンゲル壇甸國の保税厘域

□一九一三年度(三月迄の分)露西亜帯國年鑑

譽量壱駕慕一九○七年度香港民政部一寶

支那税務署一九○六年度大猜郵政局名

逓信省外事局國際通信に宛てられたる萬國電信局名録

モール 青島全書

一九○七□

一八九八□

一九○五□

〃ﾛ

ｰﾀﾋ究天ヒコ

ー九○二（日本文）

一九○六□

一九一三（露文）

□（英文）

一九○七(英支文）

一九○四□

一九一四(支那文）

一三三(1-11）

Ｙ
Ｌ
Ｔ
几

、
Ｉ
ノ

丁
几

〃
１
１

（
Ⅱａ

四
五
六
七
八
九
○
’

一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
四
四

一
一
一
一
一
一
一
一

い－１８－

［。□一四二２－． ［． 官吏旅費算定IこBiする停車停船場表

一四三アルブレヒト編官吏旅費日當及階級關係(帯國[,]普魯西及エルザスロートリンゲン地方官吏)一九一二□

一四四ａ－ｆ大蔵省帯國官吏一九一二
一四五訣番

一四六(1-Ⅳ）ニルニンご普魯西行政官吏提要第一・二・三・四巻（二弐三二11園b二HHアリ
ー四七□普魯西土地官吏勤務指針一九○九□

一四八シユルツ普魯西王國土木管理勤務一八八八□

一四九□燭逸東亜弗利加總督府特別及救濟基金事務要寶ロロ

土地係事務手數料(一九○九年一二月＋六日發布）一五○□一九○九□

一五一シユラーマイヤア青島港務及港湾管理一九○四□

一五二ワルタア官吏の俸給と任用關係一九一○□

一五三ワルタア普魯西地方官衙就任及俸給事'情一九一○□

一五四フエヒナア給料ポケット瀞書ロロ

い－１９－

□

□

五
六

五
五

一
一 官吏の給料

濁逸及普魯西官吏俸給表

三
九

○
○
九
九

一
一

□
□

－４９－



一五七ａｂ □

一五八(1-11）Ｅ。

濁逸帯國諸官吏俸給一九○三□

濁逸帯國及普魯西官吏俸給表第一編普魯西直接官吏俸給令一九○九□

第二編帯國官吏全上一九○九□

訣番

二弐三三菫匿:二弐二二重髪濁逸帯國職員録（二究三二□

一九一四年度燭逸停年名簿ロロ

一九一一年度普魯西王室竝に帯國職員録一九一○□

一九○六年度香港職員録□（英文）

濁逸領事制度提要第一,第二及全に全=全□

濁逸帯國領事録一九一一□

一五九

一六○(1-1V）内務省

一六一□

一六二□

一六三□

一六四(I-IIIabc)コエニヒ

ー六五 外務省

ぃ-20-

燭逸帯國領事表（￣九○九年度）（一九一○年度）（＿九一三年五月）□□

海の彼方へ第一編(公使.領事派遣名簿）＿九一三□

燭逸帯國陸海軍及殖民省經理官階級名簿一九一二年度ハロ

￣九○九・一九一○・一九一一・不明･￣九一二・一九一三年度Ｖabc三冊アリ

支那税關職員録第二七.二九・三八號（二弐三三一九.＝(英支文）

外務省

ロ

ロ

１

Ｊ
Ⅵ
Ⅲ
Ｉ
！
く

六
七
八

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

一
一
一

一六九(1-m）支那税務署

一七○(I-Iv）逓信省 帯國郵便厘内郵便小切手口座所有者名簿

一九一一・一九一二・一九一三年及同第一追加

燭逸殖民協會定款

燭逸殖民協會部長名簿

燭逸サモア(一般紹介及人名録）

庶務･記録･官房勤務案内

地方行政勤務實用案内

自修文庫公文書の栞

普魯西官驍用公文書正字表

□ ヒコ

二
四
一
九
四
五
一
一
三

○
○
一
九
一
三
○

九
九
九
八
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一

_七一□

一七二□

一七三□

一七四ローレンツ

ー七五カムマアマイスタア

ー七六abc ツムマツハ

ー七七abc ［．

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い-21-

(4)規定

□ 〒青國官吏官舎規定

□ 〒i亨國中央金庫事務規定

□ 帯國印刷局會計規貝'１

□ 王國山林保安勤務に於ける準備及任用規定

オッタアマン家屋建築線規則[?定?］

ロ イ白林市内足場及軌道設置規定

□ カーﾉﾚｽﾉﾚｰｴ建築警察規定

□ ｊ蜀逸商品關税表

□ 濁逸領東亜弗禾U加總督府主金庫,特別及補助金庫一般規定

燭領東亜弗利加總督府[主金庫,]?特別及補助金庫勤務規定□

海軍省膠ﾘﾄ|保護領及東亜弗糾うりｆ}派遣隊豫算中の給料規貝|I

に
炬
肋
□
北
爪
｜
｜
｜
旭
ロ
□
幻

九
九
九
八
八
九
八

九
一
一
一

一
一
一
一

Ｄ
Ｄａ

。
ｂａ

八
九
○
一
一
一
一
一
一
四
五
六
七
八

七
七
八
八
八
八
八
八
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
ロ
ロ
□

い-２２－

青島港湾規則 一九○八(濁支文）一八九 □

－５０－



＿九○□青島埠頭局諸規定

一九一a-ｔ□膠州湾總督府諸規定･膠州殖民地管理諸規定・
膠州守備諸規定.膠州官報.ABC目録

一九二(,am-xIIIa-i海軍省膠州保護領行政規定集
金上竝に追加(￣九○三一一九○九）

（,._m-X,IIa-i)海軍省全一九○三年度附録第二編
全一九○四年度追加第一編

全第二編

全一九○五年度追加第一部

全第二部

全一九○六年度追加第一部

全第二部

一九○八

一九○四

ロ
ロ

Ｉａ~In

lla-1

IIIa-g

IVa-g

Va-c

vIa-g

VIIa-u

vIIIa-g

lXa-f

に
□
Ⅲ
価
〃
肋
□
□
□

九
九
九
九

一
一
一

叫
錘
砒
砒
部

、
ｊ

ｌ
Ｘ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
ロ
ロ
倣

八
○
四
九
一
一
一

○
〃
｜
〃
○
○
○

九
九
九
九
九

一
一

一
一
一

一九二(I風_m-X'11a~')海軍省膠州保護領行政規定集一九○七年度追加第一部
全 第二部

全一九○八及一九○八年度追加第一部

全全 第二部

一九三,_３２ □ 膠),I|總督府主要規定集

一九四劃~’□ 膠州總督府一般規定集

一九五香港英國政醗公共衛生及建築規定

(5)豫算

一九六(I-XXI）□ 一九○○年度濁逸帯國豫算第一,及第二巻

一九○一年度全上

一九○四年度全上

一九○六年度全上第一,及第二巻

一九○七年度全上第一,及第二巻

一九○八年度全上第一,及第二巻

一九○九年度全上追補

一九一○年度全上第一,及第二巻

一九一一年度全上第一,及第二巻

一九一二年度濁逸保護領豫算案

一九一二年度濁逸帯國豫算案第一,及第二巻

一九一三年度全上第一巻

一九一四年度全上第一,及第二巻

一九○六年度國家歳計豫算及同附録第一巻及第二巻

一九○七年度帯國内務省豫算

九
一
四

九
○
○

八
九
九

一
一
一

ＬＩＩ

ＩＩＩ

ＩＶ

忰川“》Ⅲ『掛川細川鞠□□
轌毛識□趣宅宅禮王ニロロ一九七(I-III）□

一九八□

５２
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

九
○
一
一
一
三

九
○
○
○
○

’
一
一
一
一
一
一
一
一

一九○七年度帯國郵傳信行政豫算□

一九○七年度一般恩給基金豫算□

一九○七年度帯國屡兵基金豫筧□

普魯西豫算制一九○五

一八九三一九四年度｢カメルン，卜[－]ゴ｣西南亜弗利加豫算□

□

Ｅコ

ロ

ヘルフノレ卜

に．
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一八九七一九九年度保護領豫算一九○○年度膠州豫算

一九○○一○一年度燭逸保護領豫算(東亜弗利加訣）
一九○二一○三年度燭逸保護領豫算

一九○三年度生上

一九○四一○五年度全上

一九○五年度企上

一九○六年度至上

一九○七年六一○七年度生上

二○四(I-XVm)□

□
、ａ
７
Ｌ

Ｔ
Ｌ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅵ

ロ
ロ
に
□
弧
価
□

九
九
九

一
一
一

い－２６－

－九○七年度濁逸保護領豫算一九○六ｖｌｌｌ

－九○八年度企上一九○七Ⅸ３－゜

一九○八一○九年度全上□ｘ

一九○九年度至上一九一○年度生上二弐ｓ尖Ⅲ`b,xII画ｂｏ
－九一○一一一年度生上一九一一年度生上一九一○）Ⅲ,ｘⅣ

一九一二年度歪上一九一二一一三年度生上一九一二ｘＭｘⅥ

一九一三年度生上一九一四年度全上二弐二二ＸⅦab,XⅥⅡ
一九一○一一九一一年度濁逸保護領豫算計算書□□

一九一一年度生上□□

一九○○年度帯國豫算に依る帯國官吏給料明細表一九○○□

一九○四年度豫算に於ける帯國及殖民地官吏給料表一九○四□

一九○二年度香港殖民地豫算□（英文）

二○五(Ⅲ）□

二○六(Iab-Ⅱabc）□

二○七 Ｅ。

い－２７－

(英文）
ＩＩ

ＩＩＩ

ＩＶ

Ｖ

ＶＩ

ＶＩＩａｂ

ＶＩＩＩａｂ

ＩＸ

Ｘ

ＸＩ

ＸＩＩ

一八九六年度報告一八九七年度豫算

一八九八年度全一八九九年度全

一八九九年度全一九○○年度全

一九○○年度全一九○一年度全

一九○一年度全一九○二年度全

一九○三年度全一九○四年度全

一九○四年度企一九○五年度全

一九○五年度全一九○六年度全

一九○六年度全一九○七年度全

一九○七年度全一九○八年度全

一九一一年度全一九一二年度全

一九一二年度全一九一三年度全

二○八(I-XIII）上海市會

七
九
○
一
二
四
五
六
七
八
一
一
一
一
一

九
九
○
○
○
○
○
○
○
○
’
一

八
八
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

(英文）

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

い－２８－

－九一四ＸＩＩＩ一九一三年度報告一九一四年度豫算 (英文）

(6)報告

二○九□ 第二同ハーグ平和會議結果

濁逸帯國議會議事録臺霊二三ｓ鑿(三三巻）
全第一一第三五一

全第三五二一第五三三

全第五三四一第六五二

全第六五三一第九六五

帯國議會議事速記録,一九○三一○四年度會期

一九一○年度濁逸帯國統計年報第三一年

一九○八□”○一一
一一
九
九一一

自
奎二一○(Ｉ XXXVⅡ)□ 二

一
一
一
一
一
四
○

一
〃
｜
｜
〃
○
一

九
「
一
九
九

ｌ
一
一

熱
)ＣＯ(VⅡ

□

Ｉ

abc■■■■■■■■■■

￣

帯國統計局ニーニ(1-Ⅲ）

－５２－



一九一一年度全

一九一二年度全

年
年

一一一一一
一一一一一一
第
第

一
一
一

一
一
九
九

一
一 n

III

い－Ｊ一

一九○￣￣○五年間帯國郵便電信事項管理報告一九。六□

濁逸保護領報第二゜･二一・二四・二六.二七巻{＿九。七,＿九。八一一一,＿九一三一一四□

￣九○－-○二年度亜弗利加及南洋燭逸保護領年報一九○三Ｉａ－ｆ
－九○－年度全上附圖[?儘}録?］□Ⅱ
￣九○二一○三年度全上一九。四Ⅱ，
全上附録□Ⅳａ－ｆ
－九○三一○四年度全上一九○五Ｖabc

￣九○四一○五年度全上一九○六Ｗｂｃ
全上附録〃Ⅵ，

￣九○五一○六年度生上□ⅥⅡａｂｃ

全上附録一九○七Ⅸabc

￣九○六一。七年度歪上一九。八ｘ

ロ
ロ
ロ
Ｉ
ｊ

１
Ｊ
Ⅲ

Ｖ
ｆ

Ｊ
ｌ
Ｊ
１

で
１
で
１

－
ａ

’
’
四
五

一
一
一

一
一
一
一
一

』

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
ロ
ロ

い

一九○七一○八年度亜弗利加及南洋燭逸保護領年報一九○九

一九○八一○九年度全上□

濁逸殖民地協會濁逸保護領寓眞帖説明□一九○五

□一九一一一一二年亜弗利加及南洋に於ける濁逸保護領(帯國殖民省年報）一九一三

□一九○七一○八年度膠州年報,一九○八一○九年度全（二弐三二

燭逸膠州領測量圖及統計表□一八九九

□一九○七年度帯國印刷局誉業報告一九○八

□一九一○年燭逸拓殖會議々事録一九一○

岡松法學博士臺湾法律及習俗研究臨時報告一九○○

□ 殖民地年幸、第三八八號威海衛(一九○二年度）（英文）一九○三
全第四五○號全（一九○四年度）〃一九[○五]，
全第六三七號全（一九○九年度）〃一九一○

ｊＩ ＩＬ
ｂ

ｌ
ａ

六
七
八
九
○

’
’
’
’
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□

[。

□

･

(英文）

Ｉａｂ

ｌＩ

ＩＩＩ

二二三(Iab-V）

別
Ⅳ
Ｖ
勒
卿
勅
ロ
ロ
ロ
ロ

Ｉ

ｌ

く
ｌ
く

丁
圀

’’’一卸工圭叺肋叱□｛｜
机
訓
Ｈ
鑿
訓
汎
訓
引

殖民地年報第□□八號威海衛(一九一○年度）（英文）
全第七五七號全（一九一二年度）〃

一九○九年度ヨリー九一二年度迄各香港政驍報告

自一九○三年度香港市議會報告書至一九一三年度全

一九○七年度朝鮮發達年報

濁逸殖民協會西南亜弗利加事業概覺(一八八五一一九○六）

一九○七年五月廿二日燭逸殖民協會部長會議報告
一九○七年十二月六日全

燭逸殖民協會青島部第八年報,全第九年報

Ｍ
ｎ
仲
⑩

９
』

ｑ
Ｕ
七
’

四
五
六
条
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ロ
ロ
ロ
□
□

二二九(Ia-n-IIa-m）【．

(ハ)肚會運動

□ 「國民母屋｣沿革
ダマシユケ土地改良

二三○ 一八九○

□

□
□
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２
リ

Ｍ
□
働
け
□
ロ
ロ
ロ
ロ
□
ロ
ロ
□

同
モ

１
１
１

□
□
’
’
一
叺
沿
に
ひ
川
畑
□
佃
一
一

九
九
九
九
九
八
八
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一

一＝一
[． 火葬}こ對する現代の贄成者

□一九一二年度濁逸語[國民]?協會観与民?第二年報

二三四□ 燭逸語國民火葬協會第三年報

二三五フツクスiiit會政策協會記事第一二八編共同事業第一巻

二三六ワイス 警察學校

二三七ヘン 青島義勇消防隊演習書

二三八□キール消防隊司令部第四年報

二三九ａｂ 螢働者保護會徒弟勢働者指針

二四○abc全既婚勢働者指針

二四一□ 青年濁逸一覺同盟一賛

二四二□ 青年濁逸同盟通知第一號

二四三ａｂ青年凋逸協會｢大伯林,一九一三年度青年濁逸報

い-３３－

に)法律

（イ)法律學,法典

(1)法律學
”＝色二面目

＝回〒￣己－１コ

二四四ロフエヒナア法律文庫:法律辮典

二四五カール･ベルグボーム法理學と法律哲學第一巻

二四六イエリネク近代の國法:第一巻一般國法

二四七aｂ 二二壱二ニンフエヒナア法律文庫[:]立法及國家組織

二四八 訣番

二四九曲フライシユマン國家法源

二五○フアギユソン國際法提要第二巻

二五一(I-II）三二二こニン國際的結婚第一･第二巻

六
二
五
四
九

○
九
○
ｓ

九
八
九
九
九

一
一
一
一
一

ロ
ロ
ロ

□

一九○五

一八八四

□

□
ロ
ロ

４３
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

二五二(1-Ⅳ[)]告ニーエーールト國際交通に於ける權利迫[追遂?]行
二五三サベルスキイ殖民地の内國及外國観念

二五四エンゲルハルト公民の權利義務

二五五ａｂ ペレルス現代世界海上法

二五六アイヒハイム實鵤的刑法

二五七abcダルケ刑法と刑事訴訟

二五八シタイン司法と行政との境界及關係

二五九□ 徴税に對する訴願

二六○ゼスト破産判事提要

二六一アルバヌス私成遺言及軍人遺言

》
窪一
四

章
蕊

白
雲

睾低に正翅綜に□⑪ひ
く
一
一
一
一
一
一
一

九
九

一
一

い－３５－

(2)法典
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二六二(I-mab） グローテフエンド普魯西普[普竝]に濁逸帯國の法文適用仁究老三一八九六第三巻ハニ冊
及解輝に關する布告第一巻･第二巻･第三巻

リエドルフグツテンターク法律集第二:濁逸帯國刑法々典一九○三□

刑事訴訟法へルウエヒ全一九一二□
ヘノレ､ン

濁逸帯國陸軍刑法＝ルンニト全一九○三□

第一九:海上怯え言禿二キイ全一九一三□

燭逸帯國領事法ツオルン全一九○一□

普魯西裁判所費用法シメオン全一九○八□

二二娑二‐全 第三八・第三九:民法法典（二究老全□

二二二二グツテンターク法律集民事訴訟法附裁判所構成法（二弐三三□

第一三[:]破産法二二二二全一九○○□

ｃ口
、

．
紐

ａ
。
、

鉦
ａ

二
一
ａ

訪
認
莞
禿
堯
尹
勃
聿
圭

い-36‐

全第四三:不動産握制執行に關する法律一九○○□

全帯國官吏法一九○一□

全官吏責任義務法一九○九□

全第五:手形法と手形印紙税法一九○九□

全第一七[:]辮護士手數料規則一九一○□

全第五六一:一般危険の疾病豫防に關する法律一九○○ロ

フエヒナア法律文庫燭逸法律集一九○○一○五□

全帯國司法々規ロロ

全帯國裁判所法及普魯西施行法ロロ

歪普魯西行政法規第五巻第二部一九○五□

全民法及商法々典二弐ｓ茜一・＝□
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ホエツプフナア保護領法註解
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三四四□一九一三年度濁逸帯國豫算決定に關する法律案補遺□□
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三九一ピエールホワン(支那人宣教師)課註法律上より見たる支那の結婚
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四一九パウルデーン經濟政策の眼より見たる燭逸國と東洋第一編[:]東洋へ一八八四□
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肋
弧
□
’

九
九

九
一
一

ｅａ

○
’
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

四
四
四
四

Ｅ．

ヒルデブラン
ＥＴＰ￣可P＝ノヤラペＦ￣

○□

（ロ)報告

四二五□

四二六(Iabmab)□

一九○八年六月於巴里開催第五同萬國綿糸紡績會肚代表者會議□（英文）

一九○七年二月上海萬國鴉片委員會報告第一編[･]第二編□(英文),1.11,各二冊

鴉片に關する萬國會議(一九一一年一二月一日一一九一二年一月二十三日)(佛文),Ｔｂ

日本財政經濟年報第一一年･第一二年･第一三年（二弐二三一九一＝□四二七(1-m）日本大藏省日本財政經濟年報第一一年･’

四二八フォン･デア･ハイトー九一九年度殖民地事業年鑑 [．□

い-62-

－九一三□

一九一三□

一九一○ＩＩａｂ
－九一三□

一九○四（英文）

□□

Ｅ．［コ

ー八八九(英支文）

一八八八（英文）

一九○九（英文）

一九○六（英文）

□（英文）

四二九abc□ 殖民經濟委員會幹部會報一九一三年一二月,第一號

四三○(Iabmab)[． 殖民經濟委員會油脂材料部會報

全綿花部會報

全生上

四三一aｂ英國總領事ホシイ四川省報告

四三二□＿八九八年東西派遣經濟委員商品見本集録

四三三山東鐵道會祗一九○六年度管業報告第八年

四三四支那税務署鴉片:支那の嬰子粟沿革

四三五全未製及精製鴉片

四三六全漠口及揚子江諸港ヨリ輸出したる藥材表

四三七全黄河註記

四三八全鐵道と内地賦税

い－６３－

（英文）

(英支文）

（英文）

（英文）

□

IIab

IIIab

Ⅳab

Vab

VIab

VIIab

VIIIab

廣東諸港輸出手續假規則

支那の不完[実卜換]?通貨

東南満洲に於ける天然養慧法

満洲の大豆

税關公報統計篇第一二○號(一八九八年第四期）（英文）

第一二一號(一八九九年第一期）〃

第一二二號（〃年第二期）〃

第一二三號（〃年第三期）〃

第一二四號（〃年第四期）〃

第一二五號(一九○○年第一期）〃

第一二六號（〃年第二期）〃

第一二七號（〃年第三期）〃

此
此
叺
ロ
加
〃
〃
〃
○
〃
〃
〃

○

八
八
九
八

九
一
一
一

四三九支那税務署

四四○全

四四一全

四四二 全

四四三(Iab-Dqab)全

い－６４－

6０



四四三(Iab-mab）支那税務署税關公報統計篇第一二八號(＿九○○年第四期）（英文）
第一二九號(一九○一年第一期）〃

第一三○號（〃年第二期）〃

第一三一號（〃年第三期）〃

第一三二號（〃年第四期）〃

第一三三號(一九○二年第一期）〃

第一三四號（〃年第二期）〃

第一三五號（〃年第三期）〃

第一三六號（〃年第四期）〃

第一三七號(一九○三年第一期）〃

第一三八號（〃年第二期）〃

第一三九號（〃年第三期）〃

四四三(Iab-mab）支那税務署税關公報統計篇第一四○號(＿九○三年第四期）（英文）
第一四一號(一九○四年第一期）〃

第一四二號（〃年第二期）〃

第一四三號（〃年第三期）〃

第一四四號（〃年第四期）〃

第一四五號(一九○五年第一期）〃

第一四六號（〃年第二期）〃

第一四七號（〃年第三期）〃

第一四八號（〃年第四期）〃

第一四九號(一九○六年第一期）〃

第一五○號（〃年第二期）〃

第一五一號（〃年第三期）〃

四四三(Iab-mab）支那税務署税關公報統計篇第一五二號(一九○六年第四期）〃
第一五三號(一九○七年第一期）〃

第一五四號（〃年第二期）〃

第一五五號（〃年第三期）〃

第一五六號（〃年第四期）〃

第一五七號(一九○八年第一期）〃

第一五八號（〃年第二期）〃

第一五九號（〃年第三期）〃

第一六○號（〃年第四期）〃

第一六一號(一九○九年第一期）〃

第一六二號（〃年第二期）〃

第一六三號（〃年第三期）〃

Ⅸaｂ

Ｘａｂ
九○

〃

ＸＩａｂ

ＸＩＩａｂ

ＸＩＩＩａｂ

ＸＩＶａｂ

ＸＶａｂ

ＸⅥａｂ

ＸⅥIab

XVⅢaｂ

ＸＩＸａｂ

ＸＸａｂ

〃

〃

九○二

〃

〃

九○三

〃

〃

〃

〃

い-６５加柳Ⅷ銀地鉦ｂｂ
獅

珈皿

九○四

〃

〃

〃

九○五

〃

〃

〃

血
ｂ
ｂ

麺
川
麺

九○六

〃

〃
〃

XXXIIab

い－６６－

－九○七）DCmab
〃）ＣＣｎＶａｂ

）｡．(Ｖａｂ〃

XXXNmab〃

￣九○八)OⅨVⅡａｂ
〃）ＣＤ【VⅢab

XXXmXab〃

〃）[Lab

￣九○九XLIab
〃XLIIab

XLIIIab〃

￣九一○XLIVab

私
ｍ
ｍ
ｂ
ｂ
ｂ

Ｍ
川
Ⅲ
ａ
ａ
ｒ
血
汕
小

皿
”
Ⅲ
Ｌ
ｕ
Ⅲ

四四三(Iab-Dqab） 支那税務署税關公報統計篇第一六四號(一九○九年第四期）
第一六五號(一九一○年第一期）

第一六六號（〃年第二期）

第一六七號（〃年第三期）

第一六八號（〃年第四期）

第一六九號(一九一一年第一期）

第一七○號（〃年第二期）

第一七一號（〃年第三期）

ｊ文
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

英く

九一○

〃

〃

〃

〃
九
〃
〃
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ＬＩＩＩａｂ

ＬＩＶａｂ

ＬＶａｂ

ＬＶＩａｂ

第一七二號（〃年第四期）

第一七三號(一九一二年第一期）

第一七四號(一九一二年第二期）

第一七五號（〃年第一期）

一一一
〃
〃
〃

九〃
〃
〃
〃

い-68－

四四三(Iab-IJqab)支那税務署税關公報統計篇第一七六號(一九一二年第四期）（英文）＿九一三LVIIab
第一七七號(￣九一三年第一期）（英文）〃LmIIab
第一七八號（〃年第二期）〃〃LIXab
第一七九號（〃年第三期）〃〃ＬＸａｂ
第一八○號（〃年第四期）〃￣九一四LXIab

四四四(Iab-IIab)全一八九八年度關税收入及貿易年報第一部[:]支那貿易報告及統計抜華一八九九(英文）
生生第二部[:]各港の報告及統計〃（〃）

一八九九年度全第一部[:]支那貿易報告及統計抜華一九○○（〃）

全全第一･第二部〃（〃）

全全第二部[:]各港の報告及統計〃（〃）

一八九九年度全第一部[:]支那貿易報告及統計抜筆一九○一（〃）

全全第二部[:]各港の報告及統計〃(〃)IIab

四四五(Iab･II･IIIab)全

四四六(Iab-IIab)全

四四六(Iab-IIab)全

い－６９－

－九○一年度關税收入及貿易年報第一部[:]支那貿易報告及統計抜革一九○二（英文）

全全第二部[:]各港の報告及統計〃（〃）

一九○三年度全第一部.第二部一九○四(〃）Iab･IIab

一九○四年度全第一部[:]支那貿易報告及統計抜筆一九○五(〃)１１－冊

全全第一部[:]便[便郵]?便作業報告〃（〃）
全全第二部[:]各港の報告及統計第一巻[:]北方諸港〃（〃）二冊

第二巻[:]南方諸港〃（〃）二冊

一九○五年度全第一部[:]統計抜華一九○六（〃）

第二部[:]貿易統計及報告第一巻[:]北方諸港〃（〃）IIab
第二巻[:]揚子江諸港〃（〃）’''aｂ

四四七(Iab-IIab)支那税務署

四四八(Iab-IIab)全

四四九(IabNab)全

四五○(I~VＴｂ)全

い－７０‐

四五○(1-Ⅷ｡b)支那税務署 一九○五年度關税收入及貿易年報第二部[:]貿易統計及報告

第三巻[:]中央諸港

第四巻[:]南方諸港

第五巻[:]邊境諸港

第三部[:]外國貿易分類

第一巻[:]輸入

第二巻[:]輸出

一九○六年度全第一部[:]統計抜華

第二部[:]貿易統計及報告第一巻[:]北方諸港

第二巻[:]揚子江諸港

第三巻[:]中央諸港

第四巻[:]南方諸港

￣九○六(英文)Ⅳａｂ
〃（〃）Ｖａｂ
〃（〃）Ｗｌｂ
□（〃）ＶＩＩａｂ
〃（〃）〃

〃（〃）ＶⅢａｂ

－九○七(〃）Ｉａｂ
〃（〃）ＩＩａｂ
〃（〃）IIIabc
"（")mUVTlbc
〃（〃）Ｖａｂ

四五一(Iab-ⅥTb)全

い－７１－

四五一(Iab-Vmab)支那税務署一九○六年度關税收入及貿易年報
第二部[:]貿易統計及報告第五巻[:]邊境諸港一九○七(英文)ＶＩａｂ

－６２－



第三部[:]外國貿易分類第一巻[:]輸入〃（〃)VIIab
第二巻[:]輸出〃（〃)VIIIabc

-九○七年度全第一部(A)統計抜華一九○八（〃）ｒｌｂ
第一部(B)郵便作業報告〃（〃），,ａｂ
第二部第一巻(Ｔｂ）第二巻(Ⅳab）〃［(]〃[)］

第三巻(Vab）第四巻(Tb）第五巻(Ⅶ劇b）〃（〃）
第三部外國貿易分類第一巻[:]輸入〃（〃）Ⅵrnb

第二巻[:]輸出〃（〃）Ⅸａｂ

－九○八年度全第一部(A)･第一部(B）＿九○九（〃)Iab-Ⅱａｂ
第二部第一巻(Ｔｂ）第二巻(Ⅳab)第三巻(Vab)第四巻(Tb）第五巻(Ⅶab）〃（〃）
第三部第一巻･第二巻(Vmab,Ⅸab）〃 （〃）

四五二(IabHab)全

四五三(IabⅨab)全

い-７２

四五四(Iab-Ⅸab） 支那税務署一九○九年度關税收入及貿易年報第一部(A)･第一部(B）一九一○(英文）
第二部第一巻(mab)第二巻(Ⅳab)第三巻(V劉b)第四巻(Tb）第五巻(WIb）
第三部第一巻･第二巻〃（〃)Ⅶ

全一九一○年度全第一部(A）一九一一

lab-rb

⑫）〃（〃）

ⅥⅡab-Ⅸaｂ

四五五(Iab-VTb） 全

ｂａ
１
Ｊ
１
Ｊ
、
Ｊ
１
ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
、
ノ
ー
ノ

Ⅱ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
ｒ
１
ｒ
１
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
１
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｊ
ｌ

Ｊ
ｌ

第二部第一巻(Ⅱ）第二巻(Tb)第三巻(Ⅳab)第四巻(Vab）第五巻(Wbc）〃
第三部第一巻(mlb)第二巻(VＴｂ）〃

一九一一年度全第一部:統計抜筆(1)一九一二

第二部第一巻(Tb）第二巻(mab)第三巻(Ⅳab)第四巻(Vab）第五巻(Ⅵabc）〃
第三部第一巻(VⅡ)第二巻(Ⅷ）〃

一九一二年度全第一部(1)一九一三

第二部第一巻(Ⅱab）第二巻(Ｔｂ)第三巻(Ⅳab)第四巻(Vab）第五巻(Ⅵabc）〃
第三部第一巻(Ⅶ)第二巻(Ⅷ）〃

四五六(1-VⅢ）全

四五七(1-VⅢ）全

伸剛巍叩いぃ柵Ⅷ柵祁〃膨剃
ｌ
く
い
の
い
い
俟

Ｉ

ｌ

四
九
○
’
二
一
一
一
五
六
八
○
一
｜
泗

叶
肋
加
川
加
旭
川
加
加
ル
ル
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

四五八abc 支那税務署

四五九(Iab-Xab)全

一九一三年度關税收入及貿易年報第一部[:]統計抜華

光緒廿五年通商各關警船鐙[鐙燈]浮加[絹標]?總冊
杢廿六年生

全廿七年生

全廿八年生

全廿九年金

全冊一年生

全舟二年生

全州四年全

宣統二年生

民國元年全

中華民國三年第一期通商海關貿易季冊四六○全

い－７４－

芒愛逹三年(支那文）

一八九九(英文）Ｉａｂ
－九○○（〃）Ⅱ

一九○一（〃）Ⅲ

一九○三（〃）Ⅳａｂ
－九○四（〃）Ｖ

一九○五（〃）Ｔｂ
一九○七（〃）Ⅶaｂ

四六一aｂ 支那税務署

四六二(,戯b-XⅣ血）全

通商出入款項確實情形考

一八九九年度支那燈臺[･]燈臺船[･]浮標[･]水路標表
一九○○年度全

一九○一年度歪

一九○三年度全

一九○四年度全

一九○五年度全

一九○七年度全

－６３－



ｂ
ｂ
ｂ

Ⅷ
Ⅳ
ｒ
汀

１
ノ
ー
ノ
、
ｊ
ｈ
ｊ

〃
〃
〃
〃

ｒ
１
Ｊ
ｌ
ｆ
ｌ
Ｊ
ｌ

八
九
○
一

○
○
’
’

九
九
九
九

一
一
一
一

一九○八年度全

一九○九年度生

一九一○年度全

一九一一年度全

乱
血
血
血

川型心泗ＭＭＭ伽勵ロロロロ
英
ｌ
ｌ

二
三
四
四
四
七
曲
肋
匝
皿
肋
肋

ル
ル
ル
加
旭
川
九
九
九
九
八
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

四六二(Iab-XⅣab）支那税務署一九一二年度支那燈臺[･]燈臺船[･]浮標[･]水路標表
一九一三年度全

一九一四年度全

四六三(Iab-Ⅲab)全内國貿易關税年報第一[:]幅州光緒廿九年
第二[:]天津一九○二年度

第三[:]五箇年間の報告及關税(一九○二一○六）

四六四劃ｂ 全一九○五年リエーヂ萬國博覧會支那出品目録

四六五全支那貿易一八五八年一般關税(輸出）

四六六全一九○四年度膠海關貿易報告

四六七全改訂輸入税率

四六八全土産貨物關税

四六九全局品關税表(濁逸)一九○六年三月一日以降

い-76‐

四七○(1-11）ロツクハート極東の通貨(古代より一八九五年に至る)第一巻[:]グローヴアー集の類別一九○七(英文）
全(極東貨幣銘案内)第三巻一八九八（〃）

四七一グローヴアー極度[慶東]の通貨第二巻一九○九（英文）

い－７７‐

Ｃ軍事

（－)一般

書 發行年代註名番號著鐸者名

四七二テー少佐其他世界各國の陸海軍其他

四七三グロース軍事及科學界に於ける氣球

四七四ヘルネス現代の航空術

四七五abcシユツツ軍人(ウヰルヘルムニ世治世紀念）

四七六□兵士･官吏･市民(濁逸文官適任下士同盟沿革）

四七七ａｂ ･ 軍人協會｢カイザアウヰルヘルム･ダンク｣會幸Ｈ

四七八□支那陸海軍

四七九支那宣教師除[除徐］支那の武術試験

四八○□ 「兵役へ｣(八月一一二月）

に
□
に
一
一
一
泗
泗
⑪
肪
加

九
九
九
九
九
九
八
八

一
一
一
一
一
一
一

ｊ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
倣
□Ｉ

い－７８－

(英文）

ロ

ロ

ロ

［．

［．

一九○五

ロ

ロ

ロ

ロ

ー八八七

四八一金港蛍日露戦孚薑報第九號

四八二(I-vl）フリーダーグー九○四年度陸海軍案内第一年
一九○七年度全第四年

一九○八年度全第五年

一九○九年度全第六年

四八三ダウデ軍人の民法的關係

－６４－



ｂａ

１
ｊ

Ｉ
Ｊ

Ｖ
Ｔ
１

ｃ
で
１

Ｇ
曲
血
血
血
Ｇ

四
五
六
七
八
九

八
八
八
八
八
八

四
四
四
四
四
四

編
ウ

ツ
〆
ル

イ
ー
ロ
’

一
ア
ン
ゾ
ロ

軍事法録第一巻自第一號至第六號(第五號訣）

濁逸帯國陸海軍刑法

軍事法庭[庭廷]勤務令

軍事裁判法附施行法及法官懲戒法

軍事裁判法

軍事裁判法第二

、》
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ー〈顕
軍一一

老
六
○
八
八
九

三
○
○
九
九
九
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九
九
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Iニコ

ニヱ、ンノレヱ曼

乙ﾌﾞノレー

９イ
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ロ
□
□
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ロ
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ロ

い

四九○abc普露西陸軍省編

四九一a-d E．

四九二a-f E．

四九三ｎJ ［．

四九四ａｂ グーゲル

四九五□

四九六ジークマン

四九七デユーリング少佐

四九八劇ｂ ジバア

四九九海軍省

五○○□

五○一□

軍事法網要

燭逸徴兵令Ａ･B．C･索引

濁逸徴兵[令]?及陸軍條例ABC目録

濁逸徴兵令

濁逸徴兵令

陸海軍生命保険局一九○三年條例

一九○八年度軍吏要寶第一編

將校恩給下賜法

陸海軍下級軍人恩給法

勤務上及勤務以外の陸海軍相互交渉に關する指令

陸海軍官驍の爆破材料水陸輸送に關する規定

一九一三年度陸海軍生命保険局年報

、弧川船肌ロロ川一一極唖坤
九
九
九
八
九
九
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一
一
一
一

一
ｌ
一
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五○二ａｂ 陸海軍官驍經理官遺族扶助金定額一九○四年［．□Ｅコ

五○三□濁逸陸海軍衛戊經理部病院被服局官吏節用一九一三一一四年度□□

五○四ウヰトウスキ普魯西王國地方官衙就任手引(文官適任下士）ロロ

五○五□文官適任下士の地方官鱸に於ける任用法一八九二□

五○六文官任用雑誌杜文官適任下士の地方官癩就任關係ロロ

五○七ウエーゼンベルグ文官適任下士の就任するに適する諸官驍會iiit録一九一三□

五○八劃ｂ□文官適任下士竝に就任證所有者のバイエルン軍事官鱸に於ける就任位置詳細目録一九一三□
五○九□一九一二年度燭逸階級録一九一二□

五一○□一九○九年濁逸陸海軍階級録ロロ

五一一□燭逸陸海軍經理官階級録一九○七□
[．

ロロ
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（二)陸軍

（イ）兵學

歩兵操典

全上第四部

全上附録

騎兵操典

全上附録
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野砲兵操典

歩[歩野]?砲兵操典補遺｢器具取扱法」
機關銃隊操典草典案

機關銃隊操典

機關銃隊一九○八年及一一年式機關銃器操典
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八
九
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［コ

ロ

ロ

歩兵射撃教案範草案

歩兵射撃教範

射撃教範附圖

機關銃射撃教範草案

野砲兵射撃教範草案

歩兵銃剣術教範

剣術教範

剣術斬撃及撃突教範

歩兵鵠操及銃剣術教範

乘馬教範

歩兵用野戦工兵教範

各兵科用野戦工兵勤務

五一一’一雫’四八一一一一一一一一一一一
加
引
ル
ュ
一
汁
川
ル
ル
ュ
一
ル
ル
ル

｜
く
一
く
一
一
一
一
く
一
一
一

ａ
紬
。
、
ｈ

ａ
ａ
ａ

ｐ
Ｄａ ｃ

ａ 宅

一
二
四
五
六
七
八
九
○
’
’
’
一
一
一
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

五
五
五
五
五
五
五
五
五
五
五
五

［．

海軍省
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輕泗症細君辨一》那毛毛』一
一一／し

補助架橋教範

野戦築城教範草案

野戦築城教範

築螢及道路工事教範草案

歩兵電話隊教範草案

陣中要務令

手旗信號教範

凋逸歩兵須知

凋逸歩兵教科書

濁逸騎兵須知

騎兵須知鞍上三年
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フォン･ウンガア騎兵須知鞍上三年

デイルテイ歩兵一年志願兵教範

い－８４－

□メンツエル少佐歩兵一年志願兵と豫後備將校(参考書）

メルカツツ機關銃隊教範

ワルダアゼエ歩兵下士の勤務

スポーン下士文庫第二巻[:]教師及教育者とし

□ Ｈ寺校下士教育五十一題

□ 有爲の歩兵/|､隊長

クライスト少佐將校斥候

一
泗
旭
□
に
一
一
一
汁

九
九
八
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九
八

一
一
一

一
一
一
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□

□
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ロ

下士文庫第二巻[:]教師及教育者としての下士

將校下士教育五十一題

有爲の歩兵小隊長

將校斥候
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四
五
六
七
八

五
五
五
五
五

五
五
五
五
五

戦闘及野外勤務に於ける中隊教育問題集

戦闘教練問題集

歩兵戦闘及野外勤務の演習と問題

歩兵大部隊戦闘演習と大演習

歩兵新兵教育要領

一
一
一
肌
□
泗
佃

九
九
九
九

一
一

一
一

Ｅコ

ヒコ

ダムボエノレ

ピユロウ

ブルン

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い－８５－

射撃教師ブルン_八九○［コ

ゾーテン少佐一九世紀の軍政一九○四ロ

イマヌエル少佐南亜弗利加及東亜戦争が軍統帥の戦略的精紳的本篭に一九○七□
如何なる教訓を斎したりや

レーウヰツシユロイテン(フリードリヒ大王と一七五七年回顧録）一九○七ロ

ロ「一八六四年シュミット少將の陣中日誌｣｢ザールよりモーゼルに到る第三騎兵師團｣□ヒコ
シヤイベル中尉第一五四號下シレジヤ第五聯隊史(一八九七一一九○七）□ロ

ロ一八六六年普魯西征戦一八六六［コ

ウヰレ三○年前一八九五ロ

フアブリチユスケーニヒグレツツ會戦に於けるホラ森林の戦闘一九○四ロ

ホツペンシテツト大決戦に於ける濁逸陸軍□にコ

マチアス創國戦孚回顧録□Ｅコ

ボツシェンー八七○一七一年戦孚に於けるオルデンブルグの軍隊(佛國戦史参照）一九○八□

五五九

五六○

五六一

ｂ

’
’
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一
一
四
五
六
七
八
九
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□ベゼーラア｢一八一四年」ウヰツティング｢一八七○年八月一五日晩の状況」一九一四□
ミユルラア中尉一八九九一一九○○年南阿戦争一九○○ロ

ランゲル騎兵大尉東亜戦争の騎兵一九○七［コ

ウルリツヒ課クロパトキン著喜士二二二二二に於けるスコベレウ遠征史一九○四ロ

ウルリツヒ中尉鐸苣二三彦真一共著旅順の防禦第二巻[:]要塞戦一九一○□

一
一
一
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四
五

七
七
七
七
七

五
五
五
五
五

五七六二三元歩扇シーフ大逹曰露戦争(ｲ伜1勺[:]平原の攻孚一九○八□
(2)[:]一九○四年六月三○日ユシユリン･ペリンの戦闘

五七七重慧妻霊嘘戦史的記録集第四一・四二巻:最近欧洲以外の戦孚第二:日露戦孚より一九○八□
□ 沙何の對戦五七八ｍ一九○六□

五七九フローベル陸軍週刊新聞附録沙何の戦一九○六□

五八○アジヤテイクス日露戦争に於ける捜索一九○七□

五八一(Ⅷ）テツタウ中尉課日露戦孚(露國参謀本部記錬）第一巻･第三編一九一一□

第二巻･第一編〃□

７刑
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八
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五
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五

テツタウ中尉課日露戦争(露國参謀本部記録）第三巻･第一編[:]沙河

参謀本部軍事學報第一年･第二年

□一九○二年度陸軍週報附録集

モーーロ
｜
く

（ロ)成規

陸軍條例(濁逸徴兵令追補規定）五八四a’ □ (二弐二園□
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軍事法網要

陸軍々事裁判法

軍事裁判法訴訟方式

濁逸帯國陸軍刑法々典

陸軍刑罰執行規定第一編[:］刑罰執行令

普魯西陸軍將校軍法會議最高法令

普魯西陸軍省 □

□
ロ
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□戦時陸軍刑法裁判法令及外國人に對する戦時法的特別取扱一九○○五九一 Ｅ．

竝に俘虜に對する刑事裁判權執行に關する法令

陸軍將校下士卒に對する警察の職務執行關係規定
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ロ歩兵篭操教範

歩兵艦操教範草案

乘馬隊篭操教範草案

歩兵標的設置教範

野砲及歩砲兵標的設置教範

機動演習令

部隊演習規定

部隊演習場規定

射撃場令及射撃場令附圖

Ｍ/95歩兵装備法
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八八年式銃及揮藥

八八年式射撃手演習銃竝に弾藥

九八年式小銃

九八年式銃及銃剣

九八年式騎□[曰兵]?銃

徒歩部隊の銃剣

銃器保存手入法

部隊武器保存規定

陸軍兵器手入規則

八八年及九一年式銃器保存法

九八年式銃器保存法

豫備機關銃隊装具規定(第二草案）

剛痙に一一に川岬一一痙榧川迩
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機關銃器具印章番號規則

機關銃材料(草案）

豫備機關銃隊機關銃器具教程草案

機關銃隊武器材料保存管理規定案

機關銃隊兵器器具保存管理規定
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○八年式及一一年式機關銃器具取扱竝に機關銃隊入門
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○八年式及一一年式機關銃器具保存法

○八年式機關銃器具保存法

照明拳銃及揮藥

大測遠器(草案）

九九年式小測遠器(草案）

○八年式小測遠器(草案）□ □
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歩獺狙撃･機關銃･騎・工兵用眼鏡

自縛車規定草案

教導歩兵大隊本部規定

平時衛生條例

平時衛生條例追加

戦時衛生勤務令

衛生装備虚置

陸軍醤務報告規則

衛戌病院新築一般要項
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七
七 バイエル大尉西南亜弗利加遠征軍幕僚に從ひて

シュミット西南亜弗利加の戦孚生活

一九○九

一九○七

ロ
ロ

い-106-
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[．

［コ リ蜀逸領西南亜弗利加に於ける戦孚参加

［． 南亜弗禾'１ｶﾛの二三年｢嵐と日光」

プアイフアア山東省に於ける濁逸騎哨

[． 支那の戦争(一八四○年)と彼ｶﾐ今日の武力

ゼーシラルン皇帝旗の下に

菫二二壬二三窪濁逸陸軍

ハイン中尉凋逸陸軍

フォン･クラーツ鐸フンベルト著吾人の防備は整へりや

シエルフ入管に際し(壯丁教訓）

スポーン少佐中隊長の懲罰權

コツプマン濁逸帯國陸軍刑法精義

ブソルト陸軍篭操勝戯指針
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グロナウ自習文庫[:]文官適任下士指針（二弐ｓニ

ウヰトウスキ普魯西地方自治霞に[於ける]文官適任下士の任用關係ロ

ツムマツハ文官適任下士自修教科書｢文官過程」一八九九

ローレンツ文官適任下士職業撰定要覧一九一三

シタインマイヤア地方行政露に於ける文官適任下士任用(諸規定）一九一四／、一二一

ゲーヤリング文官適任下士提要第三巻[:]鐵道･裁判所･警察･郵便･税務諸官驍□

下士文庫第一二巻[:]交際儀禮□ロ

ドツソウ陸軍文書事務案内一九一四

エルツベルガア文官適任下士問題[:]吾人は如何にして援助すべきか□

ボエツトヒアア文官適任下士用實用作文法一九一一

文官適任下士用参考書目録□一九一三

普魯西陸軍省兵卒唱歌集一八八一
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兵卒唱歌集｢小戦友」

一八九七年度ポケット軍層暦
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一九○六年度全
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一九一○年度全

一九○六年度陸軍ポケット暦

一九一一年度全

一九一二年度全

一九一三年度全

一九一二年度濁逸軍人同盟會年鑑
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七九七(LⅣ）□□一九一○年度軍吏候補者必携年鑑
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一九一四年度全第一巻

一九一四年度全第二巻

□ 濁逸下士暦

一九一二年度全

ウエーデル將校便寶手帖

□一九一四年度濁逸軍事カレンダア
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普魯西陸軍省再役下士教育讃本第一巻
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（三)海軍

（イ)兵學

海軍歩兵操典

全附録第二

歩兵射撃教範草案

歩兵射撃教範

海軍小銃射撃教範

全草案

航洋艦隊勤務教育入門

海軍砲兵須知

帯國海軍學校用勤務教育入門

水雷艦隊竝に水雷部歩兵操典
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機關銃砲操典法

海軍砲兵砲車長提要

一九○四年式拳銃操法

一九○一
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一九○六
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海軍省
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濁逸海軍上陸法一九一一

上陸及端艇砲架に於ける八珊L/30端艇砲操法一八八七

一二糎重砲架に於ける一二糎重砲操典一八九三

一二珊海軍鐵大砲操典一八九三

二八珊C/22榴弾中[有]軸砲架の二八珊L/12榴揮砲操法一九一一

一五珊海岸砲架の一五珊L/35第八六番及[第]八七番砲操法一九一一

二四珊海岸中有軸砲架の二四珊L/35第四九番及第五一番砲操法一九一一

C/1900前車を有せる端艇及上陸砲架の六珊L/21速射法[接砲]操法一九○九

一○・五珊C/91中有軸砲架の一○・五珊L/35速射砲操法一九○九
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雪害に於ける一五冊C/97中有軸砲架の一五珊Z/40速射砲操法一九○九

二一及二八珊C/85海岸砲架の二一珊L/35砲及二八珊晦Z/35砲操法一九一（

八二六海軍省弩害に於ける一五冊C/97中有軸砲架の－］

八二七全二一及二八珊C/85海岸砲架の二一珊L/351ｉｆ

八二八全Ｃ/89中有軸砲架の八・八珊L/30速射砲操法

八二九abcステンツエル濁逸海軍辮典

八三○ハインツ海軍技術航海辮典(燭･伊･佛・英）

八三一ダポウヰツヒ全第一巻（燭･伊･佛・英）

八三二デイツトマア大佐濁逸海軍問答

八三三レウエントロウ大尉濁逸海軍史

八三四テスドルフ濁逸帯國海軍史

八三五マルツアーン中尉海戦史(大陸發見より今日に至る）

八三六ハツセ課クラド箸日露戦争海戦う

八三七海軍々令部課ウラヂミル･セメノウ箸對馬海戦
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八三八ｍ海軍々令部支那義和團事件中の燭逸海軍

八三九ミユルラア中尉支那動胤第二巻

八四○ウヰンタアハルダア中尉支那動凱(澳太利海軍の活動）

八四一ｍミユルラア中尉支那に於ける我が海軍

八四二a~９□ 北清戦場説明(太沽･天津･北京･山海關）

八四三海軍々令部ヘレロ暴動中西南亜弗利加海軍遠征隊

（ロ)成規

八四四a~ｐ海軍省海軍條例(濁逸徴兵令追補規定）

八四五a~ｅ全帯國海軍請法

八四六abc全帯國海軍法庭[庭廷]及法官勤務指令

八四七abc□ 海軍々事裁判所の外國との通信に關する指令
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八四尭八a~Ⅱ海軍省帯國海軍將校軍法會議最高法令

八四九ハインリツヒ･デイツ註全上

八五○□帯國海軍將校及醤官軍法會議最喬高法令

八五一□帯國海軍醤官軍法會議最高法令
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海軍懲罰令｛二弐三茜一八九一

海軍懲罰令註鐸（二弐三三
映番
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帯國海軍編制規定

帯國海軍陸上官衙編成規定

艦内勤務諸規定集

金草案第一編･第二編

帯國海軍哨艦勤務令

海上輸送令

全附録第一及第二圖表

海軍平時交代輸送規定(海上輸送令附録第二）

帯國海軍々艦郵便勤務規定

無線電信勤務規定

無線電信員

海軍端艇勤務規定
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帯國海軍々艦築造一般規定集ロロ

帯國造船廠勤務令一八八二□

全上第一節[:]編制及一般作業規定一九一二□

全上草案第一編[:]造船廠編制,第一節[:]一般事務及事務分掌規定一八九八・

生上草案第一編第二節[:]造船廠人員及其勤務閥係一九○○□

全上草案第二編[:]造船作業,第三節[:]造船廠警戒及規律勤務一八九八□
第四節[:]軍艦

主上草案第二編[:]造船作業,第四節[:]軍艦一八九七□

全上草案第二編第五節[:]工場勤務令一八九九□

全上草案第二編第六節[:]海陸工務一八九九□

全上草案第二編第七節[:]財政一九○○□
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帯國造船廠勤務令草案第二編第八節[:]用度事務

全上草案第二編第九節[:]金庫事務
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帯國造船廠に對する請負一般規定

ウヰルヘルムスハーフエン帯國造船廠商業簿記規定草案

帯國海軍兵器廠及水雷廠作業令

海軍兵器廠勤務規定

膠州兵器廠勤務規定

海軍兵器廠技工方面検査事務規定

砲兵技術員

海軍部隊及軍艦携帯火器管理及維持指令
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海軍兵器弾藥取扱及保存規定

演習揮藥管理規定

帯國海軍携帯火器管理規定

訣番

訣番

諸砲及揮藥取扱竝に維持規定

火器材料及揮藥取扱保存規定

軍艦砲兵速射砲及弾藥取扱竝に保存規定
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’

九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一

生
生
生
生
全
生
生

□

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

一五珊砲及揮藥取扱竝に保存規定

一九○六年式二一珊砲及揮藥取扱及保存規定Ⅵ

一九○八年式三○・五珊砲及揮藥取扱及保存規定

U)-120-

［．

[．

一九○八年及一○年式二八珊砲及揮藥取扱保存規定Ｘ

軍艦砲兵速射砲と揮藥

映番

一九○四年式拳銃

○六年式小測遠器(草案）

一九○八年度燭逸海軍器材規定

軍艦器具材料設備規定

海軍諸官驍高層建築物避雷針竝に其検査規定

軍艦電氣装置建設手入修繕法

キール測特測候所勤務規定

潜水夫勤務規定

帯國海軍全勤務作業に於ける災害豫防一般

三
八
一
九

九
八

一
一海軍省

全
ｖａ

ｐ
ｕａ

。
、
□
、

ａ
ａ

ｃ

□
、ａ

七
八
九
○
’
一
一
一
一
一
四
五
六
七
八

○
○
○
’
’
’
’
’
一
一
一
一

九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
七
八
九
一
一
一
○
八

割
加
川
肌
炸
加
加
壯
Ｍ

１
一
一
一
一
一
一
一
一

全
□
全
□
生
生
生
生
□

□
ロ
ロ
ロ

[。

ロ
ロ
ロ
□

１皿
□
□
□
□

い

水雷艇･潜水艇･測量艇･巡暹艇に於ける災害應急手當法

海兵團及職工隊勤務手びき

帯國海軍信號旗敬禮訪問規則

海軍新教禮拝法

海軍省

□

生

生

八
六
四
八

○
九
○
○

九
八
九
九

一
一
一
一

阯
咄
ａ
ａ

九
○
’
一
一

一
一
一
一
一
一
一

九
九
九
九

－７８－



ｂ
鞭

ｄ
ｆ

ａ
ａ

ａ
ａ

’
一
一
四
五
六
七
八
九
○

一
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

九
九
九
九
九
九
九
九

軍艦儀典

陸上海軍官寵及部隊に對する備付海軍省書類定數表

帯國海軍所蔵書式書籍事務用具目録

一九一四年濁逸海軍々令部海圖索引地圖

帯國海軍秘密書類取扱規定

軍艦備付圖書困圖書目録草案

全

海軍官鱸及陸上海軍部隊に對する海軍省印刷物豫算目録

加
価
に
□
小
価
泗
価

八
九
九
九
九
九
九

一
一
一

一
一
一
一

□
全
□
□
生
生
全
杢

[。
□
□
□
□
□
□
□

Ｚｎ
□
□
□
□
□
□
□

い

ｋ ⑪
ｏ

９
ｏ

ｈ
、
ｂ

ぜ
ｆ
ｂ
毛
泗

ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

一
一
一
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○
’
一
一

三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
四
四
四

九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

省軍海
生
生
生
生
生
生
生
生
□
生
生

帯國海軍禮操教範

從來使用外國語補遺辮典草案

帯國海軍將校語學研究規定

海軍少尉候補生練習艦教育規定

航海術教育規定草案

海軍機關學校及兵曹學校勤務規定

海軍砲兵部隊教育計劃

海軍幼年學校生徒教育規定草案

海軍文官適任下士教育規定

軍艦給任[任仕?]教育規定

帯國海軍々艦人員定數

海軍陸上官魔平時人員定數

榧痙婬一一症杠唾一一仁一一輕川
一
一
一
く
一
一
一
く
一
ｌ
一
一

[．

ロ
ロ
□
□

い-123‐

[。

省軍海
全
生
生
生
生
全
生
生
全
□
膣
ｂａＩ Ｉ３ｅ

ｂ
ｂ
毛

Ｃ
ｅ

緬
阯
Ｆ

ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
く

一
一
一
四
五
六
七
八
九
○
一
一
一
一
一
一
四

四
四
四
四
四
四
四
五
五
五
五
五

九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

海軍陸上官魔其他に派遣すべき兵員定數表

帯國海軍兵卒人員に關する組織的規定集

海軍兵器員使用規則草案

軍艦兵員使用規則草案

兵員使用要項草案

海兵團・職工隊･水雷隊兵員使用規則草案

海軍將校團補充規定及施行規則

帯國海軍兵員諸規定集

海兵團･造兵廠・水雷團兵員使用規則草案

海軍々人旅行條例

海軍衛生條例

海軍衛生條例第一巻[:]陸上海軍衛生條例

一
一
六
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
九
六
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
〈
一
一
一

○
○
○
○
○
○
○
○
○
三
九
宝

九
九
九
九
九
九
九
九
九
究
八
天

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｅ。

□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い-124‐

ｒｂｃ九五四(Ia-eTbc)海軍省 海軍衛生條例第二巻[:]海軍陸上衛生條例附録

全第三巻[:]艦内海軍衛生條例

海軍衛生條例草案第一巻

全附録[:]看護用衛生材料豫算

一
一
一
三
八
一
一
一

九
九
○
三

八
八
九
九
九

一
一
一
一
一

睡
悪
ａ
ａ

五
六

五
五

九
九

全
全

□
□

－７９－



一
一
一
一
一
一
三
四
八
七
九

○
○
’
○
○
○
八
○

九
九
九
九
九
九
八
九

一
一
一
一
一
一
一
一

鋼
鋤
・
醐
血

毛
ｂ
鞆

ａ
四
日

七
八
九
○
一
’
’
’
一
一
四

五
五
五
六
六
六
六
六

九
九
九
九
九
九
九
九

海軍定期警務報告規定

海軍衛生材料廠勤務規定草案

海軍服務能力検査法

海軍擴架卒教育法

衛戌病院新築一般規則

國庫規定

海軍國庫規定

戦時金櫃規定

生
生
生
生
生
生
□
全

□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ

５Ⅲ
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

程
ｗ
口
、
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｃ
ｃ

・
Ｄａ

・
ｕａ

五
一
ハ
七
八
九
○
一
一
一
一
一
一
四
五
六

六
六
六
六
六
七
七
七
七
七
七
七

九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

軍艦金庫規定

帯國海軍衛戌經理條例

海軍衛戌經理部事務要領

軍艦事務に於ける經理規定草案

軍艦經理規定

軍艦經理規定草案

軍艦經理要領

海軍諸學校經理事務要領

海軍衛戌管理部器材經理･會計文書事務原則

海軍官驍經理部事務規定

陸上學校及練習艦俸給計算及仕[佳支]排規定

會計検査院指令其他の規定

九
一
一
六
六
二
〈
九
一
一
一
四
一
一
四

○
○
’
九
九
天
九
○
’
九
○
’

九
九
九
八
八
九
八
八
九
九
八
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

省軍海
生
生
生
生
全
生
生
ロ
ロ
生
生

□

６Ⅲ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
ロ
ロ
□
□
□

い

ｐ
Ｉ
ｑ
ｂ
．
ｊ

ａ
臼
ａ

。
。
②

ａ
ａ

ｂａ

ｈ
羽
ａ
１

』
・

七
八
九
○
一
一
一
一
一
一
四
五
六
七
八

七
七
七
八
八
八
八
八
八
八
八
八

九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

海軍經理検査執行規定

帯國海軍衛戌工事令

帯國海軍衛戌建築物令

海軍墓地規則

軍艦維持及作業費

海軍歩兵演習費管裏理規定

水雷艇隊及潜水艇隊演習費管[理]規定

軍艦給仕隊演習費管理規定

海岸[岸軍]?砲兵及水雷作業演習費管理規定

海軍職工隊演習費管理規定

海軍給料法

帯國海軍平時給料規定

炬
肋
肋
一
一
一
℃
価
一
一
一
価
価
匝
肌
輻

八
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
割

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
く

省軍
ｌ

海
生
生
全
庄
全
全
全
生
生
全
杢

７Ⅲ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

九八九aｂ

九九○a-’

九九一

九九二a-d

帯國海軍扶助基金總録

將校准士官補助金竝に兵卒家族扶助料管理規定

全上草案

帯國海軍恩給規定草案

一
二
九
八

一
○
九
○

九
九
八
九

一
一
一
一

省軍海
生
生
全

－８０－



ｐ
・

ａ

か
麺
・
珂
釧
“
・
珂
・
鋼
○

三
四
五
六
七
八
九
○

九
九
九
九
九
九
九
○

九
九
九
九
九
九
九
一

ｌ

生
生
生
生
全
生
生
圧

帯國海軍恩給規定

海軍將校恩給法竝に兵卒給與法

將校恩給法及兵卒恩給法附實施規期定

帯國海軍恩給下賜規定草案

帯國海軍馬匹金規定

海軍馬匹給養規定

帯國海軍々艦給養規定

本國陸上海軍部隊給養規定

八
六
六
八
五
一
一
八
一
一

川
旭
川
加
加
汁
臨
弐

一
一
一
一
一
一
一
一
く

[．
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

Ｅ．

８，
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
□
□
□

い

ａ
日
ａ
ａ
３

毛
惣
阯
毛
・
卍

．
○
可
、
卍
。
砠

日
日
日

一
一
一
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○
一
一
一

○
○
○
○
○
○
○
○
○
’
’
一

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

一
一
’
’
’
’
’
’
’
一
｜
’

帯國海軍糧食費管理指令

戦時徴發法竝に施行令

海軍戦時給養規定

海軍戦時現金給養規定

帯國海軍給養官執務規定

海軍給養官吏任用試験教育其他諸規定

海軍被服規定

全上第一･第二附録

帯國海軍諸兵科被服規定

海軍歩兵被服規定

海軍將校被服規定

海軍歩兵將校被服規定

省

□
鱸
生
生
全
全
生
生
圧
生
生
Ｅ

ｌ
ｌ

□
皿
一
一
一
叱
沿
一
子
□
⑪
肋
肌
⑪

九
九
九
九
八
九
九
八
九
八
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一

仁。

９皿
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
□
□
□

い

ａ ｅ
ｐ
ｎ
、
△

ａ
ａ
』
・

稲
比
ｂ

ａ
ａ
ａ

□
、ａ

一
一
一
四
五
一
ハ
七
八
九
○
一
一
一
一
一
一
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一

省軍海
全
生
生
ロ
ロ
ロ
全
ロ
ロ
ロ
全

海軍被服官吏勤務指令

海兵第三大隊及海軍基幹第三大隊特別被服規定

帯國海軍傷害保険實施規定

帯國海軍々人身分に關する總合規定集

帯國海軍上伸[伸申]?規則

考料表作成規則

技偏報告書作成規定

入國歸還旅費規定

海軍准士官以下貯金規定

帯國海軍准士官以下貯金規定草案

帯國海軍准士官以下貯金竝利子に閥する規定草案

肋
匝
一
一
一
肋
肪
叱
叱
叱
一
一
一
□
一
一
一
肋

九
九
九
九
八
九
九
八
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

文官適任下士の海軍諸官醗に任用され得る地位明細表

０咽
ロ
ロ
ロ
ロ

い

ｈ
ｋ

ａ
ａ
』
・

五
六
七
八

一
一
一
一
一
一
一
一

○
○
○
○

｜
｜
｜
’

省軍海
生
生
□

膠州守備及海軍防備本部規定

膠州保護領守備及其海軍幹部隊總合規定

膠州殖民地守備及其幹部中隊規定集

青島海軍工場勢働令

一
一
一
一
一
一
一
一

ｓ
一
○
○

九
九
九
九
九

一
一
一
一
一

－８１－



全ｊ

全
□
岬
ＬＸ

ｄａ
く Ｉ

九
○
’

’
’
一
一
一
一
一
一

○
○
○

一
一
一

膠州殖民地及東亜派遣隊豫算･官吏給料規則

℃
□
団
廿
に
Ｅ
Ⅲ
団

九
八
八
八
八
八
八

一
一
一
一
一
一

□
□
□
Ⅱ
砂
砂
洲
腋

滑車規定(圖及表）

海軍制令報第一年

第二年

第三年

第四年

第五年

第六年

》沖Ⅷ榊榊樅鯲搬加紗祁榊硴

一○三一(I-XLVa-d）海軍省

年
年
年
年
年
年
年
年
年

牌
岬
孵
沿
’
’
’
一
一
｜
｜
泗
舐
ポ
セ
刊

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

報令Ｉ帝軍海 六
七
八
九
○
一
一
一
三
四
五
六
七

七
七
七
七
八
八
八
八
八
八
八
八

八
八
八
八
八
八
八
八
八
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

払
錘
巫
鍼
錘
か
却
却
誠
蕊
寵
寵
託

川
麺
麺

趣
川

Ｎ
Ⅲ
Ⅲ
肌
加
川

郵
麺

一○三一(I-XLVa-d）海軍省

岬
岬
迩
奔
群
叫
群
牌
牌
岬
孵
眸

’
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

報令制軍海 八
九
○
’
一
一
三
四
五
六
七
八
九

八
八
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

八
八
八
八
八
八
八
八
八
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

》》》》麺評輌『麺》却却
⑩
い
に
腹
姻
価
肋
七
叺
肋
も

訓訓汎汎机別れ北机訓訓

揮
奔
詳
酢
群
牌
牌
岬
牌
眸
迩

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
四
四

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

報〈
祠
１桁軍海省軍海ｄ
ｊＨＶⅡＩ Ｉ一一一
○
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第四二年 ￣九一一XIJIa-o

嘩鉦祁加ロロロロロロロＦｒ ｂ
ｂ

一○三一(I-XLV風-.）海軍省 海軍制令報第四三年一九一二
第四四年一九一三

第四五年一九一四

海軍制令報及海軍命令中の指令内容目録一九○四
上全一九○○

全上第一附録一九○四

全上第二附録一九○六

海軍諸指令内容目録一八九四

海軍制令報附録[:]膠州制令報一九一二

海軍命令第一年ヨリ第三年迄（二犬究空

一八五二一六三年度海軍一般命令第一[號]ヨリ第一○○號□

_○三二(I-IIa-d）ホルドルフ

フルド
省

ロ
ロ
川
獺

三
四
五
六

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

○
○
○
○

｜
｜
｜
’

□

全
、
で
ｌ

ｂａｒ
ｌ

Ｔ
１

七
八

一一一一一一
○
○

｜
’

一八五二一六三年度海軍一般命令第

一八六四年度生上 Ｅ．

Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
□
□
□
□
□

１い

－○三八(Iab-Ⅸ）□ 一八六五年度海軍一般命令

一八六六年度生上

一八六七年度至上

一八六八年度全上

一八六九年度生上

一八七○年度全上

一八七一年度全上

北海鎮守府一般命令集

軍港一般命令

東洋巡洋艦隊一般命令集

第二海兵團一般命令

一九一二年度海兵第三大隊大隊命令

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
牝
に
咽
に
□

九
八
九
九

一
一
一
一

ｐ
Ｄａ

□
Ｄａ ｃ

九
○
’
’
一
一
一
一

三
四
四
四
四

○
○
○
○
○

’
’
一
一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
ｒ
Ⅳ
Ｉ
Ⅱ
⑱
Ⅳ
桝
榊
ｒ
ｍ

ｂ
８１

一○四四(1-Ｍ□ 一九○○年度帯國海軍豫算

一九○一－○四年度全

一九○五一○八年度全

一九○九一一二年度全

一八九六年度濁逸帯國海軍階級録

一八九七年度全

一八九九年度全

一九○一年度全

一九○二年度全

一九○三年度全

一九○四年度全

一九○五年度全

□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

一○四五(I-XXa~.)□

い-139＿

Ⅸa-d

Xabc

_○四五(I-XXa-e)□ 一九○六年度燭逸帯國海軍階級録

一九○七年度全

□
□

－８３－



ｄ
イ
ｂ

ｒ汀加川榊ⅧⅧ》〃肺

度
度
度
度
度
度
度
度
度
度

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

八
九
○
○
’
’
’
’
’
一
三
四

○
○
’
’
’
’
’
’
’
’

九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

補
補
補

追
追
追

全
全
生
生
全
生
生
全
全
全

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□

い-140-

1

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳａｂｃ

Ｖａｂ

Ⅵa-d

Vrbc

VⅢa-d

Ⅸabc

Xabc

Ⅲa-f

XTBbc

一○四六(I~XIVa-d）□
録級階吏官軍
生
生
全
生
生
生
生
生
生
全
全

海國一
帝
逸燭度
度
度
度
度
度
度
度
度
度
度
度

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

九
一
三
四
五
六
七
八
九
○
’
一
一

九
○
○
○
○
○
○
○
○
’
’
一

八
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ル
イ
ｄ

Ｍ
Ⅶ
脈
□
□
□

１
Ｖ

￣○四六(I-XIVa-d）□ 一九一三年度濁逸帯國海軍官吏階級録

一九一四年度全

一九一一年度海軍補任名簿

一九一四年度全

海軍衛生將校團名簿

□
□
｜
泗
肋

九
九
九

一
一
一

一○四七(1-Ⅱ）□

ウウテマニー

’、ノレニ勇ニミ一○四八

皿ウーテマン □□

(ハ)雑書

一○五○‘~･二三ごニニァ濁逸海軍二弐三＝

一○五一｡ｂウヰスリセヌス燭逸海軍の過去と現在一九○九

一○五二海軍省海軍ルンドシヤウ特別號｢最近十年間に於ける濁逸海軍思想の發達｣一九○五

一○五三シトエワアウヰルヘルムニ世皇帝と海軍□

Ｅ．

□
ロ
ロ

２Ⅲ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一○五四ベルンスト[＋ド]ルフ燭逸海軍生活

一○五五エルドアン巡洋艦問答

一○五六ペレルス外國領海内に於ける軍艦の權利地位

一○五七ゲルスドルフ濁逸艦隊は贄物なりや必要なりや

一○五八ワロイス海軍随筆

一○五九□ 露國東海新軍港リバウ

ー○六○ゲルケ大尉課リバウより對馬まで(ポリトウスキ技師の手簡）

肌
’
’
一
□
一
一
一
□
此
一

九
九
九
八
九

一
一

一
一

－８４－



砲艦｢イルチス｣の最後[後期］一九一一

下士文庫第四巻[:]下士は海軍に就き何を知らざる可らざるや□

。
、ａ ｃ

’
’
’
一
一
一
四
五

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

○
○
○
○
○

’
’
’
一
一

ランゲンベルグ

ヒルドブランド

海軍省

シユラム

□

[．
□
□
□
□

丁抹の港湾

第二ﾛハーグ平和會議海戦法に關する審議及決議

倫敦海戦法會議に於ける議事竝に決議

一
一
一
一

○
’
’

九
九
九

一
一
一

３
１
／
－
／

Ⅲ
□
□
□
□
□
□
傲
敷
□
□
□
Ⅱ

Ｉ
／
Ｉ
／
Ｉ

一○六六'-55フギユーニン中尉海兵第三大隊史

一○六七'３０ブンゲ－八九八年一一九○一年海兵第三大隊生活回顧録

一
一
一
泗
佃
叩
肋
肋
一
一
一
一
一
一
□
｜
ひ
肋

九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一

一○六八□ 海軍砲兵案内

一○六九□ 帯國海軍機關士候補生用教科書

一○七○aｂ海軍省帯國海軍衛生部下士卒教程

一○七一全海軍兵卒必携手帖書式

一○七二ｍ伊太利海軍省編伊太利艦船名簿

一○七三□一九一二年度英國海軍船艦表

一○七四□ 海兵倶樂部一贄(一八九五一一九一二）

一○七五□ 帯國海軍補助基金_費

一○七六(1-Ⅵ)ナウテイクスー九○一年度濁逸海軍年報

一九○六年度全

叫
加
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
□
□
御
砂
加
榊
秒
耐

』

い

一○七六(1-Ⅵ)ナウテイクスー九○八年度濁逸海軍年報

一九○九年度全

一九一○年度全

一九一二年度全

一○七七(Iab-rbc）濁逸海軍協會＿九一二年度燭逸海軍協會年鑑
一九一三年[度］全

一○七八(Iab-mabc)□＿九○三年度海軍節用
一九○四年度全

一九○五年度全

一九○六年度［全］

一九○七年度［全］

一九○八年度［全］

叺
肋
＄
□
ロ
ロ
に
皿
佃
肋
□
肌

九
九
九

九
九
九
九
九

一
一
一

一
一
一
一
一

い-145-

ＶⅡabc

ⅥⅡabc

Ⅸ

Ｘ

＞Ⅱa-d

Xrbc

Iab

Tb

m

Ⅳaｂｃ

Ｖａｂ

－○七八(Iab-XⅡabc)□ 一九○九年度海軍節用

一九一○年度全

一九一一年度全

一九一二年度全

一九一三年度全

一九一四年度全

繪入燭逸海軍暦第六年

生第七年

生第八年

全第九年

生第一○年

□
□
□
□
□
□
叶
叱
叺
肋
心

九
九
九
九
九

一
一
一
一
一

一○七九(rlb-Ⅸ'-34）□

－８５－



Ⅵa~ｅ第一一年 一九一一全
》
柿
岬
榊
□
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ

ｌ

ｌ

一○七九(Iab-Ⅸ1-34)□ 繪入濁逸海軍暦第一二年

生第一三年

全第一四年

海軍ルンドシヤウ第一八年第一號

全第一九年第一號

[全］第二號

[全］第三號

[全］第四號

[全］第五號

[全］第六號

[全］第七號

[全］第八・九號

二
一
一
一
四
七
八

一
一
一
○
○
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

九
九
九
九
九

一
一
一
一
一_○八○□

一○八一(I-X）□

岬
Ⅸ
Ｘ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ

１い

海軍ルンドシヤウ第一九年第一一號

[全］第一二號

全第二○年第一號

[全］第二號

[全］第三號

[全］第四號

[全］第五號

[全］第六號

[全］第七號

[全］第八・九號

[全］第一○號

[全］第一一號

八
九

○
〃
○
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

九
九

一○八一(I-X）□

一○八二(1-m)□

州
Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ
Ⅲ

１い

ウヤシドンル嘘
生
田
臼
田
臼
田
田
臼
田
臼
田

號
號
號

二
號
號
號
號
號
號
號
號
號
○
’

’
’
二
一
一
一
四
五
六
七
八
九
一
一

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

年
年

○
’

’
一
一
一

第
第

九
○
○
｜
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

九
九

一
一

ロ
ロ

刈
刈

ｒ
１
ｌ
１

Ｔ
１
で
１

』
一

一
一
一
一
一

八
八

○
○

一
一

い-149-

ＸⅡ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

海軍ルンドシヤウ第二－年第一二號

全第二二年第一號

[全］第二號

[全］第三號

一○八三(I-XⅡ)□

一○八四(1-Ⅲ)□

○
’
一
一
〃
〃

九
九

一
一
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１
１
１
１
１
１
１
－

全
全
生
生
全
生
生
全

Ｉ
１
１
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

號
號
號

號
號
號
號
號
○
一
二

四
五
七
八
九
一
一
一

第
第
第
第
第
第
第
第

Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ
Ⅲ

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
１
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ
剛
□

Ｓい
Ⅸ

海軍ルンドシヤウ第二三年第一號

[全］第二號

[全］第三號

[全］第四號

[全］第六號

[全］第七號

[全］第八號

[全］第九號

[全］第一○號

[全］第一一號

[全］第一二號

全第二三年第二編(六月一一二月）

一○八五(1-Ⅲ)□

一一
一一

一
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
一

九
九

一○八六□

別
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ
Ⅲ
Ｉ

１い

ウヤシドンル繊
囹
臼
田
臼
田
臼
田
臼
田
田
全

號
號
號

號
號
號
號
號
號
號
號
○
’
二
號

一
一
三
四
五
六
七
八
九
一
一
一
一

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

年
年

四
五

一一
一一

第
第

一一一
四

一
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
一

九
九

一○八七(1-m)□

一○八八(1-Ⅵ)□

２
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
秒
Ⅵ
□
稗
砂
加
榊
Ｖ
Ⅵ

５１い

海軍ルンドシヤウ第二五年第二號

[全］第三號

[全］第四號

[全］第五號

[全］第六號

キールウヰツク海軍病院

海軍衛生制度説明第一巻

全第二巻

[全］第三巻

[全］第四巻

[全］第五巻

[全］第六巻

一○八八(1-Ⅵ)□

四
七
○
一
一
三

一
〃
〃
〃
〃
○
一
’
’
一
〃
〃

九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一

一○八九血海軍省警務局

一○九○(Iab-Ⅸ）全
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癖
榊
、
Ⅸ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
１
秒
Ⅲ
榊
抄

い

一○九○(Im-Ⅸ)塞襄蔦 海軍衛生制度説明第七巻

[全］第八巻

[全］第九巻

一九○三年度ゼーマンスハウス第九年報

一九○六年度全第一一年報

一九○八年度全第一三年報

一九一一年度全第一六年報

一八九五年一一八九七年濁逸帯國海軍書務報告

一八九七年一一八九八年生

一八九九年一一九○一年生

一九○一年一一九○二年金

一九○二年一一九○三年全

一
一
一
泗
〃
□
叱
肋
一
一
一
肋
⑩
に
佃
価

九
九

九
九
九
八
九
九
九
九

一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

一○九一(1-1V)□

一○九二(I-mv)露襄篶

》
耐
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ
Ⅲ
〃
Ⅲ
川
□

い

一○九二(Imv[)]塞襄蔦 一九○三年一一九○四年燭逸帯國[海軍]警務報告一九○六
一九○四年一一九○五年生一九○七

一九○五年一一九○六年生一九○八
一九○六年一一九○七年生一九○九
一九○会七年一一九○八年金一九一○
一九○八年一一九○九年金一九一一

一九○九年一一九一○年生一九一二
一九一○年一一九一一年生一九一三
一九一一年一一九一二年生一九一四

西南亜弗利加(一九○四一○五年)及東亜弗利加(一九○五一一九○八
○六年)海軍儒生像遠征隊衛生報告

帯國海軍航海及領海外防備交代輸送航海證懸記録一九○六

燭逸海軍唱歌集｢海の息吹」 一八九五

一○九三abc全

Ｊ
Ⅱ

ａ
ａ

四
五

九
九
○
○

’
一 海軍省

□

□
□

い-155-

○九六abc□ 毎兵第三大隊軍樂隊十年間晉樂會報 [．Ｅ．

い-156-

D､數學･哲學･宗教･教育

（－)數學

番號箸課者

一○九巴七ａｂブレミフ

ー○九八aｂグレヴニ

ー○九九フアーノ

ーー○○コールラ

ーー○一ボルテ

ｌ=

一○九巴七域・ブレミカアクレレ氏係數表

一○九八aｂグレヴヱ五數字式對數表

一○九九フアーバア計數棒使用法

一一○○コールラウシユ微分積分學附微分方程式

一一○一ボルテ商船學校用立鵠幾何學竝に球面三角形

一一○二アレキサンドロツフ初等幾何學問題

一一○三スプーカア平面幾何學教科書

一一○四＝ルヴーレトーン初等及高等數學の法式

加
此
□
叱
一
に
畑
加

八
八
九
九
九
八
八

一
一

一
一
一
一
一

□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
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７燗
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
□
□
□
□

い
一一○五系三こえニハイム遠近書法針指針･純正數學の解答

一一○六フラゲンハイム直線遠近法入門

一一○七フオルシユハイマア平面及曲面容器底面積計算法

一一○八デイングラア應用幾何學原理

一一○九チムマアマン三角形･方形及多角形分割法

一一一○ライト算術代數問題集

二三雀二二高等學校用計算法

二aｂウルリツヒ自修教科書計算法

三劃~Ｚシユルツエ自修教科書正式計算法附商業算術

一一一四a’アルテンドルフ官吏用實用計算法

一一一五'-39全文官適任下士用實用計算法

一一一六(Ia-k-r-h)クリーチユ文官適任下士及官吏用計算法第一編･第二編

畦、棚猴川痙□趣》一一壬奉
一
一
一
一
一
一
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小中學算術書□□

燭逸小學校用算術書 二弐ｓ美□

土地測量法(Ⅸ）一九○三□

測量學提要第三巻一八九六□

地形學階梯一九○二□

土地厘劃法一八九六□

普魯西地積及測量官吏必携一九○一ロ

ラインウエストフアリア測量協會雑誌自第二六年至第二九年(二弐二麦□

燭逸膠Ｉ'|､|領測量書一八五八一一九○○年一九○一□

ユ
エ

ン
ア
ン

チ
｜

ダ
ダ
テ

ル
タ
ニ

レ
ス
ル
ル

ノ

エ
ニ
ニ

ヨ
ウ
ユ
ユ

コ
ヘ
ロ
ロ
ジ
ロ
ガ
シ
ヒ
ロ

ーⅣ
２５
ｂ

Ｌ
イ

１
３

く
ａ

七
八
九
○
’
’
’
’
’
’
四
五

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
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（二)哲學

一一二六□ 人間

一一二七キユーンラスキン箸[人間相互」

一一二八オストワルドー元的世紀

一一二九ヱス･ゼ･ウヰガー編階梯支那研究叢書支那哲學

一一三○アラバスタア三位一鵠の力(三才）

一一三一ヘンリ･バルフオア大哲南華の著莊子

一一ガイルス課莊子
一一＝一

一一三三リチヤードウヰルヘルム濁鐸ﾀﾞ'１孑沖虚直經

一一三四二三二二三一課ラ･ルゼン著戦雫と人(丁抹戦争）

一一三五フヰツシヤールツソー著織'侮録

一一三六シヨペンハウエル虚世警句

Ｊ
１
ｊ
ｊ

ロ
ロ
ロ
率
轍
傲
轍
ロ
ロ
ロ
□

く

□
□
｜
｜
｜
肋
ロ
ル
Ｍ
｜
佃
一
□

九
九
八
八
九
九
九

一
一

一
一
一
一
一

い-160‐

［．

□

一一三七フアイス課ラスキン著人世警句集

一一三八グムプロウヰツツ肚會學初歩

□

一九○五

－８９－



一一三九ウエーベルグ人生肚會主義より見たる土地改良

一一四○チエペ 儒教第一編[:]孔子傳

一一四一リチヤードウヰルヘルム濁鐸論語

一一四ニスタニスラ･ル･ガル讓註朱薑と其の學説及感化

一一四三河間府天主教堂課註支那の道徳及習慣

一一四四ウエーゲナア吾等若き人達

一一四五トレプテ燭逸男兒の肚會學校にて

一九一三□

一九一○□

一九一○□

一八九四（佛文）

一九○五（支那文）

□ロ

ロ□

-陽+◇

一一四六サツカレ

い-161‐

（三)宗教

一一四七鑿雪雲曼雲竺宣墨支那人の宗教

一一四八シトラウス古代支那の－紳教

一一四九(1-Ｍドグルート支那の宗教制第一編第一巻[:]死者の虚分
第二編第一巻

第三編第一巻

第五編第二巻

一一五○アイテル支那佛語辮典

一一五一コープレストン佛教マガタと錫蘭に於ける今昔

一一五二ピクシユ佛教問答

一一五三アイテン佛教三講

一一五四ワイグ東亜肚會研究第九號[:]古代及近代の佛教第一

一
五
二
四
七
七
八
八
八
四
八

一
八
九
九
九
○
八
○
九
八
○

九
八
八
八
八
九
八
九
八
八
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ロ

ロ

(英文）

（〃）

（〃）

（〃）

□

(英文）

□

(英文）

Ｅ．
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□

（英文）

（〃）

(猶太語）

（英文）

（〃）

（〃）

（〃）

（佛文）

（英文）

（〃）

□

一一五五オルデベルヒ佛陀(彼が生活･彼が教育･彼が教厘）

一一五六ワツタース支那佛寺の十八羅漢

一一五七マーゴリオスマホメット教

一一五八aｂエメト猶太教所祷害

一一五九ロ 東洋諸國教會史

一一六○ユーシル支那に於ける教會

一一六一ロツス 滿洲に於ける教會制

一一六二ロ 支那に於ける宣教師

一一六三ジ･ビ･ピオレ師第十九世紀に於ける佛國加特利教會の事業(支那及日本）

一一六四□ 支那基[督]教紀念祭演説集

一一六五マクジリヴレイ支那に於ける新教々會の－世紀(一八○七一一九○七）

一一六六モンタレムベルトカトリック教出版教[教協]會第二年ラ･モリシエール將

に
加
ロ
肋
肪
叱
に
□
□
叱
叱

九
八
九
八
九
九

九
九

一
一

一
一
一
一

一
一

シエール將軍其他一八六五

３刑
□
□
□
□
□

い

カトリック教出版協會第三年修道院と其他

全第四年文學と基[督]教教育其他

全第五年切迫せる宗教會議其他

エルンスト･フアアバア博士

敬神者と犢[P漬?]紳者の死

七
八
九
○
一

六
六
六
七
七

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

ハインリツヒ

ロ

イバッノ、

クランツ

ゼールバッハ

六
八
九
一
五

六
六
六
○
六

八
八
八
九
八

一
一
一
一
一
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一一七二北濁逸基[督]教協會讓エルサレムの最後の曰

一一七三□ 爾等が王國は來るべし

一一七四リーズン耶蘇は何を曰ひしか

一一七五ベンゲルン基[督]教の黙示録

一一七六ゼグール修身敬紳の道しるべ

一一七七バンニヤン巡禮の旅

一一七八ホルン 榊の指

け
一
一
一
一
一
一
筋
に
□
舟

八
九
九
八
八
八

一
一
一
一
一

Ｅ．

[．

(英文）

□

･

(jl畠|課）

[．

４棚
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一一七九ヨハン･バプチスト･シヤート愛の樂園

一一八○シユプアゲオン予は信ずべきか？

幻
□
□
⑪
⑪
壯
此
加
加
ロ
価
叶

九
九
九
八
八
八
八
九
八

一
一
一
一
一
一

一
一

ｂ
囮
ａ
日

日
ａ
ａ
ａ
ａ

ｅ
ｄ
ｄ
ｅ
ｅ

。
』
』
』
』

’
’
一
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○

八
八
八
八
八
八
八
八
八
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ピユツトナア治癒せず１治すべからざるか？

レーデブール此の世の闇に日の光

杢此の世の闇に永夏の光

ゴスラア聖き泉より

フヰツシヤア平和と歓喜

ブリング病患の書

ベンダア哀痛

□ 基[督]教雑誌協會/l､品集

ロツゲ希望(説教集）

ゴツフヰーネ説教集

い-165‐

□[．

[．（拉・燭文）

一八九八□

一八七九□

[．□

一八九八□

［．Ｅコ

ー九○九（診、プライ文）

一八八五ロ

ロＥコ

ーノエ匹！･･－プＬ･二三ロ
ーブＬ･･

一九○四[．

ｂ
ｂ
ａ
２

ｈ回
囮
比
ａ
ａ

’
’
’
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○
’
一
一

九
九
九
九
九
九
九
九
九
○
○
○

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

新教信者用教書命の木一九○八年度

聖母マリア勤行書

軍艦用説教書

軍艦用説教集

基[督]敦寺[?事?]典

アロスシユウ所祷書

海員所祷書

イスラエル人用所祷書

聖書(新薑約全書）

醤新約全書

新約全書

繪入新約全書

[．

［．

[コ

フロムホノレツ

［コ

エミング

［．

［ｺ

ﾉﾚｰﾃﾉﾚ鐸

［コ

ノレーテノレ

ルーテル鐸

い-166‐

－ｦ凰夛e妻一八九八（伊文）

一八九八(支那文）

□（支那文）

一九一○□

一八九八□

新約全書

全

新約聖書

新約教書第一巻第一部[:]ポウルの書

讃美歌集附所祷書

三
四
五
六
七

○
○
○
○
○

’
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’
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一
一
一
一
一
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一
一
一
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ロ
ロ
ロ
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ｂａ ｃ

Ⅲ
Ｚ
ｂ
２

３
７

１
１
３
１

８
９

八
九
○
一
一
一
一
一
一
四

○
○
’
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

讃美歌集

讃美歌集(三○○種）

薑教陸軍所祷及聖歌集

普魯西陸軍薑教所祷及聖歌集

新教陸軍聖歌及所祷書

新教海軍聖歌及所祷書

支那新報第四五巻第七號

レノ

イ
マレ

キ
ノ

ーー
オ

サ
ロ
フ
ロ

１
１

Ｊ

散
散
ロ
ロ
ロ
ロ
欺

く
！

く

□
□
肋
□
肋
一
垂
泗

九
九
九
八
九

一
一
一
一

Ｅ。

□
□

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ

価帖剛□□
九

ヅ
・

→
□
刊
□
一
州
廿
杁
仙
仙
佇
仁
に

訟
孔
八
八
八
八
八
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一

八
九一一一二－五(1m）メレンスキイ主幹教會の友第五参號ヨリ第五五號

一二一六□ 「エキスポジタア｣一九一四年六月號

一二一七□ 共濟會雑誌｢日光｣第七年第一一號

一二一八邉皐藁屋ウールトー八五五年度基[督]教雑誌

一二一九(HqV)□ 濁逸カトリック教雑誌第一年

第二年

第三年

第四年

第五年

第六年

第七年

第八年

冊
Ⅸ
Ｘ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅸ
□

１い
つ七

伍
航
比
卜
に
ロ
ュ
Ⅲ

八
八
八
八
八
一
一
一
一
八

一
一
一
一
一
七
七
一

八
八’一

一二－九(HuV)□ 燭逸カトリック教雑誌第一○年

第一一年

第一二年

第一六年

第一七年

第一八年

一二二○(Iab-Ⅱ)ヒユルスカムプ時折[?梼節?]雑誌第七巻･第八巻

濁逸カトリック教時折[?梼節?]雑誌第九年芽一一□

ｆ央番

一一二□ 基[督]教信徒事案索&(一九○九年五・九・一○月）

一二二四□一九○○年度基[督]教國民暦

一二二五ロ 支那基[督]教紀念發[發登]記録

第九年第一巻

一九○九

□

一九○七

(英文）

□

(英文）

砂
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
一
一
Ⅱ

１い
一〈ル
ニ
ナ

ロロロ巫輕》廻一》□

一八九八年度伯林新教播布會報告

一八九九年度全

一九○○年度全

一九○二年度全第七八年

一九○四年度全第八一年

一九○五年度全第八二年

一九○七年度全第八四年

一九○八年度伯林傳道協會年報

一九○九年度全

一二二六(1-Ⅶ)□

_二二七(Iab-Ⅳ)□ 一九○九

9２



一九一○年度全

一九一一年度全

伯林婦人宗教協會支部報告一九○四年度第三期
一
二
四

一
一
○

九
九
九

一
一
一

Ⅲ
Ⅳ
□

二二八□
￣

０羽
□
ロ

ー

Ｉ

一二二九(Ⅲ）□ 一九○四年度大同新教々會組合第二○回年報

一九○四一○五年度全第二一回生
一九○四

一九○五

○□ 禄各國 一九○四□

（四)教育

濁逸教育の發逹

國民教育者としてのホーエンツオルレルン家

教育詳論五月號

極東佛西學校報告自第二巻至第一一巻

一九○三一○四年度青島總督府學校年報

一九○六一○七年度全

一九○七一○八年度全

ン
ウ

ゼ
ロ

ル
ド

ロｊ

肋
Ⅲ
□
□
Ｗ
ｂ
ｃ

ｊ
ｃ
亭

Ｘ
ｂ

く
く

Ｉ
Ｉ

』
ａ

’
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’
一
一
一
四
五

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

ロ
ロ
剛
舳
□
Ⅱ
Ⅲ

く
ｌ一一一

吋
加
一
一
一
淫
ロ
ロ
ロ

九
八
九
一
一

一
一
一
自
奎

礼ⅣＶ紗榊□□』□㈱□□□□
１

１い
く

ロロロロ一一一一一一一一一一一一□肋価叺□
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一

一
一
一

一二三五(Iabc-Ⅶabc)□一九○八一○九年度［青島]總督府學校年報
一九○九一一○年度全

一九一○－－－年度全

一九一三一一四年度全
一一一Ｌａｂ
－－ニノ、□ 青島徳華高等學堂一i鷲

一二三七□ 青島徳華高等學堂規則

一二三八□ 青島特別高等専門學校簡章

一二三九□ 青島特徳華高等學堂下級教案

一二四○□一九一一年度山東クリスチャン大學年報

一二四一□ 漠塗殖民學校第一年報

一二四二フオエルスタア漠塁學術漿勵會十年間講演報告(=尖二二）

一二四三(1-Ⅱ）全漠墜學術奨勵會一九○七年度講演報告

全一九○九年度全

い-172-

[．

[．

一二四四(Ⅲ）漠塗殖民學校一九○九一一○年度冬期講演表

一九一二一一三年度全

九
二

○
一
九
九

一
一

二四五 マリオン･レロイ･バートンのス 、ス學校長就騎□ Ｅ。

い-173-

Ｅ・歴史･地理

（一)歴史

(イ)世界歴史,各國史

發行1年代旨

一二四六菫二三二こシニ中等歴史年表

一二四七'-50ミユルラア自修文庫世界歴史

ロ
ロ

四一一一一
Ｍ罰→
一
ｒ
し
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一二四八デイツトマアル世界歴史入門

一二四九クレエ 民族移住時代

一二五○ウエルタア世界歴史第二編

一二五一シエーフアア近世々界史第一巻

一二五二(1-Ⅳ)イエーガア近世史(維納會議より現代迄)第一巻(＝矢面頁
全第二巻(=灸冥全

五
一
三
○
四

七
九
八
一
○
〃

八
八
八
九
九

一
一
一
一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

４棚
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□

い

一二五二(1-Ｍイエーガア近世史(維納會議より現代迄[)]第三巻(二弐毛三
全第四巻(二尖きち

一二五三(1-Ⅱ）全第十九世紀第一巻(一八○○-一八五二）
全第二巻(一八五二一一九○○）

一二五四ウオルフ政治思想酒養｢應用歴史」

一二五五フヰシヤーベンツオン課ラルゼン箸近世國民の戦争

一二五六フアルケンシタイン地理的發見旅行史第四･第五巻

一二五七曲シエーフアア殖民史

一二五八ポエルマン濁逸史年代表

一二五九'３７ノイバウア中學校用歴史教科書第二編[:]濁逸史

一二六○aｂ二二二娑卜濁逸歴史

一二六一フランケ實用燭逸歴史教科書第二編

皿
〃
肌
〃
｜
叱
訓
①
□
’
’
’
’
一
一
忙

九
九
九
九
八
九
九
九
九
九
八

一
一
一
一

一
一
一
一
一

Ｅ．

ロ
ロ

Ⅳ
□
□
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
ロ
ロ
ロ

Ｓい
□

一二六二ステフアン濁逸帯國の曙光時代

一二六三(1-Ⅱ）ギルシユナア濁逸皇帝治世第一巻･第三巻

一二六四(1-Ⅶ)ジイベンウヰルヘルムー世の濁逸帯國創業第一巻
第二巻

第三巻

第四巻

第五巻

第六巻

第七巻

九
□
□
兀
肪
に
〃
〃
九
〃

八
八
八

八
一
一
一

ロホーエンツオルレルン年鑑第一巻一第一七巻(一八九七一一九一三)内容目録

チンゲラア濁逸帯室ホーエンツオルレルン_八九七

ゲルハルトマミントーノレホーエンツオルレルン家初代史iiillの争奪一九○三

五
六
七

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

’
一
一
一
一
一

一
一
一

妬
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
列
□
ロ
ロ

１

英
い

〃
！

一二六八ベルナア普魯西王國史

一二六九ピユツツ普魯西歴史教程

一二七○シュミット普魯西軍人讃本岨國史

一二七一ムント円里皇帝叙記第一編

一二七二ゴツトヘルフ西端[吾端瑞西?]國民生活第二巻

一二七三ウオルタア･スコットスコットランド史｢祀父の話」

一二七四□佛蘭西皇帯録第二

－二七五マスペロ 古俟及

一二七六ウヰルト±耳古の歴史

肋
烟
肌
吐
血
に
□
’
一
一
一

八
八
八
八
八
九
九
九

一
一
一
一
一
一

一
一

-９４－



西[亜'吾亜?]細亜に於ける露國(一五五八一一八九九）

七
八
九

七
七
七

一
一
一
一
一
一

一
一
一

クラウゼ

フアーバア

□

一八九九（英文）

一九○二□

一九○五（英支文）

支那歴史年代便寶

中西年歴[擢暦]?合攻(一七五一一二○○○）

〃
刻
刻
□
刻
刻
列
□
□
刻
刻
、
の

Ⅲ
支
佛
英
英
英

英
佛
く
ぐ

い
英
く
く
く
く

く
支

く
ｌ

五
五
四
八
一
一
一
一
一
一
五
一
一
四
一
一
一
四
五

八
○
八
九
九
○
九
一
九
○
○
○

八
九
八
八
八
九
八
九
八
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一二八○ﾍﾟﾃﾙ黄中西歴[擢暦]泊合壁

一二八一アチヤス･チヤン編極東諸國對照歴史年表

一二八二フオンワリース支那歴史

一二八三(Ⅲ）ブールガア支那歴史第一編･第二編

一二八四全支那小史

一二八五ポット支那歴史通寶

一二八六フアーバア歴史より見たる支那

一二八七a~’□ 支那の歴史的發達概覺

一二八八マルテイン支那の歴史哲學及宗教

一二八九(1-m）エスピ･ウヰガー編階梯支那研究叢書第一○[:]歴史第一巻
第二巻

第三巻

い-178‐

(佛文）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

(佛文）

(英文）

（〃）

（〃）

一二九○(1-V）ヱヅワール･シヤヴンヌ課註司馬遷の歴史的記録第一巻

第二巻

第三巻

第四巻

第五巻

一二九一アルベール･シエツプ呉朝史

一二九二ロツス満洲朝(清朝の統治）

一二九三君ﾐﾆ三二l芋三上海史

一二九四クラウゼ中國衰過

一二九五チエペ曰支歴史的關係(太古より一六○○年代に至る

五
七
八
一
五
六
○
九
八

九
九
九
○
○
九
八
○
九

八
八
八
九
九
八
八
九
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一

○ Ｅ．
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（ロ)傳記

一二九六シユミツドオイスタヒユス(基督前の話）

一二九七ベラニ 墨西寄の發見と鮎[黙占]領

一二九八ワイトブレヒト羅馬の戦孚(十六世紀史の一節）

一二九九レツダアホーゼオラニエンのウヰルヘルムと和蘭の叛胤

一三○○グルニドマンハンザの話｢伯爵騒動」
一三○一へルヒエンバツハ巴里よりモスカウヘ

ー三○二デンハルト課エルクマン･カトリアン箸｢ワータアロー｣其他

一三○三ゴールドシュミット課エルクマン9カトリアン箸｢ワータアロー｣其他
一三○四ローレンツ第十九世紀の政治家と歴史家

一三○五フォン･ホルレベン近代海上の英雄と海戦

一三○六ツオルリング巴里人界漫遊第二巻

□
乢
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
肋
吐
□

八
八
九

一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
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一三○七クルニツク撰ルーズヴエルト箸後部森林人の國にて一九一○□

一三○八フエルン練[練錬]?金者(少年歴史物語）ロロ

一三○九フラチン･パーシヤスダンに於ける火と剣一九○六□

一三一○イエンゼンプランデンブルク亭萬歳一九○二□

一一一一クレー－燭逸國民の名譽と滅亡(五三五一五五五ゴート戦雫）一八八七□

維納の包團(一六八三）三二ホルン－八九九□

三三abcシルラア三十年戦史□□

一三一四(1-11)アイヒエンホルツ濁逸に於ける七年戦史第一編･第二編ロロ

一三一五レツダアホーゼ七年戦争ロロ

一三一六シュミットフリードリヒ･ウヰルヘルム三世及ルイゼ時代(一八○○－一八○九)□□

一三一七フォン･カルロウヰツツ歴史物語我等が祀父の時,第二七,新時代の展開(一八一五一三一年)□□

一三一八エルム燭立戦争(一八一三一一八一五） [．[．

１冊
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一三一九ヤーン潤逸濁立戦箏(一八一三一一八一五）

一三二○ツユルレ燭立戦争(一八一二一一八一五）第一巻

一＝－－ブリユーメルー八四八一四九年濁立革命史

一三二二(Ⅲ）ビーダアマン予の生涯と其時代第一巻一八一二一一八四九

に
□
川
肪
〃
Ｍ
ロ
ロ
も
烟
旭
廿
一
一
一
聿

八
八
八
八

九
八
八
八
九
九

一
一
一

一
一
一
一
一
一

全第二巻

一二－二パーペ 薑より新帯國へ

一三二四フォン･ウヰンタアフエルド光榮ある三戦役史

一三二五マイスタアグリイヒエン普澳戦孚回顧･普佛戦争回顧

一三二六ジイベル普佛戦孚の淵源

一三二七ゲオルギ_八七○－七一年大戦

一三二八グルーベ隣人ローマン民族(普佛戦孚）

一三二九ドエル_八七○一七一年燭佛戦孚第三巻

一三三○aｂクライン－八七○年フロエシユワイラア記録 □

２冊
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

－＝＝一キユーンロイテン

ーーーフロムメルお、ストラスブルグ汝美しの町よ

＿＝＝＝－－－ミユノレラアストラノレズンド包園

一三三四フエルヂナンド･シユミツトケーニヒグレツツ

ー三三五ブライブトロイ課セダン回顧録

一三三六レストルフセダン

ー三三七ルツペルスベルグザールブリユツケン戦争記録

一三三八ｍフロムメル王の軍服にて

一三三九訣番

一三四○血ミユルラアリ蜀帯二十五年祭

一三四一コンラデイ泰西に於ける支那文明の影響

一三四二パアカア支那と欧洲との交通

一三四三aｂアイテル支那に於ける欧人(香港史）

□
加
川
□
□
烟
｜
欲

八
八

八
九
八
九

一
一

一
一
一
一

Ｅ．

一
一
一
Ｍ
ロ
旭

九
八
八

一
一

ロ

ロ

(英文）

（〃）
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岬
舳
ロ
ロ
敷
川
ロ
ロ
轍
倣
倣
ロ
ロ

Ｊ
１
１
１

１
く

く
く
ｌ
く

一三四四アンリイ･コルデヰヱ第十九世紀の支那に於ける佛蘭西

一三四五霞慧馨量裟ウヰルヘルム歴史上より見たる外國と支那との關係

一三四六□一八九一年支那に於ける反外國騒胤

一三四七アレン 北京公使館の包團

一三四八リンドセ･ブライン支那｢泰平｣の風

一三四九スチユーベ課ワシルエフ箸支那の開發

一三五○フホールコム明初年代カサイ皇室の兒孫

一三五一フオーシイスー九○○年支那動胤の殉難者

一三五二ドクトル･シユレーゲル支那娼史

一三五三ドミス･ガンダール支那大運河沿革

に
仙
北
ト
ー
」
肋
肋
Ⅲ
加
旭
ロ
ロ

八
九
八
九
八
九
九
九
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

四
五

五
五

一一一一一一
一
一 クヰツツオウ(十四世紀末物語）

バルバロツサ

シュミット

キユーン

４冊
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
ロ
ロ

い

六
七
八
九
○
一
一
一
三
四
五
六
七

五
五
五
五
六
六
六
六
六
六
六
六

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

オエルテル

エルテル

オエルテル

シユップ

フェーゼ

ニコライ

フオン[･]ホルン

シユミツト

ウェルデイヒ

ェンゼ

ハインリツヒ

ゾンネンブルグ

フリードリヒー[－]－世バルバロツサ

カール大王

オツト第一世大王

フリードリヒ･ウイルヘルム大撰[撰選]帯候[候侯］

フリードリヒ大王

普魯西王フリード[リヒ]二世の逸話

ハンス･ヨアヒム･フォン[･]チーテン傳

ヨゼフニ世皇帝

老デツサウ人ルオポルドー世)の生涯と事蹟

アンハルト･デツサウのレオポルド公

フリードリヒ･フリーゼンとリユツツオウ旗下の士

ゴツトフリード･フォン[･]ストラスブルグ

旭
旭
仕
加
ロ
ロ
ロ
ロ
に
ロ
加
ロ

八
八
八
八

九
八

一
一
一
一

５冊
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

い

八
九
○
’
’
’
三
四
五
六
七
八
九

六
六
七
七
七
七
七
七
七
七
七
七

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

シユツプウヰルヘルム第一世皇帝

コエラア濁逸皇帝ウヰルヘルムー世

オツト吾等が皇帝ウヰルヘルムー世

フヰツシヤア燭逸大帯ウヰルヘルムー世

オンケン吾が大帝ウヰルヘルム(百年祭紀念誌）

エルム鐵王子(フリードリヒ･カール親王）

ラングート普魯[西]親王ハインリツヒ

ホルン 老プリツツ

ラングートプリンツ･ハインリツヒ･フオンワ[ニプ]ロイセン

ガーレツプウヰルヘルムー世旗下の傑士第一巻[:]フリードリ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

□
｜
九
九

加
川
□
此
□
□
に
□
妃
刊
刊
皿

八
八
八

八
刊
羅
伯
訓

一
一

ガーレツブウヰルヘルムー世旗下の傑士第一巻[:］フリードリヒ･カール親王一刀

全右第五巻[:]アルベルト･フォン･ローン伯一ス

クロエデン普主フリードリヒ･ウヰルヘルム第三世一八四○

－９７－



６冊
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一三八○ロツゲ演説家ビスマーク~八九九

一三八一美二二芝ニァビスマークの逸話□

一三八二ミユラアボーンモルトケ伯□

一三八三二等二'二三三菫ブリユツヒヤア公□

一三八四ホルンシヤルンホルスト_八九九

一三八五ホエツカアフリードリヒ･ルードウヰヒ･シユロエダア□

一三八六チームセンゲオルグ･ウエンツエスラウス･フォン･クノーベルスドルフ□

一三八七ノイマンズルツバツハの恩人一九○二

一三八八チームセンジツキンゲンのフランツ□

一三八九サルツアアフリードリツヒ･フォン･アイゼンハルト將軍の回顧録一九一○

一三九○ｳｴﾙﾅｱｶﾋﾟﾃﾝ･ﾌﾟﾂﾋﾔｱ第一編一八九六

一三九一マヌエル博[?傳?]士アルベルト･ビチュス□

７冊
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一三九ニシユミツト･ワイセンフエルスクルツプと其の事業□

一三九三ロムペルスタイン長官と對英戦に於けるドラスヴール人第一編[:]スタイン長官□

一三九四ガイザア鐵石心(宗教家ヨハネスマイヤアの事）一九○五

一三九五ホエツカラ[ニア］調刺詩人ヨゼフ[･]ハイドウン□

一三九六ビーデンカツプ詩人牧師マツクス[．]アイト_九一○

一三九七I-IIハイネ奈翁第一巻[･]第二巻一八四○

一三九八ウオルフ課テイヌ箸｢奈翁」 一九○七

一三九九レンツナポレオン一九○五

一四○○ムントミラボウ伯第二巻一八五八

一四○一ウエルデイヒシルと十一兄弟□

一四○二ブリユーメル瑞典王グスタフ･アドルフ_八九四

一四○三レムケマルコ[･]ポロ－九○七

い-188-

プリニユース：フヰスクー四○四ボンド課一八三五□

一四○五キユールフリースランド人｢ハルロ･ハルリング」一九○六□

一四○六ジエピ･クラーク「シヤネツト･クラーク｣傳ロロ

一四○七ウヰスタアリン･マツクリーン□（英文）

一四○八ブールヂヤアサア･ホリデイマカアトネイの一生□（英文）

一四○九ロマリイ･ナトウシユス傳一八九四□

一四一○プレーン･フォン･デウヰツツ資財の主第一巻[:]外國大財産家ロロ

一四一一二草二二隻謬註法律研究の爲め泰西に赴きし名僧に關する唐朝時代の記録一八九四(佛文）

一四一二カール清國慈禧皇太后一九○六（英文）

一四一三ドグラス現代の公人李鴻章一八九五□

(ハ)雑書

い-189-
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Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
１

Ｊ
Ｊ

１
１

－
一

四
五
六

一
一
一

四
四
四

一
一
一

ハイヒエン課

ヂヤイルス

ロ

ネエルン著海の英雄第一巻

支那古今姓氏族譜第一巻第二巻

極東雑誌第二巻第三巻

□函一一一く

[．

(英文）

□

（二)地理

（イ)世界地理,各國地理

一四一七ロマイヤナ[季ア]小地圖

一四一八aｂ□ 世界地圖

一四一九aｂデベス 學校用地圖

一四二○＝ニニァ學校用地圖

一四二－３－．シュミット小學地圖

一四二二'-37ランゲ小學校用地圖

⑩
□
’
’
一
冊
刊
□

九
九
九
九

一
一
一

□
□
ロ
ロ
ロ
ロ

小⑲
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一四二三二元三二ドル＝下士用地圖

一四二四□ 文官適任下士用地理劃圖例

一四二五ロ ビルツ家庭全書第四巻[:]世界地理

一四二六スコーベル地理精錬(一般地理･風俗學･經濟地理）第二巻

一四二七(I-Iv)夛辛三章ミラク高等地理學第二編
第三編

第四編[:]濁逸帯國

第五編

一四二八ゼトリツヒ地理學

一四二九ヘルワルド地球と其の國民

一四三○aｂキルヒホフ地理教科書

一四三一(1-11）全學校用地理教科書第一編･第二編

□
□
□
沿
一
｜
｜
｜
□
｜
い
□
》
》
一
一

九
九
九
九
九

九
八
九
九

一
一
一

一
一

一
一
一
一

[。

１⑲
□
ロ
ロ
□
□
□
□
□
□
ロ
ロ
ロ

い

一四三二１斗３ダニエル地理學入門

一四三三a~、シユルツエ自修文庫地理學

一四三四制奉ボ]エツトヒヤア文官適任下士用地理學

一四三五'-86ゲルブレヒト文官適任下士用参考書地理

一四三六(I-III)マイヤア濁逸地名辮典第一巻[:]Ａ－Ｋ

全第二巻[:]Ｌ－Ｚ

生第一補遺

一四三七ブルンヒヨウ濁逸帯國内居住地表第一編[:]Ａ-Ｋ

－四三八(Ⅲ）〃〃 第一編[:]Ａ－Ｌ

第二編[:]Ｍ－Ｚ

－四三九〃燭逸帯國内居住地表

一四四○ノイマン濁逸帯國地名辮典

一一一一に一一仁に仁□碓畦帷極
く
く
一
く
一
一
一

一
一
一
一

い-192-

［．

□

一
一
一

四
四
四
四

一
一 レーム濁逸巡り

二二塁更一一濁逸殖民地々圖附解説

一
一
一

一
一
九
九

一
一

－９９－



一四四三a-ｋ□ 燭逸殖民地圖附一九一一年度年鑑

一四四四ハイルボルン濁逸殖民地

一四四五ドーヴエ燭逸殖民地第二南洋と膠州

一四四六(1-1V)シトランツ_九○八年度繪入燭逸殖民地層
一九○九年度全

一九一一年度全

一九一四年度全

一四四七ロスコシユニイ欧羅巴の殖民地西部亜弗利加｢ゼネガール」

Ｅコ

ロ

ー九一一

Ｅコ

ロ

Ｅコ

ロ

より「カメルン｣迄ヒコ

□
ロ
ロ
□
□
□
ロ
ロ
ロ
□一九○八

□

_四四八リツタア大陸發見

一四四九ゲーテイングランド，ウエルス及アイルランド

３
１
／
、
１
、
ｊ

Ⅲ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
倣
□
敷
□
散

１
／
Ｉ
／
Ｉ
／
し

一四五○クエルベルグ瑞典とコペンハーゲン(旅行案内）

一四五一 百二二二亜細亜

一四五二ハツクマン東方世界

一四五三劃bフオスベルグレコウー九一二年度亜細亜年鑑

一四五四ハーン日本

一四五五アノレフレツド･ステツド吾等が砠國日本

一四四六(1-11）ジーボルド日本第一巻[･]第二巻

一四五七佛國領事アムボル臺濁島

一四五八ジロスツエウスキ朝鮮

一四五九クーク支那

一四六○ロ 支那一寶

一四六一(1-11）ウヰリヤムス中國總論第一編[･]第二編

一
一
一
□
□
一
一
一
一
Ｍ
此
屹
□
、
□
畑

九
九
九
九
八
八
八
八

一
一
一
一
一

。

》
□
剛
納
期
□
□
ロ
ロ
□

■
Ⅱ
一
ｍ
〕
▽
／
口
日
日
、
、
グ
グ
ロ
■
日
、
、
〃
α
■
■
、
、

一四六二テイセン支那十八省第一編[:]支那一般地理

一四六三カルリ漸江省

一四六四アンリイ[･]アーヴル安徽省

一四六五上海案内所山東

一四六六abcロ 山東省略解

一四六七ロエルフアア山東省地質－實

一四六八モーツ濁領山東省地名録

一四六九aｂロ 山東鐵道と其沿線地方

一四七○ウヰンタア青島

一四七一劃bベーヌ?･クリーガア著青島案内記

一四七二ヘツツラア燭領膠州湾

一四七三ポイエド北京

に
肋
に
川
⑩
ト
ロ
一
一
一
一

九
八
八
八
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一

一
一

二弐ｓ豊(燭英文）

一八九八□

一九○六□

》
伽
□
幻

ｌ
ｌ
鞍
ｌ

一
一
一
一
八

○
’
○

九
九
九

一
一
一

ルヰ･ガイアール開港場南京

ゼツカア申(支那繁華都市招[招紹]介）

ケンネリイ支那及其圏領の市町開港場表

一四七四

一四七五

一四七六

－１００－



一四七七アンリイ･アヴル揚子江を拒せる崇文島

一四七八リヒヤード･ウヰルヘルム勝山

一四七九藍叔玉筆紗勝山誌

一四八○害三壱麦夛看姜と共編一九一二年度支那年鑑

E(二)･(イ)番外１－Ⅱデイツセン編リヒトホーフエンの支那日記第一巻[･]第二巻

一八九二(英佛文）

一九一三□

一九一二（支文）

□□

一九○七□

（ロ)風俗

一四八一ロ 北米合衆國よりの書翰第二巻

一四八二フアルケンホルスト亜弗利加の小燭逸第一[:]殺木者

ロ
ロ

ロ
ロ

い-196‐

［．

(英文）

(英文）

(英文）

(英文）

(英文）

［．

［．

［．

□

(佛文）

(英文）

一四八三ヒツチエンス俟及の呪文

一四八四ガイルス支那及支那人

一四八五(Iab-IIab)フランシス[･]ダヴヰス支那人第一巻[･]第二巻

一四八六aｂドウクラス支那の肚會

一四八七ポール 支那事情

一四八八パーカア支那風俗

一四八九ステンツ南部山東風俗論？

一四九○ルーントラート中國より(支那風俗）

一四九一ヒルト支那研究第一巻

一四九二aｂプラント支那國民研究已曰小女と夫人

一四九三河間府天主堂出版近世支那民俗學

一四九四マルテイン支那南北の生活

一
に
至
旭
皿
加
叱
ロ
加
⑪
肋
此

九
九
八
八
八
九
八
九
八
九
九
八

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一

７
，
１
、
』
、
１
、
』
１
／
１
／
、
１
、
』
、
ｊ

Ⅲ
□
□
散
散
散
散
散
散
□
徹
倣
倣

Ｉ
ｌ
／
Ｉ
ｌ
グ
ー
Ｉ
Ｉ
〃
し
／
し
／
１

一四九五マクゴワン側面より見たる支那生活

一四九六ホフマイスタア支那に於ける予の經鹸

一四九七ホシイ西部支那に於ける三年間

一四九八ガンドレイ支那の過去と現在

一四九九コーネビイサーチライト下の支那

一五○○ジヨンストン北支那に於ける獅子と龍

一五○一シエラート課支那人チエン･キ･トン將軍箸支那のiiit會的描寓

一五○二□ 廣東漫録第三

一五○三ロ?イグ東亜肚會研究第四[:]支那人の死と葬儀

一五○四斐裏暴言ﾆﾗﾆ竺舂北京の由來と案内

一五○五エチエンヌ･ヂー支那の文官試験

一五○六アンリー･アヴル讓註西安府に於ける基督教徒の碑

此
□
此
旭
び
わ
加
一
一
一
肋
此
旭
烟

九
八
八
九
九
八
八
九
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

い-108‐

一八八二（英文[)］_五○七(1-11）英國亜細亜協會(上海)英國亜細亜協會北支那支部雑誌第十六巻第一部

全一九一四年第四五巻

一五○八(1-11）□ 東亜寶報第三巻臺豐蔬謹晉薑実讓三 _九○五□

－１０１－



（ハ)紀行

一五○九(1-11）フレー燭逸國にて(ライン地方とウエストフアーレン）

全第二編(漠塗よりオストマルケンまで）

一五一○ケムメル伊太利とシシリイの秋

一五一一 二二三二二－伊國の塵(自動車乘の手帳）

一五一二クライパア課アムンドセン箸西北水道(北極航行）

一五一三ニーブヒ長手工北氷洋スピッツベルゲン横断記

一五一四グレツツ南部亜弗利加自動車横断記

□
□
⑩
□
肌
｜
扣

九
九
九
九

一
一
一

ｊ

ロ
ロ
ロ
微
□
ロ
ロ

く

⑲
ロ
ロ
ロ
耐
旅
榊
秒
Ⅵ
□
ロ
ロ
ロ

りい

一五一五ケーネル課ケルストロエム著南亜弗和[報利]加の十八年'７１

－五一六フレーテン課トムソン箸東亜弗利加研究旅行[:]マサイ地方践捗

一五七[若一]七(Ia-d-Ⅵ)二二二苫セニニ濁逸海軍及殖民文庫南船北馬第一巻
第二巻

第三巻

第四巻

第五巻

第六巻

一五一八ゴルツ 東方旅行記(アラビヤ地方）

一五一九二二二二三ア東亜旅行

一五二○マルチン子が最近の東亜旅行

一五二一チーグラア東洋紀行第二編

九
五
八

九
八
○
〃
〃
〃
〃
｜
□
□
｜
茄

八
八
九

九
九
八

一
一
一

一
一

０
，
１

Ⅲ
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
散

Ｉ
ｌ

一五二二ゲルマンス東亜漫遊(北支那･朝鮮･日本）

一五二三フォン･へツセワルテツク支那と日本

一五二四ステンツ－宣教師の支那漫遊

一五二五ザルツマン若き支那より(革命後の旅行記）

一五二六ゴールドマン支那の－と夏第二巻

一五二七ザルツマン中尉中央亜細亜鞍上横断記

一五二八ヘデイン亜細亜沙漠横断記第二巻

一五二九ハツクマン支那西藏ビルマ國境地方旅行記

一五三○(1-Ⅱ）コルクハウン黄金國祓捗第一巻[･]第二巻(南

一
一
一
七
九
二
九
一
一
一
九
五
一
一
一

一
九
九
一
九
○
九
○
八

九
八
八
九
八
九
八
九
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一

第一巻[･]第二巻(南支那境界地方及ビルマ）

F・言語學[･]辮典

（－)言語學

い-201‐

ロ

ロ

(英文）

(佛文）

ドウンガア鋭敏なる言語感の助長

二三二二，二三將來の記憶術に關し[て］

二豆二二.讓註文理と支那思想の典型

ルヰ[･]ガイヤール支那に於ける萬字型と類似物の研究

七
一
一
一
一
三

○
’
’
九

九
九
九
八

一
一
一
一

一
一
一
三
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

五
五
五
五

一
一
一
一

'７１原文では"南"･"亜"雨字間に1字分の空欄が有るが,翻刻に際して削除．
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一打＝有クル

ー五三六〃

一五三七(I-xv)ニニニント編

濁逸姓名解

凋逸個人名表

伯林大學東洋語學校報告第一年[:]東亜

第二年全

第三年全

第四年全

第五年全

第六年全

九
○
八
九
○
’
二
一
一
一

○
’
九
九
○
○
○
○

九
九
八
八
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一

□
□

研究

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ

Ⅱ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
川
Ⅳ
ロ
ロ
語
、
Ⅲ

２い
曲〈
喘ぐ

第七年全

第八年全

第九年全

第十一年生

第十二年生

第十三年生

第十四年全

第十五年生

第十六年全

皿価肋叺肋刈’’’一一一一□一一｜□
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一

⑩ａ

八
九
○

三
一
一
一
四

五
五
五

一
一
一

グリムマア拉丁字濁逸入門書

マイヤア燭逸語教科書

セヴエンソン濁逸語會話實用教科書

ロ
Ⅸ
翅

“
□
細
川
□
鯛
棚
ロ
ロ
ロ
ド
ｒ
□

１
Ｖ
／
Ｉ
ｋ

Ｊ
Ｉ
、

一五四一ウヰルヘルム華徳進階徳文本

一五四二(Ima~､)クランツ徳文入門第二巻
第三巻

一五四三abc李周臣徳字愛法入門

一五四四トイフェル徳國話規二集名愛法上巻

一五四五二二と元二ロー雨教授燭逸文典

一五四六カト正しく話せ(燭逸文法）

一五四七'３４マイヤア中學校用濁逸文法書

一五四八a-kユーベルア[ヱ]アツカア自修文庫燭逸文法附正字法

一五四九(I愈一k-IIa-z)三三元三二ヤ濁逸語練習害第一･第二･第三巻
全第五

一五五○□一年志願兵試験準備ルスチン式；

猩岬、極唾に□仁一一匹一一□
’
一
一
一
一
一

一
二
一
く

ルスチン式通信教授｢凋逸語」

４Ⅲ
□
□
□
□
□
ロ
ロ

い

一五五一1-86□ 濁逸正字法附語彙

一五五二'-74ユーベルアツカア自修文庫燭逸作文法

一五五三プリツゲ濁逸作文形式法

一五五四ａｂ二元否フーレド濁逸文章記號用法
一五五五デンカア序詞集

一五五六ブッシュ自修教科書演説及式僻

一五五七ツムマツハ自修文庫公文書作成法

一一季掴ロロィ｜｜｜
く
く
一

九
九

一
一
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一五五八ユーベルアツカア自修文庫書翰文範

一五五九アルテンドルフ燭逸文範

一五六○abラウテンハムマアガーベルスベルグ速記法教科書

一五六一レツチユガーベルスベルグ式速記術階梯

一五六二'-29ベツクラアストルツエ[=]シユライ燭逸速記入門

八九

に
心
□
妃
→

九
九
刊
一
一

’
’

九
九一一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

Ｓ則
ロ
ロ
ロ
ロ
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

○

且》ロロ｜加ロロ加⑩雫に一一一
九
八

八
九
九
九
九

一一
一
一

一
一
一
一
一

一五六三aｂロ ストルツエ[=]シユライ式J’

一五六四ゾンタツハ凋逸速記術實用教科書(ス

ー五六五ゾンタークストルツ[エー]シユライ式麺

一五六六abcヘル燭逸速[記]術教科書(ストノ

ー五六七シユライチルラア連山旅行記(速記

一五六八ガングホーフアアマムメルガウの佛像師(速；

一五六九スピールマン小説｢カウブのエルスライ

ー五七○(1-1V)バトケ速記術協會雑誌第十七年

第十八年

第十九年

第二十年

一五七一コプリアン速記術の友第二期

ストルツエト]シユライ式濁逸速記術案内

凋逸速記術實用教科書(ストルツ[エー]シユライ）

ストルツ[エー]シユライ式速記術實用教科書

燭逸速[記]術教科書(ストルツエーシユライ）

チルラア連山旅行記(速記）

マムメルガウの佛像師(速記術）

小説｢カウブのエルスライン｣ストルツエーシユライ速記術

６加
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
ロ
ロ
ロ
ロ

い

シユルツエ速記術滑稽雑誌第五年

ウヰツトケン濁逸陸軍速記術雑誌｢再役下士｣第十三年

□ルスチン式速記術通信教授第一信

ウオルタア自修文庫速記術

プレツツ佛語初歩

ゲオルグ佛蘭西語初等文法

グランツノイフエルド語學指南｢佛語」
□ 佛言吾其他自習書

□一年志願兵試驍準備ルスチン式通信教授｢佛蘭西語」

ゲルブレヒト文官適任下士用参考書佛蘭西語

グランツノイフエルド語學指南｢英語」

シユウヰイガア英語教科書

△
４

。
、ａ

屯
孔
ｂ

１
３
ａ

一
一
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○
一
’
’
’
一
一

七
七
七
七
七
七
七
七
八
八
八
八

五
五
五
五
五
五
五
五
五
五
五
五

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

加
一
□
｜
叺
肋
ロ
ロ
ロ
ロ
□
一
’

八
九
九
九
九

九
九

一
一

一
一
一

一一

７加
ロ
□
□
□
ロ
ロ

い

クリニーブプア

トＬ－ジノテー「二一

[=コ

ブラシニLケ

ポエルマン

コツホ

ザウレ

英語教科書

ランゲンシヤイト英語通信講義第一信

商業用英語

英語

實用英語

高等女學校英語讃本第一巻

峡番

支那文法

四
五
六
七
八
九
○
一

八
八
八
八
八
八
九
九

五
五
五
五
五
五
五
五

一
一
一
一
一
一
一
一

い
□
｜
肋
□
咽

九
九
九
八

一
一

ヘツサア 一九○九□
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阯
血
ａ
ａ

一
一
一
一
一
四
五

九
九
九
九

五
五
五
五

一
一
一
一

支那文件字句入門

支那語會話文法

支那語入門

伯林東洋語學校教科書支那時文入門

ハース

ザイデル

ザイデル

目率毛塞

フウニ謡＞くり上

八
一
一
二

八
○
○
一

八
九
九
九

一
一
一
一

ｊ散
□
□
□

く

８
，
Ｊ
、
Ⅱ
、
ｊ

Ⅷ
ロ
ロ
ロ
伎
俟
鞍
□

１
グ
ー

一五九六a~'モエルレンドルフ支那官話實用自修書

一五九七(1-11）ウエート註文件自□集(支那文書範例）（支那文）
全 （英文）

一五九八abcウヰルヘルム蒙學初歩(支那字書護法）

一五九九バルロツク支那文語累進練習書

一六○○ガイルス語學翠隅

一六○一モール 支那語教科書

（二)辮典

Ｓ
五
六
一
一
一
一
一
四

九
○
○
〃
○
○
七
一

八
九
九
九
九
八
九

一
一
一

一
一
一
一

一六○二ドウテン燭逸正語辮典

一六○三ｺ-．フオーゲル濁逸語文法正語辮典

一六○四ユーベルアツカア自修文庫正語辮典及外國語辮典

一
一
ニ
ー
ハ

一
○
○

九
九
九

一
一
一

ロ
ロ
ロ

９
，
１

Ⅲ
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
散
□

Ｉ
／
Ｉ

一六○五'-29□ 普魯西官房用濁逸正字語彙

一六○六キーゼウエツタアポツケツトクト國語辮典

一六○七ザツハス佛濁及濁佛辮典

一六○八雲三牢共著燭露辮典

一六○九パウロウスキ露燭辮典

一六一○(1-11）雲元雪シイ西濁･濁西辮典第一巻[:]西濁辮典
全第二巻[:]濁西辮典

一六一一□ 西濁袖珍辮典第一巻

一六一二ランゲ曰燭辮典第一巻

一六一三ガイルス支英辮典

一六一四ガイルス註極東研究参考語解

一六一五三三二元ニル編支佛辮典

に
□
此
□
⑪
此
□
た
一
一
一
忙
肪
加

九
八
九
八
八
九
八
八
八

一
一

一
一
一
一
一

Ｉ

皿
紬
ロ
ロ
Ⅲ
□
□

１

１
／
ｌ

ｂａＩ

一六一六クーヴルール編支那語古典の字引

一六一七スーシル四千字支英ポケット辮典

一六一八風］ザイデル北支那口語辮典

一六一九(Iab-III)南山東カトリック組合徳華字典第一巻･第二巻･第三巻

一六二○ウヰルヘルム華徳常用簡易辮典

一六二一□ 支=英辮書八○一頁「ミン｣以下
一六二二□ 支那百科辮書(英佛文課）

□
Ⅲ
ひ
一
一
肋
□

九
九
九
九
九

一
一
一
一
一

[。□

Ｇ自然科學

（－)一般
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家庭教育博物學

世界萬物と人類は如何に成立せしか

三
四

一
一
一
一

一
ハ
ー
ハ

｜
’ ビルツ編

一旦会「テョ／￣ニー

コーニーーﾆノレクナ

□

一九○六

ロ
ロ

い-Z11-

E。一六二五キユーン世界的發明界□

一六二六(I圖b-II)ノイマイヤア科學研究旅行指南菱三鑿=久夫天

一六二七フリードリヒ公南部亜弗利加へ(一九○七一○八年中央亜弗利加學術研究遠征隊記録）
一九○九

一六二八(1-V）ダンケルマン濁逸保護領研究旅行報告第十五巻第二一四號一九○二
第十六巻第一一四部一九○三

第十七巻第一一四部一九○四

第十八巻第一一四部一九○五

第十九巻第一一四部一九○六

一六二九□在ギーセン自然科學及醤學上へツセン協會報

自然科學部第三巻(一九○八一○九）一九一○

□

□
□
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

仁．

に)物理學｡化學

一六三○クリユーガア物理基本 一八□□ □

２剣
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一六三一ホイツシ物理入門

一六三二クリスト物理學初歩

一六三三ズンプフ物理初歩

一六三四ホイシ 物理學教科書

一六三五ポルケ航海學校用物理入門

一六三六クレーマン機械光[P尭工?]學家[P家科']助手試鹸用参考書

一六三七□ 純正及應用物理學(寓眞模薑）

一六三八□ 富眞模薑

一六三九フヰンケルシタインアルヘニユスの｢理論化學」

一六四○ツアルト萬有の基礎原子と分子

一六四一ロエブ化學入門

一六四二オルシード大自然の工場より

忙
屹
ひ
畑
一
一
一
仇
叱
□
肋
□
肋
□

八
八
九
八
九
九
八
九
九

一
一
一
一
一
一
一

３剣
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一六四三ブーフホルツ重量分析要領

一六四四アレント化學礦物學一班[鑑斑］

一六四五グツトマン射撃及爆破材料

一六四六(1-ⅥI)ベイヤア其他リービヒ化學年報第三八八巻

第三九○巻

第三九一巻

第三九四巻

第三九五巻

第三九六巻

第三九九巻

二
四
○
一
二

一
○
○
一
一
〃
〃
一
一
一
〃
□

九
九
九
九
九

九
一
一
一
一
一

(三)天文･地文
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４刎
□
ロ
ロ
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

口
、ａ

七
八
九
○
一
一
一
一
一
一
四
五
六
七
八

四
四
四
五
五
五
五
五
五
五
五
五

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ダンネマン

マイヤア

レンツ

ベルグホルツ

フラィベ

フレイフエヤア

ロ

マイヤア

ハース

グルーナア

リユドルフ

ペテルス

吾が世界萬有は如何に成立せしか

太陽と星

潮の満干と海面に及す風の作用

極東の鮠風

氣象表使用法

一八九二一一九一一年英支カレンダアー

胄島に於ける氣象観測報告(自一八九八至一九○八）

地震と火山

水源學

礦物及地質學一班[鶏斑］

礦物及地質學一班[鶏斑］

礦物及地質學教科書

ロ
ロ
仇
⑪
肋
肪
ロ
ロ
旭
肋
肋
価

八
九
九
八

八
八
九
九

一
一
一
一

一
一
一
一

い-215‐

地質調査製圖法一九○六□

西部山東岩石論一九○八□

山東省地質論イエン･チ･ヤイに於ける上部寒布利亜層の甲殻類一九○二□

九
○
一

五
六
六

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

’
’
一

テルツア

ラニツク

モンケ

（四)動物･植物･礦物

博物學入門第一編[:]動物

博物學第二巻(動物）

博物學附圖第三編[:]動物

動物界第二巻[:]鳥類

自然科學に就いて鳥類第一巻

全魚類第一巻

大洋の動物生活

エングレーダア

マルチン

全

プレーム

ウヰルヘルム

全

アプレシタイン

二
一
一
一
四
五
六
七
八

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

’
’
’
一
一
一
一

□
に
Ｍ
Ｅ
孤
孤
価

八
八
八
八
八
九

一
一
一
一
一
一

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

６皿
□
□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
□

い

一六六九マーシヤル深海と其のiit界[界會］

一六七○メータアリンク蜜蜂の生活

一六七一白木技師臺潤の蟠蝉論

一六七二ホフマン蝶々の友

一六七三バーデ標本蒐集

一六七四エミル･プラス東亜の有用動物

一六七五abc伯林動物園伯林動物園動物蒐集･保藏包装法案内

一六七六(I-II）二二二＝元原始植物界第一編第一部のａｈ
全第一編第一部一九○六年末迄

一六七七ピリング植物形態圖使用説明書

一六七八クルトリブス自然科學に就て:植物界第十巻[:]観賞植物と其の栽培法

一六七九ウヰルヘルム自然科學に就て:植物界第五巻[:]果實･香料･油･砂糖

Ｍ
｜
｜
□
□
胆
に
⑪
吐
旭
一
一
一
一
一
一

八
九
九

九
九
九
九
八
八
八

一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

い-217‐
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一六八○ツアング松葉の解剖とピヌス族の系統的分類に對する其の應用一九○四□

一六八一サアヂアントキユベツク･モントリオール附近クラテグス集[落]に對する註記一九○一(英文）

一六八二全東部加奈陀及ニューイングランドに於て新に認められたるクラテグス族

第四及第五一九○三（英文）

一六八三全ニユヨーク･ローチエスタアに於けるクラテグス~九○三（英文）

一六八四害圭ニナァ編ネーベルーチムマアマン編膠州及其附近の植物集追補一九○四□

一六八五(1-11）プレトシユナイダア支那の植物第二編[･]第三編一八九五（英文）

一六八六(I-II）全支那に於ける欧人植物發見史第一･第二_八九八（英文）

一六八七(1-11）二二九具元三自然科學に就て礦物界第一巻[･]第二巻二八二受□

一六八八リンネ岩石學一九○一□

一六八九グルーナア礦物學と地質學一八九六□

一六九○バウアー礦物･地質･考古學年報第一編第二巻一九○九□

い-218‐

（五)人類學･考古學

一六九一シユラアダア印度ゲルマニヤ族

一六九二ダイバア生の過程と絡焉

一六九三(1-11）ローレンツ東亜の地質及考古學第一巻

第二巻考古學

一六九四訣番

一
六
五
六

一
○
○
○

九
九
九
九

一
一
一
一

ロ
ロ
ロ
□

い-219-

Ｈ醤學

生と死

勝ち誇りたる細胞國

細菌學提要

狭番

新治療學

衛生學提要

コエルン市の衛生

コエベンハーヴン市の衛生

先天的色盲診断

色盲診断法

ｂａ
ａ

五
六
七
八
九
○
’
’
一
一
一
一
四

九
九
九
九
九
○
○
○
○
○

六
六
六
六
六
七
七
七
七
七

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

タイヒマン

デツカア

ァーベル

□
□
ひ
九一

□
□

[．

クーネ

ワイル

生

生

コリン

ニヱタマーブプノレト

ズｒロープ

一
一
一
六
七
六
二

○
○
○
○
○
一

九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一

□
ロ
ロ
ロ
ロ

[．

０皿
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一七○五□ 溺死假死に於ける人工呼吸法

一七○六ライス臘石･腎臓結石･膀胱結石･自然療法

一七○七ラボウ臨床家用藥割虎方

一七○八二二二二冤ア共著填太利製藥法註解第三巻

一七○九スチユアート改訂ポーター･スミス箸支那の藥齊Ｕ植物界

一七一○ブライテンシタイン課支那の法讐學

一七一一(I-II）二三二当ァ伯林ダーレム王室用水衛生試騎所報告

一七一二 訣番

□
に
俳
炬
｜
Ⅲ

九
九
八
九
九

一
一
一
一
一

第一七號[･]第一八號二弐二言
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衛生雑誌｢健康｣第三七年

船舶及熱帯衛生雑誌第一七巻第一號

第二號

第三號

_七一三□

一七一四(I-XIX）メンゼ

一
一
一
一
一

一
一
〃
〃

九
九

一
一

□

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

I)-221‐

ＩＶ

Ｖ

ＶＩ

ⅥＩ

ＶＩＩＩ

Ⅸ

Ｘ

ＸＩ

ＸＩＩ

ＸＩＩＩ

ＸⅣ

船舶及熱帯衛生雑誌

號
號
號
號
號
號

號
號
號
號
號
’
一
一
三
四
五
六

四
六
七
八
九
一
一
一
一
一
一

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

一一一一
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

九

い-222‐

第一七號〃ＸＶ

第二○號〃ＸＶＩ

第二一號〃ＸＶＩＩ

第二二號〃XVIII

第二四號〃ＸＩＸ

－七一五(,-Ⅱ）□在ギーセン理學[.]醤學上へツセン協會報書學部第四巻[･]第五巻＝圭S全□

一七一六aｂ上海市會一八九九年度醤務局年報一九○○（英文）

一七一七支那税務署衛生報告(一八九八年前半期）一八九九（英文）

_七一八(1.b-Irnbc）全全（一八九九年前半期)[･](一八九九年後半期）二天完実（"）

_七一九(1曲‐Ⅱ）全全（一九○○年前半期)[･](一九○○年後半期）二弐ｓ＝（"）
＿七二○aｂ全衛生報告(一九○一年前半期）一九○三（〃）

＿七二一曲全全（一九○二年前半期）〃（〃）

い-223‐

(英文）

（〃）

ロ
、
ｐ
Ｄ

ａ
ａ

’
’
一
一
一

一
一
一
一

七
七

一
一

全
生
生

全
生
生

(一九○三年後半期）

(一九○四年後半期）

一九○四

一九○五

七二四aｂ 〃

J､工藝

（－)一般

書番號著鐸者名 名 發行年代註

一七二五(1-ⅥI）リユーガアエ藝辮典自第一巻至第七巻

一七二六([f］全工藝百科辮典第一巻

一七二七(IaI-]d-IIabc)伯林大學｢ヒユツ｣協會工業家提要第一巻[･]第二巻
一七二八aHd全工藝家提要附録

□
□
に
仁
九
九

一
一

ロ
ロ
ロ
□

い-224‐

□□一七二九ジヨリイ－八九八年度工業年鑑
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一七三○a-d全一九○三年度企上

一七三一(I-XVI）グラーサ[拳ザ]アエ業年報第五○巻･第五一巻
全第五二巻･第五三巻

全第五四巻･第五五巻

全第五六巻･第五七巻

全第五八巻･第五九巻

全第六○巻･第六一巻

全第六二巻･第六三巻

全第六四巻･第六五巻

一七三二□ 燭逸工業協會雑誌目録一八九四一一九○三年

一七三三(1-ⅥⅡ）ペテルス主幹燭逸工業協會雑誌第四六巻第一號[･]第二號

□
に
庄
川
価
肋
叱
叺
肋
皿
に

九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□

Ｉ･II

III｡Ⅳ

Ｖ･ＶＩ

Ⅵ１．ⅥＩＩ

ＩＸ･Ｘ

ＸＩ･XII

XIII･ＸＩＶ

ＸＶ･ＸＶＩ

□

１．Ⅱ

い-225‐

Ⅲ｡Ⅳ

Ｖ･ＶＩ

ＶＩI･ＶＩＩＩ

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

Ⅳ

Ｖ

ＶＩ

ＶＩＩ

ⅥIＩ

ＩＸ

一七三三(1-VⅢ）ペテルス主幹燭逸工業協會雑誌第四七巻第一號[･]第二號

第四八巻第一號[･]第二號

第四九巻第一號[･]第二號

一七三四(I-X）ホップ主幹填太利工業協會雑誌第五五年
第五六年

第五七年

第五八年

第五九年

第六○年

第六一年

第六二年

第六三年

三
四
五
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○
’

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
一
’

九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

い-Ｚ２６－

Ｘ

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

Ⅳ

Ｖ

ＶＩ

ＶＩＩ

□

□

ロ

ロ

第六四年

一七三五(I-vll）惑姦三塁象孟警塞建築及機械工業雑誌一九○二年度
一九○三年度

一九○四年度

一九○九年度

一九一○年度

一九一一年度

一九一二年度

一七三六□ 殖民地經濟委員會殖民地工業部會報

一七三七□ 賃金對數表

一七三八ヨルダン計速[速測?]器對數表

一七三九□一八九四年濁逸工業協會第三五回總會記事

一
一
一
に
庄
川
肋
扣
’
一
一
一
℃
加
川
□

九
九
九
九
九
九
九
九
九
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

い-227-

に)電氣

番號著鐸者名書 名 發行年代註

ダイナモと蓄電槽第一巻

電燈と電氣装置第二巻

都市に於ける電燈の説設備第一･二部

公私經螢電燈[･]瓦斯燈竝に電車事業

○
’
六
二

○
○
九
一

九
九
八
九

一
一
一
一

○
’
’
’
三

四
四
四
四

七
七
七
七

一
一
一
一

フオエルスタア

全

ミルラア

パッソウ

ロ
ロ
ロ
ロ
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一七四四ガイスベルグ電燈装置要領

一七四五全電燈及電力装置の建設と維持

一七四六ミツノス及ゲネスト會肚私設電信･電話及避雷針案内

一七四七□ 電信建設令

一七四八３－.濁逸電氣工業協會電氣機械及愛墜器に關する諸規則

に
⑩
刑
□
に

九
九
九
九

一
一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
□

８皿
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ

い

一七四八i爵外全

一七四九全

一七五○a-d全

一七五一ウエーバア

ー七五二(1-m)□

高屋電氣装置安全規則

高墜電流装置安全規則

高墜電流装置建設規定一:低墜装置

高墜電流装置建設安全規定解説

電氣工業雑誌第二四年痩

全第二五年

生第二六年

（三)機械･造船

機械學講義第一編[:]硬鵠自力學

第二編[:]一般機械學

機械學講義第一巻[:]機械學一般

八
八
三
四
一
一
一
四
五

九
九
○
○
○
○
○

八
八
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一

~七五三(1-11）ケツク 一九○○

一八九八

一九○○

ロ
ロ
ロ

－七五四(1-m)フオエツプル

９皿
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い
九○

ｍ
ひ
此
に
□
□
□
一
一
皿
卜
一
に

九
九
八
九

八
八
九
八
「
毛
八

一
一
一
一

一
一
一
一
○
九
一

九
八一’

一七五四(1-m)フオエツプル機械學講義第三巻[:]固定論
第四巻[:]力學

一七五五メールテイス機械學(熱力機械學）

一七五六(1-Ⅱ）バッハ 機械要素(計算構造)鑿三慧圖表

一七五七フアータア吾が熱力機械の進歩

一七五八全最新熱力機關(瓦斯エンヂン）

一七五九フリユルム蒸氣機關

一七六○バスレイ舶用機關第一巻[･]第三巻[･]第三巻附圖

一七六一シユールマン湾港埠頭に於ける大量同鱒起立機

一七六二ノイマン風モートル

ー七六三a-eサ?ストホツフ機械建築に關する經費計算法

一七六四ロ クルツプ會肚鋳鋼鐵管鑑査假規定

０期
□
ロ
ロ
ロ

～

１

一七六五ロ デュッセルドルフ機械製造株式會肚カタログ

一七六六二二三天元＞燭逸造船工業

一七六七カンニンガム造船工業の法則と實施

一七六八フオリヒイハイマア桴船渠計算

（四)探礦･冶金

一七六九ゲルケ其他工業界より(石炭･鐵・造船工業）

一七七○ハールマン北佛蘭炭坑地方の運河港に於ける石炭の積載

一七七一メールチンス歴史的冶金工藝的關係より見たる鐵及鐵材構造

一七七二ブルバツハ製鐵所ルクセンブルグ及ザールブリユツク製織含枡鐵

□
□
皿
忙
九
八

一
一

□
た
此
此

八
八
八

一
一
一

□
□
□
□

ブルバツハ製鐵所ルクセンブルグ及ザールブリユツク製鐵會肚鐵材断面圖表
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一七七三リード支那礦山事情 Ｅ。[．

い-231‐

□

Ｅ．

三
九
一
○

九
九

一
一グロツスアン支那鑛業研究の爲に

モース支那の冶金

一七七四

一七七五

(五)土木

發行年代註曹鐸者名

一七七六(I-II)三二二三ヱニノレク地上建築議典前篇[･]後篇

一七七六(Iab-ⅥⅡ)濁逸建築雑誌iit建築學第一巻第一部[:]家屋建築
第二部

第二巻第一部

第二部

第三部

第四部

□
焉
藍
此
肋
⑪
〃

九
八
八
九
八
八
九

一
一
一
一
一
一
一

[．

Iab

llabc

lllab

Ⅳ

Ｖａｂ

ＶＩ

い-232‐

第五部一九○二ⅥＰｂ
第六部一九○四ｖＩＩＩ

－七七八エツセンワイン其他建築術提要第一編[:]一般地上建築學第一巻第一節[:]序論及建築材料
一八八○□

￣七七九ランヅベルグ全第一編[:]全第一巻第二節[:]地上建築構造の靜力學一八九九□

一七八○ビユーレマン全第一編[:]全第二巻[:]建築形態論一九○＿□

￣七八一ボルマン全第一編[:]全第四巻[:]建築製陶術一八九七□

一七八二コツホ 建築術提要第一編[:]一般地上建築學第五巻[:]建築指導一九○一□

一七八三ドウルム全第二編[:]建築様式第一巻[:]希臘の建築一八九二□

￣七八四ホルチンガア全第二編第三巻第一部[:]古基[督]教式及ピザンチオン式一八九九□

一七八五フランツパーシヤ全第二編第三巻第二部[:]イスラムの建築術一八九六□

一七八六エツセンワイン全第二編第四巻[:]ローマン式及ゴシック建築術第二節[:]住宅一八九二□

一七八七ハサク全第二編第四巻第三節[:]教會建築一九○二□

い‐233‐

一七七[=告八]八ハサク建築術提要第二編第四巻第四節[:]教會建築各部分一九○三□

一七七[七八]九ドウルム全第二編第五巻[:]伊太利レネサンス建築術一九○三□

一七九○ガイミユルラ全第二編第六巻[:]佛國レネサンス第一節[:]建築様式の愛遷一八九八□

一七九一生生第二編第六巻第二節[:]構造的美術様式教會建築一九○一□

一七九二ベツオルド全第二編第七巻[:]濁逸のレネサンス_九○○□

一七九三マルクス其他全第三編[:]地上建築構造第一巻[:]石材･鐵材･木材の構造要素其他

一八九一□

一七九四ａｂ全全第三編第二巻[:]境界構造第一部[部節?:]壁及寅一九．、ロ
ーノェブマー一

一七九五abホ?ウノレベツク其他全第三編第二巻第二節[:]廊下及露臺其他一八九九Ｅコ

ー七九六abバルクハウフセン其他全第三編第二巻第三節[:]梁蓋其他 ＝灸老二□

一七九七劃ｂ二二二-三九＝全第三編第二巻第四節[:]屋蓋及屋根[･]支柱二究老三□

一七九八コツホ其他全第三編第二巻第五節[:]屋根其他一八九九□

一七九九aｂシュミット其他全第三編第三巻第一節[:]盲戸其他一八九六ロ
ーブＬ･－
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い-234‐

一八○○aｂ シュミット其他全第三編[:]地上建築構造第三巻第二節[:］
建物内交通装置階段[･]エレベータ其他

コツホ全第三編第三巻第三節[:]壁[･]天井

シュミット其他全第三編第四巻[:]證明･換氣･保温･排水装置

訣番

フオーゲン全第三編第五巻第一節[:]臺所装置

マルクス全第三編第五巻[:]炊事･洗濯･浴場其他

全全第三編第六巻[:]防水･防火設備其他

ワイスバツハ全第四編[:]建物設計装置設備第一節[:]住宅
第二巻[:]住宅商業交通用建物

ツアール其他全第四編第二巻第二節[:]事務所其他

ノイマン全第四編第二巻第三節[:]郵便電信勤務用建物

シユーベルト其他全第四編第三巻[:]農事家屋第一節[:]厩舎其他

オストホフ其他全第四編第三巻第二節[:]市場

八
’
’
三
○

九
九
○
九

犬
九
八

一
一
一
一

ロ
ロ
□ご
Ｄａ

一
一
一
一
一
一
四
五
六
七

○
○
○
○
○
○
○

八
八
八
八
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一

七
二
一

○
九
九

九
八
八

一
一
一

ロ
ロ
□

に
に
ロ
ト
ル

九
九
九
八

一
一

一
一

ロ
ロ
ロ
□

●
ｂａ

Ｄ
Ｄａ

八
九
○
’

○
○
一
一

八
八
八
八

一
一
一
一

□

い-235‐

一八一二ワグナア全第四編第四巻第一節一九○四□

＿八一三リーブライン其他全第四編第四巻第二節一九○四□

一八一四aｂクーン 全第四編第五巻[:]療養院第一節[:]病院二天宝二□

一八一五劃ｂ二三二菱孟全第四編第五巻第二節[:]各種療養院三夫実三□
一八一六ゲンツアア全第四編第五巻第三節[:]浴場一八九九□

＿八一七生生第四編第五巻第四節[:]洗濯所一九○○□

一八一八曲ベーンケ其他全第四編[:]建物設計装置設備第六巻[:]學校[･]博物館第一節[:]學校二尖合二□
一八一九エツガアト其他全第四編第六巻第二節ａ 一九○五□

一八二○巳ニニー妄雇全第四編第六巻第二節ｂ一九○五□

＿八二一シュミット其他全第四編第六巻第三節[:]書室其他一九○￣□

－八二二グ?ルンチエク其他全第四編第七巻[:]官衙建物一八八七□

一八二三ワーグナア其他全第四編第七巻第二節[:]議院其他一九○○□

６期
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□

い

四
五
六
七
八
九
○
’
二
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

八
八
八
八
八
八
八
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

グルリツト全第四編第八巻[:]教會･紀念碑･齋場第一節[:]教會一九○六

ストユツベン全第四編第九巻[:]都市建設一八九○

ラムベルト其他全第四編第十巻[:]庭園建築術一八九八

ベンケ建築術の進歩第一[:]學校瓦斯暖艫一八九四
二〆－Ｆ′、ト

シーミシト全第二[:]硝子屋根と屋蓋i雷「一八九四

フヰツシヤア全第五[:]劇場其他の集合所の暖艫通氣照明一八九四

ゴユツケ全第六[:]建築術iiit會的任務（－)肚會保安の公共的建築一八九五

ヒントレーゼー全第八號（－)瑞典話[話?]Ｔ抹及フヰンランドの小學校建物一八九五

ゲルハルド全第十[:]米國建築物の排水装置一八九七

ウオルフ杢第十一[:］フランクフルトアムマイン市の公共浴場一八九七
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ブライマン建築構造學第一[:]石材

全第二[:]木材

一八九六

一九○○

１

１１

~八三四(1-Ⅳ）ワルト

1ｌ－２３７－

ＩＩＩ

ＩＶ

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

ＩＶ

Ｖ

ＶＩ

ＶＩＩ

ＶＩＩＩ

Ⅸ

Ｘ

コエニガアブランレイ]ア[ニマ]ン建築學構造學第三

シヨルツ全第四[:]各種構造

クラーゼン各種建築基準範例第一部[:]住宅と事務所

第二部[:]旅館と料亭

第三部[:]學校舎

第四部[:]療養院

第六部

第七部

第八部

第九部

第十部

第十一部

第三[:]鐵材

○
○
四

九
七
九

九
○
八
〃
〃
〃
〃
八
〃
〃
八
八

八
九
八

八
八
八

一
一
一

一
一

１
１
Ｊ
１

Ｖ
１
１

弧
Ⅳ
Ⅲ

く
１
１

１
一
一

四
四
Ⅱ

一一一一一一一一一

Ｍ
引
訓

外
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
ロ
ロ
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

２い

第十二部

第十四部

第十五部

オストホフ小中都市の屠獣場

バルツアア日本ノ家屋

オツパアマン建築作業の一般的條件

ジーベルト建築術二於ける規則及原則

クリユーガアエ事指導と建設法(建築警察法）

シユルガア建築及ﾋﾟ防火警察第一編[:]地方建築令

エングラードバイエルン建築令

伯林建築組合伯林建築地方慣例

ベンクウヰツク地上建築の見積
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八
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八
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い
一
一

一八四五a-dシユワトロ地上建築經費計算法

一八四六シヤロウスキー鐵骨構造範例

一八四七フオエルスタア地上建築鐵骨構造補遺編

一八四八ラーベス地上建築に對する圓筒支柱横断面規定係數表

一八四九ヒルシユ建築組立編初歩第四編ノー

一八五○バッハ 弾力と固定

一八五一ポストウヴンシツツ弩霞支柱弾力性楕圓の計算的法則と利用

一八五二シヤヘンマイヤア複層弾性弩塵

一八五三ピーチエエ場煙突(計算と設計）

一八五四ファール築上及鐵煙突竝に屋蓋構造設計及定着度計算法

一八五五□ ポーマン式球華壯鐵蓋屋

一八五六ビユツシヤア及ホフマン會肚防水建築材料第一編[:]屋蓋

一八五七(1-11）リァ－チエル換氣及暖房装置計算及設計法第一編
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ロ
ロ
□
□
□
□
□

い

第二編[:]表及圖表一九○二

一八五八伯林建築家組合宗教改革より現代に至る新教々會建築一八九三

一八五九ゴムメル祭壇･演壇･教會用椅子形式圖案(32葉）□

一八六○ヨヒ言ン＝花園と花環第一巻[:]墓標･墓場装飾一九一一

一八六一(1-m)ラニニロマン式[･]ゴシック式[.]ルネッサンス式教會□□設備圖案第一輯(□葉)□
第二輯(八葉)□

第三輯(八葉)□

一八六二フエルデツク近世寺院装飾□

一八六三ロスムート□室内装飾術□

一八六四(Iab-IIab)伯林建築協會伯林と其螢造物第一[:]土木第二･第三[:]地上建築一八九六
一八六五ゴツトロープ北燭逸煉瓦ゴシック式形態論一九○○

一八六六(I-II)モールマンゴシツク建築構造法第一巻･第二巻＝犬弐二

い-241‐

一八六七(1-11）シイーフアア中世紀建築圖集第二巻･第三巻＝灸究奎□
一八六八□ 城壁建築圖集□□

一八六九(I-X）エブハルト濁逸城砦自第一輯至第十輯 臺二尖二毛□

一八七○(Iab-Irlb)パウルスウエルテンベルグ王國の古代藝術記念物第一巻･第二巻二灸究二・一ﾊ九七□
一八七一(1-Ⅱ）ラムベルト其他一六一一八世紀濁逸建築の基幹一八九○□

第一部[:]前期及後期ルネッサンス(一五○○年一一六五○年）
第二部[:]バロック及ロココ式(一六五○年一一八○○年）一八九三□

一八七二二三二二木匠術第一巻[:]本文一八九九□

一八七三カウフマンリノリユム使用取扱法一九○二□

一八七四□ 建築術及美術工藝に關する圖□目録□□

一八七五□ 漠塁埠頭倉庫第四五號建築圖□□

一八七六□ 漠塁埠頭倉庫附属物圖ロロ

一八七七工務省建築時報内容目録一八五一一一九○○一九○四□
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一八七八(I-XXII)生

生

建築時報第四一年

第四二年

第四三年

第四四年

第四五年

第四六年

第四七年

第四八年

第四九年

第五○年

第五一年

第五二年

一
一
一
三
四
五
六
七
八
九
○
’
一
一

九
九
九
九
九
九
九
九
九
○
○
○

八
八
八
八
八
八
八
八
八
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

い-243‐

一九○三ＸＩＩＩ一八七八(I-XXII〕工務省建築時報第五三年
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第五四年

第五五年

第五六年

第五七年

第五八年

第五九年

第六○年

第六一年

第六二年

建築時報附圖第四一年

第四二年
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Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

Ⅳ

建築時報附圖第五五年

第五六年

第五七年

第五八年

第五九年

第六○年

第六一年

第六二年

建築管理中央公報第一一年

第一二年

第一三年

第一四年

一八七九(I-XXⅡ)工務省
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年
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第
第 一九○五

一九○六

ＸＶ

ＸＶＩ

い-247-

－八八○(I-XXII)工務省建築管理中央公報第二八年一九○八ＸＶＩＩ
第二九年一九○九XVIII
第三○年一九一○ＸⅨ

第三一年一九一一ＸＸ

第三二年一九一二ＸⅢ

一八八一(1-Ⅳ)墨墓壬墓墨齊一九○五年度建築工業雑誌□□
一九○六年度全ロロ

一九○七年度全ロロ

一九○八年度全□Ｉｖ

－八八二(1-1V）□濁逸建築雑誌一九○二年度一九○三年度一九○五年度一九一一年度□□

一八八三(1-ⅥI）ニエニ臣二二建築ルンドシヤウ(簡報)第一年一八八五Ｉ

い-248‐
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Ｉａ－ｂ
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第三年

第四年

第六年

第七年

第八年

第十年

土木建築雑誌第五二年

濁逸土木建築暦一九○六年度

一九○七年度

一九一一年度

一九一二年度

一九○四年度南濁土木建築家暦第二編
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八
九

一
一
一
一
一
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一八八四□

一八八五(I鋤-Ⅳ)鑿慧窒率

一八八六□
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□

［．

一八八七トルクミツト土木工事監督竝に指導

一八八八シユルツ普魯西王國土木管理勤務

一八八九a-dブレンケツケ士工事

一八九○abc全士工事補遺

一八九一二證苣シカ薦實用士工事

一八九二ヘンレト?]ツ士工事指針圖表

一八九三訣番

一八九四ライゼ瑞西の土工建築物

一八九五…二ギニニニ告ニーデルエ業綱要第一編第一巻[:]鐵道豫備工事工事指導

一八九六abcマツケンゼン其他全第一編第三巻[:]土崩燧道工事

一八九七ライスレ全第一編第四巻前半[:]道路築設竝電車

一八九八全全全後半[:]全
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一九○二ヒコ一八九九マツケンゼン全第一篇第五巻[:]燧道工事
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一九○○マイヤー全第一編補遺[:]土工事(第七章墜搾空氣基礎工事を除く）一八九六

一九○一フレンケル全第二編第三巻[:]遊動橋梁一八八八

一九○二二二＝ファァ全第二編第四巻[:]弩塵鐵橋及吊橋一八八八

一九○三色二言二三具ン＝全第二編第五巻[:]橋梁鐵柱鐵橋の架橋及保立一八八九

一九○四ゲルハルト其他全第三編第一巻前半[:]治水工事豫備検査内地水系水門工事一八九二

□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□

一九○五フランチエス生第三編第一巻[:]築港

一九○六レーポツク全第三編第二巻第一部[:]堰關と角路

一九○七克信＝＝二一全第三編第二巻第二部[:]水門交通運河

一九○八二三三チェニ全第三編第三巻[:]海岸及河口防水工事

一九○九フリユーリング其他全第三編第三[三四?]巻[:]都市の水道

一九一○ゾンネ全第三編第五巻[:]内地航行交通運河河流運河工事
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四
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□
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一九一一ブレンエツケエ業綱要第三編第八巻[:]運河水門

一九一二フランチエス其他全第三編補遺[:]海水運河河口海港第三部

一九一三フランチエス全第四編第一巻[:]水揚機竣喋□的機及附属機械

一九一三番外ロエウエ其他全第五編第一巻[:]鐵道工事一般竝に軌道と車軸

一九一四生生第五編第二巻[:]鐵道計算構造上部工事の實施と維持

一九一五生生第五編第三巻[:]縛轍と交叉線同轌及移動軌道

一九一六生生第五編第四巻[:]停車場の按排第一部

一九一七ウンウヰン都市建設と原理

一九一八スチユ□ベン現代に於ける都市道路と沿革

一九一九シュミット都市の地下工事第一巻[:]都市の街路の一般地下工事

一九二○□ 漢塗に於ける街路清掃

一九二一ア[ヱマ]イヤア漠塗に於ける排泄物焼却所
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_九二二(I-II）グラーン 燭逸帯國者肺[耆陦都市]用水設備第一巻[:]普魯西國

第二巻[:]普魯西以外の濁逸諸聯邦

水道及瓦斯燈設備

地方町村水道設計

下水渠設備の訣鮎

家庭用水排水･便所装置

上部シレジヤホイテン市及ロツスベルグ下水排泄設備

カールスルーエ下水灌概設備

伯林市地水整理第二編[:]圖表

治水術の基本

治水工事

諮谷堰堤工事
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ガイスラア

ハイネマン

クナウノ

フロムマア

マイリヒ

シユツク
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トﾉレクミツト

フランチエス

チーグラー
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一 マツテルン水力の利用

ウヰリヤムス河流築堤法

一九○六

一八九八
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ライナア河底規正工事

ドエル 漂石を有せる水路(特に上部ライン河)の規正

ミユルラア和蘭陀ゼーランド前治水制

ボルヒヤレトレムシヤダア堰關池

インツエ一八八九一一九○三年ご乏嘉等嘉髻墨重二皐孟墨藝レ

ヱルスナア沈澱泥土の取扱と利用

□一九一一年一○月黄浦規正案

ブーベンデイ築港統計

ランヅベルグ船舶通過水門鐵支柱

ヴオカシンベイ佛國の海港
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(佛文）
〃Ⅱ

〃ⅡＩ

〃１Ｖ

〃Ｖ

〃ＶＩ

(佛文）

（〃）

（〃）

（〃）

□

□

一九四五(1-Ⅵ)佛國工務所佛國の海港(ボルドウ[港]の部）
〃〃 全（アノレゼリ港の部）

全（ブレスト港の部）

全（ブローギ港の部）

全（シエールブルグ港の部）

全（ハーブル港の部）

一九四六(1-11）彦圭呂芸二見シユ□ン塁大西洋岸北亜米利加の海港(第一加奈大）
全（第二合衆國航路港湾の行政制度）

一九四七全欧米築港圏

一九四八(1-11）全築港圖解[解鐸?鐸解?］第一巻･第二巻

一九四九ロ ドルトムンド築港落成式紀念誌

一九五○レヒテルンアーノルドウヰルヘルムスハアセ[宅フエ]ン第二入口築港工事

肋
ル
仇
畑
比
価
川
に
ロ
ー
ー
ロ
ル

八
八
八
八
八
八
八
九
九
九
八

一
一
一
一
一
一
一
一

一一

５鮒
□
ロ
ロ
ロ
□
□
□
□
□
□
□
□

い

一九五一ロエウエ論雨海(東北)運河開通記念誌

一九五二□ 漠塁港築港圖

一九五三ライブブランド弩霞橋梁

一九五四デイツ遊動橋梁

一九五五シユペツク輸送吊橋の沿革と理論

一九五六バイヤア橋梁固有重量好況基底橋脚の歴史的發達

一九五七マイヤア基礎工事(墜搾空氣を使用せざる）

一九五八テヨツケ璽搾空氣基礎工事

一九五九ジンガアエ事用地盤検査(特に山地鐵道に就き）

一九六○ウヰルマン道路構築

一九六一ロエウエ道路建築法

一九六二バルクハウゼン其他土工作業道路工事架橋工事

旭
ロ
北
旭
叺
叺
川
肪
一
旭
旭
忙

八
八
八
九
九
八
八
九
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

６泊
□
□
ロ
ロ

～

１

一九六三リーゼ瑞西の道路鐵道橋梁土木工事(圖集）

一九六四ウヰルマン燧道に對する山嶽墜下現象の二三に就て

一九六五クロエンケ鐵道道路潤曲設計指針

一九六六abc二三美ニベシク編鐵道道路燧道カーヴ表

七
一
一
主
一

八
一
一
九
○

八
九
九
尖

一
一
一
一
一

－１１９－



一九六七(IⅨ)バルクハウゼン其他現代の鐵道工事第一巻第一節[:]粛關車

全第二節[:]鐵道工場

全第二巻第一節[:]線路敷設と軌道構成

全第二節[:]上部工事と軌道構成

全第四節[:]信號及警戒装置

全第三巻第一節[:]鐵道塁線

全第二節[:]經螢統計及鐵道經濟關係

全第四巻Ａ節[:]アプト式鐵道

三
八
六
八
四
一
一
一
五

○
九
○
○
○
○
○
○

九
八
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

ＩＶ

Ｖ

ＶＩ

ＶＩＩ

ⅥⅡ

師
Ⅸ
ロ
ロ
□
□
□

２い

一九六七(1-Ⅸ)バルクハウゼン其他現代の鐵道工事Ｂ及C節[:]市街鐵道其他

一九六八□ 伯林市街鐵道(建築時報特別號）

一九六九バルクハウゼン鐵道建設と經螢材料

一九七○通ｂコエネン支柱及梁の張行對數表

一九七一ブーレ□[曰穀]?類[･]石炭輸送及保藏設備

一九七二二二二二二クポートランドセメント

ー九七三aｂロ ポートランドセメント及鐵ポートランドセメントの

統一的供給及検査に關する燭逸の方則

一九七四ザリガア鐵筋コンクリート

[－]九七五ハムブロツホライン塵｢トラツス」

七
六
四
八
八
九
五
○

○
八
一
九
八
九
○
’

九
八
九
八
八
八
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一

□

肋
に
□
Ｍ
価

九
九
八
九

一
一

一
一

□
□
ロ
ロ
□

一九七六

一九七七

一九七八

グリユンツワイ上及ハルトマン人造キルク石製造工場案内[コ

ゲーリング

[．

士工事の計算及輸送費

燭逸ベトン組合第八會[會回]總會報告

剛
□
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
〃
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ
Ⅲ

い

四一一
○
’
七
八
九
○
二
一
一
一
四
五
六
七
八

弐
九
九
九
○
○
○
○
○
○
○
○

二
八
八
八
九
九
九
九
九
九
九
九

自
菫
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一

一九七九(I-Ix）二言二主幹

一九八○(I-XV)ブンテ主幹

都市建築雑誌自第一年至第九年

瓦斯燈水道雑誌第四○年

第四一年

第四二年

第四三年

第四五年

第四六年

第四七年

第四八年

第四九年

第五○年

第五一年

肌
Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅳ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

い
○

肋什一一一一に泗佃肋叱
九
○
九
九
九
九
九
九
九

一
九
一
一
一
一
一
一
一

一九八○(I-XV)ブンテ主幹 瓦斯燈水道雑誌第五二年

第五三年

第五四年

第五六年

交通及道路工事雑誌第二○年

第二－年

第二二年

第二三年

第二四年

一九八一(I-X）□

－１２０－



年
年
年

五
六
七

一
一
一
一
一
一

第
第
第

八
九
○

○
○
’

九
九
九

一
一
一

Ｉ
Ⅱ
Ⅱ

Ｖ
Ｖ
Ⅵ

い-260

ＩＸ

Ｘ

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

ＩＶ

Ｖ

ＶＩ

□

ロ

ロ

第二八年

第二九年

アルブレヒト主幹衛生工事雑誌第九年

第十一年

第十二年

第十三年

第十四年

第＋五年

□一九一○年度ベトン年鑑

□一九一三年度セメント暦及一九一四年度全

□一九○四年度土木建築新聞カレンダア

一一一一吐肋心’’一二一一肋ロロ
九
九
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一

一九八二(I-VI）

一九八三

一九八四(1-Ⅱ）

一九八五

い-261‐

(六)雑

番號箸鐸者名書 名 發行年代註

一九八六

一九八七

一九八八

ワルデツク

ゾエルトナア
ーピーインマビフニ畠

＝グー

陶器石灰セメント石膏工業第二編[:]石灰及セメント製造一九○三

ブランデー蒸□[皀溜］一九一三

穿孔に對する松脂板の對抗能力に關する報告一八九五

ｊ

□
□
侯

Ｋ・交通

番號著鐸者名書 名 發行年代註

ｂ

九
劃
○
一
一

八
舟
九
九

九
九
九
九

一
一
一
一

デイツク

ロ

ブッデ

ベルテス

海路法

海員組合帆船災害豫防規定

海路法航海日誌其他海員必要事務

ポケット海圖

四
九
三
九

一
九
一
九

九
八
九
八

一
一
一
一

ロ
ロ
ロ
ロ

２
１
ｊ

則
ロ
ロ
□
》
□
轍
Ⅲ
川
川
□
□
□

い
く

九
四
一
四
五
一
一
一
四
六
八
一
一
一
一
一
一
一

九
九
○
’
○
○
○
○
○
○
九
二

八
八
九
九
九
九
九
九
九
九
八
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一九九三シユーマツヒヤア東亜に於ける都市の交通

一九九四ロ 支那海事辮典第三巻

一九九五濁逸海事監督局支那の重要港(船長航海□□）

一九九六ｍ支那税務署通商各關海江警船示冊第□二薄(一九一三年度）
一九九七ボルトフエルト船員必携帳

一九九八(1Ｗ)ロ 北米合衆國大西洋岸水先案内書第三

第五

第七

第八

一九九九二二三全エニタヤエルベ下流舟行に對する漠塁の施設

二○○○デイツトマア濁逸商船要寶

二○○一(1-11）内務省燭逸船舶名簿

い-263‐
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ｊ敵
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

和
四
五

ｌ
○
○

狐
→
一
ロ
ロ
川

九一一一五一一一一〈
九

一
○
○
○
○

九
九
九
九

一
一
一
一

二○○二□ 蘭領印度船舶名簿

二○○三(1-m)ストウドニツツ船舶第廿四年･第二十五年･第二十六年

二○○四(I-III)濁逸河江航行協會國内航行雑誌第十年･第十一年･第十二年

二○○五□一八九八年度海事協會報告

二○○六□ 北濁逸ロイドiiit案内

二○○七ロ 山東鐵道運行令

Ｌ・商業

番號著諜者名書名 發行年代註

=マーイョヤア

ロートニンノレ府

ローートシノレド

一
八

一
○

九
九

一
一商業總論第一巻･第二巻

商業要寶

二○○八(1-11）

二○○九

ロ
ロ

４刑
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□

い

肋
□
価
□
加
圧
一
一
一
一
一
一
□
□
肋
□

九
九
八
九
九
九

九
一
一
一
一

二○一○オプスト商業要綱

二○一一全貨幣銀行及取引所

二○一二ドイツチユ通貨金銀塊爲替株券及割増金附證券仲買

二○一三ア□スマン鑛油及酒精取引要覧

二○一四ツ□エツプル米露石油の競争

二○一五トロイバア濁逸帯國度量衡及貨幣

二○一六内務省濁逸對外貿易要覺

二○一七二二とニト日本との貿易

二○一八シユロエツシング現代の商人(商業参考書）

二○一九ランデンベルガア商業用文第三編

二○二○オルロツプ英語商業用文入門

二○二二[二一](1-11)プルツツアー其他一般商業通信文(十五箇國語）燭逸篇

い-265-

(佛文）

□

(英文）

（〃）

（〃）

[．

[。

［．

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

ＩＶ

佛蘭[西]篇

二○二二マルテンス濁逸領事法及殖民地法

二○二三シヤーニガン支那の法律と商業

二○二四aｂウヰリヤムス支那商業案内

二○二五ブレナン支那商港に於ける貿易状態

二○二六ビユーケ東亜派遣實業覗察委員報告第一冊(秘密）

二○二七朝鮮税關一九○三年度關税及貿易の報告

二○二八□ 關税商品録

二○二九(1-V）□一八九八年度ライプチヒ商業會議所年報
一八九九年度全

一九○○年度全

一九○一年度全

□
□
価
一
に
加
北
川
肋
⑪
□
□
□

九
八
八
八
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一

い-266-

Ｖ

Ｉ

Ⅱ

一九○三年度全

一九○七年度ドルトムンド商業會議所年報第一編

全第二編

Ｅコ

ー九○八
〃

二○三○(I-VI)□
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一九○八年度全

全

一九○九年度生

生

香港商業會議所沿革

一九一二年度青島商業會議所報

商工業報告第十四巻

第十五巻

第十七巻
編
編
編
編

一
一
一
一
一
一

第
第
第
第

肋
〃
刊
〃
｜
□
℃
’
’
’
’

九
九
九
九
九
九

一
一

一
一
一

ｌｌｌ

ｌＶ

Ｖ

ＶＩ

(英文）

□

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩａｂ

ｊＶｌ Ｉ

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一

○
○
○

一
一
一
一
一
一

ヒウエツト

ロ

内務省

い-267‐

ＩＶ

Ｖ

二○三三(〃）内務省 商工業報告第十八巻

第十九巻

一九一藪年度濁逸輸出工業年鑑

一九○一年度東洋商業年鑑

一九○二年度全

一九○三年度全

一九○四年度全

一九○六年度全

一九○七年度全

一九○八年度全

一九○九年度全

一九一○年度全

一一一一
〃

九

□
旧
ＩＸ

ｃ
ｂ
ｂ
Ｐ
風
く

四
五

一一一一一一
○
○

一
一
一
一

幻
滅
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅲ
Ｘ
Ⅲ
□
□

２

英
文
の
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
Ⅲ
、
の

く
英
く
く
く
く
く
ｌ
く
く

Ｉ
、

／
Ｉ
／
Ｉ

ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
□
□
□
□

ロ
ロ
ロ
□

一九一一年度全

一九一二年度全

一九○一年度殖民地商業人名録

一九一一年度全

米國貿易索引(米國商工業家名簿）

濁逸商業雑誌三月號(1)四月號(Ｉ

二○三六(1-11）□

二○三七□

二○三八(1-ⅥI)内務省

一八九九

一八九○

ロ
ロ

ロ

三月號(1)四月號(11)五月號(ⅡI）

六月號(Ⅳ)七月號(v)八月號(Ⅵ)十二月號(vＩＤ

全一月號(1)二月號(11)五月號(IⅡ)六月號(Ⅳ)七月號(V）一八九○

八月號(VI)九月號(VⅡ)＋月號(VⅢ)十一月號(Ⅸ)＋－月號(X）

二○三九(I-X）全

い-269‐

Ｉ－ＸＩＩ

Ｉ－ＸＩＩ

□

生
生
圧

１
１
１

Ⅲ
Ⅲ
Ⅶ

】
一
一

Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ
く
く

○
’
’
’

四
四
四

○
○
○

一
一
一
一
一
一

全自一月號至十二月號一八九二

全自一月號至十二月號一八九三

全一月號(1)二月號(Ⅱ)五月號(IⅡ)七月號(1V)八月號(V）一八九四
九月號(VI)十月號(ⅥI)十一月號(VⅢ）

杢自一月號至＋二月號一八九五

燭逸商業雑誌一月號(1)二月號(11)四月號(ⅡI)五月號(Iv）一八九六

六月號(V)九月號(VI)＋月號(VⅡ）

全自一月號至十二月號一八九七

全一月號(1)二月號(Ⅱ)三月號(IⅡ)四月號(Ⅳ)五月號(V）一八九八

六月號(VI)八月號(VⅡ)九月號(Ⅵ11)十一月號(Ⅸ)十二月號(X）

二○四三(1-ｍ)全

二○四四(1-ⅥI)内務省

I-XII

□

二○四五(1-ⅢI)全

二○四六(I-X）全

Ｉ ＩⅨ
□
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い-270‐

Ｉ－ｍ

Ｉ－ＸＩ

Ｉ－ＸＩＩ

Ｉ－ＸＩＩ

□

全自一月號至十~月號一八九九

全自一月號至十一月號一九○○

全自一月號至十二月號一九○一

全自一月號至＋二月號一九○二

全自一月號至三月號(I-III)五月號(1V)六月號(V)七月號(VI)一九○三

八月號(V11)九月號(VIⅡ)十月號(Ⅸ)十一月號(X)十二月號(XI）

全自一月號至十一月號一九○四

全
全
生
生
全

』
Ｊ
１
１
１

１
１

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

く
く
く
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ
二
一
一
一

七
八
九
○
’

四
四
四
五
五

○
○
○
○
○

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

二○五二(1-Ⅲ)全 l－ＸＩ

い-271‐

Ｍ・農業･林業･牧畜･漁業

番號著諜者名書名 發行年代註

ﾆｺﾞﾋ苦二濁逸農作物栽培一九一○

チムマアマン濁逸殖民地に於ける綿花栽培法一九一○

耕地改良法の進歩へツス一八九二

アイスバイン耕地機械耕作に對する蒸氣の應用ロ

キルヒナア穀類の敵一九○三

ヒルトナア莱豆種子の發育状態と有機作用に依る其の影響一九○二

リンダア課スタニスラウス･ヂユリアン讓桑樹栽培と養欝一八四四

フランケ課註漠塁殖民學機[機校]論説第十一巻[:]耕織圖(支那の農耕と織染)一九一三

。
、ａ

ｌ
ｌ
’
四
五
一
ハ
七
八
九
○

五
五
五
五
五
五
五
六

○
○
○
○
○
○
○
○

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｅ。

□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

２釘
ロ
ロ
ロ

い

二○六一aｂスパン 農藝代[代大?]學入門第一[:]無機篇

二○六二シユライヤア農家文書範例

二○六三二歩ご孟皐羅閻呈溢エルザスロートリンゲン冬期農業學校教科書
第二巻[:]牧畜論農業經管論

二○六四(1-Ｍ殖民省濁逸殖民地肥培試験自第一號至第四號

二○六五□ 熱帯農業｢栽培者｣雑誌第四年第一號

二○六六(I-Iv)二空豆娑二＞熱帯農業雑誌｢栽培者｣内容目録第七年
生第十八一第廿五號

全第十年第十一號

全第十四年第三號

二○六七(1-111)□ 凋逸農業協會年報第二七巻第一刊

全第二七巻第三刊

全第廿八巻

三
一
九

一
○
○

九
九
九

一
一
一

三
八
一
一
一
五
六
○
’
’
’
一
一

一
○
○
○
○
一
一
〃
’

九
九
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一

[．

Ｅコ

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

ＩＶ

□

[．

[．

－
１

唖
□
》
□
□
制
□
Ｉ

ｌ

ｌ

一一一群に①’’’一｜｜に
九
袷
九
九
九
九
九

一
明
一
一
一
一
一

伯林高等農業學校年報

農科大學學術報告第五巻第二號

プロスカウ果實學校報

ガイセンハイム葡萄果樹栽培學校一九○九年度報告

農學科報告第二冊[:]試駒作業(一九一一一一二年試鹸）

徳華高等學堂農林科報告第三[:]高梁の肥料攝取と要求

燭領東亜弗利加農林事業報告第一巻第一號

二○六八□

二○六九□

二○七○□

二○七一ウオルトマン

ニ○七二aｂ悪一藏零學堂と坦堅木木禾斗

二○七三ワーグナア

ニ○七四(I-vI)鞠嘉驫襄鳶
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號
號
號
號
號

’
’
三
四
六
七

第
第
第
第
第

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ

一一一
〃
○
〃
〃
〃

九

－
１

川
Ⅲ
ロ
ロ
□
□
轍
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ

、
ｊ

ト
－

１
／
Ｉ

二○七五(1-ⅥⅡ)全全第二巻自第一號至[第]八號

二○七六(1-V）全全第三巻自第一號至第五號

二○七七（バイラア植林に對する人工施肥

二○七八シルリング高低森林に於ける經螢收盆法

二○七九シトエツツアア森林債格計算法附山林靜力學

二○八○(1-11）サージャント新シイ[?ダニ?]知られたる北米の樹木第三・第四

二○八一ヘルマン普魯西林學圖

二○八二ノイダイムマア林務官讃本

二○八三ワグナア牧牛法講義

二○八四□ 飼秣論

二○八五テンネツカア乘馬愛馬家飼馬法

二○八六オストホフ屠獣場と牛市場

五．九四
六

○
○

九
九一一

一
一
此
叺
叺
ト
川
加
□
□
肋
に

九
九
九
九
九
九
八
八

七
九

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

５〃
□
ロ
ロ
ロ

い

七
八
九
○

八
八
八
九

○
○
○
○

一
一
一
一
一
一
一
一

官公業屠獣場及牧場建築設置經管法

養蜂

吾等が密[密蜜]蜂

養魚と貯魚

シユワルツ

ランペ

サヨ

タウルケ

に
肋
□
肌

九
八
九

一
一

い-276‐

］

い-277‐

［ 白 紙

Ｎ・文學･美術･晉樂

（一)文學

（、全集･評論

(1)全集

二○九一(I-XXIV)□ ゲーテ全集第一巻･第二巻[:]歌謡･詩等

全第三巻･第四巻[:]韻文･散文･短句

全第五巻･第六巻[］夛苣芒＝三Ｆ写
生第七巻･第八巻[:]愛人の氣嫌其他

全第九巻･第一○巻[:]ごニニシフ圭
全第一一巻･第一二巻[:］フアウスト

全第一三巻･第一四巻[:]二二冤二気
全第一五巻･第一六巻[:]二三兆三計

五五

一
一
一
一
一
一
三
四

八

五
五
五
〃
五
〃
〃
一

八
八
八
八

卜

’
’
一
一

フ

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ

ロテーア

アヒレー「二Ｋラーイニ張クーヮっ2，１′Ⅲ

愛人の氣嫌其他

[:]ごニニシフ二二二二窄基孟一ｎ
巻[:］フアウスト

巻[:]二二冤二元壬稻－
巻[:]二二光三元圭二草ニニーフト

い-278-

第一七巻･第一八巻[:］ウヰルヘルムマイスタア其他一八五五Ⅸ

第一九巻[:]小説〃Ｘ

生
生
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第二一巻･第二二巻[:]予の生涯より〃Ｘ’

第二三巻･第二四巻[:]伊太利旅行其他 ［〃?］ＸＩＩ
第二五巻･第二六巻[:]一七九二年佛蘭西遠征其他一八五六ＸＩＩＩ

第二七巻[:]雑録〃ＸⅣ

第二八巻･第二九巻[:]ベンヴエヌト，ツエリニ其他〃 ＸＶ

第三○巻[:］ウヰンケルマン其他一八五七ＸＶＩ

第三一巻[:]藝術評論〃ＸＶＩＩ

第三二巻[:]濁逸文學〃XVIII

第三三巻･第三四巻[:]外國文學竝に國民鵠詩其他〃 ＸＩＸ

第三五巻[:]舞臺に於けるゲツツ･フォン･ベルリツヒンゲンー八五八ＸＸ

生
生
全
生
生
全
生
生
生
生

柳
川
川
柳
Ⅲ
□
□
□
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
□

い

ゲーテ全集第三六巻[:]光學附録其他一八五八

全第三七巻･第三八巻[:]色論･教授篇･論駁篇〃

全第三九巻[:]色論史〃

全第四○巻[:]色論史補遺･氣象學･自然科學〃

二○九二(1-11）スチーラアゲーテ著作集第五巻[:]フアウスト□
全第一三巻[:］ウヰルヘルム･マイスタアの放浪時代□

ゲーテ抜筆集第一三巻一第一六巻二○九三プレム編ロ

シルラア全集第一巻第一期作二○九四(1-Ⅳ)□□

全第五巻一第六巻一八六九

全第九巻･第十巻[:]三＋年戦史,散文〃

全第一一巻･第一二巻□

二○九五(1-11）クツチヤア編シルラア全集第六編[:]ウヰルヘルムテル,墓誌農鼻孟墓の□

ｂ
Ｔ
１

〈
Ｕ

Ｔ
１
ｎ
巫
而
皿

刎
ロ
ロ
ロ
□
Ｉ
Ⅱ
Ⅳ
□
□

い

シルラア全集第八編[:]美的養育,無邪たる感傷的作詩に就て□

二○九六(1-11）カルペレス編シルラア全集第四一第六巻□
全第十巻□

二○九七スチーラアシルラア著作集第四巻[:]ワレンシタイン□

二○九八(I-IIIab)ミユルラア編ロイタア全集第一巻一第八巻□
全第九巻一第一三巻□

全第一四巻一第一八巻□

二○九九(1-11）□ロイタア全集(七巻の中）第四巻及第五巻一八八三

フリツツ･ロイタア全集二一○○ロロ

二一○一(I-VI)□ハツクレンダア全集第七巻[:]商業と旅行其他一八六三
全第九巻〃

全第一五巻[:］「密使」「エレキ治療」「有罪!」「欧洲の奴隷生活」〃

Ⅱ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

２い

ハツクレンダア全集第廿三巻[:]西班牙の冬第二部

第二九巻･第舟巻[:]票宅姜這蒙三雲
第)H九巻･第四＋巻[:]晉嘉完霧ロ

ゴツトシヤル編ウーランド集(四巻）第一一四巻

ジーゲン編クライスト全集第一一四巻

□ アンツエングノレーバア全集第二巻

シテルン編ヘンデル抜華集第三巻

チムマア編ケルナア集第二巻

一八六○

〃

〃

ロ

ロ

一八九七

□

□

二
一
一
一
四
五
六

○
○
○
○
○

’
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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ｍ
ｎ

Ｉ
Ｉ
く
Ｉ

』
一

七
八
九

○
○
○

’
一
一

一
一
一
一
一
一

リ、エンクローン全集第一巻[:]戦争小説

ヨハン･マイヤア全集第七巻[:]戯曲及第八巻

ゲルシテツカア集亜米利加(第一巻及第二巻[)］
全旅行(南米･カリフォルニア･南洋）

［コ

ロ

テーデン編

Ｅコ

ー九○六

１，１１

１１１

□
□
□
□

い-282‐

全叢林にて１Ｖ□

全セイル･アギラＶＥコ

ハウフ全集(六巻の内）第一一三巻及第四一六巻□［コ

ハウフ全集第四巻ロロ

ストルム全集第六巻[:]ハンスとハインツ□□

ヘーベル全集第一一第三巻□にコ

ヴン･デア･ヱルデ全集第四巻一八三七ロ

ホーマア集第一巻□□

北米クラシック文學第一巻[:]パウルヂング箸いざ西へ?第一編一八三七□
第二巻[:]パウルヂング箸いざ西へ?第二編〃□

全第五巻[:]パウルヂング著誓篶異の第一編一八四○□
第六巻[:]全第二編〃□

二一一○(1-11） ロ

シニLワブ編

ストルム

ケルラア編

［コ

フオツス課

□

ＪＩ Ｉく Ｉ

四
五
六

一
一
一

一
一
一

一
一
一
一
一
一

二一一七(I-II）□

３期
□
□
Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
□
□
□
□
ロ
ロ
□

い

二－一八(1-1Ⅱ)ロ 北米クラシック文學第七巻[:]パート著匿宝譲第一編
第八巻[:]全第二編

第九巻[:]全第三編

全第十一巻[:]パート著森の悪魔第二編

第十二巻[:]全全第三編

クーパア全集ベネヂクト派僧侶第一編･第二編

全第三編[:]歸國行

全勇者

全水魔一名海豚

全殿の｢モヒカン｣人

生猩々海賊

全ベルンの刑手一名葡萄摘み

○
一
二
八
一
一
一
四
八
一
一
一

四
〃
〃
四
〃
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一

八
八
八
八
八
八
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一

二一一九(1-11）□

二一二○(1-11） Ｅコ

ニーチーユ課

［．

［コ

ドエリング課

モイラア鐸

[．

四
五
六

一
一
一
一
一
一

一
一
一

一
一
一
一
一
一

４剛
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

い

継
全
生
生
全
識
生
生
生
生

キ
課
ル

ス
ア
エ
鐸

沖
瀬

タ
ツ
ユ

レ
ラ
デ
シ
ン
チ

ノ
イ
ン
ヰ
ユ
一

Ｗ
ロ
モ
全
ウ
ウ
キ
ニ
全
生
生

１
１
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
１
１

１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

く
く
く
ｌ
く
ｌ
く
ｌ
く

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

－
一
二
二
一
一
一
二
一

七
八
九
○
’
一
一
一
一
一
四
五
一
ハ

’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

鹿殺し第一編･第三編

移住者第一編･第二編

國境に住む人棗西ニニ鑿

モンキンス第一編･第二編

北米人(Ｃ三二亮牽ﾙ)棗西ニニ鑿

北米海軍の沿革と其戦績第二・三・四編

伊太利第一編･第二編

瑞西旅行第一編･第二編

佛國滞在,ライン旅行及第二次瑞西旅行霊三露

英國と首都の肚交生活第二編

一
八
九
五
九
○
八
六
七
七

四
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
四
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一

八
八
八
八
八
八
八
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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八
七

一一一一一一
八
八

一
一歸航一名狩第一編･第二編

欧羅巴回顧第一編

全
全

全
□

ｊＩ Ｉｌ Ｉ七
八

一一一一一一
一
一

一
一
一
一

[。

□

５胡
□
ロ
ロ
ロ

い

二一三九(1-11）ロ クーパア全集カスチリアのメルセデス第二編･第三編一八四一

二一四○(1-11)モイラア課全リオネル･リンコルンー名霊言亀＞第四巻･第十一巻一八二七

九
二
三
四

八
八

一
一二一四一(I-II）ニーチユ課全エヴちゃん一名故郷第一編･第二編

全二一四二(I-III)□二提督第一編･第二編･第三編

二－四三訣番

二一四四モイラア課全荒野原第四編

二－四五トロイ全水先案内第四巻

(2)評論

二一四六ウォルフゲーテの生涯と作物

二一四七アンゲロヅオツトリ師謬註支那文學研究第一巻[:]家庭教訓

二一四八生生第二巻[:]古典研究

二－四九全全第三巻[:]經書研究

八
七

一
一
一
一

八
八

一
一

□
□

一八九五

一八七九

〃

一八八○

□

拉丁文

〃

〃

い-286-

拉丁文

〃

英文

二一五○アンゲロヅオツトリ師課註支那文學研究第四巻[:]修辮法型範

二一五一〃〃 第五巻[:]美辮と詩に就て

こ一五二マイヤース註支那文學語解

（ロ)詩文

二－五三abpエウエンベルグ近代名詩撰[撰選]｢金色の泉」

二一五四プリンツホルン撰[撰選]英米名詩撰[撰選]｢大西の両岸」

二一五五フレンケル濁逸の詩と思想(海軍々人の爲に）

二一五六コルツムヨブシアーデ

ニ－五七伯林婦人會編ゲルマニア(燭詩と女流詩人）

二一五八ブラウン編凋逸詩歌のマルテイン･ルーテル

ニー五九ゾイフアア編シユウヲバの國(シユワビヤ方言詩集）

二一六○イリツエツクグードルンとデイトリツヒの叙事詩(附辮書）

○
二
○

八
八
一

八
八
九

一
一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
ー
ト
に
□
□

八
八

一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

７期
□
ロ
ロ
ロ
ロ

い

二一六一□ 少年杼情詩集｢撤芽と花」

二一六二□ リツタアハウス詩集

二一六三ゲーテライネケの狐

二－六四□ 家庭文庫第一一巻[:]シルラアの哲學詩

二一六五ヘルダアケ?ツト

ニー六六訣番

二一六七＝￥二二物語と詩第一編

二一六八と二半ニニニニヤア南亜戦争第一編[:]倫敦よりブロエムフ

ニー六九エル･シュミット讓註高等濁逸詩學修書第二巻[:]ゲーテ署｢ヘノ

ニー七○ゲルンス吟調詩集

□
ロ
ロ
叺
比
九
八

一
一

［コ

ー九○二

□
□
鍬
□

１

第一編[:]倫敦よりブロエムフオンダイン迄

エルシユミツト讓註高等濁逸詩學修書第二巻[:]ゲーテ署｢ヘルマン｣と｢ドロテーア｣一八九一

ゲルンス吟調詩集一九○四
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ミユルラア鐸ホラチユス箸「カルミナ」
□ 雛菊を求めて

一
一
一

七
七

一
一

一
一
一
一

一八九八

□

伊文

英文

』

鞭
欺
□
数
□
□
□
轍
□
□
□
□
□

・Ｊｌｗｕ▽

二一七三マーティン支那傳詩及其他の詩

二一七四ベートゲ課支那叙情詩集明笛

二一七五二二二三曇漢文詩解

二一七六ラヴエレンツ海軍ストリユーウエルペタ

ニー七七ベルナウア一不良少年の唄

二一七八ゲーテ子の生涯より(詩と眞理）

二一七九シ菫二三二元クリユ夫人の經歴

二一八○コンラード課ヘンリ･ロツシユフオール箸｢予が生涯の冒険」
二一八一キユーゲルゲン思出の記

二一八二ドライフス子が生涯の五箇年

二一八三オツト･エルンスト小品集｢日光」

二一八四フォン･オンプテダ登山生活｢エキセルシオア」

旭
叱
弧
い
□
｜
Ⅲ
切
仙
ト
ロ
肋

八
九
八
九
九
九
九
八
九
九

一
一
一
一

一
一
一
一
一

第一巻

期
ロ
ロ
ロ
散
□
□
□
□
敵
□

９

英
１

二一八五ロールバツハ西南亜弗利加の苦き月日より

二一八六元二≦元三伊太利さらば１

二一八七マイ荒蕪クルヂスタン践捗

二一八八二掌ニニン娑二バランソレーの主入或る冬の物語

二一八九アルヴエルデス予の日記(西南より）

二一九○コツホブロイベルグ佛國の二年(一八七○－七一年戦史）

二一九一ラインハルト響と煙

二一九二トロイヤン要塞幽閉二箇月

二一九三シユロエダア「東方世界｣より一八九二一一九○七年抜筆

二一九四ｍエスペル上海漫語

二一九五訣番

（ハ)戯曲･小説｡稗史･物語

肋
ロ
ロ
Ｍ
□
ル
ロ
加
叺
一
一
一

九
八
八
八
九
九

一
一
一

い-290‐

編

グ
ア

曲
ン
註
カ
ア

幟
レ
ケ
ュ
ラ

１
ッ
ン
シ
ル

グ
ー
レ
フ
ル
シ
生
生
全
生
生

ン
エ

１
／
Ｉ

し
ｂ

ｂ
ｂ
Ｌ
ｂ
Ｉ
Ｃ

ａ
ａ
ａ
／
Ｉ
ａ

六
七
八
九
○
’
’
’
’
’
’
四

九
九
九
九
○
○
○
○
○

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ミンナ･フォン･バルンヘルム

レツシング箸「ミンナ･フォン･バルンヘルム」
全

ドン･カルロス

マリヤ･スチユアルト

オルレアンの少女

ワレンシタイン第一編･第二編[:］ワレンシ

ワレンシタイン

ウヰルヘルム･テル

幻
沿
旭
□
汁
旭
□
肪
叱

九
九
八
八
八
八
九

一
一
一

一
一

一
一

Ｅ。

□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ

第一編･第二編[:］ワレンシタインの死

－１２９－



シルラア箸「ウヰルヘルム･テル」

ゲツツ･フォン･ベルリツヒンゲン

燭佛文

□

グリム課

ゲーテ

五
六
○
○

一
’
’
一

｜
｜
｜
’

□
□

１Ⅷ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
□
□
□
□
□
倣

Ｉ

二二○七ハウプトマン日の出前

二二○八リリエンクローン濁逸の忠精

二二○九フォン･シユレーゲルシエークスピヤ箸｢ロメオとヂユリヤ」
二二一○ランゲ課 イブセン戯曲集第二巻

一一ホフマンスタールエレクトラ(シトラウス作曲）

二二ﾆクラツト山守の娘

一一一＝ヘルツオーグニツセンスコーグにて

二二一四カールワイスヘラシムソン

ニニー五スツツケンガワン

ニニー六ロ アドルフ･デア･キユーネ

ニニー七三寸生菫英ウニ歌劇｢成金王女」

二二－八蒐局ニピアラＦン｢ポムペイ｣の最後の日

一八九九

□

[．

□
ロ
ロ
牝
に
□
叩
□
□

九
九
八

一
一

２柵
ロ
ロ
ロ

ー

ー

二二一九ヘルブリツヒ艦操教授罰(滑稽一幕）

二二二○aｂデルマ其他ホーエンツオルレルン(普國二百年祭演戯）

－メリツツ編オペラ補導(オペラ抜華二百冊五）

(2)小説

二二二二アイゼンシツツ課ヴエルガ箸シシリイ島農夫物語

二二二三へルマン･アイラアアレキサンダア･デユマア箸｢ハミルトン夫人」

二二二四(1-11）アウアーバツハ森の寂寛第一巻･第二巻

二二二五アスムスゼン休みなき人々

二二二六アレキシス愛國小説伯林のローランド

ニニ二七全狼人

二二二八全フォン･ブレドウ君の袴

二二二九二妾二言二大衛戌地

[．

Ｅコ

ー九○一

肌
□
Ⅲ
’
一
一
□
肋
□
□

九
八
九
九

一
一

□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ

３Ⅷ
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
散

１

二二三○アルトマン小間物集

二元三天二其他十傑作集

一一一一イエンゼン荒野を越えて一一＝一

二二三三全フリードリヒ王第三巻

二二三四ウヰツク新人間

二二三五ウヰストキルヒワイヤモア伯爵

二二三六ウエルダア武骨漠ロイトリンゲン

二二三七ウオルフグリンメルスハウゼン箸｢シムプリチシムス」

二二三八(1-11)ウオルツオーゲン哀れ罪の女第一巻･第二巻

二二三九ウエールス濁身女

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
も
ロ
ト
Ⅲ

九
九
□｜
’
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二二四○全 予が最初の冒険 [．［．

４Ⅷ
□
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
轍
□
散
〃
倣

１

二二四一ウエールス

ニニ四二(I-VI)ヴエリイ

善良なる鰐魚

ウエストフアーレンの血第一輯

第二輯

第三輯

第五輯

第六輯

第七輯

妃
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
刊
□

八
九

二二四三エヱ､レット･グリーン魔法島

二二四四エツクシタイン其他滑稽小説其他

二二四五オツペンハイム使嘘者

二二四六全未曾有の組合

二二四七ジヨルジユ･オウネ人世の争闘･化物

５沙
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
ロ
ロ
欺
欺
□

い

二二四八オムプテダデウニーズ･ド･モンミデヰ

ニニ四九オムプテダ課モパツサン全集第七巻[:]精露

二二五○オツテンデ･ウヰツト箸｢デツサのオルフイイス」
二二五一ガイスラア沖の小島

二二五二フォン･カイゼルリングベアーチとマライレ

ニニ五三ガーレンブランダウ男と其の公子第三巻

二二五四ガングホーフアア山國

二二五五全五月嵐

二二五六aｂ全ラチエレ･スカルパ

ニニ五七ガーヴアイス宿命

二二五八全婦人としてのスタウンチ

ニニ五九ギバラ鐸マグネイ著男地獄

□
加
ロ
牝
□
紐
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

八
九
八

６期
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
ロ
ロ

い

○
’
二
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○
’

六
六
六
六
六
六
六
六
六
六
七
七

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

キヨルナア其他女教師其他

クウオスキ舞姫の思出

クローカア彼等の一家第一巻

ダリンエリザベスの訪れ

クレツツアア黒絆纒

ロ クーパア箸｢カスチリヤのメノレセデス｣第一編
クラウゼン位と笑

クライバア課プロエンシテツト箸ボルトン塔

クロエガアハイン･ウヰーク物語

グレープアアエドウヰンが補習時間を課せられの事

全故シムケス夫人(滑稽小説伯林生活）

全青色判事

ロ
ロ
牝
に
□
叫
ロ
加
加
ロ
ロ
ロ

九
九
八
八
八

一
一

一
一
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』

》
□
欺
欺
〃
〃
□
□
ロ
ロ
□
□
□

Ｄ
ｌ
ｗ
ｕ
▽

価
此
価
に
□
ロ
ロ
ロ
ロ
旭
町
価

九
九
九
八

八
八
九

一
一
一
一

一
一
一

グロート母の言葉

ニニリノ産気ロ「ソーントン夫人の計策」

クリユードツン仲買人

クリツフオード最後の接鯛

グレツトンイングラム

ゲルシテツカア曲馬師

全其他 ミシシッピ物語其他

ゲルハルドヨドウテン街に於て

ケトヴオエヌ村の公證人

ゲーテヘルマンとドロテーア

ゴツトヘルフ小作人ウーリ

ゴンクールエリザ

ｂａ

二
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○
’
一
一
一
一
一

七
七
七
七
七
七
七
七
八
八
八
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

】

》
散
□
散
□
散
□
□
□
□
□
□
散

□
■
Ｌ
ｕ
▼

コリンス 白衣の女

コールラオシユセヴエリイ箸｢ジオンダロウの死」

コレリテルマ前篇

コンラード眞紅の闇

全機會

コンラード時計草号ラーロ

コナン･ドイル箸「踊り人形｣ﾀﾄ探偵小説

二三孝二妻轟ハコナン･ドイル箸｢シヤーロツクホルムス･一年」
□ 全「バスカーヴヰユの犬」
□ 全「四｣の言己號

コナン･ドイル密[密蜜]柑の種(燭鐸）

全クルームバアの神秘

ｂａ

四
五
一
ハ
七
八
九
○
’
’
’
’
一
一
四
五

八
八
八
八
八
八
九
九
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
叺
叱
に
□

九
九
九

一
一
一

[．

９沙
□
□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

い

ザルトリユス迷い･野うばら其他

サマロウ英雄と皇帯

シユリヒトペンジオノポリス第二巻

全豫備少尉

全グツシ男爵夫人

シユビン蔭[蔭陰]譜

全白や(犬小説）

シヨーベルト醜女第三巻

シヨルツ課ゴルキ箸世界の痛苦

シトラウス天使の王

シターヴエ雪に埋る邑焔

シェルシェル小説集第一･第二巻[:］シルラア

六
七
八
九
○
一
一
一
三
四
五
六
七

九
九
九
九
○
○
○
○
○
○
○
○

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□
□
□
此
一
一
一
炬
的
に
ト
ロ
ロ
□

九
九
八
九
九
九

一
一
一
一
一
一
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０Ⅷ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
欺
撤
散
散
敬

１
二三○八シユツエ啓ちゃんと角ちゃんとあたい

二三○九スコウロネーク許嫁船

二三一○スペル 往時の眞面目と戯れ｢斯くありき」
－－－ステングリン正しき者

二三一二スプリンガルド課白耳義物語クラリツサ

ニ三一三ヴオータア･スコット「セントロナン｣の井戸

二三一四aｂスコットイヴンホー(燭鐸）

二三一五ステヴンスサラの樂園

二三一六スタリプール珊瑚船

二三一七スチユアート無茶苦茶

二三一八スティルキングユラント

二三一九ホーレー･スマート廻る砥石

小
□
に
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
此

九
九

九

」

川
欺
□
□
□
□
ロ
ロ
□
ロ
ロ
ロ
ロ

、■曰叩凹▽

ステフエンス金壺

ストエバアガスタインの仕立屋其他

セイブト課ヂツケンス箸クリスマスの夜其他

二二三塁jiLニシニバイエルン往時軍人生活｢今は昔」

セーンピエールパウルとヴ[ア]一ヂニイ(濁鐸）

ゾンネンブルグウエスタアランドの船長

ゾフアア鐸アイル著彼女は彼を教育すべし

ゾーン誘惑

ゾムマアフエルドカモラ組の秘密

ゾラルールド

全テレーゼ･ラクヰン

全パスカル博士

二三二○

一
一
一
肋
□
旭
加
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

九
八
八
八

一
一

一
一四
五
六
七
八
九
○

’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

２列
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
散
□
□
□
□
□

い

二三三二全アベモレの罪

二二＝＝ロ ゾラ箸クラウデの徴侮

二三三四□ 全ニノンヘの物語

二三＝五□ 全「巴里の胃袋」
二三三六□ 全生の樂み

こ三三七ゾラ候[候侯]爵夫人の肩

二三三八ヴアイヅテリイ課ゾラ箸｢羅馬」

二三三九ヘルリング課金撲殺者

二三四○ホルヒヤート課｢オイゲン･ルーゴン閣下」

二三四一ローゼ課ゾラ箸僧侶の失脚

二三四二ワーゲホーフエン全「－少年の告白」

二三四三(1-11）ダヌンチオ享樂第一巻･第二巻(燭鐸）

□
□
ロ
ロ
ロ
加
川
□
□
□
□
□

八
九

一
一
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３
，
１

Ⅲ
□
□
欺
川
ロ
ロ
ロ
ロ
□
ロ
ロ
□

ｌ
／
Ｉ

二三四四タネラセンホラアニンハ(ブラジル小説）

二三四五チーグラア緑の水

二三四六チイナンジユリヤ

ニ三四七メーリ･チヤムリにも拘らず

二三四八ヂツケレ[＋ン?]スドムベイと息子

二三四九ﾂﾞｵﾍﾞﾙﾃｲﾂﾂ勝利

二三五○全舞臺監督殿

二三五一ヅーダアマン暗愁

二三五二テーデン二隻のヨット

二三五三テツシユナアランドシタインの公達

二三五四テイメ探偵小説｢僧侶の辮護人」「山中逃亡」

二三五五デインクラーゲ「燈火は擢やけり!」

ロ
ロ
ロ
ロ
に
一
一
一
□
｜
□
□
□
□

九
九

九
一
一

４列
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□

い

二三五六デヰデ課ヂヤボレウ箸｢犠牲の女」

二三五七トーマ鹿盗人

二三五八トラウト甘き夢

二三五九(I-III）トレサニ美しき粗き中尉時代第一巻･第二巻･第三巻

二三六○ドエリングヤドウヰガ第一編

二三六一トルストイチヨーピン，プレルード

ニ三六二全軍艦,ソナタ

二三六三ロエウエンフエルド課トルストイ箸「コサツク」

二三六四フォン･トレスコウ課アーヴヰング箸アストリア第一巻

二三六五ナンゼンユリーの日記

二三六六ナスト普魯西リタウエン物語｢沼の伏屋」

二三六七ナトウシユス小説撰[撰選］

□
ロ
ロ
加
加
ロ
□
□
工
□
□
□

八
八

八
一
一

５
、
ｊ

Ⅲ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
散
□
□
ロ
ロ
ロ

Ｉ
／
し

二三六八ノイデツク海へ

二三六九ノインテツタアペタア･エツゲ箸｢ガムメルホルム」

二三七○ノツタア課バルワア箸｢オイゲンアラム｣第一巻
二三七一カール･ハンゼンヘンリツクエツテ

ニ三七二フォン･ハイゲル侮慢者

二三七三パスクエハンス･クレーベルヒ

ニ三七四ビアツリスバラドウン夜航船

二三七五バルチエエリザベト･コエツト

ニ三七六バイヤアラインシミルデ･ヘーゲワルド

ニ三七七奎后棗圭又シ露西亜を懸ひて

二三七八ハーゼ沼地にて

二三七九ハルトチターネンの家

□
ひ
□
皿
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
｜
｜
｜
泗

九
九

九
九
一
一
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６列
□
□
□
□
□
□
□
ロ
ロ
□
□
□

い
二三八○バルツアク老嬢

二三八一aｂハースグルンドの山守

二三八二ハールハウス錫杖の下に

二三八三パルロウ丁抹の國旗と濁逸の國旗

二三八四バルテルスデイトリツヒ･ガブラント第一巻

二三八五ハイベルグ藥齊Ｉ師ハインリツヒ

ニ三八六全他人一度は天に

二三八七ハツクレンダア藝術家第三編

二三八八全タンホイザア

ニ三八九ロハウフ短篇集

二三九○ウヰルヘルム･ハウフ帯の肖像其他

心
□
肋
□
加
ロ
ロ
ロ
川
□
□
□

九
九
八
、

八

ハウフ鐸 トルストイ箸｢戦と平和」二三九一

い-307-

一
一
三
四
五
六
七
八
九
○
一
一
一
一
一
一

九
九
九
九
九
九
九
九
○
○
○
○

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
三
四
四
四
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

訣番

バウルデイング箸和蘭軍第二編(濁課）

ゾラ箸夢

ヴエルン箸完備

一八三八Ｅコ

ノ、イヒエン鐸

□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
□

課
課
課
課
課
課
課
讓
課

金
全
全
全
全
全
全
全
全

全
生
生
全
全
全
生
生

メキシコ物語

地球より月へ

月世界旅行

征服者ロブール

苦難の支那人

焔の島海

｢酸博士の空想」

富札九六七二號

８列
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
□
□
□

い

金剛石の國

帆船シヤンツエロア

毛皮の國

｢マイスタア･アンテイフアア」

｢クラデヰユス･ボムバルナク」

アマゾン四千里ヂヤンガダ

ヱロヴヰス･ダーデントル

緑光

ツアールの飛脚ミハエル･スト

課
讓
鐸
課
課
課

金
全
生
生
全
全
全
生
生
全
全
杢

全
生
生
全
全
生
生
生
生
全
生
生

四
五
六
七
八
九
○
’
二

○
○
○
○
○
○
’
’
’

四
四
四
四
四
四
四
四
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

ツアールの飛脚ミハエル･ストロゴツフ第一巻

アチアス･ザンドルフ第二巻･第三巻

掻清者ケラバン第一巻･第二巻

蒸氣家屋第二巻

１
１

１
Ｉ

ｌ
く

Ｉ
１

Ｊ
ｊ

』
一

一
一
一
四
五

一
一
一

四
四
四

一
一
一
一
一
一
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９帥
□
□
□

い

ヴエルン著海の英雄第二巻□

全法外の遺言第二巻□

全ハツテラス船長の冒険第二巻□

訣番

訣番

全アマゾンの筏第二巻□

全休暇二年第一巻･第二巻□

全少年フヰンリングー名兒供商會百貨店第一巻･第二巻□

全グランド船長の兒第一[:]亜米利加□

全全第二[:]濠洲□

全無名の家族第一巻･第二巻□

全海底二萬哩第一巻･第六巻･不明□

課ンエヒイ
ーハ
生
生

全
全
全
生
生
生
生

Ｊ
１
Ｊ
１

、
』
、
Ｊ

１
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

一
』

／
し

、
ｊ

Ｉ ＩＩ Ｉ

六
七
八
九
○
一
一
一
一
一
一
四
五
六
七

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

四
四
四
四
四
四
四
四
四
四
四
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

０
，
Ｊ

Ⅷ
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
撤
川
川
□

１
グ
ー

二四二八生生秘密島第一巻[:]難破氣球

二四二九全全全第二巻[:]島の秘密

二四三○aｂ全全全（不明）

二四三一(Ⅲ）全全十五歳の船長第一巻･第二巻

二四三二(I-II）全全大陸發見第一巻･第二巻

二四三三(1-11）全全へクトル･セルヴアダアの冒険第一巻･第二巻

二四三四全モース箸｢フルの息子」

二四三五フォン･ツアイーリツチユ讓全全

二四三六パリツシユベツスナーヴエル

ー四三七ハツガアドソロモン壬の富源

二四三八ハイネダイヤモンドの製法

二四三九ヒアン不正官吏(米國･支那探偵小説）

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
此
ロ
ロ
ロ

九一

１
，
１

Ⅷ
ロ
ロ
敬
ロ
ロ
□
□
□
□
□
ロ
ロ

ー
グ
ー

ビーヤナツキ沖の小島一名北海の難船者

ビヨルンソン日蔭が岡

ヒツクサル帝王の溪谷

フレンセンヨルン･ウール

ブリーガアバルサアク箸｢金色の眼の少女」

ブリーガアバルツアク箸｢仙丹」

ブロエム國民の箏闘

全鐵の年

金日の國

フアルケ三人仲よし

全(1-11）陸と海邊第一巻[･]第二巻

フヰイビヒ火中の鐵

□
ｂａ

。
、ａ

○
’
’
一
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○
’

四
四
四
四
四
四
四
四
四
四
五
五

四
四
四
四
四
四
四
四
四
四
四
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□
叺
肋
一
一
一
□
価
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
’
’
’

九
九
九
九

九
一
一
一
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２Ⅲ
□
□
□
□
□
ロ
ロ
□
ロ
ロ
ロ
ロ

い
二四五二全アイフェルの兒

二四五三ロフオンタース[ニネ]小説集第七巻

二四五四フオンタース[曇ネ]ラヅルテラ

ニ四五五フオスサンセバスチアン

ニ四五六フオツスロラ

ニ四五七ブロウトン花として來る

二四五八ブリツス弗佛Ｉ弗?]娘

二四五九フラツトハス異郷

二四六○フリーデンベルグ課クウパア箸｢水魔」

二四六一フアーノル天麩羅紳士

二四六二フヰシヤア少女

二四六三二言二当＝＝午讓モーパッサン抜華短篇

に
□
□
□
□
刑
ロ
ロ
ロ
’
’
一
｜
Ⅲ

九
九

九
九
九

一
一
一

３
，
Ｊ
、
ｊ

、
ｊ

Ⅶ
□
ロ
ロ
敷
□
散
□
ロ
ロ
ロ
ロ
散

１
／
Ｉ
Ｉ
、

グ
ー

プルムポロウスキ暗き時間其他

弄琵ニニェニ失れたる息子其他

フオツク漢塗海員

フヰルポツツ旋風

全河

フアウト下宿人

へルマンクビンケ

ヘルツフモード課ガルボルグ著倦[綣倦]みたる心

へルツオーグ水蜻蛉

ペルフアル愛人

ベシユカウ世界と女と馬車馬と

ベルお堅クリステイナ！
四
五
六
七
八
九
○
’
’
一
三
四
五

六
六
六
六
六
六
七
七
七
七
七
七

四
四
四
四
四
四
四
四
四
四
四
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□
ロ
ロ
Ⅲ
□
□
も
｜
ロ
ロ
□
□

九
九
九

一
一

叫
勒
Ⅲ
□
撤
川
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

１

１
く

Ｉ

二四七六ベル課エバアス箸「ウワルダ」
二四七七ベンソン蔦かづら

二四七八ベツヒヤア課リチ箸船乘

二四七九ジエームスペイン｢他人の重荷、

二四八○ベムバアトン自縛車を駆った人

二四八一ホフマン悪魔の藥汁

二四八二全フリツツ伯母ちゃん

二四八三ホエツカア金と石

二四八四全探偵小説無鐵砲の道

二四八五全ザンクト･モリツツの太陽

二四八六全無冠の王者

二四八七aｂポパアトヘルムート･ハリンガ

に
□
加
此
□
叺
加
ロ
ロ
□
’
’
’
’

八
八
八
九
八

九
九

一
一

一
一

一
一
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５
，
１

Ⅲ
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
□
□
散

！
〃
！

二四八八aｂボエラウ古ワイマール物語夏文筐

二四八九ホルベルヒリンドナウ

ニ四九○ホルレンダアシヤーロツテ･アヂユツテイ

ニ四九一ホルバウアーアルフオンドウデ箸フロモトジユンとリスラアセン

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

二四九二ホルツ六○○年後

二四九三ポクラウスキ動遙[遙揺]時代より

二四九四ロ ポラツエク箸マラツハ糞

二四九五ポエツツル維納生活｢禿山」

二四九六ホルツエンドルフ課ステヴエンソン箸ホラポイ嬢

二四九七ボイスキンベルト世界滅亡

二四九八ボー寂しき物語(短篇集）

二四九九ホーナングスチンガリイ

６
，
Ｊ

Ⅷ
□
ロ
ロ
ロ
ロ
欺
川
Ⅲ
Ⅲ
川
□
ロ

ー
／
Ｉ

二五○○ﾏｲｾﾞﾙﾊ?ｳ?ｽﾌﾟｱﾝﾆｲ･ﾛｰﾄ

二五○一マン課バウデイツツ著雪の足蹟

二五○二カピテン･マリヤツトラツトリン･デアルツフア

ニ五○三ロマリヤツト箸ヤコフ･エールリツヒ

ニ五○四マリオツト上品な婦人

二五○五ロマリツト箸老嬢の秘密

二五○六マレイ水天坊佛

二五○七マレツト金色帆船の難破

二五○八マツカアシイ懲の王女

二五○九ヘレン･マサアライ麥

二五一○ミハエリスエルジイ・リシトナア

ニ五一一ミユルレムバッハ長所

□
加
旭
川
ロ
□
□
心
□
Ⅲ
ロ
ロ

八
八
八

九
九

一
一
一

７
，
１

Ⅷ
□
□
□
□
欺
川
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

ｌ
〃
し

ミツシユ俳優夫妻

ミユルラア課アツプルトン箸｢皇帝の襟飾」

ムシストライキ

ツア･メゲデフエリチイ

メルルリマン白髪の貴婦人

メースン薔薇の宿

マーン 寒山颪

ヤコブス船乘戯談

ヤンチエツク樂しき夫妻

□ 辛き勝第一編

ユングスト老嬢の手記｢所望と發見」

ラウフマリイ･フエスツーネン

口
、ａ

’
’
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

五
五
五
五
五
五
五
五
五
五
五
五

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□
□
□
□
ロ
ロ
肋
□
□
ロ
加
□

九
八
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８別
ロ
ロ
ロ
ロ

い

Ｄ
Ｄａ

Ｄ
Ｄａ

四
五
六
七
八
九
○
一
一
’
一
一
一
四
五

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

五
五
五
五
五
五
五
五
五
五
五
五

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ライブテノ鐸チランチエ箸死者の眼

ランゲ課 リイ箸千里眼

リヒタア宮廷太鼓持

ワール 市會樂手

訣番

リリエンクローン戦孚少[少小]説集

全熱病船･坊チヤン兵士

リユーメリン鐸オーピーン箸老嬢の夢

ルツセル箸黄金島

レー 女自縛車乘

レワルド伯父

レワルト課ヂユーマア箸｢三人の短銃兵」

加
ロ
□
謡

八
九
九一一

加
此
に
□
此
□
□

八
八
八
八

一
一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□

９
、
１

，
Ｊ
、
ｊ

Ⅷ
ロ
ロ
ロ
散
□
□
散
散
川
□
□
□

１
”
ｌ

／
Ｉ
／
Ｉ

二五三六フリツツ･ロイタア予が反[長奔?]流時代より

二五三七生佛蘭人時代の思出

二五三八ロゼツガアペタア･マイル

二五三九ロンドン燃ゆる日光

二五四○フリードリケ･ローマン新物語集第二巻

二五四一ハンス･ワルタアステツチンの唄ひ手

二五四二ロイリイラツジヤーの民

二五四三ロード夫人ブレザアトン嬢

二五四四全ロバアト･エルスメア

ニ五四五□ 生れ故郷にて

二五四六□ 薑ハンノーヴア物語｢動揺時代」
二五四七ロ イウエツテ

□
□
肋
□
瓠
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
□

八
八

０
１

Ⅷ
□
□
□
□
□
□
撤
川
Ⅲ
川
□

Ｉ
ｌ

濱行く人[々]P

戦友へツヒエル

吾等が薑友

プエブラ第二

軍人小説｢士」

ミーツエ･ビーデンバツハ[｢]思出の記[｣］
武侠漠

女護島

數日物語

'恰度私の様に第一巻･第二巻･第三巻

フォン･カツプエツセンタア夫人｢召使物語」
アンナ･ピロト「ツルネミユンデ物語」ブリ

ｌⅢｌ Ｉ

八
九
○
’
一
一
一
一
一
四
五
六
七
八

四
四
五
五
五
五
五
五
五
五
五

五
五
五
五
五
五
五
五
五
五
五

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一 ニシ
庫

ル
文

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
ー

□
ロ
ロ
ロ
ロ
肋
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

九一

アンナ･ピロト’ツルネミユンデ物語」ブリユードゲン｢評論者」
ツオエラア･ライオンハアト｢悪舌」フォン･デーテンロート｢動簡L時代」
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二五五九襄劉：震…湾四編ネツテルベツク｢難破船｣ハウフ｢幽霊船」 一九○七ロ

ホフマン｢危険なる快船｣イエンゼン｢海邊にて」
ボエツク｢大沽潤頭淺葱服の濁逸人」
ヴヰルダ｢ハイチ島に於けるカーブ船長の冒険」

二五六○エブナア,エツシエンバッハ,ロゼツガ其他八傑作集ロロ

二五六一□ 近代傑作集二二シ手ニンニ生一昔ニシニニ菫ロロ

二五六二茉二ニニーニーシヶ凋逸調刺小説集一九○八□

二五六三□ 新進作家傑作短篇集ロロ

二五六四□一九世紀傑作集第一巻□□

二五六五参工芸トナァ共編新濁逸小説集第二十四巻一八八七□

二五六六ロゼツガアウヰ[－]スバーデン國民文庫授落村一九○二□

二五六七ウエツセリイ其他ウヰ[－]スバーデン國民文庫デイツケン箸クリスマスの晩其他一九○二□

校長チモトチス其他二五六八イエンゼン其他全一九○一□

い-322－

二五六九ホフマン其他ウヰ[一]スバーデン國民文庫後れて幸其他□□

二五七○二二二二三シハ全クラムバンブリ月明一九○一□

海の彼方より其他二五七一シトルム其他全一九○一□

此世の平和其他二五七二真二二二卜其他全一九○四□

二五七三ジルバーシタイン其他全ゲルハーブ其他一九○四□

新兵ロロフ其他二五七四ホエフアア其他全一九○五□

二五七五ゲルシテツカア其他全ケルメルスハウゼン其他一九一○□

二五七六ａｂフアリユス其他全タウン家の末路其他一九○六□

二五七七コピツシユ其他全カブリ島碧洞窟ノ發見其他一九○六□

二五七八ゴツトヘルフ其他全クリステンが妻を得たる事其他ロロ

二五七九□ 全ロイタア｢佛蘭[西]人時代の思出」ロロ
シルレル｢詩集」ドライヤ｢文と子」

二五八○ロ デイリンガア｢釦」全□ロ

ドロステ･ヒユルスホフ「ウエストアフリカノ山毛櫻」
トルストイ｢生の燈消息□□に」「□老人」
シユルンバツハ「ヨハネの祀幅」「□薊」
ステルン｢クリスマスの聖壇」

い-323-

□

(英文）

二五八一(1-Ⅱ）□ 燭逸小説文庫第十三年･第十七年第一巻

二五八二□ 新小説第十一月號

（三[三一３Ｄ稗史

二五八三□ レトクリツク箸セバストポール

二五八四レトクリツクサブオマの十字架第二巻

二五八五金政治歴史小説｢ガエダ･デユツペル｣第二編

二五八六(I-Iv)全ヴヰラフランカ第二部[:]十年臺薑西菫

二五八七(1-,全全第三部マゲンタとソルフエリノ第一巻

一八八九

一九一○

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

□
ロ
ロ
ロ
□

－１４０－



第三巻

第四巻

ロ
ロ
□

□
□
□

二五八八(Iab-rlb)全 歴史小説｢秘露國王の寶｣第二編･第三編

４釦
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
□
□

い

二五八九(1-V）全世界統一を自第一巻至第五巻

二五九○(1-ｍペルジニ÷アニサヴオヤの十字第二巻･第三巻

二五九一ロ メレシユコウスキ箸「レオナルド･ダ･ヴヰンチ」

二五九二ハプスエルクマンシヤトリアン箸｢一八一三年の－徴募兵の話」
二五九三ノイマンウヰリバルド･アレキシス･カバニス

ニ五九四グリンメルス･ハウゼン三十年戦争の冒険物語

二五九五シヤーデ課エルクマン･シヤトリアン箸フアルツブルクの包園

二五九六タイロルアンチノウス

ニ五九七二牛奎ラニンー農夫の物語第三

二五九八シトルレエルバとワーテルロウ

ニ五九九ヴエルネ北方對南方第一編

二六○○フォン･ギルザ鐸キングスレイ箸「ピパチア」

□
□
｜
□
｜
ロ
ロ
加
に
ロ
ロ
ロ

九
九

八
八

一
一

い-325‐

ヴヰラフランカ第三部[:]マゲンタとソルフエリノ第四巻□二六○一ゲツツ課□

（四[四二ＩＤ物語

二六○二アルウエヒ庵室より(十六世紀の物語）

二六○三アイヒエンドルフ大理石像デユランデ城

二六○四ウヰラツツエン課シヤールリング箸若き英雄

二六○五エス･ビーウヰーガ編階梯支那研究叢書通俗物語

二六○六グラウブレヒト鶉藍

二六○七aｂクライストミハエル･コールハウス

ニ六○八ゲルシテツカアミシシッピ物語

二六○九全米國南北物語

二六一○ジーバアト愛の種々

１

□
□
□
微
□
□
□
□
□

支く

□
□
肱
に
□
此
□
□
此

八
九
九

九
一
一

６弧
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□

い

一
二
一
一
一
四
五
六
七
八
九
○

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

シユミーデベルク白頭の前には起立して長者を尊く

シトラウス力の雫ひ

シユワルツ鶯の墓(ネグロ物語）第一巻

ＣＬ博士モール箸快樂主義者

スチルゲバウアゲツツ･クラフト

ゾーンレイフリーデジンヒエンの生涯

チンマアマン回想

デユスタアホツフ所らば甲斐あり

トロイムンド國民恩人の生活より

ナトウジウスランゲンシタインとボフリンゲン

小
叺
川
北
ロ
Ⅲ
□
肋
□
汁

九
九
八
八
九
九
八

一
一
一
一
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一九○一□ブランデンブルグ門の靴磨少年

訣番

ノイマン

一一
一
一
一
一

一
ハ
ー
ハ

ー
ー
ー
ー

７釦
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

二六二三パンウヰツツ課セント･リンプソン箸平原動物と其運命一九一○

二六二四ハレムお菓子のリイゼ･お友達□

二六二五ヒユーブナアスチマンスキイ箸亜[墨西]伯利亜物語□

二六二六フライコマンチエスの酋長灰色の狼□

二六二七フエルゼネク北極のポール迄□

二六二八フアルケンホルスト亜米弗利加に於ける若き濁逸第三[:]バガモヨの椰子樹の下□

二六二九全亜業弗利加の小燭逸第四[:]ムロゴロの珈琲栽培者□

名の爲めに二六三○ブーフ_八九七

二六三一ブレンネカーム村の記録より一八八九

二六三二 訣番

二六三三ヘルレン自由一八九七

二六三四ホエツカア鱒ぱい先の棲杖(上部シレジヤ物語）一九○○

ロ
ロ

８皿
ロ
ロ
□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ

い

二六三五(1-11)ホツペンザツクカール･マルテン第一編･第二編

二六三六Ｍ・ＶＯ ｚＰ和攪凱者

二六三七ミユルラア樂長

二六三八全懸崖の邊(普佛戦孚物語）

二六三九ユストウス干潮と満潮

二六四○リンデン生活の學校

二六四一リリエンクローン六十一聯隊の軍旗

二六四二ロゼツガア永劫の光

二六四三全夫マルテイン

ニ六四四全ゴツトリーブ･アルチビヤデス･ペングラート

叩
泗
ロ
旭
ロ
加
ロ
叺
価
□

八
九
八
八
九
九

一
一

一
一

(二)傳説｡偶[偶寓]話･お伽噺

９，
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

い

ジムロツクニーベルンゲンの歌□

幽霊船ウオルフ~八九二

モーニケ課テグナア箸｢フリチヨーフ傳説」 ロ

コエネイゼン湖物言吾□

ハウフリヒテンシタイン(傳説小説）ロ

ルンドミユレンホツフス編｢シユレウスウヰヒホルシダインの傳説」ロ

フオニホルンライン(ライン地方傳説物語[)］一八八一

ザイデル物語集第三巻[:]地方傳説□一九○○

ワルドミユルラドン･アドーヌ_九○一

ハイヒエン鐸バザイル箸｢パンタメローネ｣物語一名ダーイヌ王妃物語□

千一夜物語□□

。
、ａ

□
、ａ

五
六
七
八
九
○
’
一
一
一
一
一
四
五

四
四
四
四
四
五
五
五
五
五
五

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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い-330-

（ホ)雑

二六五六□

二六五七ブリーゼン

ニ六五八

二六五九□

二六六○(1-111)□

濁逸譜諺集

自由市民書翰

訣番

舞臺第六年第一巻

ウエスタアマン月刊雑誌

全第四十五巻二月号

全第二巻

フエルハーゲンクラシング月刊雑誌第二巻

全第一

全第二

□
□

□
□

Ｅコ

ロ

ー九○四

一九○六

一八九五一九六

一八九六一九七
〃

□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
□

二六六一(1-1V)□

１羽
□
□
□

い

肚聞新

ロ
ロ
蝿

ｊⅣｌ Ｉ’
一
一
一
一
一

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

一
一
一
一
一
一

フエルハーゲンクラシング月刊雑誌第十八年第七號

政治竝に文學雑誌｢新ルンドシヤウ｣第一巻
一九一○年度滑稽新聞暦

一九○四

一九○八

□

（二）美術

ハート支那藝術中外國の影響

バツシエル支那美術第一巻･第二巻

パレオローグ支那美術

ジツテ藝術的原則より見たる都市建設

ボーン－－○○一一一○六年代の李龍眼[眼眠]の繪薑

パステルンローマン式[･]ゴシック式装飾臺圖集(二八葉）

ワスムート編壁薑集第一輯
ｊＩ ＩＬ
ｂ

く
ａ

四
五
一
ハ
七
八
九
○

六
六
六
六
六
六
七

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

肪
誤
此
肋
叱
□
□

八
弐
八
八
九

一
一
一
一
一
一

１
１

□
欺
倣
ロ
ロ
ロ
ロ

ー
Ｉ

い-332‐

二六七一(1-11）ギユランド支那の陶器第一巻･第二巻一九○二（英文）

二六七二チムマアマン支那の陶器第一巻(記事）一九一三□

二六七三ボツクフローレンツ及ベネチヤ式額縁[橡縁](ゴシック及レネツサン時代)□□

二六七四ｌ雲囑重雪雲ン日本刀剣装飾巨匠一九○二□

二六七五レヴヰイレツシング箸｢ラオコーン」一八七九（支佛文）

二六七六二二三夛苧＞＝課詔註雨漠之石刻一八九三（佛文）
二六七七□□□□□□メツゲンドルフアア書報一九○九□

美術彙報第二年四月一九月二六七八□一八八七□

（三）吾樂

｢日常生活に於ける藝術」「ヘンデルとバッハ」
露西亜昔樂

九
○
七
八

一
ハ
ー
ハ

一
一
一
一

フロムメル

ブルノウ

一八九八

□

□
□

３冊
ロ
ロ

ーー

ｅａ

一
一
一

八
八

一
ハ
ー
ハ

’
’
’
一

オペラ補導

男聲合唱帖

ストランツ

シユワルツ

□
□
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一九一二□二六八三普魯西陸軍省行軍曲

０.雑書

二六八四(I-III)アンリイ･コルデヰヱ編支那帯國に於ける著書案内第一巻第一編
全全第二編

第二巻第一編

二六八五□ 膠州圖書館圖書目録原稿

二六八六□ 膠州總督府工務部圖書目録

二六八七ロ モエルレンドルフ圖書館圖書目録

ｊ倣
川
Ⅲ
□
□
□

く皿
〃
価
□
伍
匝

九
九
九
九一
一

い-334－

オックスフォード大學出版部圖書目録一九一三□

工藝科學圖書出版目録□ロ

フオノレクマールニタークマンー九○八-○九年度在庫圖書目録□ロアノレー＜ノレトーーシフ]て三三恋肝彗

一九一二年度ヒンリツクス書店半期目録［．Ｅコ

ポリタアフイ書店目録一九○七□

オゼリユス書店法律及政治學圖書目録一九一三一一四ロ

カメラードシャフト書店圖書目録ロロ

ライプチヒ市ストレラア書店現金販寶圖書目録一九○九□

オーベンドルフ･ザイデル喬會製圖用具カタログロロ

一九一二年度漠塵コンラードベーレ書店目録□ロ

グセリユス書店提要類目録第九□にコ

タリ?タアフイ書店目録’＿九○四□

。
、ａ

ｐ
ｂａ

八
九
○
’
’
’
一
一
一
四
五
六
七
八
九

八
八
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

’
’
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い-335-

伯林ウヰツヒマン目録(製圖具店）二七○○□一九○六一○七□

二七○一□ 組合家族其他餘興案内(戯曲書目録）□□

二七○二(1-11）フローベルグ禮操練習法第一巻･第二巻一九一一□

二七○三訣番

二七○四伯林鵠育組合器械鵠操練習表一九○五□

二七○五ゴエツリユール濁逸艦操館建築及設備案内一九○九□

二七○六'-72伯林鵠育給組合濁逸鵲操唱歌集ロロ

二七○七ロ ヨツト倶樂部｢キーラアウオツへ｣史(一八八二一一九○七）□□

二七○八(Iab-V)□＿九○五年度帯國ヨット倶樂部年鑑□Ｉａｂ
－九○七年度全□’’

一九○八年度全□’'’

一九一○年度全□Ｉｖ

６胡
Ｖ
□
ロ
ロ
ロ

い

一九一二年度全

帯室ヨット｢メテオル｣米國遠航記

一九一○年度燭逸フットボール年鑑

一九一六年第四同オリンピック競技會海軍準備書

瑞西アルプ界より

□
位
□
□
比

九
八

ウヰルダ

ロ

ロ

グﾉレーベ

九
○
’
二

○
’
’
’

七
七
七
七

一
一
一
一
一
一
一
一

－１４４－



二七一三エムマア濁填アルプス協會組織及管理

二七一四(1-11）□ 濁埋アルプス協會會報

二七一五a-d□一九○八一○九年度青島登山協會年報

二七一六abc凋逸將校組合旅行案内

二七一七ロマイヤア旅行案内｢ライン地方」

二七一八ライマアス欧羅巴及南米旅行案内

二七一九□ 北凋逸ロイド會iit亜西[吾細]亜濠洲旅行案内

に
一
一
□
皿
□
□
川

八
九
九
九

九
一
一
一

ロ
ロ

□

□

□

(j蜀西文）

（英文）

７羽
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

い

二七二○□燭逸及澳太利鐵道時間表一○,－－月號

二七二一ロツコ肚交形式

二七二二カール･オツト家庭節用(書翰文範）

二七二三□ 家庭の友六月一＋二月

二七二四キユーブラア家庭料理法

二七二五ブロードマイヤ船内料理書

二七二六デーゲナア濁逸紳士録

二七二七□ 帯國銀行振替勘定口座所有者名簿

二七二八(I-VI)□一九○三年度濁逸殖民地商業人名録

一九○四年度全

一九○七年度全

一九○八年度全

肋
峅
□
□
□
’
一
二
一
一
Ｍ
□
□
□
□

九
八

九
九
九

一
一

一
一
一

い-338＿

[．

[．

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

Ⅳ

Ｖａｂ

ＶＩ

Ｉ

ＩＩａｂ

ｌｌｌ

ｌＶ

Ｖａｂ

一九○九年度全□

一九一四年度全□

二七二九(1-Ⅵ)フヰツチアリ蜀逸ニューギニア･マーシヤル島･サモア･膠州殖民地人名録一九○三

全一九○六

全一九○八

全一九○九

全一九一○

全一九一二

二七三○(I-mabc)オツトローゼ膠州殖民地及山東省人名録一九○一
一九○三一○四年度全□

一九○五年度全□

一九○七年度全□

一九○八年度全□

９冊
□
□
□
□
□
□
□
□

い

二七三○(I-rbc)オツトローゼ膠州殖民地及山東省人名録一九○九年度
一九○九一一○年度全

一九一○－－－年度全

一九一二一一三年度全

一九一四年度全

一九一四一一五年度全

二七三一□ 濁逸讃本

二七三二□ 燭逸國語調本

ｂ
ｃ

Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
榊
劒
棚
□
□
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二七三三マイヤア中等濁逸語請本

二七三四エヴアースワルツ中學燭逸濱本

二七三五画~ｘ全中學濁逸讃本第三巻

二七三六aｂ全全第五巻

三
七
八
一
一
一

一
○
○
○

九
九
九
九

一
一
一
一

□
□
□
□

い-340-

二七三七鋏番

二七三八Ｍ２二二３夛竺共編凋逸小學讃本第二巻

二七三九□ ボエツトヒヤア通信教授(燭語･佛語･算術）

二七四○□ 凋逸唱歌集

二七四一□ 凋逸新唱歌集

二七四二トンガース國民唱歌集

二七四三□ 民謡小集

二七四四abc□ 學生酔歌集

二七四五ドレイガア官吏就職案内

二七四六□ 諸官鴎に對する就職申込範例

二七四七(1-11)ステツツエレス編一八七一年度國民暦一九一二年度全

二七四八血コエラア編一九一一年度濁逸カイザア･カレンダア

川
□
□
□
□
□
□
’
’
二
一
一
□
□

八
九
九

一
一

□
□
ロ
ロ
□
□
□
□
□
□
□

１別
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
ロ
ロ
□

い

□一九○七年度燭逸海員暦

ボエデイカア國外凋逸人用家族電信暗號

□ キール海軍將校集會所酒場電幸&暗號

ロ リ蜀逸振り

ラートル濁逸船乘

グリグル鐸フラムマクオン著予の空中旅行

テンネツカア愛馬家提要第一巻

グリツヅナア各國勲章徽章譜

ヒルシユ編猶大滑稽一口噺

ビンデル消防祭餘興｢何時でも準備あり」

□一九○四年度青島交通新圖

･ 自縛車滑稽雑誌第十年

毛
。
、

ａ
ａ

九
○
’
’
’
’
一
一
四
五
六
七
八
九
○

四
五
五
五
五
五
五
五
五
五
五
六

七
七
七
七
七
七
七
七
七
七
七
七

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

□
一
一
に
□
Ⅱ
□
い
た
□
□
□
此

九
九
九
九
八
八

八
一
一
一

一
一

２弧
ロ
ロ
ロ

ーー

萬國郵便切手カタローグ

山東鐵道會肚交通規則附運賃規則

秘中の秘モージス魔法交感術

一一一Ⅲ□
九
九

一
一

フンゼ
ロ
ロ

一
一
一
一
一
一

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

七
七
七

一
一
一
一
一
一

－１４６－



い-343‐

官有書籍(洋書)追加目録

Ａ・一般

［(]－０]百科辮典

番號箸鐸者名書 名 發行年代註

迫1[十一](IXXIV)□ マイヤア百科辮典自第一巻至第廿四巻

□四一一一
○
’
九
九一一Ｊし

B・政治,法律,經濟，

［(]－０]政治

著鐸者名書番號 名 發行年代註

追二(Ｈ１）

追三(LII）

追四(rVII）

フライシユマン凋逸政治法律辮典第一巻･第二巻

ビツタア普魯西行政辮典第一巻･第二巻

コンラード其他政治學辮典第一巻(1)･第二巻(11）

第四巻(Ⅲ)･第五巻(1V）

一
一
一
一
一
九
三

二
一
○
二

弐
九
九
九
九

一
一
一
一
一
一

□
□
□
□

い-344‐

第六巻(V)･第七巻(Ⅵ)･第八巻(VⅡ）

ペンツラア皇帝宰相手簡(ウヰルヘルムー世とビスマルク間）

ローレンツ官歴?[:?]官房勤務

〃一九一三年拾一月四日訂正膠州總督府令集

ロールバツハ殖民地

ラドラウア保護領内濁立會計事務及地方行政

グリユーンフエルド支那[･]日本[･]朝鮮に於ける港湾殖民地と殖民事情

害=鑿エン.全＝‐支那帯國ノ改革

フオスカムプ新薑支那

モール 支那に於ける租借地

關東都督府閥東都督府第七統計高

○
’
二
一
一
一
四

五
六
七
八
九
一
一
一
一
一

迫
追
追
追
追
追
追
逼
迫
道

⑩
毛
□
□
わ
’
｜
｜
肋
泗
’
一
一
燕

九
九

九
九
九
九
九
正

一
一

一
一
一
一
一
大

ｊ

□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
蚊
曰！

い‐345‐

［(に[)]法律

番號著諜者名書 名 發行年代註

五
六
七
八
九
○
一
一
一
三
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

迫
追
追
追
追
逼
迫
追
追
迫

ピルクマイヤア法律百科全書

シオルンザツセングツテンターク法律集第四九[:]燭逸殖民地

アルント全第八二[:]帯國官吏法

ヒンツエ全第一○五[:]濁逸保護領財政制度

□フエヒナア法律文庫第一巻[:]法律百科辮典

全第一巻ﾉｰ[:]法律百科瀞典

全第二巻[:]帯國司法々規

全第三巻[:]民法及商法々典

全第四巻[:]各種法典

全第五巻[:]普魯西行政法

ひ
一
一
一
肌
｜
｜
｜
肋
刈
ロ
ロ
□
肋

九
九
九
九
九
九

九
一
一
一
一
一
一

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□

－１４７－



６Ｍ
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□

い

Ｅコ ス[美フ]エヒナア律文庫第六巻ﾉｰ[:]帯國租税法ヒコ

全第六巻ﾉｰ[:]普魯西租税法一九○九

全第七巻[:]iitt會政策法第一編□

全第九巻ノー第九巻補遺編一九一一

全第一二巻補遺編(鐵道交通條例其他）一九○九

全補遺編第一･第三□

全俸給法及帯國官吏陸海軍俸給條例ロ

ヘフタア現代に於ける欧洲の國際法一八八八

ツオルン國際法の特質一九○三

シユラム倫敦海戦法會議々事竝に決議(一九○八年十二月一一九○九年二月)一九一一

ジーグリン殖民地司法一九○八

ガライス濁逸殖民法一九○二

五
六
七
八
九
○
’
二
一
一
一
四
五
六

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

迫
追
追
追
追
追
追
追
追
追
追
迫

い-347-

－八九九’

一九○○Ｉ’

一九○一Ⅲ

一九○三Ｉｖ

－九○○ｖ

一九○○ｖｌ

－九○○ｖ'’

一九○藪[譲二]ｖｌｌｌ

－九○九Ⅸ

一九○八ｘ

一九一○ｘ’

一九一三□

迫三七(IXI） チムマアマン燭逸殖民地立法集第三編一八九七一一八九八年

第四編一八九八一一八九九年

第五編一八九九一一九○○年

第六編一九○一－一九○二年

第七編一九○三年

第八編一九○四年

第九編一九○五年

第十編一九○六年

第十二編一九○八年

第十一編

第十三編一九○九年

ドエル濁逸殖民地刑事訴訟法迫三八

８斜
□
ロ
ロ
ロ
ロ

い

九
○
’
二
一
一
一

三
四
四
四
四

追
逼
迫
追
追

三
一
一
八
四
四

一
一
○
’
○

九
九
九
九
九

一
一
一
一
一

民法々典註輝

燭逸保護領内不動産法

支那帯國礦山法

裁判官指針

國際法講義

ウオルフ

ビニーク

ヒノレニーニユーミノレタプ

ロ

グロノウ

ボンフヰルス

[(]三[)]經濟

署諜者名 發行年代註書 名番號

道四四 カルテルとトラストリーフマン

Ｃ陸軍

箸鐸者名

□［．

發行年代註書 名番號

迫四五

道四六

トニ
シ
ン

レ
レ

一
一
□

陸軍刑法

戦時衛生條例

一九○五

一九○七

□
□

い-349-

、歴史
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番號箸諜者名書 名 發行年代註

迫四七フオーグト_八六二－一八九○年間世界歴史

Ｅ・地理

一八九二□

二F田 垂上 多一

迫四八(Ⅲ）リヒトホーフエン支那地圖第一編[:]北支那第二編[:]南支那

迫四九スチルゲバウア再役下士用地理學

追五○フランケ直隷省熱河地方誌

追五一南部山東新教々會儒教の遺物

Ｆ・美術

番號箸諜者名書名

五
一
一
一
一
一
六

八
一
○
○

八
九
九
九

一
一
一
一

□
□
□
□

發行年代註

[迫]五二 グラーサア東西の美術 ［．□

ろ-1-

官有書籍(漢書)目録

第一經書子類(哲學教育學）

假番號書名 巻 冊數 摘要

皇朝四書蘂解

論語本義官話

四書古註群義彙解

五

五
一
一
記
五
一
四
○
○
○

一
一
七

一
一
一
五
一
二
〈
’
’
四
一
四
六

四

一一一一一
一一○

一
一一〈

’一

主全一》一利吋坐一一一一 一
一
一

論
下

饒
・
蔵
中
下

中
。
。

□□》》刊□ロロロロロ
中
鰄
壺一九

義
藝
塞
義
本

正
鱸
蕊
講
讃
子

子
子
雨
論
論
子
南

孟
壺
寧
二
義
莊
准

八
五
六
○
四
一

五
四
一
一
八
三
四

２
》
班七

ろ
鏑
十

一〈｜｜
｜
●。＋

□
□
□
》
》
□
□
□
□

鴎
研
七

一一一十
の一一

一一一●
毬
九

八
一
一
一
一

四
一
二
七
一
四
二
一

朱子語類

蒙學初歩

簡明修身教科書

霊最新修身書
最新修身教科書

最新修身教科書教授法

鶉初等小學修身教科書教授法
約翰傳幅言書

四
九
六
五
四
三

四
七
七
八
七
七
七

一一一四

七六課一一二○課

三,八,九,一○

四一六

一章一二十二章

－１４９－



薑約全書

第二央[央史]傳

御批歴代通鑑輯寶

一章一二二章二四 [．

鋏
八

五一一
一
一四

一一一
壱
壱○

一一一一
一一一
一九〈｜’

３

巻躍
る

九

ロロロ’’一

國朝先正事略

續先正事略

十六國春秋
剰FU趨佳曇る矢口金無

口目田圃佳鯵3矢口金鰻

典故ｸﾞﾘ女傳

萬國央[央史]記

襲中國歴央[央史]教科書
共和國教科書新歴央[央史］

第三文學(美術晉樂）

皇朝經世文[編］

李太白文集

刈
八
亟
蜑
刀

一
一
一
一
一
一
一
下
種

一
一
一
二
全
一
上
甲

四 八

○
四
五
二

一
四
六
六
七
六
七 研一〈

謡謡一
一一一一

□□上下》藷一一一一一一
シ但

七
六

八
六
一

七二区。

九
二

一
一
一

一
一

五
四

一
一

七
四

五
五 参謀部保管

□

４

冊

ろ

一一一壱

□
班
窃
□

九
一

國文課本

醤文學初階

西國樂法啓蒙

第四辮典(言語學）

説文解字注

説文通検[捻桧］

新増説文韻府群玉

説文句讃

侃文韻府

字母

官話類編

’一一
一ハ

五
９

□一一一器

●
●

一一五
壱
》

五五

八
九
○
九

一
五
一
一
三 顕
研

一一一一一

五泗刀四一杯
一
一
一
二
六
一
巻

一
一
一
一
七
巻
全
三

七 □

［．

[．

但シ五一六li央巻

［．

［．

□

○
五

一
一
一

六○

一七

ろ－５－

第五政刑(經濟）

欽定大清會典

欽定續通典

大清律例増統纂集成

徳意志刑法

督補則例附纂

通商約章類纂

約章述要

濟南商埠租建章程

濟南商埠巡警章程

九
五
七

四
三
四

－－－○○

四
七
二
四

[．

参謀：K保管

全上

亡コ

ロ

参謀言B保管

□

蓼農謀部保管

生上

［。

□

一
下

全
上五
九

一
一
一
一

一九

一
一
｜

ノ
ノ

八
八
一
一
一

一
一
一
一
一
ハ
ー
ハ

通商各關華洋貿易總冊光緒三十三年

通商各關華洋貿易總冊宣統元年

○
○

一
一
’
一

－１５０－



６
訟
溺
研
顕一一

榊乖》辨一一
ろ

ロロ岼蝋鋪澤←研
『》一》一一一一

通商各關華洋貿易總冊中華民國元年)､］

豐髻商人通例全一

原富部乙一戌[庚戊]？

一一一
七
六
○
○

六
九
二
一
五
一
一
一

一
ハ
ー
ハ

大清摺紳全書

山東同官表[表録?］全一

萬國公報 一○

第六武事

第七天文･地文

山東通志

歴城縣志

参謀部保管

全

三八

一六

七
八
三
四

７

研
餌

ろ
管

七一
保

十
十

部
一〈五

謀参
生
生
全
全
全
全
□
上
下
ロ
ロ

六
七
四
一
一
五
三
六
○

三
一
一
四
一
四
四
七

泰安縣志

盆都縣志

寧陽讃[請縣]志(光緒十三年重増修）

一四

六

八即墨縣志

筥州志

膠州志

諸城縣志

地理論

襲中國地理教科書

共和國教科書新地理

中華民國二年才[手歳]次癸丑悪

七

一
下
種
一

全
上
甲
全

八一
五

一
一

九
六
六
五

ろ‐８‐

第八傳[?傳博?}物

讓格致教科書

鶉理科教科書

第九數學

筆算數學官話

豪[蒙筆?]算初歩

霧筆算教科書

霧初等小學筆算教科書

第十醤卜

篝辮山東紅十字會章程

全一

，－

○’
七

●
●

□一一 班
鴎

四一一一
十

一七

五
五

一
一
一

上
下
全
一
一

躯一一一十一一一班四

□
□
》
一十・・五

一六

八
七
八

六
七
七

一
冊
＋
此

一一一》冊
研
十
一

八’’’９
十
・
シ

舌
但研

研
五
十
十

一一四

一画八
シ但○’一

全一八一 [。

ろ－９‐

第拾一農商工

種果樹新法 全一
『＿Ⅱ＿

/、ノ、 □
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天津習藝所現行章程

天津習藝所現行圖表目録

第拾二雑書

密電本

民報

中西敦會報

七
二
六
五

一
一
全
全

□

仁．

三
一
八

五
五
三

全一

七號一八號

□

［．

□

参謀部保管

と‐１－

膠州圖書館蔵書(洋書)追加目録

薑番號:原圖書目録二準ズルモノ

新番號:整理上附シタル番號ナリ

警課宅h番號

６２番ﾀlIA-1SammlunggemeinverstiindlicherwissenschaftlicherVortrageⅢ､SerieHeft49-72.(Twesten：
Machiavelli-Wittich:UeberdieSchnelligkeitunseresEmpfindensundWollensetc.）

６
９
０
１
２
８
２

１
１
２
２
２
８
３

２
４
４
４
４
４
８

６６

１５２

１５３

１５４

１５５

１７２

２８８

lllustrierteZeimng

PreussischeJahrbiicher
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。《補註”

《歓受大日記1919[大正8].Ⅵ.》>所綴"歯獲書籍ニ關スル件"(5鮎[マイクロフイルム駒號第0287-第0309號;"ＭＦＮｏ、
Oxxx"と簡穐])に擦ると,青島歯獲書籍に就ては,青島守備軍による寄贈配布(1920.)に先立つ1915[大正4]年に，
司法省[東京]宛貸與を目的とする凋逸民事･刑事關係書籍35鮎205冊が,青島守備軍から陸軍省[東京]宛送附さ
れ,このうちの24鮎187冊が陸軍省から司法省宛貸與送附されたものの如くである
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鰯熟凛癸騏蝋夫蝋鶚j:i鱸iii;I鬘i騨鬮Ⅶ
關スル法律書別紙目録ノ通及送付候二付領收相成度猶遺漏ノ分ハ迫テ送付可致候也[陸軍用簔;"青島守備軍

参謀長印"(朱文);他に権外頭部に墨書ｗ字("函獲圖書……"上),E麺(全左隣楕圓形有枢),園(全;全),又,全喉
部に,－，圧巫團(楕圓形有枢),囮(圓形有桓),函(楕圓形有権)の諸印有り;附簔：
"次官ヨリ司法次官へ呂省申越……歯獲圖書暹付ノ件,男↓}終昌豫……入用ノ青島二於テ歯獲シタル濁昼}逸法
律壱二關二非圏書書別紙目録ノ通及送付ノ條御用濟後總返却相成度候也"]"(陸軍用菱;ＭＦＮｏ､0303-4）
◆4.後附“書目

－，スタウディンゲル箸,民法鐸義八冊

二,ノイマン署,民法要義三冊

Ｖ三,キップ及ヴォルフ箸,民法教科書五冊
四,アヒルレス箸,民法註解一冊["努呈BiirgerlichesGesetzbuch,nebstEmftjhrungsgesetz(herausgegebenvon
Achilles.u・Greiff)5.Auflagel906."(BVdKB191L,S,20.,Ｖ.Ａ)?;或は當該書か?］

五,ヴアアルムンド箸,婚姻及婚姻法一冊[`鶚e9Wahrmund,EheundEherecht,ＡＮｕ､０"(BVdKB191L,Ｓ
２２，Ｖ.Ｂ)?;生上］

六,燭國大審院民事判決例(第二巻訣)(雲錫異）八十九冊
Ｖ七,フリイドリヒ･スタイン箸,民事訴訟法鐸義二冊
八,ジドウ及ブッシュ署,民事訴訟法一冊

九,エム･ストラウス箸,民事訴訟法一冊["莞上昌一[Strauss,]Zivilprozessrecht・ＡＮｕ.Ｇ､1910."(BVdKB
191Ｌ,S22,Ｖ.Ｂ)?;生上］

＋,フリッチェ及ヴェル子ル署,國庫訴訟代理一冊
Ｖ十一,フランク箸,燭國刑法註鐸一冊
十二,オルスハウゼン箸澗國刑法鐸義二冊
十三,リスト箸,濁國刑法論綱一冊

Ｖ十四,ステングライン箸,濁逸刑法辮典二冊
十五,ポルリッツ箸,犯罪者ノ心理一冊["3男ePollitz,DiePsychologiedesVerbrechers､ＡＮｕＧ."(BVdKB

1911,ｓ22.,Ｖ.Ｂ)?;生上］
十六,ヘルヴィッヒ箸,犯罪及迷信一冊["3号LHellwig,VerbrechenundAberglaube・ＡＮｕ.Ｇ､"(BVdKB

1911.,s､22.,Ｖ.Ｂ)?;生上］
十七,ヴルフェン箸,常習犯罪者及犯罪者ノ類型一冊["努努WulfIen,GaunerundVerbrechertypen"(BVdKB

191Ｌ,Ｓ22,Ｖ.Ｂ)?;生上］
＋八,著名ノ刑事三冊["当呈6=器Mendheim,BerijhmteKriminalEille3Bde(K・LSand,derM6rderKotzebues

-DreiBerlinerBetriigerimen-MarquisevonBrinvilliersetQ)"(BVdKB191L,Ｓ22,ＶＢ､)?;企上］
＋九,アシャッフェンブルヒ箸,犯罪及其ノ弾墜一冊["莞呈eAschaffenburg,dasVerbrechenundseineBe‐
kiimpfimgKrimnalpsychologiel903."(BVdKB191L,Ｓ22,ＶＢ､)?;生上］

二＋,フランク,ロッセル及シュミット編纂,現代ノ｢ピタヴァル｣(刑事彙纂)－冊["3旨5皀9号Frank,Roscher，
Schmidt,DerPitavalderGegenwart,AlmanachinteressanterStraffechtsfH11e・Leipzigl904"(BVdKB191L,Ｓ
22,Ｖ.Ｂ)?;生上］

二＋－，ズウトル箸,コーニツツ殺人事件一冊["3号ﾖｰgSutor,DieKonitzerProzesse."(BVdKBl911.,S､22.,Ｖ.Ｂ)？
二十二,ゾルム著刑法及刑事訴訟一冊 l-i-全上’
二十三,ダルケ箸,同上一冊

Ｖ二十四,クライン箸,監獄ノ管理及刑ノ執行一冊
二十五,クウルト･ミュルレル箸,カアル五世ノ重罪裁判法一冊["鍔e+Hals-od､PeinlicheGerichtsordnung

KaiserKarlsV"(BVdKB191L,S､21.,Ｖ.Ｂ)?;生上］
二十六,ハンス･ロイス署,監獄所見一冊["3呈半Leuss,AusdemZuchthause・VerbrecherundStrafrechts‐
pHege."(BVdKB191L,Ｓ22.,ＶＢ,)?;金上］

二十七,グロッシュ箸,燭國罪人引渡法一冊

｡V二十八,スタウブ箸,商法鐸義二冊
二十九グルホット編纂,燭法解鐸資料(雪窃異）六十三冊

。V三十,シメオン箸,濁國法律及訴訟一冊
三十一,ルウドルフ･イェーリング箸,法學上ノ悲喜一冊["勢ﾖﾆdo[Jhering,]ScherzundEmstmderJurispm‐
denz,1904"(BVdKB191L,S22.,Ｖ.Ｂ)?;企上］

三十二,コオレル箸,現今ノ法律問題一冊["美十号Kohler,ModemeRechtsprobleme・ＡＮｕ.Ｇ・"(BVdKB191L，
Ｓ22,Ｖ.Ｂ)?;生上］
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三十三,ビイ子ングレエベル箸,家庭法學二冊["3塁3唇２４Bienengriiber,DieJUrisprudenzdestaglichenLebens

（FamlieundHaushalt)ZBde､ＡＮｕＧ"(BVdKB191L,S,22.,Ｖ.Ｂ)?;至上］
Ｖ三十四,キッシュ箸,犯罪者ノ心理一冊[`勢3旱Kisch,UnsereGerichteundihreRefbnn"(BVdKB191L,Ｓ２２，

Ｖ.Ｂ)?";生上］
合計三十四部二百四冊"(陸軍用簔;墨書;"合計……”の次行に"懲戒裁判所ノ判決"なる書込有

り;桓外頭部に於る"｛，,．"｡V"を含め,執れも陸軍省に於る書込か?;ＭＦ,No.0305-8）

Ⅳ篝騒菫戯受第一三ソ【翻寵名言房件名塵穫艫ｉｉ鮒/作大臣"次官図繍高級副官圏*主務副官園’
居司*……審案筆記者園……主務局課警鰄□受領大正□年□月ロ日提出大正四年胡三十一日大臣官房受霞大
正己年｢E〕E]三千二EI颪大正□年□月□日w次官ヨリ司法次官通牒欧發w青島二於ﾃ歯獲ｼﾀﾙ濁逸法律
書貴省二於テ参考ノ爲入用ノ趣豫テ御申越二依り青島守備軍へ照會致置候虚今般別紙目録ノ通到著候間

薑言蝋鰯ii暑'i鶉Ｉ'１蓋]iii霧競l里jiilii：jIi:lIiii塾iil露Ｉ霧fニーニー鶏黙
左隣;隅圓長方形有掴,囮，["迫テ……"下脚部;方形有権],函[全左隣;圓形全];MFNoO290-l）
◆5.後附(甲)“目録1……合計三十三部二百二冊"(陸軍用雲;"弓怯省已ＢＢＢ"[冒頭榧外喉部]の墨書有り;ＭＦ、
NoO292-5;割愛]，,

伯後附(乙)“目録1……合計三十三部二百二冊"(陸軍用婁;"此分ハ透ラス"[冒頭枢外喉部]の墨書有り;ＭＦＮｏ、
0296-9;割愛]”

伯後附(丙）“ 目録

－，スタウディンゲル箸民法鐸義 八冊

二,ノイマン著民法要義 三冊

三,アヒルレス箸民法註解 一冊

四,ヴァアルムンド著婚姻及婚姻法 一冊

五,濁國大審院民事判決例(第二巻訣)(雲研巽）八十九冊
六,ジドウ及ブッシュ箸民事訴訟法 一冊

七,エム･ストラウス署民事訴訟法 一冊

八,フリッチェ及ヴェル子ル著國庫訴訟代理 一冊

九,オルスハウゼン箸凋國刑法鐸義 二冊

＋,リスト箸濁國刑法論綱 一冊

十一,ヴルフェン箸常習犯罪者及犯罪者ノ類型 一冊

＋二,著名ノ刑事 三冊

十三,アシャッフェンブルヒ箸犯罪及其ノ揮墜 一冊

十四,フランク,ロッセル及シュミット編纂現代ノ｢ピタヴァル｣(刑事彙纂）一冊
十五,ズウトル箸コーニッツ殺人事件 一冊

十六,ゾルム著刑法及刑事訴訟 一冊

十七,ダルケ箸同上 一冊

十八,クウルト･ミュルレル箸カアル五世ノ重罪裁判法 一冊

十九,ハンス･ロイス箸監獄所見 一冊

二十,グロッシュ箸凋國罪人引渡法 一冊

二十一,グルホット編纂燭法解鐸資料(雪鴎異）六十三冊
二十二,ルウドルフ･イェーリング箸法學上ノ悲喜 一冊

二＋三,ピイ子ングレエベル箸家庭法學 二冊

二十四,懲戒裁判所ノ判決 一冊

合計二十四部 百八十七冊，，

（陸軍用筆;"官房抄此分司法省へ送付"[冒頭桓外喉部]の墨書有り;MFNoO300-2）

このうちの"懲戒裁判所ノ判決"は,青島守備軍發陸軍省宛荷物の開梱時に於る書目末收録･追加冊,乃至は後

送書の類と看て大過あるまい遺憾乍ら,前掲諸書類は執れも送状の類故,所送書籍が全てその目録通りであっ

たのか否かという黙に就ては,確認し得ぬ(書込"V"･"｡V"の具艦的意味に就ても不詳).又,司法省發陸軍省宛受
領證も同綴されておらず,用濟み後の返却に就てもその記録を狭く、當件◆Ｌの大臣官房に於る受領から結了

に到る期間が4年餘に及んでいるのは,或はこのことと關係しているのではあるまいか.加えて,それが1919[大

正8]年６月１１日に結了とされているということは,これが必ずしも事態の進展に伴う結了を意味するものでは
なく，ヴェルサイユ條約の調印(VL28.)を控えた時鮎での事務虚理上の結了を示唆しているのかの如き印象さ

え覺える.事の經緯に就ては此〈不確定要素を含むものの,少くとも歯獲書籍總數としては,27,380冊(『歯書目

訂表』1922.-;前掲4頁脚註，)に司法省貸與用35鮎205冊を加えた27,585冊を,當面は想定しておく可きであろう
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